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序

章

惟
明
親
王
研
究
の
現
状
と
課
題

惟
明
親
王
（
一
一
七
九
～
一
二
二
一
）
は
、
高
倉
天
皇
の
三
宮
で
、
後
鳥
羽
院
の
異
母
兄
で
あ
る
。

治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
に
宮
内
大
輔
平
義
範
女
少
将
局
を
母
と
し
て
生
ま
れ
た
こ
の
親
王
に
つ
い
て
、
一
番
有
名
な
逸
話
は
、

(1)

五
歳
の
時
に
一
歳
年
下
の
四
宮
（
後
の
後
鳥
羽
天
皇
）
と
帝
位
の
候
補
に
上
り
、
結
果
と
し
て
四
宮
が
選
ば
れ
る
話
で
あ
ろ
う
。

(2)

高
倉
院
の
皇
子
は
、
主
上
の
外
三
所
ま
し

〱
き
。
二
宮
を
ば
儲
君
に
し
た
て
ま
つ
ら
む
と
て
、
平
家
い
ざ
な
ひ
ま
い
ら
せ
て

西
国
へ
落
給
ぬ
。
三
四
は
宮
こ
に
ま
し

〱
け
り
。

同
八
月
五
日
、
法
皇
こ
の
宮
た
ち
を
む
か
へ
よ
せ
ま
い
ら
せ
給
ひ
て
、
ま
づ
三
の
宮
の
五
歳
に
な
ら
せ
給
ふ
を
、
「
是
へ

〱
」
と
仰
け
れ
ば
、
法
皇
を
見
ま
い
ら
ッ
さ
せ
給
ひ
て
、
大
に
む
つ
か
ら
せ
給
ふ
あ
ひ
だ
、
「
と
う

〱
」
と
て
出
し
ま
い

ら
ッ
さ
せ
給
ひ
ぬ
。
其
後
、
四
の
宮
の
四
歳
に
な
ら
せ
給
ふ
を
、
「
是
へ
」
と
仰
け
れ
ば
、
す
こ
し
も
は
ゞ
か
ら
せ
給
は
ず
、

や
が
て
法
皇
の
御
ひ
ざ
の
う
へ
に
ま
い
ら
せ
給
ひ
て
、
よ
に
も
な
つ
か
し
げ
に
て
ま
し

〱
け
る
。
法
皇
、
御
涙
を
は
ら

〱

と
流
さ
せ
給
ひ
て
、
「
げ
に
も
す
ぞ
ろ
な
ら
む
も
の
は
、
か
や
う
の
老
法
師
を
見
て
、
な
に
と
て
か
な
つ
か
し
げ
に
は
思
ふ
べ

き
。
是
ぞ
我
ま
こ
と
の
孫
に
て
ま
し

〱
け
る
。
故
女
院
の
を
さ
な
を
ひ
に
、
す
こ
し
も
た
が
は
せ
給
は
ぬ
物
か
な
。
か
ゝ
る

本

文

マ

マ(3)

わ
す
れ
が
た
み
を
今
ま
で
見
ざ
り
け
る
事
よ
」
と
て
、
御
涙
せ
き
あ
へ
さ
せ
給
は
ず
。
浄
土
寺
の
二
位
殿
、
そ
の
と
き
は
い
ま

だ
丹
後
殿
と
て
、
御
前
に
候
は
せ
給
ふ
が
、
「
さ
て
御
ゆ
づ
り
は
、
此
宮
に
て
こ
そ
わ
た
ら
せ
お
は
し
ま
し
さ
ぶ
ら
は
め
」
と

申
さ
せ
給
へ
ば
、
法
皇
、
「
子
細
に
や
」
と
ぞ
仰
け
る
。
内
々
御
占
あ
り
し
に
も
、
「
四
の
宮
位
に
つ
か
せ
給
ひ
て
は
、
百
王
ま
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で
日
本
国
の
御
ぬ
し
た
る
べ
し
」
と
ぞ
か
ん
が
へ
申
け
る
。

右
の
引
用
は
、
『
平
家
物
語
』
に
よ
る
が
、
平
家
が
安
徳
天
皇
と
す
ぐ
下
の
弟
で
あ
る
二
宮
を
連
れ
て
都
落
ち
を
し
た
後
、
都
に

(4)

残
さ
れ
た
二
人
の
皇
子
の
う
ち
ど
ち
ら
を
帝
位
に
つ
け
る
か
と
後
白
河
院
が
判
断
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
場
面
に
つ
い
て
山
崎
桂

子
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

そ
れ
以
上
に
こ
の
段
が
お
も
し
ろ
い
の
は
、
高
倉
院
四
皇
子
の
人
生
の
明
暗
が
こ
こ
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
宮
で
あ
る
安
徳

天
皇
は
西
海
に
沈
ん
で
し
ま
う
。
二
宮
は
自
分
は
「
儲
君
」
だ
と
思
っ
て
天
皇
に
随
行
し
、
都
に
帰
っ
て
み
れ
ば
、
同
腹
の
弟

が
「
儲
君
」
ど
こ
ろ
か
天
皇
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
宮
は
晩
年
我
が
子
の
即
位
に
よ
っ
て
復
権
を
果
た
す
の
で
あ
る
が
。

そ
し
て
、
三
宮
は
と
言
う
と
、
人
生
最
大
の
好
機
、
肝
心
な
と
こ
ろ
で
「
大
き
に
む
つ
か
」
っ
て
、
弟
に
ま
ん
ま
と
帝
位
を
奪

わ
れ
て
し
ま
い
、
二
宮
の
如
く
再
び
日
の
目
を
見
る
こ
と
も
な
く
人
生
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。(5)

山
崎
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
惟
明
親
王
に
最
大
の
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
た
の
は
わ
ず
か
五
歳
の
時
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の

「
人
生
最
大
の
好
機
」
を
逃
し
て
し
ま
う
。
こ
の
場
面
で
も
、
親
王
の
役
割
は
言
わ
ば
帝
位
に
昇
る
異
母
弟
の
添
え
役
と
し
て
な
の

で
あ
る
。

以
降
の
親
王
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
に
親
王
宣
下
を
受
け
、
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
に
十
七
歳
で
七

(6)

条
院
殖
子
の
猶
子
と
な
り
元
服
し
三
品
に
叙
せ
ら
れ
る
。
承
元
五
年
（
一
二
一
一
）
に
出
家
し
て
聖
円
と
号
し
、
承
久
三
年
（
一
二

(7)

(8)

二
一
）
五
月
三
日
四
十
三
歳
で
没
す
、
と
折
々
に
触
れ
て
追
え
る
も
の
の
官
職
に
就
い
た
形
跡
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
劇
的
な
人
生
を

(9)

送
っ
て
い
る
異
母
兄
弟
に
比
べ
れ
ば
平
凡
な
人
生
で
あ
っ
た
と
断
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

(10)
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一
方
で
歌
人
と
し
て
は
『
正
治
初
度
百
首
』
（
一
二

〇
〇
）
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
（
一
二
〇
三
年
頃
）
と
初

期
の
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
二
つ
の
応
制
百
首
に
参
加
し
、

新
古
今
集
以
下
の
勅
撰
集
に
三
四
首
入
首
す
る
な
ど
、

(11)

異
母
弟
で
あ
る
後
鳥
羽
院
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
歌

人
と
し
て
な
か
な
か
に
非
凡
な
才
能
を
持
っ
た
親
王
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(12)

と
こ
ろ
が
、
惟
明
親
王
を
取
り
上
げ
た
研
究
は
こ
れ

ま
で
殆
ど
為
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
皇
位
を
継
い
だ
後

鳥
羽
院
が
歌
人
と
し
て
も
名
を
残
し
、
ま
た
パ
ト
ロ
ン

と
し
て
当
時
の
歌
壇
に
絶
大
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
の

と
は
対
照
的
に
、
歌
人
と
し
て
も
や
は
り
異
母
弟
の
陰

に
隠
れ
、
あ
ま
り
日
の
目
を
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

(13)

そ
の
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
惟
明
親
王

の
家
集
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
親
王
の
和

【惟明親王略系図】

後
白
河
天
皇

式
子
内
親
王

守
覚
法
親
王

少
将
局

（
平
義
範
女

）

通
親

源
雅
通

藤
原
殖
子

惟
明
親
王

（
三
宮

）

後
鳥
羽
院

（
四
宮

）

女

通
資

高
倉
天
皇
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歌
と
し
て
現
存
し
て
い
る
の
は
二
百
余
首
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
大
半
を
先
に
挙
げ
た
二
つ
の
百
首
歌
が
占
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、

(14)

従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
惟
明
親
王
に
つ
い
て
『
正
治
初
度
百
首
』
の
詠
者
の
一
人
と
し
て
わ
ず
か
な
が
ら
に
言
及
が
さ
れ
る
だ

け
で
あ
っ
た
。

有
吉
保
氏
は
、
正
治
百
首
の
詠
者
を
集
団
別
（
天
皇
家
・
権
門
系
・
六
条
家
系
・
御
子
左
家
系
）
に
分
類
し
た
上
で
、
集
団
の
中

で
さ
ら
に
御
子
左
家
系
・
六
条
家
系
に
分
類
し
て
い
る
。
天
皇
家
の
分
類
は
次
に
引
用
し
た
通
り
で
あ
る
。

（
１
）
天
皇
家
―
―
院
・
三
宮
惟
明
（
六
条
）
・
守
覚
（
六
条
）
・
式
子
（
御
子
左
）
四
人
。
し
か
し
六
条
家
系
に
三
宮
（
通
親

姪
の
聟
・
系
図
③
）
・
守
覚
（
仁
和
寺
阿
闍
梨
顕
昭
の
主
君
で
あ
り
、
前
掲
の
御
室
撰
歌
合
な
ど
か
ら
）
、
御
子
左
家
系
に
式
子

（
こ
の
百
首
を
定
家
に
見
せ
て
い
る
。
定
家
は
連
日
の
ご
と
く
大
炊
殿
の
式
子
邸
へ
勤
仕
、
俊
成
の
門
下
で
俊
成
は
古
来
風
躰

抄
を
奏
上
し
て
い
る
な
ど
、
ま
た
和
字
奏
状
の
女
房
追
加
部
分
の
―
―
さ
も
候
へ
か
ら
ん
人
の
御
も
と
に
申
さ
せ
給
へ
く
候
―

―
は
式
子
を
念
頭
に
置
い
て
書
い
た
か
と
思
わ
れ
る
）
の
両
派
に
わ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。(15)

右
に
引
用
し
た
通
り
、
惟
明
親
王
が
源
通
親
の
姪
を
妻
に
迎
え
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
有
吉
氏
は
親
王
を
六
条
家
系
の
歌
人
に

振
り
分
け
る
。
有
吉
氏
は
最
終
的
に
、
各
詠
者
を
下
命
順
（
第
一
次
～
第
三
次
参
加
）
・
両
派
（
御
子
左
家
系
・
六
条
家
系
）
で
表

記
し
て
い
る
が
、
そ
の
該
当
部
分
の
み
次
に
引
用
す
る
。

第
三
次

八
月
十
五
日
下
命

御
子
左
―
（
式
子
）
・
（
良
経
）
・
讃
岐
・
丹
後

六
条
―
（
惟
明
）
・
（
守
覚
）
・
（
通
親
）
・
範
光
・
小
侍
従
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こ
こ
で
も
や
は
り
惟
明
親
王
は
六
条
家
歌
人
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
有
吉
氏
が
惟
明
親
王
を
六
条
家
系
の
歌
人
と
し
た
理
由

は
、
先
に
も
述
べ
た
が
六
条
家
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
通
親
と
の
姻
戚
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
天
皇
家
の
詠
者
に
つ
い
て

は
あ
く
ま
で
「
両
派
に
わ
け
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
い
う
消
極
的
な
も
の
で
あ
り
、
親
王
の
和
歌
を
検
証
し
た
上
で
の
判
断
で
は
な

い
。そ

の
後
、
惟
明
親
王
自
身
や
そ
の
和
歌
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
が
山
崎
桂
子
氏
と
田
仲
洋
己
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。

(16)

山
崎
氏
は
、
先
に
引
用
し
た
三
宮
・
四
宮
の
皇
位
争
い
の
場
面
を
中
心
と
し
た
惟
明
親
王
の
初
期
の
伝
に
つ
い
て
の
考
証
の
他
、

「
あ
る
種
の
不
遇
感
を
共
有
し
て
」
い
た
と
思
わ
れ
る
伯
母
で
あ
る
式
子
内
親
王
と
の
交
流
を
和
歌
の
贈
答
か
ら
考
察
さ
れ
、
さ
ら

に
惟
明
親
王
の
正
治
初
度
百
首
へ
の
参
加
は
「
或
い
は
式
子
内
親
王
の
推
挽
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
」「
更
に
憶
測
め
く
が
、

『
古
来
風
体
抄
』
、
こ
の
再
撰
本
は
式
子
内
親
王
が
和
歌
に
精
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
惟
明
親
王
に
贈
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
、
二
人
の
交
流
が
単
に
互
い
の
不
遇
を
慰
め
合
う
だ
け
で
は
な
く
、
和
歌
に
お
い
て
式
子
内
親

王
か
ら
惟
明
親
王
へ
の
な
に
が
し
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
山
崎
氏
は
そ
の
他
に
も
、
勅
撰
集
や

(17)

私
撰
集
に
見
え
る
出
典
不
明
の
逸
文
歌
や
『
正
治
初
度
百
首
』
の
鳥
題
の
歌
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
て
い
る
。

(18)

田
仲
氏
は
惟
明
親
王
に
つ
い
て
、
「
目
立
た
ぬ
な
が
ら
も
歌
人
と
し
て
は
決
し
て
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
ぬ
存
在
で
あ
る
か
と
思

わ
れ
る
」
と
し
、
「
歌
人
と
し
て
の
全
体
像
が
纏
ま
り
を
持
っ
て
よ
く
把
握
さ
れ
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で

あ
ろ
う
」
と
し
た
上
で
、
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
詠
に
つ
い
て
、
「
幾
つ
か
の
表
現
上
の
特
色
と
傾
き
」
を
指
摘
し
、
表
現
や

詞
選
び
な
ど
か
ら
見
え
て
く
る
同
時
代
歌
人
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
、
惟
明
歌
の
特
徴
と
し
て
以
下
の
四
点
を
指
摘
さ
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れ
て
い
る
。

(19)

Ⅰ

先
行
歌
の
発
想
や
詞
続
き
を
無
造
作
に
取
り
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
歌

Ⅱ

万
葉
語
や
難
儀
の
類
（
院
政
期
歌
学
書
で
考
察
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
語
彙
・
万
葉
語
・
比
較
的
耳
慣
れ
な
い
名
所
歌
枕
）

に
対
し
て
の
一
定
の
関
心

Ⅲ

漢
籍
や
王
朝
物
語
世
界
（
『
伊
勢
物
語
』
・
『
源
氏
物
語
』
）
へ
の
志
向

Ⅳ

同
時
代
・
近
時
代
歌
人
た
ち
の
表
現
を
取
り
入
れ
る

右
に
引
用
し
た
田
仲
氏
の
指
摘
は
、
惟
明
歌
の
詠
風
や
作
歌
態
度
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
指
摘
で
あ
る
が
、
氏
の
論
は
『
正
治

初
度
百
首
』
の
百
首
歌
の
二
十
数
首
を
取
り
上
げ
た
部
分
的
な
考
察
に
留
ま
っ
て
お
り
、
惟
明
親
王
の
「
歌
人
と
し
て
の
全
体
像
」

を
論
じ
る
た
め
に
は
、
各
歌
の
さ
ら
な
る
検
討
や
百
首
歌
全
体
を
俯
瞰
し
た
視
点
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

な
お
『
正
治
初
度
百
首
』
は
、
二
〇
一
六
年
に
明
治
書
院
の
「
和
歌
文
学
大
系
」
の
一
冊
と
し
て
注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
惟
明

親
王
の
百
首
に
も
当
然
注
や
現
代
語
訳
が
付
さ
れ
た
。
『
正
治
初
度
百
首
』
全
体
の
注
釈
書
の
た
め
百
首
歌
に
付
さ
れ
た
注
の
分
量

は
決
し
て
多
く
は
な
い
が
惟
明
歌
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
の
注
釈
書
の
意
義
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

(20)

と
こ
ろ
で
、
先
に
も
述
べ
た
が
、
現
存
す
る
惟
明
歌
の
半
分
以
上
が
二
つ
の
百
首
歌
に
よ
る
。

百
首
歌
は
定
数
歌
の
一
種
で
あ
り
、
平
安
中
期
頃
成
立
の
『
好
忠
百
首
』
を
嚆
矢
と
し
て
、
歌
人
の
間
で
所
謂
初
期
百
首
が
詠
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
初
期
百
首
は
あ
く
ま
で
私
的
な
色
合
い
が
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
院
政
期
初
め
の
『
堀
河
院
御
時
百
首
和

歌
』
を
契
機
と
し
て
、
公
の
性
質
を
帯
び
る
と
共
に
、
基
本
的
な
部
立
や
組
題
が
形
成
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
新
古
今
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時
代
に
な
る
と
、
多
く
の
歌
人
が
公
私
を
問
わ
ず
、
盛
ん
に
百
首
歌
（
定
数
歌
）
を
詠
む
よ
う
に
な
る
。

定
数
歌
で
あ
る
以
上
、
百
首
歌
は
一
首
ず
つ
独
立
し
た
も
の
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
部
立
や
百
首
全
体
を
ま
と
ま
り
と
し
て
捉

え
る
視
点
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

惟
明
親
王
が
最
初
に
詠
進
し
た
『
正
治
初
度
百
首
』
（
以
下
、
正
治
百
首
と
す
る
）
は
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
に
後
鳥
羽
院

が
下
命
し
た
百
首
和
歌
で
あ
る
。
春
二
〇
首
・
夏
一
五
首
・
秋
二
〇
首
・
冬
一
五
首
・
恋
一
〇
首
・
羈
旅
五
首
・
山
家
五
首
・
鳥
五

首
・
祝
五
首
か
ら
成
る
部
立
百
首
で
、
作
者
は
後
鳥
羽
院
・
惟
明
親
王
・
式
子
内
親
王
・
守
覚
法
親
王
・
良
経
・
通
親
・
慈
円
・
忠

良
・
隆
房
・
季
経
・
経
家
・
釈
阿
・
隆
信
・
定
家
・
家
隆
・
範
光
・
寂
蓮
・
生
蓮
（
師
光
）
・
静
空
（
実
房
）
・
讃
岐
・
小
侍
従
・

丹
後
・
中
納
言
得
業
信
広
の
二
三
名
で
あ
る
。
本
百
首
は
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
（
以
下
、
新
古
今
集
と
す
る
）
の
選
集
資
料
と
な

る
な
ど
、
新
古
今
時
代
の
和
歌
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
作
品
と
い
え
る
。

第
一
部
で
は
、
ま
ず
惟
明
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
の
百
首
歌
に
つ
い
て
論
じ
る
。

第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
各
章
に
お
い
て
、
部
立
毎
に
和
歌
を
取
り
上
げ
、
そ
の
歌
材
や
配
列
を
分
析
す
る
。
そ
の
上
で
、
親

王
が
百
首
歌
詠
作
に
際
し
て
ど
の
よ
う
な
構
成
意
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

『
正
治
初
度
百
首
』
に
続
い
て
親
王
が
詠
進
し
た
『
千
五
百
番
歌
合
』
（
一
二
〇
一
～
一
二
〇
三
年
頃
）
は
、
後
鳥
羽
院
が
正
治

百
首
の
初
度
、
後
度
に
続
い
て
下
命
し
た
第
三
度
百
首
を
歌
合
に
結
番
し
た
も
の
で
、
三
〇
名
の
歌
人
が
百
首
歌
を
各
詠
進
し
た
。

構
成
は
、
春
二
〇
首
・
夏
一
五
首
・
秋
二
〇
首
・
冬
一
五
首
・
祝
五
首
・
恋
一
五
首
・
雑
一
〇
首
で
、
そ
れ
ぞ
れ
春
（
一
～
四
）･

夏
（
一
～
三
）
・
秋
（
一
～
四
）
・
冬
（
一
～
三
）
・
祝
・
（
一
～
三
）
・
雑
（
一
・
二
）
に
分
け
、
各
七
五
番
を
単
位
と
し
て
二
〇
巻



- 11 -

一
五
〇
〇
番
に
結
番
し
、
歌
合
史
上
最
大
規
模
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

部
分
的
な
も
の
と
は
い
え
、
山
崎
氏
や
田
仲
氏
に
よ
る
論
考
が
為
さ
れ
た
り
、
注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
た
り
し
て
い
る
『
正
治
初
度

百
首
』
の
百
首
歌
に
対
し
て
、
惟
明
親
王
の
本
百
首
は
、
管
見
の
限
り
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

(21)

第
二
部
で
は
、
本
百
首
を
対
象
に
惟
明
親
王
が
ど
の
よ
う
に
和
歌
を
詠
作
し
て
い
た
の
か
を
論
じ
る
。

第
四
章
で
は
、
勅
撰
集
歌
等
を
摂
取
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
三
五
首
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
摂
取
方
法
を
分
析
し
、
親
王
が
ど
の

よ
う
に
和
歌
を
詠
作
し
て
い
た
の
か
を
探
っ
て
い
く
。
そ
し
て
第
五
章
で
は
、
詳
し
い
評
が
付
さ
れ
て
い
る
春
歌
と
恋
歌
の
和
歌
を

対
象
に
、
判
詞
か
ら
惟
明
親
王
の
和
歌
の
ど
の
よ
う
な
点
に
表
現
の
工
夫
が
見
出
せ
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
点
が
評
価
さ
れ
て

い
る
の
か
を
探
っ
て
い
く
。

『
正
治
初
度
百
首
』
と
『
千
五
百
番
歌
合
』
、
現
存
す
る
惟
明
親
王
の
和
歌
の
大
半
を
占
め
る
こ
の
二
つ
の
百
首
歌
を
考
察
す
る

こ
と
に
よ
り
、
惟
明
親
王
の
和
歌
や
そ
の
詠
風
を
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
が
、
本
論
の
目
的
で
あ
る
。

な
お
本
研
究
に
お
け
る
『
正
治
初
度
百
首
』
の
本
文
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
に
拠
り
、
引
用
は
便
宜
上
、
書
陵
部
本
を
底
本
と
す

る
『
新
編
国
歌
大
観
』
（CD

-RO
M

版

V
er.2

）
に
拠
っ
た
。
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
本
文
研
究
は
、
有
吉
保
氏
が
『
千
五
百
番
歌
合

の
校
本
と
そ
の
研
究
』
（
風
間
書
房
、
一
九
六
八
年
）
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
諸
本
の
異
同
は
同
書
に
拠
り
、
和
歌

本
文
の
引
用
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』（CD

-RO
M

版V
er.2

）
に
拠
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
和
歌
に
つ
い
て
は
『
新
編
国
歌
大
観
』（CD

-RO
M

版V
er.2

）
に
拠
っ
た
。
な
お
引
用
に
あ
た
っ
て
適
宜
私
に
傍
線
等
を
付
し
た
。
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『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
、
『
一
代
要
記
』
。
な
お
『
山
槐
記
』
の
治
承
三
年
四
月
十
一
日
の
条
に
平
義
範
女
が
皇
子
を
産
ん
だ
こ

(1)

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
平
家
物
語
』
巻
第
八
「
山
門
御
幸
」
。
『
た
ま
き
は
る
』
、
『
玉
葉
』
、
『
増
鏡
』
、
『
愚
管
抄
』
等
に
も
同
様
の
記
述
あ
り
。

(2)

新
編
日
本
古
典
文
学
大
系
（
注

）
の
注
に
「
諸
本
の
「
故
院
（
高
倉
院
）
」
が
正
し
い
か
」
と
あ
り
。

(3)

4

梶
原
正
昭
、
山
下
宏
明
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

平
家
物
語
下
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）

(4)

45

山
崎
桂
子
「
三
宮
惟
明
親
王
伝
―
誕
生
か
ら
寿
永
二
年
ま
で
―
」
（
『
国
語
国
文
』
六
四
号
、
一
九
九
五
年
五
月
）

(5)

『
玉
葉
』
「
文
治
五
年
十
一
月
十
九
日
」
の
条
。

(6)

『
一
代
要
記
』

(7)

『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
、
『
一
代
要
記
』
。

(8)

『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
、
『
一
代
要
記
』
。

(9)

『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
、
『
一
代
要
記
』
に
よ
れ
ば
三
人
の
子
息
が
確
認
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
母
は
不
明
。
な
お
惟
明
親
王
の

(10)

室
と
し
て
は
藤
原
公
時
女
、
源
通
資
女
が
知
ら
れ
る
。

勅
撰
集
へ
の
入
首
状
況
は
、
新
古
今
集
六
首
、
新
勅
撰
集
一
首
、
続
後
撰
集
三
首
、
続
古
今
集
二
首
、
続
拾
遺
集
二
首
、
新
後

(11)

撰
集
三
首
、
玉
葉
集
四
首
、
続
千
載
集
二
首
、
続
後
拾
遺
集
二
首
、
新
千
載
集
二
首
、
新
拾
遺
集
一
首
、
新
後
拾
遺
集
二
首
、



例
え
ば
、
新
古
今
集
に
は
親
王
も
何
人
か
入
集
し
て
い
る
が
、
敦
道
親
王
（
冷
泉
天
皇
皇
子
）
一
首
、
惟
喬
親
王
一
首
（
文
徳

(12)

天
皇
皇
子
）
、
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
一
首
の
み
の
入
集
で
あ
る
。
そ
の
中
で
惟
明
親
王
の
六
首
は
、
親
王
と
し
て
は
具
平
親
王

（
村
上
天
皇
皇
子
）
八
首
に
次
い
で
二
番
目
に
多
く
、
特
に
伯
父
で
あ
り
歌
人
と
し
て
も
名
高
か
っ
た
守
覚
法
親
王
（
後
白
河

天
皇
皇
子
）
の
五
首
よ
り
も
多
く
入
集
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

後
年
「
三
宮
十
五
首
」
を
催
し
て
い
る
こ
と
が
定
家
や
家
隆
の
和
歌
の
詞
書
か
ら
推
測
で
き
る
。
久
保
田
淳
氏
が
こ
の
催
し
の

(13)

時
期
を
考
察
さ
れ
て
お
り
、
氏
に
よ
れ
ば
建
暦
二
年
十
二
月
二
日
以
前
に
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
：
「
「
三
宮
十
五
首
」
と

「
五
人
百
首
」
」
（
久
保
田
淳
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
六
月
。
初
出
は
「
歌
を
読
む
と
い
う
こ
と
―

藤
原
定
家
の
作
品
に
即
し
て
―
」
（
『
国
文
学
』
第
二
九
巻
二
号
（
一
九
八
四
年
二
月
）

『
新
勅
撰
和
歌
集
』
に
惟
明
親
王
詠
の

(14)

百
首
歌
中
に
述
懐

な
べ
て
世
の
な
ら
ひ
と
人
や
お
も
ふ
ら
む
う
し
と
い
ひ
て
も
あ
ま
る
な
み
だ
を
（
雑
二
・
一
一
三
五
）

と
い
う
歌
が
残
っ
て
い
る
。
右
の
歌
は
詞
書
に
「
百
首
歌
中
に
」
と
あ
る
が
、
『
正
治
初
度
百
首
』
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
に
は
見

え
ず
、
現
存
す
る
も
の
以
外
に
も
惟
明
親
王
が
百
首
歌
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
山
崎
桂
子
氏
は
こ
の
歌
を
「
出

家
後
の
詠
か
と
思
わ
れ
る
」
「
詠
歌
時
期
も
確
定
で
き
な
い
が
、
一
首
に
は
多
分
に
不
遇
感
が
漂
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
を
収
め
る

『
新
勅
撰
集
』
は
惟
明
親
王
没
後
の
成
立
で
あ
る
か
ら
、
出
家
後
、
十
年
の
歳
月
を
送
っ
た
彼
の
晩
年
の
詠
か
も
知
れ
な
い
」
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新
続
古
今
集
四
首
。



有
吉
保
「
後
鳥
羽
院
初
期
歌
壇
の
形
成
―
正
治
初
度
百
首
を
中
心
に
―
」
（
『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究

基
盤
と
構
成
』
（
三
省

(15)

堂
、
一
九
六
八
年
：
初
出
一
九
六
五
年
一
月
）

な
お
惟
明
親
王
の
和
歌
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
は
、
管
見
の
限
り
、
両
者
の
み
で
あ
る
。

(16)

山
崎
桂
子
「
作
者
点
描
・
正
治
二
年
前
後
」
（
『
正
治
百
首
の
研
究
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）

(17)

山
崎
桂
子
「
憂
し
と
い
ひ
て
も
あ
ま
る
涙
を
―
惟
明
親
王
逸
文
歌
考
証
―
」
（
前
掲
注

）
、
同
「
惟
明
親
王
歌
逸
文
考
証
」

(18)

14

（
『
和
歌
文
学
研
究
』
六
八
号
、
一
九
九
四
年
五
月
）
、
同
「
三
宮
惟
明
親
王
伝
―
誕
生
か
ら
寿
永
二
年
ま
で
―
」
（
前
掲
注

）
、
同
『
正
治
百
首
の
研
究
』
（
前
掲
注

）

5

17

田
仲
洋
己
「
三
宮
惟
明
親
王
歌
の
正
治
初
度
百
首
詠
に
つ
い
て
」
（
『
中
世
前
期
の
歌
書
と
歌
人
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
。

(19)

初
出
『
岡
大
国
文
論
稿
』
三
四
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）

久
保
田
淳
他
『
和
歌
文
学
大
系

正
治
二
年
院
初
度
百
首
』
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
。
惟
明
親
王
の
百
首
歌
は
木
下
華

(20)

49

子
氏
が
担
当
し
て
い
る
。

田
仲
洋
己
氏
の
論
考
「
『
古
来
風
体
抄
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
中
世
前
期
の
歌
書
と
歌
人
』
所
収
）

の
末
尾
に
付
さ
れ
た

(21)

「
惟
明
親
王
詠
の
主
要
先
行
典
拠
表
現
受
容
一
覧
」
で
、
こ
れ
は
『
正
治
初
度
百
首
』
・
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
両
百
首
か
ら

「
惟
明
詠
の
本
歌
も
し
く
は
惟
明
が
そ
の
発
想
や
表
現
を
受
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
先
行
歌
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
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（
「
憂
し
と
い
ひ
て
も
あ
ま
る
涙
を
―
惟
明
親
王
逸
文
歌
考
証
―
」
（
『
広
島
女
子
大
国
文
』
一
〇
号
、
一
九
九
三
年
九
月
）
と

す
る
。



第
Ⅰ
部

『
正
治
初
度
百
首
』
―
百
首
歌
の
構
成
意
識
―
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第
一
章

四
季
部
の
構
成

は
じ
め
に

本
章
で
は
、
惟
明
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
の
四
季
の
歌
を
部
立
毎
に
取
り
上
げ
、
百
首
歌
の
構
成
と
い
う
観
点
か
ら
考
察

を
行
っ
て
い
く
。

は
じ
め
に
、
『
正
治
初
度
百
首
』
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
お
く
と
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
に
後
鳥
羽
院
が
下
命
し
た
百
首

和
歌
で
、
春
二
〇
首
・
夏
一
五
首
・
秋
二
〇
首
・
冬
一
五
首
・
恋
一
〇
首
・
羈
旅
五
首
・
山
家
五
首
・
鳥
五
首
・
祝
五
首
か
ら
成
る

部
立
百
首
で
あ
る
。

惟
明
親
王
に
と
っ
て
は
初
め
て
参
加
し
た
応
制
百
首
で
あ
り
、
親
王
の
年
齢
か
ら
い
っ
て
も
、
和
歌
初
学
期
の
作
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
新
古
今
時
代
は
題
詠
歌
が
主
と
な
り
、
百
首
歌
が
定
数
歌
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
形
態
だ
っ
た
。
本
百
首
の
構

成
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
で
、
親
王
が
ど
の
よ
う
な
意
識
で
百
首
歌
を
詠
も
う
と
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

第
一
節

春
部
の
構
成

本
節
で
は
春
の
歌
二
十
首
を
取
り
上
げ
る
。
は
じ
め
に
部
立
全
体
の
配
列
を
概
観
し
、
配
列
上
特
に
目
を
引
く
⑩
か
ら
⑮
ま
で
の

桜
歌
群
を
特
に
取
り
上
げ
て
論
じ
る
。
そ
の
後
で
二
十
首
全
体
の
表
現
に
つ
い
て
も
見
て
い
き
た
い
。
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一

ま
ず
、
春
部
が
ど
の
よ
う
な
配
列
に
な
っ
て
い
る
か
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。
な
お
歌
に
付
し
た
丸
数
字
は
私
的
に
振
っ
た
も
の

で
あ
り
、
部
立
内
で
の
位
置
を
示
す
。

①

朝
日
さ
す
み
ね
の
し
ら
雪
う
ち
と
け
て
風
も
の
ど
け
き
千
代
の
は
つ
春
（
一
〇
四
）

②

千
と
せ
と
も
か
ぎ
ら
じ
も
の
を
子
日
し
て
万
代
ま
で
も
の
べ
の
小
松
は
（
一
〇
五
）

冒
頭
の
二
首
（
①
・
②
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
は
つ
春
」
、
「
子
日
」
が
詠
ま
れ
、
新
し
い
年
や
正
月
を
言
祝
ぐ
歌
が
置
か
れ
て

い
る
。
歌
意
に
連
続
性
は
な
い
が
、
語
句
に
着
目
し
て
み
れ
ば
「
千
代
」
、
「
千
と
せ
」
と
類
似
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
く
。③

わ
き
て
色
の
ふ
か
く
み
ゆ
る
や
煙
た
つ
む
ろ
の
や
し
ま
の
霞
な
る
ら
ん
（
一
〇
六
）

④

な
が
む
れ
ば
す
ま
の
浦
路
の
春
霞
あ
か
し
に
つ
た
ふ
あ
け
ぼ
の
の
空
（
一
〇
七
）

続
く
③
・
④
に
は
霞
を
詠
ん
だ
歌
を
置
く
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
二
首
は
「
み
ゆ
る
」
と
「
な
が
む
」
と
い
う
視
覚
的
な
歌

で
あ
る
こ
と
や
、
室
の
八
島
、
須
磨
、
明
石
と
い
っ
た
歌
枕
が
使
わ
れ
て
い
る
点
で
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

⑤

鶯
の
な
み
だ
の
こ
ほ
り
打
ち
と
け
て
ふ
る
す
な
が
ら
や
春
を
し
る
ら
ん
（
一
〇
八
）

⑥

つ
ね
よ
り
も
身
に
し
む
物
は
梅
が
え
の
花
よ
り
ち
ら
す
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
（
一
〇
九
）
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⑦

し
る
し
ら
ず
お
な
じ
心
に
野
べ
に
出
で
て
昨
日
も
け
ふ
も
わ
か
な
を
ぞ
つ
む
（
一
一
〇
）

⑧

梅
が
香
は
お
の
が
た
ち
枝
に
あ
く
が
れ
て
を
ら
ぬ
袖
に
も
や
ど
り
ぬ
る
か
な
（
一
一
一
）

⑨

月
の
も
る
軒
端
の
む
め
の
花
ざ
か
り
を
る
て
に
か
を
る
春
の
あ
は
雪
（
一
一
二
）

⑤
か
ら
⑨
で
は
鶯
や
梅
が
題
材
と
な
る
。
ま
ず
⑤
、
⑥
で
は
鴬
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
⑤
は
、
「
こ
ほ
り
打
ち
と
け
て
」
や
「
春
を

し
る
ら
ん
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
春
の
訪
れ
を
詠
ん
で
お
り
、
歌
意
か
ら
④
ま
で
の
春
の
初
め
を
詠
ん
だ
歌
と
の
繋
が
り
が
見
出
せ

る
。
逆
に
、
梅
の
花
と
共
に
詠
ま
れ
て
い
る
⑥
は
、
間
に
若
菜
の
歌
を
挟
む
も
の
の
、
⑧
以
降
の
歌
と
の
繋
が
り
を
意
識
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
⑧
・
⑨
は
ど
ち
ら
も
梅
の
香
を
詠
む
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
「
を
ら
ぬ
袖
」
や
「
を
る
て
」
に
梅
の
香
が
移
る
と
い
う
趣
向

も
共
通
し
て
い
る
。

⑩

い
づ
く
よ
り
花
の
に
ほ
ひ
を
さ
そ
ひ
き
て
さ
か
ぬ
梢
も
風
か
を
る
ら
む
（
一
一
三
）

⑪

身
に
し
め
て
や
そ
う
ぢ
人
は
か
へ
れ
ど
も
花
に
匂
ひ
は
猶
ま
さ
り
け
り
（
一
一
四
）

⑫

よ
し
野
山
あ
ら
し
や
花
を
わ
た
る
ら
ん
木
末
に
か
を
る
は
る
の
夜
の
月
（
一
一
五
）

⑬

花
さ
そ
ふ
嵐
に
春
の
空
さ
え
て
枝
よ
り
つ
も
る
庭
の
し
ら
雪
（
一
一
六
）

⑭

ち
り
つ
も
る
庭
の
花
を
も
み
る
べ
き
に
い
づ
ち
嵐
の
な
ほ
さ
そ
ふ
ら
ん
（
一
一
七
）

⑮

さ
く
ら
花
ち
る
木
の
し
た
の
旅
ね
に
は
春
を
か
た
し
く
心
ち
こ
そ
す
れ
（
一
一
八
）

⑩
か
ら
⑭
ま
で
は
、
た
だ
「
花
」
と
詠
ま
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
花
な
の
か
ま
で
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
梅
の
花

盛
り
を
詠
ん
で
い
た
⑨
に
対
し
、
⑩
で
は
「
さ
か
ぬ
梢
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
梅
か
ら
別
の
花
へ
と
歌
材
が
移
っ
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て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
⑫
で
は
桜
の
名
所
で
あ
る
吉
野
山
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
一
連
の
花
が
桜
で
あ
る
こ
と
が
自
ず
と
想
像

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

梅
と
桜
、
二
つ
の
花
は
、
香
で
連
接
さ
れ
て
い
る
。
⑧
「
梅
が
香
」
、
⑨
「
て
に
か
を
る
」
か
ら
、
⑩
「
花
の
に
ほ
ひ
」
「
風
か

を
る
」
と
移
っ
て
い
き
、
⑩
か
ら
⑫
ま
で
桜
の
香
を
詠
ん
だ
歌
が
三
首
続
く
。

⑬
か
ら
は
桜
が
散
っ
て
ゆ
く
。
⑬
、
⑭
で
は
共
に
嵐
に
よ
っ
て
庭
に
散
る
桜
が
詠
ま
れ
る
。
⑮
で
は
、
や
は
り
散
る
桜
が
詠
ま

れ
る
が
、
そ
の
情
景
は
庭
の
も
の
で
は
な
い
。
「
旅
ね
」
と
あ
る
よ
う
に
、
旅
の
情
景
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
⑤
か
ら
⑯
ま
で
の
十
二
首
は
、
隣
り
合
う
歌
同
士
が
、
歌
材
や
語
句
、
情
景
に
よ
っ
て
連
結
さ
れ
て
い
る
。

対
し
て
⑯
か
ら
⑳
ま
で
は
、
歌
材
の
点
か
ら
は
共
通
点
を
見
出
し
難
い
。

⑯

か
り
金
の
か
へ
る
名
ご
り
に
お
も
ふ
か
な
こ
し
ぢ
の
人
の
秋
の
こ
こ
ろ
を
（
一
一
九
）

⑰

お
ぼ
つ
か
な
草
た
つ
ほ
ど
も
い
か
な
ら
ん
か
す
み
こ
め
た
る
を
ぎ
の
や
け
原
（
一
二
〇
）

⑱

春
と
い
へ
ば
あ
は
れ
お
ほ
か
る
な
が
め
か
な
あ
ま
の
か
ご
山
あ
け
ぼ
の
の
空
（
一
二
一
）

⑯
は
帰
雁
の
歌
で
あ
る
。
春
に
な
り
北
へ
と
帰
っ
て
行
く
雁
を
名
残
惜
し
み
、
そ
の
心
情
か
ら
、
去
年
の
秋
に
雁
を
見
送
っ
た

北
の
国
の
人
々
の
心
中
へ
思
い
を
馳
せ
る
。

⑰
で
は
霞
の
立
ち
込
め
る
荻
の
焼
原
を
詠
み
、
⑱
で
は
明
け
方
の
天
の
香
具
山
の
情
景
を
詠
む
。
両
者
に
は
一
見
何
の
繋
が
り
も

見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
霞
を
詠
ん
だ
歌
（
⑰
）
の
後
に
、
「
な
が
め
」
と
い
う
詞
を
詠
み
込
ん
だ
歌
（
⑱
）
を
置
く
と
い
う
配
列

は
、
③
、
④
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
③
・
④
で
も
霞
を
詠
ん
だ
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
④
と
⑱
は
共
に
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結
句
に
「
あ
け
ぼ
の
の
空
」
を
置
き
、
体
言
止
め
に
し
て
い
る
点
で
も
同
じ
で
あ
る
。
部
立
全
体
を
俯
瞰
し
て
見
た
と
き
に
、
春
の

前
半
と
後
半
に
霞
を
詠
ん
だ
歌
が
置
か
れ
、
そ
の
後
に
「
な
が
」
む
、
「
あ
け
ぼ
の
の
空
」
を
用
い
た
体
言
止
め
の
歌
を
置
く
と
い

う
構
造
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

⑲

く
れ
て
ゆ
く
跡
だ
に
み
え
ぬ
春
な
れ
ば
し
た
ふ
心
も
か
ひ
な
か
り
け
り
（
一
二
二
）(1)

⑳

い
ま
は
と
て
く
れ
行
く
春
の
ふ
る
さ
と
に
花
ち
る
や
ど
と
な
ら
ん
と
す
ら
ん
（
一
二
三
）

部
立
末
の
⑲
・
⑳
に
は
暮
春
を
詠
ん
だ
歌
が
置
か
れ
る
。「
く
れ
て
ゆ
く
跡
だ
に
み
え
ぬ
春
」（
⑲
）
、「
く
れ
行
く
春
」（
⑳
）
と
、

こ
の
二
首
は
表
現
の
上
で
も
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

以
上
の
春
の
部
立
構
成
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
次
の
表
①
で
あ
る
。

表
①
に
示
し
た
通
り
、
こ
の
春
部
で
は
歌
の
題
材
が
限
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
題
詠
の
規
範
と
な
る
堀
河
百
首
の
春
部
と

比
較
し
た
も
の
が
表
②
で
あ
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
冒
頭
三
首
ま
で
は
題
が
一
致
す
る
が
、
堀
河
百
首
題
が
「
残
雪
」
や
「
柳
」
、

「
春
雨
」
「
春
駒
」
等
、
春
の
題
を
満
遍
な
く
取
り
上
げ
て
い
る
の
に
対
し
、
惟
明
親
王
の
春
部
で
は
季
節
の
流
れ
に
沿
う
と
い
う

前
提
は
同
じ
で
も
、
そ
の
歌
材
が
大
き
く
偏
っ
て
お
り
、
特
定
の
歌
材
し
か
詠
ん
で
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
歌
材

の
み
な
ら
ず
表
現
の
上
で
も
類
似
の
詞
を
用
い
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
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⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
歌
順

暮
春

暮
春

天
の
香
具
山

霞

荻
の
焼
原

帰
雁

桜 桜 桜 桜 桜 桜 梅 梅
若
菜

鴬梅 鴬 霞 霞
子
日

立
春

歌
材

か
す
み

春
霞

霞

鴬 鴬

む
め

か
を
る

 
梅
が
香

梅
が
え
の
花

さ
く
ら
花

花 花 花

木
末
に
か
を
る

花
に
匂
ひ

 
花
の
に
ほ
ひ

　

嵐 嵐
あ
ら
し

庭 庭

暮
れ
行
く
春

暮
れ
て
ゆ
く
～

春

な
が
め
か
な

あ
け
ぼ
の
の
空

ち
る

ち
り
つ
も
る

つ
も
る

を
る
て

を
ら
ぬ
袖

な
が
む
れ

あ
け
ぼ
の
の
空

み
ゆ
る

千
歳

千
代

【表①】春・部立構成

類
似
表
現
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こ
の
点
か
ら
考
え
て
も
、
親
王
が
配
列
に
な
ん
ら
か
の

意
図
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

(2)

そ
し
て
、
こ
の
歌
材
や
配
列
と
い
う
点
か
ら
春
の
部
立

で
目
を
引
く
の
が
、
⑩
か
ら
⑮
ま
で
桜
を
六
首
連
続
し
て

詠
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『
正
治
初
度
百
首
』
に
詠
進
し
て
い
る
他
の
歌
人
の
百
首
歌
を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
俊
成
や
式
子
内
親
王
の
百
首
歌
に
も
花

歌
群
が
あ
る
。

(3)

ま
ず
俊
成
の
花
歌
群
を
以
下
に
掲
げ
る
（
春
七
首
目
か
ら
十
七
首
目
）
。

⑦

梅
の
は
な
さ
き
ぬ
る
時
は
お
し
な
べ
て
春
の
空
さ
へ
に
ほ
ふ
な
り
け
り
（
一
一
一
〇
）

⑧

む
か
し
よ
り
い
か
に
契
り
て
梅
の
花
色
に
匂
ひ
を
か
さ
ね
そ
め
け
ん
（
一
一
一
一
）

⑨

さ
ほ
姫
の
春
の
す
が
た
や
こ
れ
な
ら
ん
な
つ
か
し
く
も
あ
る
玉
柳
か
な
（
一
一
一
二
）

⑩

は
る
さ
め
の
し
づ
か
に
そ
そ
く
け
し
き
に
て
あ
ま
ね
き
御
代
は
空
に
見
え
け
り
（
一
一
一
三
）

⑪

う
れ
し
く
も
我
が
君
が
代
の
春
に
あ
ひ
て
風
し
づ
か
な
る
花
を
見
る
か
な
（
一
一
一
四
）

⑫

雲
や
た
つ
霞
や
ま
が
ふ
山
ざ
く
ら
花
よ
り
外
も
は
な
と
み
ゆ
ら
ん
（
一
一
一
五
）

⑬

名
に
た
か
き
よ
し
の
の
山
の
春
よ
り
や
雲
に
桜
を
ま
が
へ
そ
め
け
む
（
一
一
一
六
）

惟明・春 堀河題
① 立春 立春
② 子日 子日
③ 霞 霞
④ 霞 鴬
⑤ 鶯 若菜
⑥ 梅・鶯 残雪
⑦ 若菜 梅
⑧ 梅 柳
⑨ 梅 早蕨
⑩ 桜 桜
⑪ 桜 春雨
⑫ 桜・月・嵐 春駒
⑬ 桜・嵐 帰雁
⑭ 桜・嵐 喚子鳥
⑮ 桜 苗代
⑯ 帰雁 菫菜
⑰ 霞・荻の焼原 杜若
⑱ 天香具山 藤
⑲ 暮春 款冬
⑳ 暮春 三月尽

【表②】春・堀河題との比較
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⑭

た
ま
し
き
や
風
し
づ
か
な
る
花
の
も
と
心
も
ち
ら
ぬ
物
に
ぞ
有
り
け
る
（
一
一
一
七
）

⑮

し
ら
川
の
む
か
し
は
ま
づ
ぞ
思
ひ
い
づ
る
う
れ
し
き
春
の
花
を
見
る
に
も
（
一
一
一
八
）

⑯

花
は
は
る
春
は
花
を
や
お
も
ふ
ら
ん
時
も
草
木
も
ち
ぎ
り
し
あ
れ
ば
（
一
一
一
九
）

⑰

君
が
代
は
ゐ
で
の
山
吹
さ
き
そ
ひ
て
千
世
を
か
さ
ぬ
る
玉
水
の
か
げ
（
一
一
二
〇
）

右
に
掲
げ
た
通
り
、
俊
成
は
花
歌
群
の
冒
頭
（
⑦
・
⑧
）
で
梅
の
花
を
詠
み
、
そ
の
後
に
柳
、
春
雨
の
歌
（
⑨
・
⑩
）
を
置
い

た
後
、
⑪
か
ら
⑯
ま
で
花
の
歌
を
六
首
続
け
、
歌
群
の
最
後
は
山
吹
の
花
で
締
め
て
い
る
。
⑪
の
「
花
」
は
桜
で
あ
る
と
は
っ
き
り

(4)

断
定
は
で
き
な
い
が
、
続
く
⑫
で
は
「
山
ざ
く
ら
」
と
は
っ
き
り
と
詠
ま
れ
、
以
降
桜
の
花
が
続
く
こ
と
か
ら
、
⑪
か
ら
⑯
ま
で
は

桜
歌
群
だ
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
桜
の
歌
を
連
続
し
て
何
首
も
置
く
と
い
う
点
で
は
、
惟
明
親
王
と
同
様
で
あ
る
。

次
に
式
子
内
親
王
の
花
歌
群
で
あ
る
（
春
七
首
目
か
ら
一
六
首
目
）
。

⑦

袖
の
う
へ
に
か
き
ね
の
梅
は
お
と
づ
れ
て
枕
に
き
ゆ
る
う
た
た
ね
の
夢
（
二
〇
八
）

⑧

な
が
め
つ
る
け
ふ
は
む
か
し
に
成
り
ぬ
と
も
軒
ば
の
梅
は
わ
れ
を
わ
す
る
な
（
二
〇
九
）

⑨

い
ま
さ
く
ら
さ
き
ぬ
と
見
え
て
う
す
ぐ
も
り
春
に
か
す
め
る
世
の
気
色
か
な
（
二
一
〇
）

⑩

ま
つ
ほ
ど
の
心
の
う
ち
に
咲
く
花
を
つ
ひ
に
よ
し
野
へ
う
つ
し
つ
る
か
な
（
二
一
一
）

⑪

峰
の
雲
ふ
も
と
の
雪
に
う
づ
も
れ
て
い
づ
れ
を
花
と
み
よ
し
野
の
里
（
二
一
二
）

⑫

高
砂
の
尾
上
の
さ
く
ら
た
づ
ぬ
れ
ば
み
や
こ
の
に
し
き
い
く
へ
か
す
み
ぬ
（
二
一
三
）

⑬

と
ふ
人
の
折
ら
で
を
か
へ
れ
う
ぐ
ひ
す
の
は
風
も
つ
ら
き
宿
の
桜
を
（
二
一
四
）
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⑭

霞
ゐ
る
た
か
ま
の
山
の
し
ら
雲
は
花
か
あ
ら
ぬ
か
か
へ
る
た
び
人
（
二
一
五
）

⑮

夢
の
う
ち
も
う
つ
ろ
ふ
花
に
風
吹
き
て
し
づ
こ
こ
ろ
な
き
春
の
う
た
た
ね
（
二
一
六
）

⑯

今
朝
み
れ
ば
や
ど
の
木
ず
ゑ
に
風
過
ぎ
て
し
ら
れ
ぬ
雪
の
い
く
へ
と
も
な
く
（
二
一
七
）

式
子
内
親
王
の
花
歌
群
も
俊
成
同
様
梅
か
ら
始
ま
る
。
梅
（
⑦
か
ら
⑧
）
の
後
は
桜
の
花
が
八
首
連
続
（
⑨
～
⑯
）
し
て
置
か
れ

る
。惟

明
親
王
の
花
歌
群
も
梅
か
ら
始
ま
り
、
桜
の
花
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
そ
の
点
で
は
俊
成
や
式
子
内
親
王
の
本
百
首
と
も
似
通

っ
て
い
る
。
惟
明
親
王
の
桜
歌
群
が
、
他
二
人
と
比
べ
て
異
彩
を
放
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
は
、
親
王
が
梅
と
桜
の
連
接
に
香
を

用
い
、
桜
の
香
を
詠
ん
だ
歌
を
続
け
て
い
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

俊
成
の
桜
歌
群
に
は
香
を
詠
ん
だ
歌
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
式
子
内
親
王
の
花
歌
群
で
は
、
梅
と
桜
の
連
接
に
「
な
が
め
」

「
見
え
」
と
視
覚
的
な
歌
を
配
置
し
、
そ
の
後
の
桜
歌
群
も
や
は
り
視
覚
的
な
歌
が
置
か
れ
、
香
を
詠
ん
で
い
る
も
の
は
一
首
も
な

い
。対

し
て
、
惟
明
親
王
は
梅
か
ら
桜
へ
の
移
り
変
わ
り
を
香
と
い
う
嗅
覚
表
現
に
託
し
、
桜
歌
群
の
冒
頭
に
香
を
詠
ん
だ
歌
を
三
首

（
⑩
か
ら
⑫
）
置
く
。
こ
の
よ
う
な
構
成
は
俊
成
や
式
子
内
親
王
の
歌
群
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
百
首
に
お
い
て
桜
の
香
を
連
続
し
て
詠
ん
で
い
る
歌
人
と
し
て
は
他
に
守
覚
法
親
王
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
に
守
覚
法
親

王
の
花
歌
群
を
掲
げ
る
（
春
の
九
首
目
か
ら
十
九
首
目
）
。

⑨

春
の
色
も
さ
か
ず
は
い
か
が
し
り
そ
め
ん
梅
よ
り
さ
き
に
花
な
か
り
け
り
（
三
一
二
）
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⑩

な
が
め
て
も
い
か
に
か
た
ら
む
梅
が
え
の
花
に
月
も
る
春
の
明
け
ぼ
の
（
三
一
三
）

⑪

こ
の
本
に
花
ま
ち
か
ね
て
な
が
む
れ
ば
お
も
影
よ
り
ぞ
さ
き
は
じ
め
け
る
（
三
一
四
）

⑫

桜
さ
く
み
ね
た
ち
は
な
れ
ゆ
く
雲
は
せ
め
て
も
花
に
お
も
ひ
わ
け
と
や
（
三
一
五
）

⑬

さ
ら
ぬ
だ
に
を
し
き
な
ご
り
を
い
か
に
又
花
よ
り
も
ろ
き
雪
と
み
ゆ
ら
ん
（
三
一
六
）

⑭

い
は
が
ね
に
ま
し
ば
を
り
し
き
明
け
に
け
り
よ
し
の
の
お
く
の
花
の
し
た
ふ
し
（
三
一
七
）

⑮

け
ふ
も
又
あ
か
ぬ
な
が
め
に
く
れ
は
て
ぬ
あ
は
れ
た
ち
う
き
花
の
か
げ
か
な
（
三
一
八
）

⑯

家
つ
と
に
花
を
つ
つ
み
て
か
へ
る
さ
は
に
ほ
ひ
ぞ
袖
に
も
れ
て
ち
り
け
る
（
三
一
九
）

⑰

ち
り
ま
が
ふ
は
な
の
ふ
ぶ
き
に
か
き
く
れ
て
空
ま
で
に
ほ
ふ
し
が
の
山
ご
え
（
三
二
〇
）(5)

⑱

い
ま
ぞ
し
る
た
こ
の
う
ら
藤
さ
き
に
け
り
音
せ
で
浪
は
よ
す
る
も
の
か
な
（
三
二
一
）

⑲

岩
代
の
は
ま
松
が
え
の
藤
の
は
な
こ
れ
さ
へ
た
れ
か
む
す
び
か
け
け
ん
（
三
二
二
）

守
覚
法
親
王
の
花
歌
群
で
も
先
頭
に
置
か
れ
る
の
は
や
は
り
梅
（
⑨
・
⑩
）
で
あ
る
。
そ
の
後
に
桜
の
歌
が
七
首
（
⑪
か
ら
⑰
）

(6)

置
か
れ
た
後
、
藤
の
花
（
⑱
・
⑲
）
へ
と
移
っ
て
い
く
。
守
覚
法
親
王
も
桜
の
歌
を
連
続
し
て
詠
ん
で
い
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
、

⑯
・
⑰
と
二
首
続
け
て
桜
の
香
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
⑯
で
は
袖
に
移
っ
た
香
を
、
⑰
で
は
花
の
香
が
空
ま
で
薫
る
の
で

は
な
い
か
、
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

田
仲
洋
己
氏
は
、
惟
明
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
万
葉
語
や
難
儀
の
語
へ
の
関
心
を
挙
げ
、
そ
こ
に
守

(7)

覚
法
親
王
周
辺
か
ら
の
影
響
を
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
桜
の
香
を
連
続
し
て
配
置
す
る
と
い
う
、
歌
の
構
成
に
関
わ
る
面
に
お
い
て
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も
、
あ
る
い
は
守
覚
法
親
王
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

と
は
い
え
、
両
者
の
歌
の
情
景
を
比
べ
て
み
る
と
、
三
首
と
も
風
に
薫
る
花
を
詠
ん
で
い
た
惟
明
歌
と
は
守
覚
法
親
王
の
二
首
は

ど
ち
ら
も
情
景
が
異
な
っ
て
い
る
。
桜
の
香
を
連
続
し
て
置
き
、
か
つ
そ
の
歌
の
内
容
に
も
類
似
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
点
で
、
他

の
歌
人
の
桜
歌
群
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
次
節
で
は
こ
の
桜
歌
群
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
い
き
た
い
。

二

桜
は
『
古
今
和
歌
集
』（
以
下
、
古
今
集
と
す
る
。
そ
の
他
の
勅
撰
集
も
同
様
に
省
略
し
て
示
す
）

以
来
盛
ん
に
詠
ま
れ
て
き
た
花
で
あ
り
、
そ
の
用
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
香
り
を
詠
ん
だ
歌

に
限
定
す
る
と
そ
の
数
は
そ
う
多
く
は
な
い
。
表
③
は
、
古
今
集
か
ら
千
載
集
ま
で
の
勅
撰
集
で
、

桜
の
歌
及
び
そ
の
中
で
桜
の
香
を
詠
ん
だ
歌
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
桜
の
香
を
詠
ん
だ
歌
は

(8)

各
集
に
一
か
ら
三
首
あ
る
か
な
い
か
で
、
総
数
で
見
て
も
十
首
程
度
し
か
な
い
。
以
下
そ
れ
ら
の

歌
を
挙
げ
る
。
な
お
各
歌
に
は
便
宜
上
ア
～
コ
の
記
号
を
振
っ
た
。

さ
く
ら
の
花
の
も
と
に
て
年
の
お
い
ぬ
る
こ
と
を
な
げ
き
て
よ
め
る

ア

い
ろ
も
か
も
お
な
じ
む
か
し
に
さ
く
ら
め
ど
年
ふ
る
人
ぞ
あ
ら
た
ま
り
け
る

桜歌 桜の香
古今 53 1
後撰 34 3
拾遺 58 0
後拾遺 75 0
金葉 52 3
詞花 33 1
千載 76 2

【表③】勅撰集の桜歌
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（
古
今
集
巻
一
・
春
上
・
五
七
・
き
の
と
も
の
り
）

貞
観
御
時
、
ゆ
み
の
わ
ざ
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
に

イ

け
ふ
桜
し
づ
く
に
わ
が
身
い
ざ
ぬ
れ
む
か
ご
め
に
さ
そ
ふ
風
の
こ
ぬ
ま
に

（
後
撰
集
巻
二
・
春
中
・
五
六
・
河
原
左
大
臣
）

御
返
し

ウ

匂
こ
き
花
の
か
も
て
ぞ
し
ら
れ
け
る
う
ゑ
て
見
る
ら
ん
ひ
と
の
心
は
（
後
撰
集
巻
二
・
春
中
・
六
九
）

寛
平
御
時
、
桜
の
花
の
宴
あ
り
け
る
に
、
雨
の
ふ
り
侍
り
け
れ
ば

エ

春
さ
め
の
花
の
枝
よ
り
流
れ
こ
ば
猶
こ
そ
ぬ
れ
め
か
も
や
う
つ
る
と

（
後
撰
集
巻
三
・
春
下
・
一
一
〇
・
藤
原
敏
行
朝
臣
）

花
薫
風
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

オ

よ
し
の
や
ま
み
ね
の
さ
く
ら
や
さ
き
ぬ
ら
ん
ふ
も
と
の
さ
と
に
に
ほ
ふ
は
る
か
ぜ

（
金
葉
集
巻
一
・
春
部
・
二
九
・
摂
政
左
大
臣
）

堀
河
院
御
時
中
宮
御
方
に
て
風
閑
花
香
と
い
へ
る
事
を
つ
か
う
ま
つ
れ
る

カ

木
ず
ゑ
に
は
ふ
く
と
も
見
え
で
さ
く
ら
花
か
を
る
ぞ
か
ぜ
の
し
る
し
な
り
け
る

（
金
葉
集
巻
一
・
春
部
・
五
九
・
源
俊
頼
朝
臣
）

新
院
北
面
に
て
残
花
薫
風
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る
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キ

ち
り
は
て
ぬ
は
な
の
あ
り
か
を
し
ら
す
れ
ば
い
と
ひ
し
か
ぜ
ぞ
け
ふ
は
う
れ
し
き

（
金
葉
集
巻
一
・
春
部
・
七
〇
・
中
納
言
雅
定
）

落
花
満
庭
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る

ク

に
は
も
せ
に
つ
も
れ
る
雪
と
み
え
な
が
ら
か
を
る
ぞ
は
な
の
し
る
し
な
り
け
る

（
詞
花
集
巻
一
・
春
・
四
三
・
花
薗
左
大
臣
）

近
衛
殿
に
わ
た
ら
せ
た
ま
ひ
て
か
へ
ら
せ
給
ひ
け
る
日
、
遠
尋
山
花
と
い
へ
る
心
を
よ
ま
せ
給
う
け
る

ケ

た
づ
ね
つ
る
花
の
あ
た
り
に
な
り
に
け
り
に
ほ
ふ
に
し
る
し
春
の
山
か
ぜ

（
千
載
集
巻
一
・
春
歌
上
・
四
六
・
崇
徳
院
御
製
）

（
崇
徳
院
に
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
花
の
う
た
と
て
よ
め
る
）

コ

山
ざ
く
ら
か
す
み
こ
め
た
る
あ
り
か
を
ば
つ
ら
き
も
の
か
ら
風
ぞ
し
ら
す
る

（
千
載
集
巻
一
・
春
歌
上
・
五
七
・
前
参
議
教
長
）

ア
は
、
老
い
る
自
分
と
、
色
も
香
も
昔
と
変
わ
ら
な
い
桜
と
が
対
照
的
に
詠
ま
れ
、
イ
・
エ
は
濡
れ
た
桜
の
香
を
詠
む
。
ウ
は
い

か
に
も
返
歌
ら
し
く
「
花
の
香
を
以
て
人
を
讃
え
る
」
歌
と
評
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ク
で
は
、
雪
と
見
紛
う
ば
か
り
の
庭
一
面
の

(9)

(10)

落
花
が
、
そ
の
香
の
た
め
に
花
だ
と
わ
か
る
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

対
し
て
、
金
葉
集
の
三
首
（
オ
・
カ
・
キ
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
花
薫
風
」
、
「
風
閑
花
香
」
、
「
残
花
薫
風
」
と
い
う
題
か
ら
明

白
な
よ
う
に
、
風
に
薫
る
桜
の
花
を
詠
ん
で
い
る
。
千
載
集
の
二
首
（
ケ
・
コ
）
も
、
「
に
ほ
ふ
に
し
る
し
春
の
山
か
ぜ
」
、
「
風
ぞ
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し
ら
す
る
」
と
い
う
語
句
か
ら
、
や
は
り
風
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
桜
の
香
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
風
が
桜
の
香
を
運
ぶ
と
い
う
点
で
、

惟
明
歌
は
金
葉
集
や
千
載
集
の
歌
と
似
通
っ
て
い
る
。

田
仲
氏
は
惟
明
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
の
特
徴
の
四
点
目
と
し
て
「
同
時
代
・
近
時
代
歌
人
た
ち
の
表
現
を
取
り
入
れ
る
」

(11)

を
挙
げ
て
い
た
が
、
こ
の
歌
群
の
風
に
香
る
桜
と
い
う
趣
向
も
、
金
葉
集
や
千
載
集
な
ど
の
近
い
時
代
の
勅
撰
集
か
ら
発
想
を
得
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
惟
明
親
王
の
桜
歌
群
の
語
句
に
着
目
す
る
と
、
⑫
の
「
木
末
に
か
を
る
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
田
仲
氏
は
「
第
四
句

の
「
梢
に
か
を
る
」
は
や
は
り
類
例
の
少
な
い
秀
句
表
現
で
あ
り
、
僅
か
に
建
久
元
年
「
花
月
百
首
」
の
藤
原
定
家
詠
を
見
出
す
ば

か
り
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
氏
が
指
摘
す
る
歌
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

あ
く
が
れ
し
雪
と
月
と
の
色
と
め
て
梢
に
か
を
る
春
の
山
か
げ
（
『
拾
遺
愚
草
・
上
』
・
六
〇
八
）

『
花
月
百
首
』
の
他
の
歌
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
歌
の
他
に
、

桜
花
さ
き
に
し
日
よ
り
吉
野
山
空
も
ひ
と
つ
に
か
を
る
白
雲
（
『
拾
遺
愚
草
・
上
』
・
六
〇
一
）

花
の
香
は
か
を
る
ば
か
り
を
行
へ
と
て
風
よ
り
つ
ら
き
夕
や
み
の
空
（
六
二
七
）

の
よ
う
に
、
花
の
香
を
詠
ん
だ
歌
は
何
首
か
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
定
家
の
「
花
月
百
首
」
は
桜
の
香
を
詠
ん
だ
歌
を
連

続
し
て
置
く
よ
う
な
配
列
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
風
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
桜
の
香
や
「
木
末
に
か
を
る
」
と
い
う
表
現
に
は
、
金
葉
集
や
千
載
集
、
あ
る
い
は
定
家
か
ら

の
影
響
を
見
出
せ
る
。
そ
の
一
方
で
、
桜
の
香
を
連
続
し
て
置
く
と
い
う
配
置
は
こ
れ
ら
の
先
行
例
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
『
正
治
初
度
百
首
』
が
選
集
資
料
と
な
っ
た
、
新
古
今
集
の
桜
歌
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

表
④
に
示
し
た
よ
う
に
、
新
古
今
集
で
は
桜
を
詠
ん
で
い
る
歌
が
一
一
三
首
確
認
で
き
、
千
載
集
ま
で
と
比
し
て
も
そ
の
数
が

増
し
て
い
る
。
し
か
し
、
桜
の
香
を
詠
ん
だ
歌
は
四
首
の
み
で
あ
り
、
や
は
り
桜
の
香
が
詠
ま
れ
る
こ
と
は
珍
し

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
四
首
の
う
ち
三
首
は
連
続
し
て
置
か
れ
て
い
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
以
下
に
そ
の
三
首
を
引
用
す
る
。

(12)

サ

花
の
か
に
こ
ろ
も
は
ふ
か
く
な
り
に
け
り
こ
の
し
た
か
げ
の
風
の
ま
に
ま
に

（
巻
第
二
・
春
歌
下
・
一
一
一
・
貫
之
）

千
五
百
番
歌
合
に

シ

風
か
よ
ふ
ね
ざ
め
の
そ
で
の
花
の
か
に
か
を
る
ま
く
ら
の
春
の
夜
の
夢

（
巻
第
二
・
春
歌
下
・
一
一
二
・
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女
）

守
覚
法
親
王
、
五
十
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時

ス

こ
の
ほ
ど
は
し
る
も
し
ら
ぬ
も
玉
桙
の
ゆ
き
か
ふ
袖
は
花
の
か
ぞ
す
る

（
巻
第
二
・
春
歌
下
・
一
一
三
・
藤
原
家
隆
朝
臣
）

新
古
今
集
の
春
部
で
は
巻
第
一
の
七
九
か
ら
桜
歌
群
が
始
ま
り
、
そ
の
ま
ま
巻
第
二
に
入
り
、
一
五
八
ま
で
続
く
。
実
に
八
十
も

の
桜
の
歌
が
続
く
こ
の
歌
群
中
で
、
香
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
の
三
首
だ
け
で
あ
る
。

歌
の
内
容
を
見
て
い
く
と
、
情
景
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
す
べ
て
衣
へ
の
移
り
香
を
詠
む
。
シ
の
歌
は
、
元
の
『
千
五
百
番

【表④】新古今集の桜歌
桜歌 113
桜の香 4



- 31 -

歌
合
』
で
は
梅
の
香
を
詠
ん
で
い
た
歌
だ
っ
た
。
そ
れ
を
あ
え
て
桜
歌
群
の
こ
の
位
置
に
配
列
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
撰

者
の
意
図
が
桜
の
香
、
そ
れ
も
衣
へ
の
移
り
香
に
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
ろ
う
。
前
節
で
取
り
上
げ
た
守
覚
法
親
王
の
『
正
治
初
度
百

首
』
に
も
、
桜
の
香
を
詠
ん
だ
歌
が
二
首
確
認
で
き
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
首
は
「
に
ほ
ひ
ぞ
袖
に
も
れ
て
」
と
や
は
り
衣
へ
の
移

り
香
が
詠
ま
れ
て
い
た
。

守
覚
法
親
王
の
百
首
歌
や
新
古
今
集
の
桜
の
香
の
歌
を
勘
案
す
る
に
、
同
時
代
に
桜
の
香
を
連
続
し
て
詠
む
配
列
と
い
う
の
は
珍

し
い
な
が
ら
も
あ
り
、
こ
の
一
点
の
み
で
惟
明
親
王
独
自
の
趣
向
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
香
の
詠
ま
れ
方
に
着
目
し
て
み
る
と
、

同
時
代
の
趣
向
は
衣
へ
の
移
り
香
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
惟
明
親
王
の
詠
み
方
は
同
時
代
の
そ
れ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
金
葉
集

や
千
載
集
な
ど
や
や
前
の
時
代
の
詠
み
ぶ
り
に
似
通
っ
て
い
る
と
言
え
、
そ
こ
に
独
自
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

三

前
節
で
取
り
上
げ
た
桜
歌
群
で
、
惟
明
親
王
は
桜
の
香
を
連
続
し
て
置
く
と
い
う
同
時
代
に
少
な
い
な
が
ら
も
見
ら
れ
た
配
列
を

採
用
す
る
一
方
で
、
情
景
の
詠
み
ぶ
り
は
同
時
代
の
も
の
と
は
変
え
る
と
い
う
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
、
本
百
首
の
春
部
に
お
い
て
、
親
王
の
工
夫
は
歌
の
表
現
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
表
現
と
配

列
を
見
比
べ
る
こ
と
で
、
新
た
な
工
夫
が
見
出
せ
る
の
で
な
い
か
と
考
え
る
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
春
部
前
半
（
①
か
ら
⑨
）
の
歌
の
表
現
に
着
目
し
て
、
考
察
を
行
う
。
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冒
頭
の
①
に
つ
い
て
、
田
仲
氏
は
、
上
句
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
等
に
採
ら
れ
て
い
る
平
兼
盛
の
著
名
な
歌
、

(13)

あ
さ
ひ
さ
す
み
ね
の
し
ら
ゆ
き
む
ら
ぎ
え
て
は
る
の
か
す
み
は
は
や
た
ち
に
け
り
（
春
・
霞
・
一
〇
四
）

を
踏
襲
し
た
も
の
、
下
句
は
『
文
治
六
年
女
御
入
内
和
歌
』
の
九
条
兼
実
の
歌
、

桜
山
野
并
人
家
に
桜
盛
に
さ
き
た
る
所
か
す
み
有
り

さ
く
ら
ば
な
か
ぜ
も
の
ど
け
き
み
世
に
逢
ひ
て
ち
ら
ぬ
春
を
し
か
さ
ぬ
べ
き
か
な

な
ど
の
近
い
時
期
の
先
行
歌
に
見
ら
れ
る
表
現
を
用
い
て
い
る
と
し
て
、
「
先
行
歌
の
表
現
に
ほ
ぼ
全
面
的
に
依
拠
し
た
平
凡
な
詠

み
振
り
の
一
首
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。

②
も
和
歌
文
学
大
系
の
注
で
本
歌
と
し
て
拾
遺
集
の
能
宣
の
歌
、

(14)

入
道
式
部
卿
の
み
こ
の
、
子
の
日
し
侍
り
け
る
所
に

ち
と
せ
ま
で
か
ぎ
れ
る
松
も
け
ふ
よ
り
は
君
に
ひ
か
れ
て
万
代
や
へ
む
（
巻
一
・
春
・
二
四
）

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
歌
の
表
現
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
流
用
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
続
く
③
の
歌
も
、
田
仲
氏
は
藤
原

(15)

清
輔
の
次
の
歌
、

朝
が
す
み
ふ
か
く
み
ゆ
る
や
け
ぶ
り
た
つ
室
の
や
し
ま
の
わ
た
り
な
る
ら
ん
（
『
久
安
百
首
』
・
春
二
十
首
・
九
〇
五
）

を
引
き
な
が
ら
、
「
一
首
全
体
の
趣
向
や
詞
続
き
が
（
中
略
）
酷
似
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
冒

頭
の
三
首
に
、
先
行
歌
の
表
現
に
大
き
く
依
拠
し
た
歌
を
置
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
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し
か
し
、
④
に
つ
い
て
は
明
石
巻
で
源
氏
が
詠
ん
だ

は
る
か
に
も
思
ひ
や
る
か
な
知
ら
ざ
り
し
浦
よ
り
を
ち
に
浦
づ
た
ひ
し
て

の
「
詞
続
き
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
須
磨
巻
近
く
で
語
ら
れ
る
海
岸
で
の
場
面
に
お
け
る
光
源
氏
の
詠
歌
と
し
て
も
相
応
し
い
歌
境
を

構
築
し
た
の
が
、
当
該
の
惟
明
詠
で
あ
る
と
理
解
し
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
物
語
取
り
の
和
歌
と
し
て
田
仲
氏
は
一
定
の

(16)

評
価
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
先
行
歌
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
詠
ん
で
し
ま
っ
た
稚
拙
な
歌
の
後
に
、
先
行
歌
の
表
現
を
巧
く
取
り
込
ん
だ
り
、
秀

句
的
な
表
現
を
用
い
た
り
し
た
歌
を
置
く
と
い
う
配
列
が
前
半
は
続
い
て
い
く
。

⑤
は
「
鶯
の
な
み
だ
の
こ
ほ
り
」
と
い
う
表
現
は
、
当
然
古
今
集
所
収
の
「
雪
の
内
に
春
は
き
に
け
り
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ほ
れ
る
涙

今
や
と
く
ら
む
」
（
春
上
・
四
・
藤
原
高
子
）
が
想
起
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
歌
を
踏
ま
え
た
「
う
ぐ
ひ
す
は
こ
ほ
る
な
み
だ
の
と
く

る
に
や
ゆ
き
ふ
る
す
に
て
は
る
を
し
る
ら
ん
」
（
『
経
正
集
』
・
春
・
鶯
・
三
）
と
表
現
が
ほ
ぼ
似
通
っ
て
い
る
。

(17)

対
し
て
続
く
⑥
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
身
に
し
む
」
と
い
う
表
現
は
、
多
く
が
秋
の
歌
と
し
て
風
と
共
に
詠
ま
れ
て
き
た
が
、
春

歌
の
例
も
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
中
で
も
惟
明
歌
同
様
鶯
の
声
が
「
身
に
し
む
」
と
詠
む
例
は
、
次
の
三
首
が
あ
る
。

鶯
の
初
音
や
何
の
色
な
ら
む
き
け
ば
身
に
し
む
春
の
曙
（
『
袋
草
紙
』
・
七
一
・
右
衛
門
尉
孝
善
）

（
鶯
人
家
花
中
に
鶯
あ
る
所

）

う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
の
い
ろ
さ
へ
身
に
し
む
は
は
な
の
た
よ
り
に
き
け
ば
な
り
け
り
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（
『
文
治
六
年
女
御
入
内
和
歌
』
・
三
八
・
隆
信
）

わ
が
宿
は
谷
の
ふ
る
す
を
隣
に
て
ふ
か
く
み
に
し
む
う
ぐ
ひ
す
の
声

（
『
若
宮
社
歌
合
』
・
二
番
・
四
・
藤
原
隆
信
）

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
三
首
は
ど
れ
も
「
梅
が
え
の
花
よ
り
ち
ら
す
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
」
と
詠
む
惟
明
歌
と
は
詠
み
ぶ
り
を
異
に

し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
花
よ
り
ち
ら
す
」
と
い
う
表
現
は
、
管
見
の
限
り
他
に
例
を
見
な
い
。
鶯
と
梅
は
よ
く
あ
る
取
り
合
わ
せ

で
あ
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
鶯
が
梅
の
花
を
散
ら
す
の
で
あ
る
。
例
え
ば
古
今
集
所
収
の
素
性
の
歌
、

う
ぐ
ひ
す
の
な
く
を
よ
め
る

こ
づ
た
へ
ば
お
の
が
は
か
ぜ
に
ち
る
花
を
た
れ
に
お
ほ
せ
て
こ
こ
ら
な
く
ら
む
（
巻
第
一
春
歌
上
・
一
〇
九
・
そ
せ
い
）

で
は
、
鶯
自
身
の
羽
風
に
よ
っ
て
花
が
散
っ
て
い
く
の
を
誰
の
せ
い
に
し
て
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
詠
む
。
鶯
自
身
が
花
を

散
ら
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
鶯
は
散
る
梅
を
惜
し
み
、
だ
か
ら
こ
そ
鳴
い
て
い
る
。
こ
の
歌
の
前
後
に
は
そ
の
よ
う
に
梅
の
花
を
惜

し
ん
で
鳴
く
鶯
の
歌
が
並
ぶ
。

題
し
ら
ず

鶯
の
な
く
の
べ
ご
と
に
き
て
見
れ
ば
う
つ
ろ
ふ
花
に
風
ぞ
ふ
き
け
る
（
一
〇
五
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

吹
く
風
を
な
き
て
う
ら
み
よ
鶯
は
我
や
は
花
に
手
だ
に
ふ
れ
た
る
（
一
〇
六
）

ち
る
花
の
な
く
に
し
と
ま
る
物
な
ら
ば
我
鶯
に
お
と
ら
ま
し
や
は
（
一
〇
七
・
典
侍
洽
子
朝
臣
）

仁
和
の
中
将
の
み
や
す
ん
所
の
家
に
歌
合
せ
む
と
て
し
け
る
時
に
よ
み
け
る
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花
の
ち
る
こ
と
や
わ
び
し
き
春
霞
た
つ
た
の
山
の
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
（
一
〇
八
・
藤
原
の
ち
か
げ
）

鶯
の
花
の
木
に
て
な
く
を
よ
め
る

し
る
し
な
き
ね
を
も
な
く
か
な
う
ぐ
ひ
す
の
こ
と
し
の
み
ち
る
花
な
ら
な
く
に
（
一
一
〇
・
み
つ
ね
）

惟
明
親
王
の
該
当
歌
で
は
「
梅
が
え
の
花
よ
り
ち
ら
す
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
」
と
い
う
詞
続
き
で
、
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
れ
ば
、
梅

の
枝
に
止
ま
っ
て
い
る
鶯
の
声
が
ま
る
で
花
か
ら
ふ
り
ま
い
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
て
く
る
、
と
い
う
情
景
だ
ろ
う
。
梅
の
花
も
声

と
共
に
散
っ
て
い
る
と
考
え
る
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
直
前
の
⑤
の
歌
で
鶯
の
初
音
を
詠
み
、
こ
の
後
の
⑧
・
⑨
で
も
梅
の
歌

が
続
く
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
こ
で
は
ま
だ
梅
の
花
は
散
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
散
る
花
を
惜
し
ん
で
鳴
い
て
い

る
鶯
の
声
が
「
身
に
し
む
」
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
歌
で
「
身
に
し
む
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
鶯
の
声
と
は
、
「
身
に
し
む
」
の
用

例
で
詠
ま
れ
て
い
た
鶯
の
初
音
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
前
に
置
か
れ
た
⑤
の
歌
と
の
つ
な
が
り
も
増
す
。

⑧
と
⑨
も
同
様
の
配
列
で
あ
る
。
⑧
の
上
句
は
、
千
載
集
所
収
の
、

梅
花
夜
薫
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を
よ
め
る

む
め
が
か
は
お
の
が
か
き
ね
を
あ
く
が
れ
て
ま
や
の
あ
た
り
に
ひ
ま
も
と
む
な
り
（
春
上
・
二
六
・
源
俊
頼
朝
臣
）

に
ほ
ぼ
一
致
し
、
下
句
は
金
葉
集
の
、

梅
花
夜
に
ほ
ふ
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る

む
め
が
え
に
か
ぜ
や
ふ
く
ら
ん
春
の
夜
は
を
ら
ぬ
袖
さ
へ
に
ほ
ひ
ぬ
る
か
な
（
二
度
本
・
春
・
一
八
・
前
大
宰
大
弐
長
房
）

に
似
通
い
、
元
歌
の
表
現
を
切
り
貼
り
し
た
だ
け
の
平
凡
な
歌
で
あ
る
。
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対
し
て
、
⑨
は
月
光
に
照
ら
さ
れ
た
盛
り
の
白
梅
を
「
春
の
あ
は
雪
」
に
見
立
て
、
そ
の
梅
の
香
を
「
を
る
て
に
か
を
る
」
と
表

現
す
る
。
こ
の
表
現
も
や
は
り
他
に
は
見
え
な
い
が
、
類
似
の
表
現
と
し
て
寂
蓮
の
次
の
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。

春
風
は
た
も
と
に
か
を
る
む
め
が
え
を
を
る
て
に
う
つ
る
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
（
『
寂
蓮
無
題
百
首
』
・
四
）

寂
蓮
歌
は
「
た
も
と
に
か
を
る
」
「
を
る
て
に
う
つ
る
」
と
詠
み
、
梅
の
香
と
鶯
の
声
と
い
う
嗅
覚
と
聴
覚
に
拠
っ
た
。
一
方
、

惟
明
親
王
の
当
該
歌
は
「
春
の
あ
は
雪
」
に
見
立
て
た
白
梅
を
「
を
る
て
に
か
を
る
」
と
表
現
し
、
嗅
覚
と
視
覚
に
訴
え
る
歌
を
詠

ん
で
い
る
。

次
に
春
部
末
（
⑯
～
⑳
）
の
歌
の
表
現
を
見
て
い
く
。

こ
の
五
首
の
う
ち
⑱
「
春
と
い
へ
ば
」
は
和
歌
文
学
大
系
が
「
同
時
代
に
多
く
詠
ま
れ
た
表
現
」
と
注
を
付
け
て
い
る
。
⑳
に
つ

(18)

い
て
も
、
田
仲
氏
が
拾
遺
集
の
貫
之
歌
に
「
殆
ど
模
倣
に
等
し
い
よ
う
な
歌
い
回
し
」
と
評
し
な
が
ら
も
、
「
春
の
ふ
る
さ
と
」
と

(19)

い
う
表
現
が
近
い
時
期
の
先
行
歌
に
何
首
か
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
「
新
風
歌
人
好
み
の
秀
句
的
表
現
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
よ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
春
の
終
わ
り
の
歌
に
は
と
り
わ
け
同
時
代
の
和
歌
表
現
が
見
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
指
摘
が
な
い
そ

の
他
の
三
首
に
つ
い
て
も
見
て
い
き
た
い
。

⑯
は
帰
雁
を
詠
ん
だ
歌
で
、
結
句
に
「
秋
の
こ
こ
ろ
を
」
と
詠
ま
れ
る
。
『
正
治
初
度
百
首
』
に
同
じ
く
帰
雁
の
歌
で
「
秋
の
こ

こ
ろ
」
を
詠
ん
で
い
る
歌
が
あ
る
。
定
家
の
鳥
題
の
四
首
目
で
あ
る
。
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い
か
に
せ
ん
つ
ら
み
だ
れ
に
し
雁
が
ね
の
た
ち
ど
も
し
ら
ぬ
秋
の
こ
こ
ろ
を
（
一
三
九
七
）

こ
の
句
に
つ
い
て
山
崎
桂
子
氏
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
小
野
篁
の
詩
、

(20)

物
色
は
自
ら
客
の
意
を
傷
ま
し
む
る
に
堪
へ
た
り

宜
な
り
愁
の
字
を
将
つ
て
秋
の
心
に
作
れ
る
こ
と

と
、
右
の
詩
を
踏
ま
え
た
千
載
集
の
次
の
歌
を
引
い
て
、
論
じ
て
い
る
。

崇
徳
院
に
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
秋
の
う
た
と
て
よ
め
る

こ
と
ご
と
に
か
な
し
か
り
け
り
む
べ
し
こ
そ
秋
の
心
を
う
れ
へ
と
い
ひ
け
れ
（
巻
第
五
・
秋
歌
下
・
三
五
一
・
藤
原
季
通
朝
臣
）

山
崎
氏
は
さ
ら
に
定
家
が
繰
り
返
し
「
秋
の
こ
こ
ろ
」
と
い
う
表
現
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
「
秋
の
こ
こ
ろ
」
と
い

う
表
現
を
含
む
、
定
家
の
歌
四
首
は
、
さ
な
が
ら
不
遇
な
彼
の
半
生
を
た
ど
ら
せ
て
く
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

惟
明
親
王
は
、
定
家
の
よ
う
に
こ
の
語
を
繰
り
返
し
用
い
て
い
る
わ
け
で
も
自
身
の
半
生
を
重
ね
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
あ
く

ま
で
「
こ
し
ぢ
の
ひ
と
の
」
心
情
と
し
て
「
秋
の
こ
こ
ろ
」
を
詠
ん
だ
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
定
家
が
心
を
寄
せ
て
い
た
「
秋
の

こ
こ
ろ
」
と
い
う
表
現
を
、
若
輩
の
惟
明
親
王
も
同
じ
帰
雁
の
材
で
選
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
、
親
王
の
非
凡
さ
が
少
な
か
ら
ず
感
じ

ら
れ
る
。
ま
た
、
篁
の
詩
中
に
あ
る
「
客
の
意
を
傷
ま
し
む
る
に
堪
へ
た
り
」
は
、
桜
歌
群
の
最
後
「
旅
ね
」
に
も
通
ず
る
心
情
で

も
あ
り
、
百
首
歌
の
並
び
の
中
で
「
秋
の
こ
こ
ろ
」
と
い
う
表
現
を
見
た
と
き
に
、
前
の
歌
と
の
つ
な
が
り
を
読
み
取
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
、
同
時
代
の
表
現
を
自
身
の
百
首
歌
の
配
列
に
落
と
し
込
む
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
⑰
の
「
草
た
つ
ほ
ど
」
と
い
う
表
現
は
、
『
六
百
番
歌
合
』
の
経
家
歌
が
初
出
に
な
る
。
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色
色
の
は
な
さ
く
べ
し
と
見
え
ぬ
か
な
く
さ
た
つ
ほ
ど
の
野
べ
の
気
色
は
（
廿
三
番
・
右
・
四
六
）

こ
の
歌
は
判
詞
で
「
判
云
、
此
両
首
、
共
に
古
今
集
、
み
ど
り
な
る
一
草
と
ぞ
春
は
見
し
と
い
へ
る
歌
の
心
な
る
べ
し
、
幾
の
勝

負
な
き
に
や
、
但
、
右
、
草
立
つ
程
の
、
詞
不
被
庶
幾
に
や
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
古
今
集
の
次
の
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
。

題
し
ら
ず

み
ど
り
な
る
ひ
と
つ
草
と
ぞ
春
は
見
し
秋
は
い
ろ
い
ろ
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る
（
秋
歌
上
・
二
四
五
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

古
今
集
所
収
歌
も
、
経
家
歌
も
春
の
野
の
緑
を
見
て
、
秋
の
色
と
り
ど
り
の
花
々
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
が
、
惟
明
歌
で
は
霞
が

立
ち
こ
め
て
い
る
た
め
に
荻
の
新
芽
が
出
て
い
る
か
ど
う
か
も
「
お
ぼ
つ
か
」
な
い
の
で
あ
る
。
結
句
の
「
を
ぎ
の
や
け
原
」
は
後

撰
集
の
兼
盛
歌
「
け
ふ
よ
り
は
荻
の
や
け
原
か
き
わ
け
て
若
菜
つ
み
に
と
誰
を
さ
そ
は
ん
」（
巻
第
一
・
春
上
・
三
）
が
有
名
だ
が
、

霞
を
共
に
詠
ん
だ
例
と
し
て
は
、

大
納
言
実
房
家
に
十
五
首
よ
ま
せ
侍
り
し
に
、
霞
を

と
山
に
は
霞
し
に
け
り
何
方
か
我
が
し
め
し
野
の
を
ぎ
の
や
け
原
（
『
林
葉
和
歌
集
』
・
一
八
）

は
る
ば
る
と
を
ぎ
の
や
け
は
ら
た
つ
ひ
ば
り
霞
の
う
ち
に
こ
ゑ
あ
が
る
な
り

（
『
六
百
番
歌
合
』
・
十
七
番
・
左
持
・
九
三
・
季
経
）

な
ど
、
い
ず
れ
も
近
い
時
期
の
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
草
た
つ
ほ
ど
」
も
「
を
ぎ
の
や
け
原
」
も
先
行
例
と
は
詠
み
ぶ
り

が
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
前
半
に
多
々
見
ら
れ
た
先
行
歌
の
表
現
を
取
り
込
ん
だ
だ
け
の
歌
に
比
べ
、
作
者
の
意
欲
が
強

く
感
じ
ら
れ
る
。
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最
後
に
暮
春
を
詠
ん
だ
⑲
の
歌
は
、
和
歌
文
学
大
系
が
補
注
で
「
季
節
の
移
ろ
い
を
さ
や
か
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
中
略
）

(21)

目
に
見
え
ぬ
春
を
慕
う
こ
と
へ
の
諦
観
を
含
み
な
が
ら
、
去
り
ゆ
く
春
を
惜
し
む
」
と
述
べ
、
『
風
情
集
』
の
「
こ
こ
ろ
み
に
ひ
き

や
と
め
ま
し
く
れ
て
ゆ
く
春
の
す
が
た
の
あ
ら
は
な
り
せ
ば
」
（
三
三
五
）
を
例
に
挙
げ
る
。
季
節
に
対
し
て
「
し
た
ふ
心
」
と
詠

む
例
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

九
月
尽
を
よ
め
る

す
ぎ
て
行
く
秋
を
も
な
に
か
う
ら
む
べ
き
し
た
ふ
心
に
と
ま
り
や
は
す
る
（
『
経
盛
集
』
・
六
五
）

（
百
首
歌
中
に
、
秋
の
く
れ
の
心
を
よ
め
る
）

雲
路
を
や
暮
れ
ゆ
く
秋
は
か
へ
る
ら
ん
し
た
ふ
心
の
空
に
な
る
か
な
（
『
玄
玉
和
歌
集
』
・
四
四
〇
・
顕
昭
法
師
）

さ
夜
ふ
く
る
か
ね
の
お
と
に
は
ゆ
く
春
を
し
た
ふ
こ
こ
ろ
も
つ
き
は
て
に
け
り

（
『
千
五
百
番
歌
合
』
・
二
百
八
十
六
番
・
右
・
五
七
一
・
通
光
卿
）

用
例
は
や
は
り
近
い
時
期
の
も
の
に
限
ら
れ
る
が
、
先
行
す
る
二
例
は
ど
ち
ら
も
暮
秋
の
歌
で
あ
る
。
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
通

光
歌
は
惟
明
歌
と
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
か
判
断
が
つ
き
か
ね
る
が
、
ど
ち
ら
も
暮
春
を
詠
み
、
ま
た
下
句
の
表
現
も
「
心
も
か
ひ
な

か
り
け
り
」
「
こ
こ
ろ
も
つ
き
は
て
に
け
り
」
と
似
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

以
上
、
春
部
末
の
五
首
の
表
現
を
見
て
き
た
が
、
い
ず
れ
の
歌
に
も
同
時
代
や
近
時
代
の
和
歌
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
行
歌
の
表
現
を
無
造
作
に
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん
だ
歌
が
多
か
っ
た
前
半
に
比
べ
て
配
列
や
歌
の
情
景

に
工
夫
が
読
み
取
れ
、
後
半
に
は
同
時
代
に
例
が
見
ら
れ
る
表
現
を
用
い
つ
つ
、
先
行
歌
に
大
き
く
依
拠
す
る
こ
と
な
く
詠
じ
た
歌



二
句
目
「
み
え
ぬ
」
の
「
え
」
の
横
に
「
せ
イ
」
と
書
入
あ
り
。

(1)

⑦
若
菜
の
歌
は
、
前
後
の
歌
と
の
つ
な
が
り
が
見
出
せ
ず
、
配
列
の
中
で
浮
い
て
し
ま
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
他
の
部
立

(2)で
も
こ
の
よ
う
な
歌
が
確
認
で
き
る
た
め
、
全
体
と
し
て
の
配
列
意
識
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
和
歌
初
学
期
の
詠
と
い
う
こ
と
で

稚
拙
さ
が
出
て
し
ま
っ
て
い
る
か
。

俊
成
の
『
久
安
百
首
』
や
『
式
子
内
親
王
集
』
所
収
の
二
種
の
百
首
歌
に
も
同
様
の
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
二
人
は
一
つ
の
百
首

(3)内
で
、
同
一
の
歌
材
の
歌
を
連
続
し
て
置
く
傾
向
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。

他
に
春
の
十
九
首
目
で
は
藤
の
花
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

(4)

四
句
目
「
に
ほ
ふ
」
の
横
に
「
か
ほ
る
」
と
書
入
あ
り
。

(5)

な
お
春
の
六
首
目
に
も
梅
を
詠
ん
だ
歌
「
か
を
と
む
る
た
よ
り
に
き
な
け
鴬
の
す
ぎ
う
か
る
べ
き
梅
の
た
ち
枝
ぞ
」
が
置
か
れ

(6)

る
。

田
仲
洋
己
「
三
宮
惟
明
親
王
の
正
治
初
度
百
首
詠
に
つ
い
て
」
（
『
中
世
前
期
の
歌
書
と
歌
人
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
：
初

(7)
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を
配
列
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。



『
新
編
国
歌
大
観C

D
-
R
O
M

版
』
、
岩
波
書
店
の
新
大
系
、
有
吉
保
氏
の
〈
八
代
集
四
季
歌
各
季
の
歌
題
排
列
一
覧
〉
（
『
新
古
今
和

(8)

歌
集
の
研
究

基
盤
と
構
成
』
所
収
）
を
参
考
に
検
索
し
た
も
の
に
、
「
花
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
歌
の
内
、
桜
歌
と
見
な
せ
る

も
の
を
適
宜
加
え
た
。
ま
た
『
金
葉
集
』
は
二
度
本
を
使
用
し
た
。

贈
歌
は
次
の
通
り
。

(9)

衛
門
の
み
や
す
ん
所
の
家
う
づ
ま
さ
に
侍
り
け
る
に
、
そ
こ
の
花
お
も
し
ろ
か
な
り
と
て
を
り
に
つ
か
は
し
た
り

け
れ
ば
、
き
こ
え
た
り
け
る

山
ざ
と
に
ち
り
な
ま
し
か
ば
桜
花
に
ほ
ふ
さ
か
り
も
し
ら
れ
ざ
ら
ま
し
（
六
八
）

工
藤
重
矩
校
注
『
和
泉
古
典
叢
書

後
撰
和
歌
集
』
（
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
年
）

(10)

前
掲
注

(11)

7

な
お
桜
の
香
を
詠
ん
だ
残
り
の
一
首
は
、
次
の
和
泉
式
部
の
歌
で
あ
る
。

(12)

敦
道
の
み
こ
の
と
も
に
、
前
大
納
言
公
任
の
白
河
の
家
に
ま
か
り
て
、
又
の
日
、
み
こ
の
つ
か
は
し
け
る
使
に
つ

け
て
申
し
侍
り
け
る

を
る
人
の
そ
れ
な
る
か
ら
に
あ
ぢ
き
な
く
見
し
我
が
や
ど
の
花
の
か
ぞ
す
る
（
巻
第
十
六
・
雑
歌
上
・
一
四
五
九
）

前
掲
注

(13)

7

『
和
歌
文
学
大
系

正
治
二
年
院
初
度
百
首
』
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
。
惟
明
親
王
歌
担
当
は
木
下
華
子
氏
。

(14)
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出
『
岡
大
国
文
論
稿
』
三
四
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
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前
掲
注

(15)

7

前
掲
注

(16)

7

和
歌
文
学
大
系
の
注
で
は
前
者
を
本
歌
、
後
者
を
参
考
歌
と
す
る
。

(17)

前
掲
注

(18)

14

前
掲
注

(19)

7

山
崎
桂
子
「
正
治
初
度
百
首
鳥
歌
の
考
察

:

俊
成
・
定
家
一
紙
両
筆
懐
紙
を
中
心
に
」
（
『
国
文
学
攷
』
一
二
四
号
、
一
九
八

(20)

九
年
一
二
月
）

な
お
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
引
用
は
、
菅
野
禮
行
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

和
漢
朗
詠
集
』
（
小
学
館
、
一
九

九
九
年
一
〇
月
）
に
拠
っ
た
。

前
掲
注

(21)

14
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第
二
節

秋
部
の
構
成

本
節
で
は
、
秋
の
歌
二
〇
首
を
考
察
対
象
と
し
、
ま
ず
第
一
節
で
秋
の
構
成
を
分
析
す
る
。
そ
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
第
二
節
以

降
で
は
、
構
成
上
特
異
だ
と
思
わ
れ
る
⑯
歌
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

一

ま
ず
秋
歌
二
〇
首
を
以
下
に
掲
げ
る
。

①

い
つ
し
か
と
物
の
あ
は
れ
を
さ
そ
ひ
き
て
心
に
や
ど
す
秋
の
は
つ
か
ぜ
（
一
三
九
）

②

こ
と
の
ね
に
か
よ
ふ
松
か
ぜ
引
き
か
へ
て
あ
き
の
し
ら
べ
に
け
さ
は
な
る
か
な
（
一
四
〇
）

③

あ
ま
の
川
水
か
げ
草
の
う
ち
な
び
き
い
そ
の
枕
に
秋
風
ぞ
ふ
く
（
一
四
一
）

④

別
れ
ぬ
る
名
残
を
を
し
む
七
夕
の
な
み
だ
よ
り
お
く
今
朝
の
白
露
（
一
四
二
）

⑤

分
け
て
行
く
心
に
と
ま
る
色
や
さ
は
ま
そ
で
の
ほ
か
の
萩
が
華
ず
り
（
一
四
三
）

⑥

風
わ
た
る
ま
く
ず
が
原
の
か
る
か
や
は
う
ら
み
ら
れ
て
や
お
も
ひ
み
だ
る
る
（
一
四
四
）

⑦

か
ぜ
の
音
を
な
れ
も
あ
は
れ
と
お
も
ひ
て
や
ま
づ
荻
の
葉
の
露
こ
ぼ
る
ら
ん
（
一
四
五
）

⑧

か
ぜ
わ
た
る
あ
さ
ぢ
が
原
の
ゆ
ふ
露
を
う
は
ば
に
か
け
て
う
づ
ら
な
く
な
り
（
一
四
六
）

⑨

な
が
め
や
る
を
ち
の
た
か
ね
の
朝
ぎ
り
は
ふ
も
と
よ
り
こ
そ
立
ち
の
ぼ
り
け
れ
（
一
四
七
）
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⑩

か
り
い
ほ
の
秋
の
あ
は
れ
を
お
の
れ
の
み
か
き
あ
つ
め
た
る
鴫
の
は
ね
が
き
（
一
四
八
）

⑪

あ
ふ
坂
の
杉
ま
も
り
く
る
月
ゆ
ゑ
に
を
ぶ
ち
に
み
ゆ
る
か
ひ
の
く
ろ
駒
（
一
四
九
）

⑫

故
郷
の
み
か
き
が
原
の
月
見
れ
ば
む
か
し
の
こ
と
ぞ
お
も
か
げ
に
た
つ
（
一
五
〇
）

⑬

嵐
ふ
く
さ
や
か
た
山
に
雲
き
え
て
月
影
た
た
む
せ
と
の
し
ら
波
（
一
五
一
）

⑭

み
山
べ
の
松
の
木
ず
ゑ
を
わ
た
る
な
り
あ
ら
し
に
や
ど
す
さ
を
し
か
の
声
（
一
五
二
）

⑮

天
の
川
雲
の
し
が
ら
み
風
は
れ
て
よ
わ
た
る
月
の
影
の
さ
や
け
さ
（
一
五
三
）

⑯

衣
う
つ
き
ぬ
た
の
音
を
し
る
べ
に
て
お
き
ゐ
の
里
を
た
づ
ね
つ
る
か
な
（
一
五
四
）

⑰

ち
ぎ
り
を
ば
こ
こ
ぬ
か
ご
と
に
む
す
び
置
き
て
や
へ
さ
く
菊
の
花
ぞ
た
え
ぬ
る
（
一
五
五
）

⑱

朝
ご
と
に
山
路
の
菊
に
お
く
露
は
花
に
ひ
か
れ
て
い
く
千
代
か
へ
し
（
一
五
六
）

⑲

山
の
は
に
秋
を
さ
そ
ひ
て
入
り
ぬ
れ
ば
名
ご
り
お
ほ
か
る
ゆ
ふ
づ
く
ひ
か
な
（
一
五
七
）

⑳

い
か
に
せ
む
秋
の
か
た
み
と
な
が
む
べ
き
草
葉
の
露
も
し
も
と
な
り
せ
ば
（
一
五
八
）

こ
れ
ら
二
〇
首
の
配
列
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
次
頁
の
表
で
あ
る
。

表
に
示
し
た
通
り
、
惟
明
親
王
の
秋
部
の
歌
は
、
大
ま
か
に
五
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
早
秋
四

首
、
植
物
四
首
、
動
物
三
首
、
月
四
首
、
晩
秋
四
首
の
歌
群
で
あ
る
。
以
下
、
歌
順
に
沿
っ
て
概
観
し
て
い
く
。
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冒
頭
三
首
（
①
～
③
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
秋
の
は
つ
か
ぜ
」
、
「
松

か
ぜ
」
、
「
秋
風
」
と
風
と
共
に
立
秋
が
詠
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
③
、
④

で
は
「
あ
ま
の
川
」
、
「
七
夕
」
と
続
い
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
歌
材
や

詞
に
よ
っ
て
こ
の
四
首
は
緊
密
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か

り
で
な
く
、
同
じ
立
秋
の
歌
で
も
①
で
は
「
心
に
や
ど
す
」
と
詠
歌
主

体
が
感
じ
取
る
だ
け
で
、
次
の
②
で
は
「
け
さ
は
な
る
か
な
」
と
立
秋

に
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
時
間
が
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。
七
夕
の
歌
で
も
③
は
「
い
そ
の
枕
」
か
ら
夜
、
④
は
「
別
れ

ぬ
る
名
残
を
を
し
む
」
「
今
朝
」
と
七
夕
の
翌
朝
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
早
秋
の
中
で
も
細
か
な
時
間
の
進
行
を
刻
ん
だ

配
列
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑤
～
⑧
に
は
植
物
を
詠
ん
だ
歌
が
置
か
れ
て
い
る
。
⑤
は
萩
、
⑥
は

真
葛
が
原
、
苅
萱
、
⑦
は
荻
の
葉
、
⑧
は
浅
茅
が
原
で
あ
る
。
そ
の
他

に
も
、
⑥
～
⑧
で
は
風
が
、
⑦
・
⑧
で
は
露
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

共
通
し
て
い
る
。
加
え
て
、
⑤
「
分
け
て
行
く
」
、
⑥
真
葛
が
原
、
⑧
浅

⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
歌
順

分
類

暮
秋

暮
秋

重
陽

七
夕

七
夕

立
秋

立
秋

 
菊

 
菊

 
松
の
梢

 
浅
茅

 
荻
の
葉

 
苅
萱

 
萩

 
鹿

 
黒
駒

 
鴫

 
鶉

月 月 月 月

 
砧 朝

霧

歌
同
士
の
連
結

【表】秋部立構成

晩
秋

早
秋

植
物

動
物

月
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茅
が
原
と
、
情
景
の
場
所
に
も
原
と
い
う
類
似
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
⑤
「
心
」
、
⑥
「
う
ら
み
」
「
お
も
ひ
み
だ
る
る
」
、
⑦
「
あ

は
れ
」
「
露
こ
ぼ
る
」
、
⑧
「
ゆ
ふ
露
」
「
う
づ
ら
な
く
」
と
、
秋
の
悲
哀
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。

⑧
・
⑩
・
⑪
の
三
首
は
鶉
、
鴫
、
黒
駒
と
動
物
を
詠
ん
だ
歌
が
続
く
。
⑧
の
歌
は
直
前
の
植
物
歌
と
重
な
る
歌
で
あ
り
、
続
く
⑩

の
歌
も
「
秋
の
あ
は
れ
」
と
詠
ま
れ
て
お
り
、
植
物
歌
が
帯
び
て
い
た
秋
の
悲
哀
を
受
け
た
歌
で
あ
る
と
い
え
る
。
対
し
て
⑪
の
歌

は
月
が
共
に
詠
ま
れ
て
お
り
、
⑫
以
降
の
月
歌
群
へ
の
繋
ぎ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。

⑪
～
⑬
、
⑮
に
は
月
を
詠
ん
だ
歌
が
続
く
。
月
の
詠
ま
れ
方
を
順
に
追
っ
て
い
く
と
、
⑪
で
は
ま
だ
木
立
の
間
か
ら
月
の
光
が
漏

れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
⑫
で
月
が
見
え
る
。
そ
し
て
⑬
・
⑮
で
は
、
「
雲
き
え
て
」
「
月
影
た
た
む
せ
と
の
し
ら
波
」
、
「
雲
の
し
が

ら
み
風
は
れ
て
」
「
月
の
影
の
さ
や
け
さ
」
と
、
雲
一
つ
な
い
夜
空
に
浮
か
ぶ
月
の
光
の
さ
や
け
さ
が
詠
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

⑰
～
⑳
ま
で
は
晩
秋
の
歌
が
四
首
置
か
れ
る
。

⑰
、
⑱
で
は
菊
の
花
が
詠
ま
れ
る
。
⑰
は
上
句
か
ら
重
陽
節
会
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
⑱
の
本
歌
は
古
今
集

(1)

の
次
の
歌
で
あ
る
。

(2)

仙
宮
に
菊
を
わ
け
て
人
の
い
た
れ
る
か
た
を
よ
め
る

ぬ
れ
て
ほ
す
山
ぢ
の
菊
の
つ
ゆ
の
ま
に
い
つ
か
ち
と
せ
を
我
は
へ
に
け
む
（
巻
五
・
秋
下
・
二
七
三
・
素
性
）

素
性
の
右
の
歌
は
、
元
々
『
寛
平
御
時
菊
合
』
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
り
、
ま
た
「
王
質
の
故
事
を
典
故
と
し
て
表
現
し
た
」
歌
だ

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
⑱
も
本
歌
を
契
機
に
行
事
や
漢
籍
の
想
起
が
可
能
と
な
り
、
⑰
・
⑱
は
菊
を
詠
ん
だ
歌
が
単
純
に

(3)
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二
首
連
続
し
て
続
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
上
の
共
通
項
を
持
っ
た
二
首
が
並
ん
で
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

⑲
・
⑳
は
ど
ち
ら
も
暮
秋
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
が
、
⑲
が
「
秋
を
さ
そ
ひ
て
入
り
ぬ
れ
ば
」
と
、
秋
と
い
う
季
節
が
終
わ
り
行
く

瞬
間
を
切
り
取
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
⑳
で
は
冬
の
景
物
で
あ
る
霜
が
詠
ま
れ
、
す
で
に
「
秋
の
か
た
み
」
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
細
か
く
時
間
の
推
移
を
追
っ
て
い
く
構
成
は
、
秋
部
冒
頭
の
早
秋
四
首
と
対
応
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
秋
部
の
構
成
を
概
観
し
て
き
た
。
惟
明
親
王
は
、
部
立
内
で
同
じ
歌
材
や
景
物
、
詞
を
多
用
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
一
首
ず
つ
単
独
で
考
え
た
場
合
、
と
も
す
れ
ば
「
興
趣
を
殺
」
い
で
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
だ
ろ
う
。

(4)

し
か
し
な
が
ら
、
部
立
全
体
で
捉
え
て
み
る
と
、
隣
り
合
う
歌
同
士
を
結
び
つ
か
せ
、
全
体
で
有
機
的
な
構
成
を
形
成
し
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(5)

二

さ
て
、
こ
こ
ま
で
秋
部
の
歌
を
概
観
し
て
き
た
が
、
部
立
構
成
か
ら
考
え
る
と
い
さ
さ
か
違
和
感
を
お
ぼ
え
る
歌
が
数
首
あ
っ
た
。

本
節
で
は
、
そ
の
中
か
ら
⑯
の
歌
（
一
五
四
番
歌
）
を
特
に
取
り
上
げ
、
以
下
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

⑯
は
、
上
句
が
示
す
通
り
砧
の
歌
で
あ
っ
た
。
部
立
内
の
位
置
を
確
認
す
る
と
、
⑮
ま
で
の
月
歌
群
の
後
、
⑰
以
降
の
晩
秋
歌
四

首
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
。

秋
の
後
半
に
砧
の
歌
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
自
体
は
、
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
百
首
歌
の
組
題
の
基
本
と
言
わ
れ
て
い
る
『
堀
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河
百
首
』
の
歌
題
で
は
、
擣
衣
題
は
秋
部
の
一
六
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
。『
正
治
初
度
百
首
』
の
他
の
詠
者
の
歌
を
見
て
み
て
も
、

秋
の
歌
の
後
半
、
そ
れ
も
月
の
歌
周
辺
に
配
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
歌
単
体
だ
け
で
は
、
特
に
そ
の
配
列
に
疑
問
は
生
じ
な

(6)

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
惟
明
親
王
の
秋
部
は
、
秋
の
歌
を
五
つ
の
ま
と
ま
り
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
歌
材
や
語
句
な
ど
で
隣
り
合

う
歌
同
士
を
連
関
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
⑯
は
、
直
前
の
⑮
と
も
直
後
の
⑰
と
も
繋
が
り
が
見
え
ず
、
一
首
だ

け
浮
い
て
し
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
さ
え
受
け
て
し
ま
う
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
歌
は
従
来
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
歌
に
つ
い
て
、
和
歌
文
学
大
系
は
『
林
葉
集
』
の
次
の
歌
を
参
考
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

(7)

遠
村
擣
衣
内
大
臣
雅
通
家
会

こ
ろ
も
う
つ
き
ぬ
た
の
お
と
を
し
る
べ
に
て
し
ら
ぬ
さ
と
ま
で
ゆ
く
こ
こ
ろ
か
な
（
『
林
葉
集
』
巻
第
三
・
秋
歌
・
五
四
六
）

傍
線
を
引
い
た
上
句
は
惟
明
歌
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
下
句
も
「
し
ら
ぬ
さ
と
」（
林
葉
集
）
と
「
お
き
ゐ
の
里
」（
惟
明
）
、

「
ゆ
く
こ
こ
ろ
か
な
」
（
林
葉
集
）
と
「
た
づ
ね
つ
る
か
な
」
（
惟
明
）
と
詞
も
歌
意
も
似
通
っ
て
お
り
、
両
者
は
殆
ど
同
じ
様
な

歌
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
惟
明
親
王
が
『
林
葉
集
』
の
こ
の
歌
を
基
に
⑯
の
歌
を
詠
作
し
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

田
仲
洋
己
氏
は
、
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
詠
』
に
つ
い
て
、
「
先
行
歌
の
発
想
や
詞
続
き
を
や
や
無
造
作
に
取
り
込
ん
だ
か
と

思
わ
れ
る
歌
々
」
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
歌
も
、
先
行
歌
を
「
無
造
作
に
取
り
込
ん
だ
」
一
首
だ
と
解
釈
し

(8)
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て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
判
断
は
性
急
す
ぎ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
惟
明
親
王
は
、
『
林
葉
集
』
歌
の
「
し
ら
ぬ
さ
と
」
を
「
お
き
ゐ
の
里
」

に
詠
み
換
え
て
い
る
。
こ
の
「
お
き
ゐ
の
里
」
は
珍
し
い
歌
枕
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
詠
者
の
創
意
工
夫
が
読
み
取
れ
な
い
だ
ろ

う
か
。

「
お
き
ゐ
の
里
」
は
、
『
和
歌
初
学
抄
』
や
『
八
雲
御
抄
』
に
そ
の
名
が
見
え
、
播
磨
国
あ
る
い
は
陸
奥
国
の
歌
枕
と
し
て
理
解

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
和
歌
の
用
例
は
新
古
今
時
代
以
降
の
も
の
し
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
加
え
て
用
例

自
体
も
少
な
い
。

(9)

田
仲
氏
も
⑯
の
歌
に
つ
い
て
は
、
「
お
き
ゐ
の
里
」
に
注
目
し
て
考
察
し
て
お
り
、
「
「
お
き
ゐ
の
里
」
は
や
は
り
平
安
期
に
は
用

(10)

例
の
稀
な
歌
枕
で
あ
る
が
、
近
い
時
代
の
例
と
し
て
左
の
二
首
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
次
の
二
首
を
引
い
て
い
る
。

左

前
関
白

お
し
な
べ
て
秋
は
お
き
ゐ
の
さ
と
な
れ
や
月
に
ま
ど
ろ
む
や
ど
し
な
け
れ
ば

（
『
三
百
六
十
番
歌
合
』
秋
・
十
六
番
・
九
条
兼
実
・
三
一
九
）

擣
衣

こ
れ
は
さ
は
お
き
ゐ
の
さ
と
か
秋
の
夜
の
露
ま
ど
ろ
ま
で
こ
ろ
も
う
つ
な
り
（
『
守
覚
法
親
王
集
』
秋
・
七
六
）

右
の
九
条
兼
実
、
守
覚
法
親
王
の
歌
を
引
い
た
上
で
、
田
仲
氏
は
⑯
の
歌
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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い
ず
れ
の
歌
に
つ
い
て
も
詠
作
事
情
は
不
明
で
惟
明
歌
と
の
先
後
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
こ
れ
は
さ
は
」

の
守
覚
詠
は
『
守
覚
法
親
王
集
』
の
神
宮
文
庫
蔵
本
他
第
一
系
統
諸
本
の
み
に
あ
っ
て
第
二
系
統
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
に
は

見
出
さ
れ
な
い
の
で
、
遅
く
と
も
文
治
四
年
の
『
千
載
集
』
選
集
以
前
の
作
品
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
兼
実
の
作
に
つ
い

て
も
、
惟
明
・
兼
実
両
者
の
年
齢
差
か
ら
考
え
て
、
惟
明
詠
に
先
行
す
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
も
に
「
起

き
居
」
へ
の
言
い
掛
け
を
利
用
し
て
夜
通
し
、
ま
ど
ろ
ま
ぬ
風
情
を
演
出
す
る
が
、
「
擣
衣
」
と
の
取
り
合
わ
せ
は
歌
題
の
本

意
を
よ
く
満
た
す
適
切
な
設
定
と
し
て
自
ず
か
ら
想
い
到
り
そ
う
な
感
触
は
あ
る
も
の
の
、
守
覚
詠
が
惟
明
詠
の
一
つ
の
ヒ
ン

ト
と
な
っ
た
と
す
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
無
理
の
な
い
想
定
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

田
仲
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
首
の
歌
の
先
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
。『
正
治
初
度
百
首
』
と
『
三
百
六
十
番
歌
合
』

の
催
し
は
近
接
し
て
い
る
し
、
守
覚
歌
に
至
っ
て
は
そ
の
詠
作
事
情
が
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
田
仲
氏
は
『
守

覚
法
親
王
集
』
の
第
一
系
統
諸
本
の
み
に
該
当
歌
が
見
出
せ
る
こ
と
や
兼
実
と
惟
明
親
王
の
年
齢
差
を
踏
ま
え
、
守
覚
歌
・
兼
実
歌

(11)

が
共
に
惟
明
歌
に
先
行
し
、
惟
明
歌
は
そ
の
影
響
を
受
け
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

確
か
に
「
と
も
に
「
起
き
居
」
へ
の
言
い
掛
け
を
利
用
し
て
夜
通
し
、
ま
ど
ろ
ま
ぬ
風
情
を
演
出
」
し
て
い
る
と
い
う
田
仲
氏
の

考
察
は
、
三
者
の
歌
を
的
確
に
評
し
て
お
り
、
そ
の
方
向
は
断
定
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
三
首
が
影
響
関
係
に
あ
る
こ
と
に
疑

い
は
な
い
。
し
か
し
、
田
仲
氏
の
想
定
に
従
え
ば
、
⑯
の
歌
は
珍
し
い
歌
枕
を
詠
ん
で
い
る
も
の
の
、
結
局
の
と
こ
ろ
同
時
代
歌
の

影
響
下
に
あ
る
、
面
白
み
の
な
い
一
首
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
『
林
葉
集
』
の
歌
を
踏
ま
え
た
解
釈
と
さ
ほ
ど
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違
い
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
歌
は
従
来
は
同
時
代
や
近
時
代
歌
の
影
響
下
に
あ
る
一
首
、
と
い
う
評
価
の
域
を
出
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
解
釈
が
妥
当
で
あ
る
の
か
、
「
お
き
ゐ
の
里
」
の
他
の
用
例
を
確
か
め
な
が
ら
、
さ
ら
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。

三
前
述
し
た
が
、
お
き
ゐ
の
里
の
用
例
数
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
の
少
な
い
用
例
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
こ
の
歌
枕
は
ど
う
や
ら
仁

和
寺
御
室
周
辺
で
特
に
詠
ま
れ
て
い
た
可
能
性
に
行
き
当
た
る
。

里
郭
公

ほ
と
と
ぎ
す
お
き
ゐ
の
里
は
過
ぎ
ぬ
な
り
い
か
な
る
人
の
夢
む
す
ぶ
ら
む

（
『
道
助
法
親
王
家
五
十
首
』
夏
・
藤
原
範
宗
・
三
一
九
）

擣
衣
幽

賤
の
め
が
月
に
お
き
ゐ
の
里
と
ほ
み
お
ひ
風
し
る
く
こ
ろ
も
う
つ
な
り
（
同
秋
・
藤
原
孝
継
・
六
三
六
）(12)

右
に
挙
げ
た
二
首
は
、
道
助
法
親
王
主
催
の
『
道
助
法
親
王
家
五
十
首
』
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
道
助
法
親
王
は
後
鳥
羽
院
の

二
宮
で
、
惟
明
親
王
に
と
っ
て
は
甥
に
当
た
る
。
こ
の
五
十
首
は
建
保
六
年
～
承
久
二
年
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
正
治
年

(13)

間
か
ら
お
よ
そ
十
五
年
後
に
催
さ
れ
た
五
十
首
で
、
に
わ
か
に
「
お
き
ゐ
の
里
」
が
複
数
詠
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
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範
宗
歌
の
方
は
、
夏
の
歌
と
し
て
時
鳥
題
で
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
行
す
る
三
首
に
連
な
る
詠
み
方
で
は
な
い
と
判
断
し
、

今
回
の
考
察
対
象
か
ら
は
除
外
す
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
孝
継
歌
の
方
で
あ
る
。

孝
継
歌
は
、
秋
の
歌
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
擣
衣
題
で
詠
ま
れ
て
い
る
点
か
ら
、
明
ら
か
に
惟
明
歌
や
守
覚
歌
を
踏
ま
え
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
月
と
共
に
詠
ま
れ
て
い
る
点
は
兼
実
歌
か
ら
の
影
響
だ
と
思
わ
れ
、
こ
の
歌
は
先
行
三
首
の
流
れ
を
汲

ん
だ
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

道
助
法
親
王
は
守
覚
法
親
王
の
二
代
後
の
仁
和
寺
御
室
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仁
和
寺
御
室
周
辺
で
、
「
お
き
ゐ
の
里
」
は
少
な
く

(14)

と
も
三
例
詠
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
お
き
ゐ
の
里
」
の
用
例
自
体
が
少
な
い
こ
と
は
先
述
し
た
。
三
例
と
は
い
え
、
こ
の
事
実

は
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
御
室
周
辺
で
こ
の
歌
枕
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
の
は
、
守
覚
法
親
王
か
ら
道
助
法
親
王
ま
で

の
限
定
さ
れ
た
期
間
だ
っ
た
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、
惟
明
歌
も
守
覚
歌
や
そ
の
周
辺
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が

濃
く
な
る
。
し
か
し
、
惟
明
の
歌
は
、
た
だ
影
響
を
受
け
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

四

こ
こ
ま
で
、
「
お
き
ゐ
の
里
」
の
用
例
を
見
て
き
た
が
、
こ
の
歌
枕
は
秋
の
歌
と
し
て
詠
ま
れ
る
と
き
、
そ
の
半
数
が
月
と
と
も

に
詠
ま
れ
て
い
た
（
兼
実
歌
・
孝
継
歌
）
。
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月
前
擣
衣

月
か
げ
に
あ
き
の
よ
す
が
ら
お
き
ゐ
つ
つ
う
つ
こ
ろ
も
で
に
し
も
や
お
く
ら
む
（
『
在
良
集
』
・
一
一
）

右
に
挙
げ
た
『
在
良
集
』
の
歌
は
、
「
お
き
ゐ
の
里
」
と
い
う
語
句
こ
そ
詠
ま
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
月
・
擣
衣
・
「
お
き
ゐ
」

の
組
み
合
わ
せ
を
詠
み
込
ん
で
お
り
、
「
お
き
ゐ
の
里
」
の
発
想
源
の
一
つ
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
、
後
代
の
例
で
は
あ
る
が
以
下
の
よ
う
に
、
月
と
共
に
詠
ま
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。

（
二
条
前
相
公
雅
有
卿
夢
想
の
事
あ
り
て
、
四
方
月
よ
り
は
じ
め
て
月
の
百
首
を
す
す
め
ら
れ
侍
り
し
時
よ
め
る
）

（
北
月
）

い
に
し
へ
の
月
に
ね
ら
れ
ぬ
秋
よ
り
や
お
き
ゐ
の
さ
と
の
名
を
ば
し
め
け
ん（

『
沙
弥
蓮
愉
集
』
・
雑
・
宇
都
宮
景
綱
・
六
三
〇
）

（
詠
三
首
和
歌
）

見
る
人
の
情
も
そ
ら
に
し
ら
る
る
は
お
き
ゐ
の
里
の
秋
の
夜
の
月
（
『
朝
棟
亭
歌
会
』
・
権
律
師
印
円
・
八
二
）

以
上
の
例
か
ら
、
「
お
き
ゐ
の
里
」
と
い
う
歌
枕
は
、
月
と
共
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
特
に
景
綱

の
歌
で
は
、
月
の
百
首
を
詠
ん
だ
と
き
の
一
首
で
あ
り
、
こ
の
歌
枕
と
月
と
の
密
接
な
繋
が
り
を
思
わ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
は
、
当
然
、
惟
明
親
王
の
念
頭
に
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が
、
次
の
歌
か
ら
推
察
で
き
る
。

お
き
ゐ
の
さ
と
、
陸
奥
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九
月
十
三
夜
十
首
御
歌
、
里
月
、
明
玉

第
三
の
み
こ(15)

よ
も
す
が
ら
た
も
と
に
つ
た
ふ
白
露
の
お
き
ゐ
の
さ
と
に
月
を
見
る
か
な

（
『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
卅
一
・
雑
部
十
三
・
一
四
六
八
一
）

右
の
歌
は
、
惟
明
親
王
の
和
歌
と
伝
わ
る
も
の
の
、
出
典
不
明
の
逸
文
歌
と
見
ら
れ
る
一
首
で
あ
る
。
惟
明
親
王
の
逸
文
歌
に
関

し
て
は
、
山
崎
桂
子
氏
が
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

(16)

⑨
（
＝
⑯
歌
、
稿
者
）
『
夫
木
抄
』
入
首
歌
は
そ
の
詞
書
に
よ
る
と
、
九
月
十
三
夜
に
十
首
の
歌
を
詠
み
、
そ
の
中
の
一
首
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
十
首
歌
も
残
り
九
首
は
不
明
で
あ
る
し
、
詳
し
い
事
情
は
わ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
は
私

的
な
十
首
歌
で
あ
ろ
う
。

山
崎
氏
の
述
べ
る
通
り
、
こ
の
歌
の
詳
し
い
詠
作
事
情
を
特
定
す
る
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
あ
え
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
前
節
で
指

摘
し
た
通
り
、
「
お
き
ゐ
の
里
」
と
い
う
歌
枕
は
仁
和
寺
御
室
周
辺
で
一
時
期
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
の
で
、
あ
る
い
は
仁

和
寺
関
連
の
歌
会
で
詠
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
、
⑯
の
歌
と
夫
木
抄
の
歌
と
、
ど
ち
ら
の
詠
作
が

先
行
す
る
の
か
は
判
じ
難
い
。
と
は
い
え
管
見
の
限
り
、
「
お
き
ゐ
の
里
」
を
複
数
詠
ん
で
い
る
の
は
惟
明
親
王
の
み
で
あ
り
、
親

王
の
こ
の
歌
枕
に
対
す
る
少
な
か
ら
ぬ
関
心
が
窺
え
る
。
ま
た
、
夫
木
抄
の
歌
か
ら
は
、
「
お
き
ゐ
の
里
」
が
月
と
強
く
結
び
つ
い

た
歌
枕
で
あ
っ
た
こ
と
を
惟
明
親
王
が
知
っ
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
⑯
の
歌
が
月
歌
群
の
後
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
意
図
的
な
配
置
で
あ
っ
た
と
言
え
る



和
歌
文
学
大
系(

『
正
治
二
年
院
初
度
百
首
』
明
治
書
院
、
二
〇
一
六
年)

注
「
「
桓
景
登
高
」
（
蒙
求
）
の
故
事
を
指
す
」

(1)

田
仲
洋
己
氏
（
「
三
宮
惟
明
親
王
の
正
治
初
度
百
首
詠
に
つ
い
て
」
（
『
中
世
前
期
の
歌
書
と
歌
人
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
：

(2)

初
出
『
岡
大
国
文
論
稿
』
三
四
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
、
和
歌
文
学
大
系
（
前
掲
注

）
注
が
指
摘
。

1

中
村
佳
文
「
『
寛
平
内
裏
菊
合
』
の
方
法
―
和
歌
表
現
の
再
評
価
」
（
『
国
文
学
研
究
』
一
五
八
号
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）

(3)

中
尾
彰
男
氏
は
、
「
定
数
歌
概
論
―
定
数
歌
理
解
の
た
め
の
基
礎
的
整
理
」
（
『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
二
七
集
、
二
〇
一
二

(4)

年
一
二
月
）
に
お
い
て
、
定
数
歌
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
「
同
じ
よ
う
な
歌
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
顧
慮
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の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
こ
の
歌
も
「
お
き
ゐ
の
里
」
と
い
う
詞
を
契
機
と
し
て
、
月
の
情
景
を
詠
ん
だ
歌
だ
と
解
釈
で

き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

①
の
歌
に
は
、
月
は
直
接
詠
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
お
き
ゐ
の
里
」
と
い
う
月
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
歌
枕
を
詠
み

込
む
こ
と
で
、
歌
の
中
に
月
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
⑬
や
⑮
の
歌
の
流
れ
か
ら
、
⑯
で
は
風
に
よ
り
雲
が
晴
れ
月

の
「
さ
や
け
」
き
夜
道
を
行
く
情
景
が
自
然
と
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
お
き
ゐ
の
里
」
と
い
う
歌
枕
に
よ

っ
て
、
⑯
の
情
景
に
は
広
が
り
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
配
列
上
も
、
前
の
歌
と
連
関
さ
れ
た
一
首
で
あ
る
と
捉
え
直
す
こ
と
が
可
能
と

な
る
の
で
あ
る
。



⑨
・
⑭
・
⑯
の
三
首
は
、
五
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
類
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
別
途
論
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
で

(5)

取
り
上
げ
な
か
っ
た
二
首
（
⑨
・
⑭
）
に
つ
い
て
は
改
め
て
考
察
し
た
い
。

『
正
治
初
度
百
首
』
の
詠
者
二
二
名
の
内
、
秋
に
擣
衣
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
は
、
式
子
内
親
王
（
⑬
）
、
良
経
（
⑯
）
、
隆
房

(6)

（
⑭
）
、
経
家
（
⑯
）
、
釈
阿
（
⑯
・
⑰
）
、
隆
信
（
⑮
）
、
定
家
（
⑰
）
、
家
隆
（
⑱
）
、
寂
蓮
（
⑫
）
、
讃
岐
（
⑭
）
、
丹
後

（
⑰
）
、
得
広
（
⑯
）
の
一
一
人
。
（
）
の
中
の
丸
数
字
で
示
し
て
い
る
通
り
、
全
員
部
立
の
後
半
に
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
式

子
内
親
王
・
良
経
・
隆
信
・
経
家
は
月
の
歌
の
直
後
に
、
隆
信
・
家
隆
は
菊
の
歌
の
前
後
に
置
い
て
い
る
。

歌
意
に
つ
い
て
は
、
「
夜
通
し
で
打
つ
砧
の
音
を
道
し
る
べ
と
し
て
、
ま
ど
ろ
み
も
せ
ず
に
起
き
て
い
る
と
い
う
名
を
持
つ
起

(7)

き
居
の
里
を
尋
ね
た
こ
と
だ
よ
」
と
現
代
語
訳
を
付
し
て
い
る
。

注

掲
出
論
文

(8)

2
『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
十
例
程
度
し
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(9)

注

掲
出
論
文

(10)

2
兼
実
は
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
生
、
惟
明
親
王
は
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
生
で
あ
り
、
二
人
の
年
齢
差
は
三
〇
才
。

(11)

藤
原
孝
継
に
つ
い
て
は
不
詳
。
『
尊
卑
分
脈
』
に
同
名
の
人
物
が
一
人
見
え
る
が
、
時
代
的
に
別
人
か
。
『
公
卿
補
任
』
に
も
確

(12)

認
で
き
な
い
。
こ
の
歌
の
他
書
所
伝
と
し
て
、
『
夫
木
和
歌
抄
』
（
巻
第
卅
一
・
雑
部
十
三
・
一
四
六
八
二
）
の
「
光
台
院
入
道
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が
働
く
。
同
じ
景
物
、
同
じ
言
葉
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
興
趣
を
殺
ぐ
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。



『
新
編
国
歌
大
観
』
解
題
（
久
保
田
淳
氏
、
加
藤
睦
氏
）

(13)

守
覚
法
親
王
は
第
六
代
、
道
助
法
親
王
は
第
八
代
。

(14)
『
夫
木
和
歌
抄
』
で
は
、
惟
明
親
王
は
「
第
三
の
み
こ
」
表
記
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
詞
書
に
あ
る
「
明
玉
」
は
藤
原
知
家

(15)

の
私
撰
集
「
明
玉
集
」
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
歌
集
は
現
存
せ
ず
。

山
崎
桂
子
「
惟
明
親
王
歌
逸
文
考
証
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
六
八
号
、
一
九
九
四
年
五
月
）

(16)
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二
品
親
王
家
の
五
十
首
、
擣
衣
幽

藤
原
孝
継
／
し
づ
の
め
が
月
に
お
き
ゐ
の
さ
と
と
ほ
み
お
ひ
か
ぜ
し
る
く
衣
う
つ
な
り
」

と
『
閑
月
和
歌
集
』
（
巻
第
五
・
二
五
三
）
の
「
入
道
二
品
親
王
家
の
五
十
首
に

春
宮
大
夫
〈
実
兼
〉
／
し
づ
の
め
が
お
き

ゐ
の
さ
と
の
そ
で
の
つ
ゆ
あ
か
つ
き
か
け
て
う
つ
こ
ろ
も
か
な
」
が
あ
る
。
『
閑
月
和
歌
集
』
歌
は
、
著
し
い
異
同
が
見
ら
れ

る
と
共
に
、
詠
者
名
も
異
な
っ
て
い
る
。
同
時
代
の
春
宮
大
夫
は
、
同
五
十
首
に
も
参
加
し
て
い
る
藤
原
公
経
（
建
保
六
年
～

承
久
二
年
ま
で
任
官
）
で
あ
り
、
ま
た
春
宮
権
大
夫
を
務
め
て
い
た
藤
原
実
氏
も
同
五
十
首
に
参
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人

物
と
の
混
同
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
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第
三
節

夏
・
冬
部
の
構
成

本
節
で
は
、
夏
一
五
首
と
冬
一
五
首
を
取
り
上
げ
考
察
し
て
い
く
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
立
の
構
成
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の

後
で
特
に
冬
の
⑭
歌
に
つ
い
て
の
解
釈
を
試
み
る
。

一

ま
ず
、
惟
明
親
王
の
夏
歌
一
五
首
を
以
下
に
挙
げ
る
。

①

ぬ
ぎ
や
ら
で
花
の
袂
に
や
す
ら
へ
ば
い
と
ふ
に
に
た
る
こ
ろ
も
が
へ
か
な
（
一
二
四
）

②

君
が
代
の
神
の
め
ぐ
み
に
あ
ふ
ひ
草
か
ざ
す
契
の
よ
ろ
づ
世
ま
で
に
（
一
二
五
）

③

き
く
た
び
に
身
に
ぞ
し
み
け
る
郭
公
い
か
な
る
色
の
こ
ゑ
に
か
あ
る
ら
ん
（
一
二
六
）

④

待
つ
人
を
い
か
に
せ
よ
と
て
ほ
と
と
ぎ
す
お
の
が
五
月
も
猶
し
の
ぶ
ら
む
（
一
二
七
）

⑤

あ
や
め
か
る
沼
の
い
り
江
に
な
く
蛙
を
し
み
が
ほ
な
る
こ
ゑ
に
も
有
る
か
な
（
一
二
八
）

⑥

も
え
い
づ
る
心
ち
こ
そ
す
れ
あ
や
め
草
す
ゑ
葉
を
の
こ
す
五
月
雨
の
こ
ろ
（
一
二
九
）

⑦

な
が
む
れ
ば
庭
の
さ
ゆ
り
に
水
こ
え
て
五
月
雨
ふ
か
き
や
ど
の
夕
ぐ
れ
（
一
三
〇
）

⑧

夕
づ
く
ひ
い
る
か
と
す
れ
ば
夏
の
夜
の
や
が
て
明
行
く
山
の
は
の
そ
ら
（
一
三
一
）

⑨

夏
草
に
野
中
の
い
ほ
は
か
こ
は
れ
て
わ
け
こ
ぬ
ほ
ど
は
し
る
人
ぞ
な
き
（
一
三
二
）
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⑩

ふ
く
風
に
お
の
が
匂
を
た
ぐ
へ
て
ぞ
花
た
ち
ば
な
は
人
さ
そ
ひ
け
る
（
一
三
三
）

⑪

風
わ
た
る
た
そ
か
れ
時
に
匂
ひ
き
て
は
な
橘
に
名
の
り
が
ほ
な
る
（
一
三
四
）

⑫

な
つ
山
の
こ
の
し
た
露
を
名
残
に
て
や
が
て
は
れ
ぬ
る
夕
だ
ち
の
空
（
一
三
五
）

⑬

夏
の
夜
は
あ
く
る
ほ
ど
な
き
槙
の
と
を
ま
た
で
水
鶏
の
な
に
た
た
く
ら
ん
（
一
三
六
）

⑭

風
わ
た
る
杜
の
木
陰
の
ゆ
ふ
す
ず
み
ま
だ
き
お
と
な
ふ
秋
の
一
こ
ゑ
（
一
三
七
）

⑮

な
ら
が
し
は
す
ゑ
葉
に
夏
や
成
り
ぬ
ら
ん
木
か
げ
す
ず
し
き
ひ
ぐ
ら
し
の
こ
ゑ
（
一
三
八
）

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
春
・
秋
部
同
様
夏
部
で
も
、
同
一
の
歌
材
や
類
似
す
る
語
句
に
よ
り
隣
り
合
う
歌
同
士
が
連
接
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
内
容
を
大
き
く
四
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
首
夏
を
詠
ん
だ
冒
頭
二
首
、
③
～
⑧
ま
で
の
前
半
六
首
、
⑨
～

⑬
ま
で
の
後
半
五
首
、
晩
夏
・
暮
夏
を
詠
ん
だ
末
尾
二
首
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
の
が
次
の
表
①
で
あ
る
。

詳
し
く
み
て
い
く
と
、
③
・
④
は
時
鳥
、
⑤
・
⑥
は
菖
蒲
、
⑥
・
⑦
は
五
月
雨
、
⑩
・
⑪
は
橘
と
風
、
と
い
う
よ
う
に
同
一
歌
材

を
詠
ん
だ
歌
を
連
続
し
て
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
⑦
・
⑧
、
⑪
～
⑬
で
は
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
時
間
帯
が
夕
方
か
ら
夜
へ
と
変
化
し

て
お
り
、
時
間
の
流
れ
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
配
列
意
識
が
読
み
取
れ
る
。

さ
ら
に
④
・
⑤
の
歌
は
、
一
見
何
の
共
通
性
も
見
出
せ
な
い
が
、
ど
ち
ら
も
〈
声
〉
に
焦
点
を
当
て
た
歌
と
な
っ
て
い
る
点
で
結

び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
配
列
は
、
〈
人
の
訪
れ
〉
に
焦
点
を
当
て
た
⑨
・
⑩
の
歌
に
も
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
暮
夏
を
詠
ん
だ
末
尾
の
二
首
は
、
と
も
に
木
陰
と
そ
の
涼
し
さ
、
ま
た
秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
声
を
詠
む
な
ど
、

歌
材
や
歌
の
構
成
が
非
常
に
似
通
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。



- 60 -

こ
の
よ
う
に
、
③
か
ら
⑮
ま
で
は
、
同
一
の
歌
材
や

詞
の
連
想
等
か
ら
隣
り
合
う
歌
同
士
が
密
接
に
関
わ
っ

た
配
列
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
首
夏
を

詠
ん
だ
冒
頭
二
首
に
だ
け
は
、
そ
の
よ
う
な
繋
が
り
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
二
首
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
考
え
て
い

き
た
い
。

二

夏
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
①
の
歌
は
更
衣
、
春
か
ら
夏

へ
の
衣
更
え
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
「
花
の
袂
」
と
は
春

の
服
を
指
し
て
い
る
。
春
の
服
を
脱
ぐ
こ
と
へ
の
躊
躇

い
を
夏
が
来
る
こ
と
を
厭
っ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
だ
、

と
詠
む
こ
の
歌
に
お
い
て
、
目
を
引
く
表
現
で
あ
る
の

⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
歌
順

夏
暮

夏
暮

水
鶏

夕
立

橘 橘
夏
草

夏
夜

小
百
合

五
月
雨

菖
蒲

五
月
雨

菖
蒲

蛙
時
鳥

時
鳥

葵
更
衣

歌
材

橘 橘
菖
蒲

菖
蒲

時
鳥

時
鳥

木
陰

涼
し
き

木
陰

夕
涼
み

風 風
五
月
雨

五
月
雨

夜 夕
黄
昏
時

夕
づ
く
日

夕
暮
れ

声 声

人
さ
そ
ひ
け
る

し
る
人
ぞ
な
き

鳴
く

声
し
の
ぶ

【表①：夏一五首の構成】

歌
同
士
の
連
結
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が
ま
さ
に
「
花
の
袂
」
で
あ
る
。

こ
の
語
が
春
の
衣
服
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
述
べ
た
が
、
類
似
表
現
と
し
て
他
に
花
の
衣
や
桜
色
の
衣
が
挙
げ
ら
れ
る
。
山
田
喜

美
子
氏
は
、
花
の
衣
の
類
似
表
現
を
概
観
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

(1)概
観
す
る
と
、
花
衣
・
花
の
衣
は
ま
づ
遍
照
が
詠
ん
だ
よ
う
に
僧
衣
に
対
す
る
俗
人
の
華
や
か
な
衣
を
指
し
、
次
い
で
花
弁

を
衣
に
見
立
て
た
も
の
、
そ
れ
か
ら
俊
頼
の
詠
ん
だ
よ
う
に
秋
冬
の
木
々
が
ま
と
う
紅
葉
の
赤
い
色
を
指
し
、
さ
ら
に
桜
の

花
弁
が
衣
服
に
散
り
か
か
っ
て
、
そ
れ
が
「
花
の
衣
」
「
花
衣
」
と
言
わ
れ
る
。
月
草
（
露
草
）
の
花
で
青
く
染
め
た
「
花
衣
」

も
わ
づ
か
に
あ
る
一
方
で
、
お
そ
ら
く
は
平
安
後
期
か
末
期
頃
に
「
花
」
の
語
か
ら
春
の
衣
服
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
首
夏
の

衣
更
え
に
あ
た
っ
て
春
を
惜
し
む
象
徴
と
し
て
花
衣
を
詠
む
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

つ
ま
り
花
の
衣
や
そ
の
類
似
表
現
は
、
花
か
ら
春
の
衣
服
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
首
夏
の
衣
更
え
に
際
し
て
、
春
を
惜
し
む
象
徴
と
し

て
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

惟
明
親
王
の
春
の
歌
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
春
部
の
終
わ
り
に
は
次
の
歌
が
置
か
れ
て
い
る
。

い
ま
は
と
て
く
れ
行
く
春
の
ふ
る
さ
と
に
花
ち
る
や
ど
と
な
ら
ん
と
す
ら
ん
（
一
二
三
）

春
の
終
わ
り
で
は
「
花
ち
る
や
ど
」
と
詠
ま
れ
、
散
り
ゆ
く
花
に
暮
れ
行
く
春
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
花
の
余
韻
を
踏
ま
え

て
、
夏
の
冒
頭
に
「
花
の
袂
」
を
詠
み
込
ん
だ
歌
が
配
置
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
こ
の
語
句
は
、
百
首
歌
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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「
花
の
袂
」
と
い
う
表
現
は
、
最
初
の
応
制
百
首
で
あ
り
、
組
題
百
首
の
基
本
と
さ
れ
て
い
る
『
堀
河
百
首
』
で
よ
く
詠
ま
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
堀
河
百
首
』
で
は
題
の
一
つ
と
し
て
更
衣
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
以
下
の
四
名
が
「
花
の
袂
」

を
詠
ん
で
い
る
。

(2)

け
ふ
よ
り
は
心
さ
へ
こ
そ
す
ず
し
け
れ
う
す
き
に
か
ふ
る
花
の
袂
は
（
三
二
一
・
公
実
）

夏
衣
花
の
た
も
と
に
ぬ
ぎ
か
へ
て
春
の
か
た
見
も
と
ま
ら
ざ
り
け
り
（
三
二
二
・
匡
房
）

色
色
の
花
の
た
も
と
を
ぬ
ぎ
か
へ
て
夏
の
衣
に
け
ふ
ぞ
な
り
ぬ
る
（
三
三
〇
・
顕
仲
）

春
と
て
も
花
の
袂
に
あ
ら
ぬ
身
は
衣
か
へ
う
き
こ
と
の
な
き
か
な
（
三
三
三
・
隆
源
）

ま
た
、
『
正
治
初
度
百
首
』
は
組
題
百
首
で
は
な
く
部
立
百
首
で
あ
る
た
め
、
個
々
の
歌
に
題
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

作
者
二
三
名
中
一
九
人
が
、
夏
の
冒
頭
で
更
衣
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
一
九
人
の
内
、
九
人
が
「
花
の
衣
」
や
「
花

の
袂
」
等
の
類
似
表
現
を
用
い
て
い
る
。

花
に
な
れ
し
袂
ぞ
け
ふ
は
を
し
ま
る
る
に
ほ
ひ
を
と
め
し
名
残
と
お
も
へ
ば
（
二
一
・
御
製
）

さ
く
ら
色
の
衣
に
も
又
わ
か
る
る
に
は
る
を
の
こ
せ
る
や
ど
の
藤
か
な
（
二
二
四
・
前
斎
院
）

け
ふ
も
猶
春
の
う
ち
ぞ
と
い
ひ
な
し
て
い
さ
ぬ
ぎ
か
へ
じ
花
色
ご
ろ
も
（
五
二
四
・
通
親
）

夏
ご
ろ
も
春
を
わ
す
る
る
い
ま
と
て
や
花
に
染
め
て
し
袖
に
ほ
ふ
ら
ん
（
七
二
四
・
忠
良
）

桜
色
の
衣
を
か
へ
て
今
朝
よ
り
は
袖
に
も
春
の
か
た
見
を
ぞ
た
つ
（
八
二
四
・
隆
房
）

た
ち
か
ふ
る
か
ひ
こ
そ
な
け
れ
夏
衣
心
は
も
と
の
花
ぞ
め
の
そ
で
（
九
二
四
・
季
経
）
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春
夏
も
う
つ
ろ
ふ
色
に
な
ら
ひ
け
る
花
の
た
も
と
を
な
ほ
を
し
む
か
な
（
一
四
二
四
・
家
隆
）

草
も
木
も
花
の
袂
も
か
へ
て
け
り
今
朝
は
野
山
も
深
緑
な
る
（
一
九
二
四
・
讃
岐
）

以
上
の
八
名
と
惟
明
親
王
の
九
名
の
中
で
、
「
花
の
袂
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
の
は
惟
明
親
王
を
含
め
た
三
人
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
花
の
袂
」
や
そ
の
類
似
表
現
は
、
百
首
歌
の
更
衣
題
で
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
表
現
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
惟
明
歌
と
歌
意
が
似
て
い
る
歌
と
し
て
、
『
重
之
集
』
の
次
の
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
た
ち
は
き
の
を
さ
み
な
も
と
の
重
之
、
卅
日
の
ひ
を
た
ま
は
り
て
、
う
た
百
よ
み
て
た
て
ま
つ
ら
ん
と
き
は
た
ば
ん

と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
た
て
ま
つ
る
春
廿
、
夏
廿
、
秋
廿
、
冬
廿
、
恋
十
、
う
ら
み
十
）

夏
廿

花
色
に
そ
め
し
た
も
と
の
を
し
け
れ
ば
衣
か
へ
う
き
今
日
に
も
あ
る
か
な
（
『
重
之
集
』
・
二
四
一
）

こ
の
歌
は
拾
遺
集
に
も
採
ら
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
併
せ
て
引
用
し
て
お
く
。

冷
泉
院
の
東
宮
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
、
百
首
歌
た
て
ま
つ
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ば

花
の
色
に
そ
め
し
た
も
と
の
を
し
け
れ
ば
衣
か
へ
う
き
け
ふ
に
も
あ
る
か
な
（
巻
二
・
夏
・
八
一
・
源
重
之
）

重
之
の
こ
の
歌
は
、
初
期
百
首
と
呼
ば
れ
る
平
安
中
期
歌
人
に
よ
る
百
首
歌
の
中
の
一
首
で
あ
る
。
初
期
百
首
は
、
天
皇
や
院
の

下
命
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
る
院
政
期
以
降
の
応
制
百
首
と
は
異
な
り
、
主
と
し
て
個
人
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
私
的
な
性
格
が
強
い
。

し
か
し
、
重
之
の
こ
の
百
首
は
家
集
や
拾
遺
集
の
詞
書
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
春
宮
時
代
の
冷
泉
院
の
求
め
に
応
じ
て
詠
ま
れ
た
も

の
で
、
初
期
百
首
の
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
応
制
百
首
に
似
た
百
首
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
、
「
花
の
袂
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
『
堀
河
百
首
』
の
更
衣
の
歌
や
、
重
之
の
歌
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
そ
こ
に

は
、
惟
明
親
王
の
百
首
歌
へ
の
意
識
と
い
う
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
「
い
と
ふ
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
は
、
部
立
の
冒

頭
に
置
く
歌
と
し
て
は
い
さ
さ
か
の
違
和
感
を
覚
え
る
。
こ
の
強
い
表
現
を
補
う
も
の
と
し
て
、
②
の
歌
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

①
の
歌
は
、
単
に
葵
草
を
詠
ん
だ
歌
で
は
な
く
、
「
あ
ふ
ひ
草
か
ざ
す
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
葵
祭
を
題
材
と
し
た
歌
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
同
時
に
、
初
句
の
「
君
が
代
」
や
五
句
目
の
「
よ
ろ
づ
世
」
と
い
っ
た
表
現
か
ら
、
祝
賀
性
を
帯
び
た
歌
と
な
っ
て

い
る
。
季
節
題
で
祝
賀
性
を
帯
び
る
歌
と
言
え
ば
、
初
春
を
詠
む
春
の
歌
が
連
想
さ
れ
、
夏
の
歌
に
こ
の
よ
う
な
歌
が
置
か
れ
て
い

(3)

る
の
は
や
は
り
違
和
感
が
拭
え
な
い
。
前
の
歌
と
の
対
比
や
補
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
祝
性
が
強
い
歌
が
こ
こ
に
置
か
れ
た
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

三

次
に
、
冬
歌
の
考
察
に
入
り
た
い
。
惟
明
親
王
の
冬
歌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

草
の
い
ほ
に
露
の
な
さ
け
を
と
ど
め
置
き
て
い
づ
ち
時
雨
の
過
ぎ
て
行
く
ら
ん
（
一
五
九
）

②

ひ
と
り
ね
の
や
ど
に
音
す
る
む
ら
時
雨
も
ら
ぬ
に
袖
を
ぬ
ら
し
つ
る
か
な
（
一
六
〇
）

③

は
る
よ
り
も
心
あ
る
か
な
津
の
く
に
の
難
波
わ
た
り
の
冬
の
あ
け
ぼ
の
（
一
六
一
）

④

木
の
は
ち
る
み
山
の
お
く
の
か
よ
ひ
路
は
雪
よ
り
先
に
う
づ
も
れ
に
け
り
（
一
六
二
）
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⑤

紅
葉
ち
る
よ
も
の
木
ず
ゑ
は
し
た
晴
れ
て
杜
に
ぞ
く
も
る
冬
の
夜
の
月
（
一
六
三
）

⑥

お
き
な
ら
す
霜
の
ま
に
ま
に
き
こ
ゆ
な
り
を
の
へ
の
か
ね
の
あ
け
が
た
の
空
（
一
六
四
）(4)

⑦

朽
ち
に
け
る
ま
や
の
ま
き
ふ
き
ひ
ま
を
あ
ら
み
あ
つ
め
ぬ
窓
も
雪
つ
も
り
け
り
（
一
六
五
）

⑧

水
鳥
の
お
の
が
夜
ど
こ
の
う
す
氷
は
風
よ
り
こ
そ
む
す
び
そ
め
け
れ
（
一
六
六
）

⑨

冬
さ
れ
ば
み
山
の
さ
と
の
夕
煙
た
え
ぬ
に
つ
け
て
さ
び
し
か
り
け
り
（
一
六
七
）

⑩

う
ら
ぶ
れ
て
千
鳥
の
声
も
き
こ
え
け
り
な
が
め
わ
び
ぬ
る
い
そ
の
枕
に
（
一
六
八
）

⑪

月
影
に
千
ど
り
妻
よ
ぶ
明
が
た
は
あ
は
れ
た
ち
そ
ふ
な
み
の
う
へ
か
な
（
一
六
九
）

⑫

み
ぎ
は
よ
り
む
す
ぶ
氷
や
と
ど
む
ら
ん
よ
せ
て
か
へ
ら
ぬ
し
が
の
う
ら
波
（
一
七
〇
）

⑬

つ
ら
ら
ゐ
る
岩
ま
の
水
は
お
と
絶
え
て
ま
が
ふ
か
た
な
き
み
ね
の
松
か
ぜ
（
一
七
一
）

⑭

あ
じ
ろ
ぎ
に
よ
り
く
る
色
は
ひ
と
つ
に
て
と
ま
ら
ぬ
ひ
を
や
う
ぢ
の
川
波
（
一
七
二
）

⑮

年
く
れ
て
こ
よ
ひ
ば
か
り
や
あ
し
が
き
の
ま
ぢ
か
き
春
の
へ
だ
て
な
る
ら
む
（
一
七
三
）

夏
部
同
様
、
冬
の
歌
に
つ
い
て
も
、
歌
材
や
詞
の
連
想
に
よ
っ
て
隣
り
合
う
歌
同
士
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
の
が
次
の
表
②
で
あ
る
。

ま
ず
冒
頭
二
首
は
、
ど
ち
ら
も
時
雨
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
他
に
も
「
草
の
い
ほ
」
と
「
ひ
と
り
ね
の
や
ど
」
、
「
露
」
と
「
袖

を
ぬ
ら
」
す
と
い
っ
た
表
現
の
類
似
が
指
摘
で
き
る
。

④
・
⑤
は
、
共
に
落
葉
を
詠
ん
で
お
り
、
「
木
の
は
ち
る
」
と
「
紅
葉
ち
る
」
と
い
う
初
句
が
似
通
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
冬
の
夜

を
詠
ん
だ
⑤
か
ら
明
け
方
の
情
景
を
詠
ん
だ
⑥
へ
と
、
夏
部
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
な
時
間
帯
の
変
化
へ
の
意
識
が
こ
こ
に
も
見
出
せ

る
。
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⑥
か
ら
は
霜
、
雪
、
氷
が
そ
れ
ぞ
れ
詠
ま
れ
て

い
く
。
⑩
・
⑪
で
は
千
鳥
が
詠
ま
れ
、
⑪
・
⑫
は

波
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
⑫
と
⑬

は
「
む
す
ぶ
氷
」
、
「
つ
ら
ら
ゐ
る
」
と
氷
に
よ
っ

て
連
関
が
図
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
冬
部
も
全
体
の
構
成
を
意
識
し

た
配
列
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
③
、
⑨
、

⑭
、
⑮
の
歌
に
つ
い
て
は
前
後
の
歌
と
の
繋
が
り

を
見
出
せ
な
い
。

本
節
で
は
、
⑭
・
⑮
の
歌
を
以
下
取
り
上
げ
て

考
察
を
し
て
い
き
た
い
。

四
冬
部
の
末
尾
は
、
他
の
季
節
部
の
末
尾
と
比
べ

る
と
違
和
感
を
覚
え
る
配
列
と
な
っ
て
い
る
。

⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
歌
順

歳
暮

網
代

氷
松
風

氷波 月
千
鳥

波
千
鳥

冬
里

氷 雪 霜
落
葉

月
落
葉

冬
の
朝

時
雨

時
雨

歌
材

つ
ら
ら
ゐ
る

結
ぶ
氷

千
鳥

千
鳥

落
葉

落
葉

時
雨

時
雨

浦
波

波 氷 雪 霜

黄
昏
時

明
け
方

夜

紅
葉
散
る

木
の
葉
散
る

独
り
寝
の
宿

袖
を
ぬ
ら
し
つ
る

草
の
庵

露

【表②：冬一五首の構成】

歌
同
士
の
連
結



- 67 -

春
⑲

く
れ
て
ゆ
く
跡
だ
に
み
え
ぬ
春
な
れ
ば
し
た
ふ
心
も
か
ひ
な
か
り
け
り
（
一
二
二
）

⑳

い
ま
は
と
て
く
れ
行
く
春
の
ふ
る
さ
と
に
花
ち
る
や
ど
と
な
ら
ん
と
す
ら
ん
（
一
二
三
）

夏
⑭

風
わ
た
る
杜
の
木
陰
の
ゆ
ふ
す
ず
み
ま
だ
き
お
と
な
ふ
秋
の
一
こ
ゑ
（
一
三
七
）

⑮

な
ら
が
し
は
す
ゑ
葉
に
夏
や
成
り
ぬ
ら
ん
木
か
げ
す
ず
し
き
ひ
ぐ
ら
し
の
こ
ゑ
（
一
三
八
）

秋
⑲

山
の
は
に
秋
を
さ
そ
ひ
て
入
り
ぬ
れ
ば
名
ご
り
お
ほ
か
る
ゆ
ふ
づ
く
ひ
か
な
（
一
五
七
）

⑳

い
か
に
せ
む
秋
の
か
た
み
と
な
が
む
べ
き
草
葉
の
露
も
し
も
と
な
り
せ
ば
（
一
五
八
）

右
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
春
か
ら
秋
ま
で
は
末
尾
の
二
首
に
各
季
節
の
暮
れ
を
詠
ん
だ
歌
を
置
く
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

四
季
部
に
お
け
る
惟
明
親
王
の
構
成
意
識
だ
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
冬
部
の
末
尾
二
首
も
冬
の
暮
れ
、
歳
暮
の

歌
が
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
。

冬
の
⑮
の
歌
は
、
「
年
く
れ
て
こ
よ
ひ
ば
か
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
歳
暮
の
歌
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
季
節
の
暮
を
詠

ん
だ
歌
を
置
く
と
い
う
他
の
部
立
の
傾
向
と
も
合
致
す
る
。
そ
れ
な
ら
、
冬
の
⑭
の
歌
に
も
歳
暮
の
意
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
こ
の
歌
の
歌
意
を
確
認
し
て
お
く
。
こ
の
歌
は
網
代
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
和
歌
文
学
大
系
で
は
次
の
よ
う
に
訳
し
て

(5)
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い
る
。網

代
木
に
寄
っ
て
く
る
色
は
一
つ
で
あ
っ
て
、
止
ま
ら
ず
に
動
き
続
け
て
い
る
氷
魚
は
宇
治
川
に
立
つ
川
波
の
よ
う
に
見
え

る
。

ま
た
、
多
少
の
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
歌
は
『
新
後
拾
遺
和
歌
集
』
に
も
採
ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
和
歌
文
学
大
系
か
ら

注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

正
治
初
度
百
首
。
網
代
木
に
寄
せ
て
く
る
も
の
は
一
色
に
見
え
て
、
網
代
木
に
堰
き
止
め
ら
れ
な
い
氷
魚
と
見
え
た
の
は
宇

治
川
の
波
な
の
だ
ろ
う
か
。(6)

右
に
示
し
た
よ
う
に
、
両
者
で
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
訳
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
歌
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
後
者
の
訳
の

方
が
適
切
で
あ
り
、
こ
の
歌
は
宇
治
川
を
遠
景
的
に
捉
え
、
白
波
を
「
と
ま
ら
ぬ
氷
魚
」
に
見
立
て
て
詠
ん
だ
も
の
だ
と
い
え
る
。

網
代
と
は
川
の
瀬
に
杭
を
打
ち
、
網
の
代
わ
り
に
編
ん
だ
竹
や
柴
等
を
並
べ
、
一
端
に
簀
を
つ
け
て
氷
魚
を
採
る
仕
掛
け
の
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
杭
の
こ
と
を
網
代
木
と
呼
ん
だ
。
『
延
喜
式
』
に
は
、

山
城
國
、
近
江
國
氷
魚
網
代
各
一
處
。
其
氷
魚
始
九
月
迄
十
二
月
卅
日
貢
之
。(7)

と
あ
り
、
実
際
の
も
の
と
し
て
は
、
九
月
か
ら
一
二
月
三
〇
日
の
年
の
暮
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
実
景
と

し
て
は
、
年
の
暮
れ
で
も
お
か
し
く
は
な
い
。

で
は
、
和
歌
の
世
界
で
は
、
網
代
は
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
和
歌
の
網
代
題
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
田
島

智
子
氏
、
内
藤
愛
子
氏
の
も
の
が
あ
る
。

(8)

(9)
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田
島
氏
は
屏
風
歌
の
網
代
題
を
中
心
に
考
察
さ
れ
、
網
代
を
詠
ん
だ
歌
は
す
で
に
『
万
葉
集
』
に
散
見
さ
れ
る
が
『
古
今
和
歌
集
』

に
は
一
例
も
見
出
せ
ず
、
盛
ん
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
以
降
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

網
代
の
屏
風
歌
は
、
古
今
集
時
代
に
、
ま
ず
紅
葉
を
取
り
合
わ
せ
る
と
い
う
形
で
始
ま
っ
た
。
川
を
流
れ
る
紅
葉
は
、
晩
秋

か
ら
初
冬
の
光
景
と
し
て
、
万
葉
集
か
ら
歌
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
歌
に
基
づ
き
屏
風
絵
に
川
を
流
れ
る
光
景
が
描
か

れ
た
。
そ
の
絵
が
網
代
と
紅
葉
と
の
結
び
つ
き
を
容
易
に
し
、
網
代
に
寄
せ
る
紅
葉
と
い
う
絵
が
生
ま
れ
た
と
考
え
る
。
そ

し
て
、
絵
に
先
導
さ
れ
て
、
歌
で
も
網
代
と
紅
葉
は
結
び
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
古
今
集
時
代
の
終
わ
り
頃
に
は
、
網
代
に

寄
せ
る
波
も
詠
む
よ
う
に
な
る
。
当
時
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
『
万
葉
集
』
の
人
麿
歌
「
も
の
の
ふ
の
八
十
宇
治
川
の
網
代
木

に
い
さ
よ
ふ
波
の
行
方
し
ら
ず
も
」
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
網
代
に
寄
せ
る
紅
葉
ば
か
り
を
詠
む
こ
と
に
飽
き
が
来
た

頃
、
新
機
軸
を
求
め
て
開
拓
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
撰
集
時
代
に
は
、
屏
風
歌
で
は
網
代
と
氷
魚
と
が
取
り
合
わ
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
褻
の
歌
で
の
詠
み
方
が
、
屏
風
歌
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
歌
か
ら
起
こ
っ
た
変
化
で
あ

り
、
屏
風
絵
に
つ
い
て
は
氷
魚
が
描
か
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

屏
風
歌
で
は
、
当
初
は
紅
葉
と
取
り
合
わ
さ
れ
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
の
景
物
で
あ
っ
た
こ
と
、
後
撰
集
時
代
か
ら
屏
風
歌

で
も
網
代
と
氷
魚
が
取
り
合
わ
さ
れ
て
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

内
藤
氏
は
、
堀
河
題
の
網
代
に
至
る
ま
で
の
変
遷
を
丁
寧
に
追
っ
て
お
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

「
網
代
」
は
初
期
定
数
歌
に
お
い
て
は
、
秋
季
冬
季
の
主
題
に
あ
り
、
歌
合
に
お
い
て
は
秋
季
か
ら
冬
季
の
歌
題
に
変
化
が



- 70 -

看
取
で
き
る
。
し
か
も
、
屏
風
歌
に
お
い
て
「
網
代
」
の
画
題
の
多
く
が
月
次
屏
風
で
、
十
月
な
い
し
十
一
月
に
位
置
し
て

い
る
こ
と
か
ら
冬
の
画
題
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
と
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

初
期
定
数
歌
で
は
、
秋
・
冬
の
題
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
歌
合
に
お
い
て
秋
か
ら
冬
の
題
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
月
次
屏
風
で
も
一
〇
月
や
一
一
月
に
位
置
し
て
お
り
、
冬
の
画
題
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
言
及
さ

れ
て
い
る
。

実
際
、
網
代
と
氷
魚
を
取
り
合
わ
せ
て
詠
ん
だ
歌
の
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
例
え
ば

う
ぢ
、
あ
き

な
が
れ
よ
る
ひ
を
ま
つ
ほ
ど
の
さ
だ
め
な
く
あ
じ
ろ
に
あ
き
の
よ
を
や
つ
く
さ
ん
（
『
能
宣
集
』
・
二
九
八
）

の
よ
う
に
、
秋
の
歌
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
か
ら
、

十
一
月
、
は
せ
に
ま
う
づ
る
人
人
う
ぢ
に
や
ど
り
て
、
こ
れ
か
れ
お
も
し
ろ
か
る
ほ
ど
に
た
ち
ぬ
べ
き
こ
と
、
な
ど
い

ひ
て

川
な
み
に
ひ
を
は
よ
せ
て
や
と
ま
ら
ま
し
み
る
に
も
あ
か
ぬ
う
ぢ
の
か
は
な
み
（
『
輔
親
集
』
・
一
二
六
）

と
い
う
よ
う
に
、
冬
の
歌
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
両
氏
の
論
や
和
歌
の
用
例
か
ら
、
網
代
題
は
元
々
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
の
歌
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
冬
の
歌
と
し

て
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
冬
の
歌
と
し
て
は
一
〇
月
や
一
一
月
の
も
の
と
し
て
よ
く
詠
ま
れ
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。



- 71 -

次
に
、
百
首
歌
の
中
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
を
確
認
す
る
。

網
代
は
、
『
堀
河
百
首
』
の
題
と
し
て
は
、
冬
題
の
一
〇
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
。
初
冬
と
い
う
ほ
ど
早
く
は
な
い
が
、
年
の
暮

れ
ほ
ど
遅
い
と
は
言
え
な
い
位
置
で
あ
る
。
ま
た
、
『
正
治
初
度
百
首
』
で
、
惟
明
親
王
以
外
に
網
代
を
詠
ん
で
い
る
の
は
隆
房
だ

け
で
あ
る
。

こ
き
お
ろ
す
紅
葉
を
さ
へ
も
よ
せ
ん
と
や
た
な
か
み
川
に
あ
じ
ろ
う
つ
な
り
（
八
七
〇
・
隆
房
）

隆
房
は
冬
の
一
二
番
目
に
置
い
て
お
り
、
冬
の
後
半
に
位
置
し
て
い
る
と
は
い
え
、
歌
と
し
て
は
川
面
に
散
る
紅
葉
と
取
り
合

わ
せ
た
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
も
や
は
り
、
歳
暮
の
歌
と
し
て
は
詠
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
網
代
と
氷
魚
の
取
り
合
わ
せ
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
ひ
を
」
は
〈
氷
魚
〉
と
〈
日
を
〉
の
掛
詞
と
し
て

よ
く
詠
ま
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
前
述
の
田
島
氏
や
内
藤
氏
の
論
中
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

「
氷
魚
」
を
「
日
を
」
に
掛
け
る
詠
歌
は
屏
風
歌
や
『
古
今
六
帖
』
第
三
帖
に
氷
魚
と
言
う
項
目
に
み
ら
れ
、
数
多
く
の
例
歌

を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
氷
魚
」
に
「
日
を
」
を
か
け
る
掛
詞
は
新
し
い
技
巧
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

〈
氷
魚
〉
と
〈
日
を
〉
の
掛
詞
は
あ
り
ふ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
用
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
じ
め
の
冬
、
あ
じ
ろ
の
う
へ
に
お
き
な
を
り

わ
が
や
ど
に
あ
る
べ
き
も
の
を
こ
の
た
び
の
あ
じ
ろ
に
よ
り
て
日
を
も
ふ
る
か
な
（
『
元
真
集
』
・
一
四
）

（
ひ
を
）

す
ぐ
し
く
る
日
を
か
ぞ
ふ
と
も
う
ぢ
が
は
の
あ
じ
ろ
な
ら
ね
ば
よ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ
（
『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
三
・
一
五
二
六
）
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右
の
二
首
の
よ
う
に
、
「
ひ
を
」
に
〈
日
を
〉
が
掛
け
ら
れ
る
と
き
、
多
く
「
経
」
や
「
過
ぐ
」
に
類
す
る
動
詞
と
取
り
合
わ
さ

れ
る
。

惟
明
親
王
の
⑭
の
歌
は
、
そ
の
よ
う
な
動
詞
は
詠
み
込
ま
れ
て
い
な
い
が
、
前
掲
の
『
新
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
注
釈
で
は
、
「
ひ

を
」
の
箇
所
に
、

○
ひ
を
―
氷
魚
。
鮎
の
稚
魚
。
体
色
は
氷
の
よ
う
に
透
き
通
っ
て
い
る
。
宇
治
川
な
ど
で
網
代
で
獲
る
。「
日
を
」
を
掛
け
る
。

と
い
う
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
注
は
訳
に
は
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
掛
詞
の
意
味
が
読
み
取
れ
な
い
。
⑭
の

歌
は
、「
ひ
を
」
を
掛
詞
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
歳
暮
の
意
を
含
ん
だ
和
歌
と
し
て
解
釈
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑭
の
歌
を
再
掲
す
る
。

⑭

あ
じ
ろ
ぎ
に
よ
り
く
る
色
は
ひ
と
つ
に
て
と
ま
ら
ぬ
ひ
を
や
う
ぢ
の
川
波
（
一
七
二
）

こ
の
歌
で
は
、
「
と
ま
ら
ぬ
ひ
を
」
と
い
う
詞
続
き
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
と
ま
ら
ぬ
ひ
を
」
を
〈
止
ま
ら
ぬ
氷
魚
〉
と
〈
止

ま
ら
ぬ
日
を
〉
の
掛
詞
と
し
て
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
「
う
ぢ
」
も
、
〈
宇
治
〉
と
〈
憂
し
〉
の
掛
詞
と
な
り
、
詞
上
の

繋
が
り
と
し
て
〈
止
ま
る
こ
と
の
な
い
月
日
を
憂
し
と
思
う
〉
の
意
を
響
か
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

止
ま
る
こ
と
の
な
い
月
日
を
「
と
ま
ら
ぬ
ひ
」
と
表
現
し
て
い
る
和
歌
の
例
は
、
管
見
の
限
り
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
季

節
に
関
し
て
は
似
た
よ
う
な
表
現
が
散
見
さ
れ
た
。

（
惜
秋
意
）

あ
だ
な
り
と
人
や
み
る
ら
ん
年
毎
に
と
ま
ら
ぬ
あ
き
を
を
し
む
こ
こ
ろ
は
（
『
陽
成
院
歌
合
』
・
三
）
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（
夏
十
五
）

こ
ほ
り
ゐ
て
ひ
む
ろ
に
冬
は
と
ま
り
け
り
過
ぎ
に
し
春
も
か
か
ら
ま
し
か
ば
（
『
久
安
百
首
』
・
七
二
八
・
右
馬
権
頭
実
清
）

（
冬
十
五
）

春
秋
の
と
め
る
み
よ
に
は
む
か
し
よ
り
氷
室
に
冬
も
と
ま
る
な
り
け
り
（
『
正
治
初
度
百
首
』
・
九
三
六
・
季
経
）

（
春
廿
）

と
ど
む
る
に
と
ま
ら
ぬ
春
と
い
ひ
な
が
ら
を
し
む
は
み
な
の
人
の
心
ぞ
（
『
宝
治
百
首
』
・
七
七
八
・
定
嗣
）

ま
た
、
八
代
集
の
冬
部
で
は
、
冬
の
終
わ
り
や
歳
暮
の
歌
が
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う

な
例
が
散
見
さ
れ
た
。

物
へ
ま
か
り
け
る
人
を
ま
ち
て
し
は
す
の
つ
ご
も
り
に
よ
め
る

わ
が
ま
た
ぬ
年
は
き
ぬ
れ
ど
冬
草
の
か
れ
に
し
人
は
お
と
づ
れ
も
せ
ず
（
古
今
集
巻
第
六
・
冬
歌
・
三
三
八
・
み
つ
ね
）

歌
た
て
ま
つ
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
時
に
よ
み
て
た
て
ま
つ
れ
る

ゆ
く
年
の
を
し
く
も
あ
る
か
な
ま
す
か
が
み
見
る
か
げ
さ
へ
に
く
れ
ぬ
と
思
へ
ば

（
古
今
集
巻
第
六
・
冬
歌
・
三
四
二
・
き
の
つ
ら
ゆ
き
）

依
花
待
春
と
い
へ
る
こ
と
を

な
に
と
な
く
と
し
の
く
る
る
は
を
し
け
れ
ど
は
な
の
ゆ
か
り
に
は
る
を
ま
つ
か
な

（
金
葉
集
巻
第
四
・
冬
部
・
二
九
九
・
内
大
臣
）
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歳
暮
の
心
を
よ
め
る

人
し
れ
ず
く
れ
ゆ
く
と
し
を
を
し
む
ま
に
は
る
い
と
ふ
な
の
た
ち
ぬ
べ
き
か
な

（
金
葉
集
巻
第
四
・
冬
部
・
三
〇
〇
・
藤
原
成
通
朝
臣
）

摂
政
左
大
臣
家
に
て
各
題
ど
も
を
さ
ぐ
り
て
よ
み
け
る
に
、
歳
暮
を
と
り
て
よ
め
る

か
ぞ
ふ
る
に
の
こ
り
す
く
な
き
身
に
し
あ
れ
ば
せ
め
て
も
を
し
き
と
し
の
く
れ
か
な

（
金
葉
集
巻
第
四
・
冬
部
・
三
〇
一
・
藤
原
永
実
）

を
し
め
ど
も
は
か
な
く
く
れ
て
ゆ
く
年
の
し
の
ぶ
む
か
し
に
か
へ
ら
ま
し
か
ば（

千
載
集
巻
第
六
・
冬
歌
・
四
七
三
・
源
光
行
）

と
し
の
く
れ
に
、
身
の
老
い
ぬ
る
事
を
な
げ
き
て
よ
み
侍
り
け
る

か
ぞ
ふ
れ
ば
と
し
の
の
こ
り
も
な
か
り
け
り
老
い
ぬ
る
ば
か
り
か
な
し
き
は
な
し

（
新
古
今
集
巻
第
六
・
冬
歌
・
七
〇
二
・
和
泉
式
部
）

入
道
前
関
白
、
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時
、
と
し
の
く
れ
の
心
を
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る

石
ば
し
る
は
つ
せ
の
河
の
浪
ま
く
ら
は
や
く
も
年
の
暮
れ
に
け
る
か
な

（
新
古
今
集
巻
第
六
・
冬
歌
・
七
〇
三
・
後
徳
大
寺
左
大
臣
）

土
御
門
内
大
臣
家
に
て
、
海
辺
歳
暮
と
い
へ
る
心
を
よ
め
る

ゆ
く
と
し
を
を
じ
ま
の
あ
ま
の
ぬ
れ
衣
か
さ
ね
て
袖
に
浪
や
か
く
ら
む
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（
新
古
今
集
巻
第
六
・
冬
歌
・
七
〇
四
・
有
家
朝
臣
）

金
葉
集
三
〇
一
番
歌
や
千
載
集
四
七
三
番
歌
、
新
古
今
集
七
〇
二
番
歌
は
年
の
暮
れ
を
惜
し
む
と
共
に
老
い
行
く
我
身
を
惜
し
む

心
情
を
詠
ん
で
い
る
が
、
古
今
集
三
四
二
番
歌
や
金
葉
集
二
九
九
番
歌
、
三
〇
〇
番
歌
、
新
古
今
集
七
〇
三
番
歌
、
七
〇
四
番
歌
は
、

老
い
に
寄
せ
ず
に
暮
れ
行
く
年
を
惜
し
む
歌
と
な
っ
て
お
り
、
歳
暮
の
歌
と
し
て
そ
の
よ
う
な
歌
意
の
歌
が
珍
し
く
な
か
っ
た
こ
と

が
窺
え
、
歳
暮
の
歌
と
し
て
止
ま
る
こ
と
の
な
い
月
日
を
詠
む
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

惟
明
親
王
の
⑭
の
歌
は
、
網
代
と
氷
魚
の
取
り
合
わ
せ
や
〈
氷
魚
〉
と
〈
日
を
〉
、
〈
宇
治
〉
と
〈
憂
し
〉
の
掛
詞
等
、
一
般
的

な
取
り
合
わ
せ
や
あ
り
ふ
れ
た
掛
詞
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
詞
続
き
や
配
列
の
工
夫
に
よ
り
、
一
見
歳
暮
と
は
無

関
係
に
思
え
る
網
代
の
歌
に
歳
暮
の
意
を
響
か
せ
た
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
歌
で
あ
る
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

本
章
で
は
、
惟
明
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
の
四
季
部
の
歌
を
取
り
上
げ
、
構
成
面
か
ら
の
考
察
を
行
い
、
配
列
上
違
和
感

を
覚
え
る
歌
や
歌
群
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
た
。

第
一
節
で
は
春
部
の
歌
を
取
り
上
げ
た
。
春
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
歌
材
や
語
句
、
情
景
な
ど
に
よ
っ
て
隣
り
合
う
歌
同
士
が

結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
春
部
で
は
中
盤
に
桜
の
歌
を
連
続
し
て
配
列
し
、
そ
の
歌
群
の
中
で
は
さ
ら
に
桜
の
香
を
詠
ん
だ

歌
を
三
首
連
続
し
て
置
き
、
そ
こ
に
は
同
時
代
の
趣
向
よ
り
も
金
葉
集
や
千
載
集
に
見
ら
れ
た
趣
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
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摘
で
き
た
。
ま
た
、
前
半
に
は
先
行
歌
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん
で
い
る
だ
け
の
歌
が
目
立
っ
た
が
、
部
立
末
尾
に
は
、
同
時

代
の
新
奇
な
語
句
や
表
現
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
先
行
歌
と
は
異
な
る
詠
み
ぶ
り
の
歌
が
集
中
し
て
置
か
れ
、
表
現
と
配
列
が
密
接
に

関
わ
り
合
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

第
二
節
で
は
秋
の
歌
を
考
察
対
象
と
し
、
ま
ず
、
そ
の
部
立
構
成
を
明
ら
か
に
し
た
。
秋
部
は
、
早
秋
・
植
物
・
動
物
・
月
・
晩

秋
の
大
き
く
五
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
隣
り
合
う
歌
同
士
は
歌
材
や
景
物
、
語
句
等
に
よ
っ
て
連
結
が
図
ら
れ
て

い
た
。
そ
し
て
、
構
成
上
違
和
感
を
覚
え
る
砧
の
歌
（
一
五
四
番
歌
）
を
取
り
上
げ
考
察
し
た
。
こ
の
歌
は
、
『
林
葉
集
』
の
歌
と

ほ
ぼ
同
一
の
歌
と
な
っ
て
お
り
、
一
見
す
る
と
先
行
歌
を
無
造
作
に
取
り
込
ん
だ
か
の
よ
う
に
思
え
る
一
首
で
あ
っ
た
が
、
「
お
き

ゐ
の
里
」
と
い
う
珍
し
い
歌
枕
を
鍵
と
し
て
月
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
歌
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
解

釈
に
よ
っ
て
、
こ
の
歌
に
は
直
接
月
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
直
前
の
月
歌
群
と
結
び
つ
い
た
歌
で
あ
る
と
捉
え
直
す
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
。

第
三
節
で
は
夏
部
と
冬
部
の
歌
を
取
り
上
げ
、
考
察
し
た
。
ま
ず
夏
部
は
四
つ
の
ま
と
ま
り
に
大
別
で
き
る
こ
と
、
隣
り
合
う

歌
同
士
が
歌
材
や
詞
の
連
想
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
夏
部
冒
頭
の
二
首
は
、
「
花
の
袂
」
と
い
う

表
現
に
着
目
す
る
と
、
春
部
と
の
繋
が
り
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
歌
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
表
現
か
ら
『
堀
河
百
首
』
や
『
重
之
百

首
』
の
歌
へ
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
惟
明
親
王
の
百
首
歌
へ
の
意
識
が
現
れ
た
歌
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
冬
部
で
も
、
他
の

季
節
同
様
隣
り
合
う
歌
同
士
が
歌
材
や
詞
の
連
想
で
結
ば
れ
て
い
た
が
、
配
列
上
違
和
感
を
覚
え
る
歌
が
数
首
散
見
さ
れ
、
そ
の
内

の
一
七
二
番
歌
を
特
に
取
り
上
げ
て
考
察
し
た
。
こ
の
歌
は
網
代
と
氷
魚
を
取
り
合
わ
せ
て
詠
ん
だ
一
見
あ
り
ふ
れ
た
歌
で
あ
る
が
、



- 77 -

「
と
ま
ら
ぬ
ひ
を
」
と
い
う
詞
続
き
に
す
る
こ
と
で
、
詞
の
上
で
歳
暮
の
意
を
響
か
せ
た
歌
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
よ
う

な
解
釈
を
可
能
に
す
る
要
素
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
歌
が
冬
部
の
一
四
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
惟
明
親
王
は
春
か
ら
秋
ま
で

部
立
末
に
は
二
首
、
各
季
節
の
暮
れ
を
詠
ん
だ
歌
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
の
四
季
部
の
考
察
に
よ
り
、
惟
明
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
の
特
徴
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
同
一
の
歌
材
や

表
現
を
繰
り
返
し
用
い
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
惟
明
親
王
の
構
成
意
識
は
、
部
立
内
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
四
季
の
各
部
に
は
必

ず
季
節
の
暮
の
歌
が
二
首
置
か
れ
た
り
、
夏
の
一
首
目
の
歌
が
春
部
末
の
歌
を
意
識
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
り
し
て
い
た
。

最
後
に
、
表
現
と
構
成
が
密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
惟
明
親
王
の
『
正

治
初
度
百
首
』
は
同
一
あ
る
い
は
類
似
の
歌
材
を
多
用
す
る
た
め
、
似
通
っ
た
雰
囲
気
の
歌
を
並
べ
た
配
列
と
い
う
印
象
を
与
え
る

一
方
で
全
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
そ
れ
故
、
部
立
内
の
ま
と
ま
り
か
ら
浮
い

て
い
る
歌
と
い
う
の
が
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
見
す
る
と
配
列
か
ら
浮
い
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
歌
を
注
意
深
く

読
ん
で
い
く
と
、
四
季
部
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
前
後
の
歌
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
歌
が
置
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
惟
明
親
王
の
構
成

意
識
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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山
田
喜
美
子
「
花
摺
り
衣
、
花
染
め
衣
、
花
色
衣
そ
し
て
花
衣
」
（
『
鶴
見
日
本
文
学
』
六
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）

(1)
『
堀
河
百
首
』
の
作
者
は
一
六
名
。

(2)

和
歌
文
学
大
系
で
は
次
の
よ
う
に
訳
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
「
君
の
御
代
が
神
の
恵
み
に
あ
う
と
い
う
名
を
持
つ
葵
草
を
、
今

(3)

日
こ
の
日
に
か
ざ
す
と
い
う
契
り
が
永
久
に
続
き
ま
す
よ
う
。
○
あ
ふ
ひ
草
―
二
葉
葵
。
賀
茂
葵
と
も
。
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
科

の
多
年
草
。
賀
茂
神
社
の
葵
祭
（
陰
暦
四
月
中
の
酉
の
日
）
の
神
事
に
用
い
ら
れ
る
。
恵
み
に
「
逢
ふ
日
」
を
掛
け
る
。
○
か

ざ
す
―
葵
祭
の
折
、
葵
で
冠
を
飾
る
こ
と
。
▽
後
鳥
羽
院
の
治
世
の
長
久
を
祈
る
」
（
『
正
治
二
年
院
初
度
百
首
』
明
治
書
院
、

二
〇
一
六
年
）

「
空
」
の
横
に
「
こ
ゑ
イ
」
と
書
入
あ
り
。

(4)

前
掲
注

(5)

3

松
原
一
義
・
鹿
野
し
の
ぶ
・
丸
山
陽
子
『
和
歌
文
学
大
系

新
後
拾
遺
和
歌
集
』
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
七
年
）

(6)

黒
板
勝
美
『
新
訂
増
補

国
史
大
系
二
六
巻

交
替
式

弘
仁
式

延
喜
式
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）

(7)

田
島
智
子
「
平
安
中
期
の
屏
風
絵
と
屏
風
歌
の
関
係
―
網
代
を
例
と
し
て
―
」
（
『
詩
林
』
五
七
号
、
二
〇
一
五
年
四
月
）

(8)

内
藤
愛
子
「
堀
河
百
首
題
「
網
代
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』
四
五
巻
、
二
〇
〇
二
年
一

(9)

月
）
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第
二
章

恋
部
の
構
成

は
じ
め
に

本
章
で
は
、
『
正
治
初
度
百
首
』
の
恋
部
の
歌
を
取
り
上
げ
、
考
察
を
行
っ
て
い
く
。

前
章
で
見
て
き
た
四
季
部
に
顕
著
で
あ
る
が
、
基
本
的
な
配
列
の
一
つ
と
し
て
時
間
的
推
移
に
従
っ
て
歌
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
配
列
が
な
さ
れ
る
の
は
、
四
季
部
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
定
数
歌
で
は
な
い
が
、

最
初
の
勅
撰
集
で
あ
る
古
今
集
で
は
、
恋
一
か
ら
恋
五
ま
で
が
恋
の
展
開
に
沿
っ
た
配
列
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
松
田
武
夫
氏
を

(1)

は
じ
め
と
す
る
先
学
諸
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
配
列
は
、
古
今
集
以
後
の
勅
撰
集
で
も
概
ね
踏
襲
さ
れ
て
い
く
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
構
成
意
識
は
百
首
歌
等
の
定
数
歌
の
恋
部
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
組
題
百
首
の
祖
と
言
わ
れ
て
い
る

『
堀
河
百
首
』
の
恋
題
を
見
て
み
る
と
、
「
初
恋
」
か
ら
始
ま
り
、
以
下
「
不
被
知
人
恋
」
、
「
不
遇
恋
」
、
「
初
逢
恋
」
、
「
後
朝
恋
」
、

「
会
不
逢
恋
」
「
旅
恋
」
、
「
思
」
、
「
片
思
」
「
恨
」
と
な
っ
て
い
る
。
浅
田
徹
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
恋
の
始
ま
り
か
ら
、
会
っ

（2）

て
も
ら
え
な
い
状
況

初
め
て
会
え
た
と
こ
ろ

会
っ
た
翌
朝

ま
た
会
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
形
で
題
が
巡
」
っ

↓

↓

↓

て
い
く
の
で
あ
る
。

『
堀
河
百
首
』
の
構
成
は
、
そ
の
後
の
百
首
歌
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
部
立
百
首
で
あ
る
『
正
治
初
度
百
首
』
も
そ
の
例
に

漏
れ
な
い
。
寺
島
恒
世
氏
は
、
後
鳥
羽
院
の
『
正
治
初
度
百
首
』
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
構
成
を
論
じ
て
い
る
が
、
恋
部
に
つ
い
て

（3）

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
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院
の
こ
の
十
首
一
連
を
見
る
と
、
初
恋
か
ら
恨
ま
で
、
伝
統
的
な
百
首
の
歌
題
に
倣
っ
て
い
る
が
、
逢
恋
・
後
朝
恋
・
旅
恋
な

ど
は
な
く
、
待
つ
側
か
ら
統
一
的
に
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
も
、
そ
の
限
定
の
上
に
、
忍
ぶ
こ
と
か
ら
待

つ
こ
と
へ
、
そ
し
て
相
手
に
忘
れ
ら
れ
、
過
去
の
世
界
に
生
き
、
諦
め
、
相
手
を
忘
れ
よ
う
と
し
、
忘
れ
ら
れ
ず
に
恨
め
し
く

思
う
と
い
う
恋
の
推
移
の
緊
密
な
関
係
が
見
ら
れ
、
更
に
内
省
的
な
歌
が
多
い
こ
と
か
ら
、
恋
の
主
体
は
女
性
で
あ
る
と
言
え

る
の
で
あ
る
。

後
鳥
羽
院
の
百
首
歌
は
、
「
待
つ
側
か
ら
統
一
的
に
詠
ま
れ
て
い
る
」
と
、
女
性
側
の
立
場
に
限
定
し
つ
つ
も
「
忍
ぶ
こ
と
か
ら

待
つ
こ
と
へ
、
そ
し
て
相
手
に
忘
れ
ら
れ
、
過
去
の
世
界
に
生
き
、
諦
め
、
相
手
を
忘
れ
よ
う
と
し
、
忘
れ
ず
に
恨
め
し
く
思
う
」

と
い
う
恋
の
展
開
に
沿
っ
た
配
列
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
正
治
初
度
百
首
』
で
も
、
詠
者
の
意
識
に
は
、
恋
部
を
時
間
的

推
移
に
配
列
し
て
い
く
と
い
う
基
本
的
な
枠
組
み
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

惟
明
親
王
の
恋
部
に
つ
い
て
も
、
お
そ
ら
く
な
ん
ら
か
の
配
列
の
基
準
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
ず
、
惟
明
親
王
の
恋
部
全
体
を
概
観
し
、
そ
の
構
造
を
分
析
す
る
。
そ
の
上
で
、
一
七
九
・
一
八
〇
・
一
八
一
の
三
首
に
つ

い
て
特
に
検
討
を
行
う
。

一

惟
明
親
王
の
恋
部
一
〇
首
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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①

い
か
に
せ
ん
あ
ふ
坂
山
を
ふ
み
ま
よ
ひ
も
と
の
恋
路
に
か
へ
る
な
げ
き
を
（
一
七
四
）

②

逢
ふ
事
の
む
な
し
き
空
の
う
き
雲
は
身
を
し
る
雨
の
た
よ
り
な
り
け
り
（
一
七
五
）

③

わ
が
恋
は
神
に
い
の
れ
る
ひ
た
ち
帯
の
む
す
ぶ
か
ご
と
を
た
の
む
ば
か
り
ぞ
（
一
七
六
）

④

つ
れ
も
な
き
君
に
も
つ
ら
き
人
も
が
な
思
ひ
し
り
な
ば
我
を
こ
ふ
や
と
（
一
七
七
）

⑤

逢
ふ
事
は
な
だ
の
し
ほ
屋
の
あ
ま
人
の
か
ら
き
は
恋
の
こ
こ
ろ
な
り
け
り
（
一
七
八
）

⑥

あ
は
ぬ
夜
の
さ
の
み
つ
も
る
を
い
か
に
せ
ん
枕
の
ち
り
は
は
ら
ひ
て
も
ね
ぬ
（
一
七
九
）

⑦

涙
に
は
と
ふ
の
す
が
ご
も
朽
ち
は
て
て
あ
ら
ば
や
な
な
ふ
あ
け
て
待
つ
べ
き
（
一
八
〇
）（4）

⑧

ひ
き
か
さ
ね
い
つ
か
う
ら
な
く
あ
か
す
べ
き
よ
る
の
衣
を
返
し
返
し
て
（
一
八
一
）

⑨

き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ
し
ほ
ど
を
お
も
ふ
よ
り
か
さ
ね
ぬ
袖
も
う
ち
し
を
れ
け
り
（
一
八
二
）

⑩

あ
ふ
事
は
夢
に
な
り
に
し
床
の
上
に
な
み
だ
ば
か
り
ぞ
う
つ
つ
な
り
け
る
（
一
八
三
）

各
歌
を
見
て
い
く
と
、
①
～
⑤
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
あ
ふ
坂
山
を
ふ
み
ま
よ
ひ
」
・
「
逢
ふ
事
の
む
な
し
き
」
・
「
ひ
た
ち
帯
の
む

す
ぶ
か
ご
と
を
た
の
む
ば
か
り
」
・
「
つ
れ
も
な
き
君
」
・
「
逢
ふ
事
は
な
だ
」
と
、
不
逢
恋
の
歌
に
な
っ
て
い
る
。
次
の
⑥
・
⑦
は
、

（5）

「
あ
は
ぬ
夜
の
さ
の
み
つ
も
る
」
・
「
と
ふ
の
す
が
ご
も
朽
ち
は
て
」
と
待
恋
、
終
盤
の
⑧
～
⑩
は
「
ひ
き
か
さ
ね
い
つ
か
う
ら
な

く
あ
か
す
べ
き
」
・
「
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ
」
・
「
あ
ふ
事
は
夢
に
な
り
に
し
床
の
上
」
と
共
寝
を
題
材
と
し
た
恋
が
展
開
し
て
い
く
配

列
と
い
え
る
。
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語
句
に
着
目
し
て
み
る
と
、
第
一
に
〈
あ
ふ
〉
と
い
う
言
葉
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
直
接
言
葉
を
詠
み
込
ん
で

い
る
も
の
が
、
①
「
あ
ふ
坂
山
」
・
②
「
逢
ふ
事
」
・
⑤
「
逢
ふ
事
」
・
⑥
「
あ
は
ぬ
夜
」
・
⑩
「
あ
ふ
事
」
の
５
首
、
比
喩
表
現
を

用
い
る
な
ど
し
て
間
接
的
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
③
「
ひ
た
ち
帯
の
む
す
ぶ
か
ご
と
」
・
⑦
「
と
ふ
」
・
⑧
「
ひ
き
か
さ
ね
」

・
⑨
「
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ
」
の
四
首
と
な
る
。
第
二
に
、
衣
や
枕
に
寄
せ
た
歌
が
後
半
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
③

の
「
ひ
た
ち
帯
」
の
み
前
半
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
以
下
⑥
「
枕
の
ち
り
」
、
⑦
「
と
ふ
の
す
が
ご
も
」
、
⑧
「
ひ
き
か
さ
ね
」
・
「
よ

る
の
衣
を
返
し
返
し
て
」
、
⑨
「
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ
」
・
「
か
さ
ね
ぬ
袖
」
、
⑩
「
床
の
上
」
と
後
半
の
五
首
は
す
べ
て
衣
や
枕
を
題

材
に
恋
を
詠
ん
で
い
る
。

以
上
の
特
徴
を
ま
と
め
た
の
が
次
の
表
①
（
便
宜
上
、
私
に
仮
題
を
付
し
て
い
る
）
で
あ
る
。
表
に
示
し
た
通
り
、
親
王
の
恋
部

は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
四
季
部
同
様
題
材
や
言
葉
、
表
現
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
。

一
方
で
、
恋
愛
の
展
開
に
沿
っ
た
構
成
と
い
う
点
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
松
田
氏
は
、
恋
愛
成
就
、
す
な
わ
ち
恋
愛
の
頂
点
を
「
相

（6）

会
ふ
夜
」
だ
と
す
る
。
つ
ま
り
、
初
め
て
会
う
夜
を
境
と
し
て
恋
愛
成
就
以
前
・
恋
愛
成
就
以
後
に
分
け
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の

分
類
に
従
え
ば
、
惟
明
親
王
の
恋
部
後
半
の
配
列
に
は
違
和
感
が
あ
る
。

待
つ
恋
を
詠
ん
だ
⑥
・
⑦
の
歌
で
は
、
す
で
に
男
の
訪
れ
が
途
絶
え
た
恋
愛
成
就
以
後
の
歌
だ
と
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、
⑧
番

歌
は
「
い
つ
か
う
ら
な
く
あ
か
す
べ
き
」
や
「
夜
の
衣
を
返
し
返
し
て
」
と
い
っ
た
表
現
か
ら
、
ま
だ
逢
瀬
は
果
た
さ
れ
て
い
な
い
、

（7）

恋
愛
成
就
以
前
の
歌
だ
と
解
釈
で
き
る
。
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⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
歌
順

183 182 181 180 179 178 177 176 175 174
歌
番
号

逢
不
逢
恋

逢
不
逢
恋

寄
衣
恋

待
つ
恋

寄
枕
恋

不
逢
恋

つ
れ
な
き
人

不
逢
恋

不
逢
恋

不
逢
恋

仮
題
※

あ
ふ
事

あ
は
ぬ
夜

逢
ふ
事

逢
ふ
事

あ
ふ
坂
山

き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ

ひ
き
か
さ
ね

と
ふ

ひ
た
ち
帯
の

む
す
ぶ
か
ご
と

ひ
た
ち
帯

衣
表
現

床
の
上

と
ふ
の
す

が
ご
も

枕
床
表
現

【表①：恋一〇首の構成】

ひ
き
か
さ
ね
・
よ
る
の
衣

重
ね
ぬ
袖
・
き
ぬ
ぎ
ぬ

「
あ
ふ

」
表
現
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つ
ま
り
、
恋
愛
成
就
以
後
の
歌
の
後
に
恋
愛
成
就
以
前
の
歌
が
来
て
し
ま
い
、
恋
愛
の
展
開
に
沿
っ
た
構
成
と
は
言
い
難
い
。

こ
の
よ
う
に
、
惟
明
親
王
の
恋
部
は
題
材
や
表
現
に
偏
り
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
時
間
的
推
移
に
沿
う
と
い
う
百
首
歌
の
基
本
的
な

配
列
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
こ
こ
に
、
惟
明
親
王
の
何
ら
か
の
工
夫
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
、
以
下
⑥
・
⑦
・
⑧
の
歌
を
取
り
上
げ
、
詳
し
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二

ま
ず
⑥
（
一
七
九
番
歌
）
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。
先
行
研
究
で
は
こ
の
歌
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
和
歌
文

学
大
系
の
当
該
歌
に
付
さ
れ
た
訳
注
を
次
に
引
用
す
る
。

（8）あ
な
た
に
逢
わ
ぬ
夜
が
こ
れ
ほ
ど
に
積
も
っ
て
い
く
の
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
。
た
と
え
枕
に
積
も
る
塵
は
払
お
う
と

も
、
あ
な
た
と
の
共
寝
は
叶
わ
ぬ
こ
と
よ
。
○
積
る
―
「
塵
」
の
縁
語
。
○
枕
の
塵
―
枕
に
塵
が
積
も
る
程
に
恋
人
と
の
共
寝

が
久
し
く
途
絶
え
て
い
る
こ
と
。
○
寝
ぬ
―
「
ぬ
」
は
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形
。
恋
人
と
の
共
寝
は
実
現
さ
れ
な
い

と
い
う
こ
と
。

補
注

↓

補
注
▽
「
い
つ
か
我
逢
ひ
見
む
こ
と
を
今
宵
と
て
枕
の
塵
を
う
ち
払
ふ
べ
き
」
（
言
葉
集
・
覚
盛
）
の
よ
う
に
、
枕
の
塵
を
払
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う
行
為
は
恋
人
と
の
逢
瀬
を
期
待
す
る
も
の
。
し
か
し
、
枕
の
塵
を
払
っ
て
も
共
寝
を
期
待
で
き
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
に
逢
瀬
が

途
絶
え
て
い
る
と
い
う
。

右
に
掲
げ
た
通
り
、
「
あ
な
た
に
逢
わ
ぬ
夜
が
こ
れ
ほ
ど
に
積
も
っ
て
い
く
の
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
。
た
と
え
枕
に
積

も
る
塵
は
払
お
う
と
も
、
あ
な
た
と
の
共
寝
は
叶
わ
ぬ
こ
と
よ
」
と
い
う
現
代
語
訳
を
付
し
、
「
枕
の
塵
」
の
注
と
し
て
「
枕
に
塵

が
積
も
る
程
に
恋
人
と
の
共
寝
が
久
し
く
途
絶
え
て
い
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
「
枕
の
塵
」
と
い
う
表
現
に
着
目
し
て
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
で
用
例
を
検
索
し
て
み
る
と
、
『
兼
輔
集
』
が
初
出
と
な
る
。

か
た
た
が
へ
に
い
き
た
る
と
こ
ろ
に
、
ま
く
ら
を
か
へ
す
と
て

し
き
た
へ
の
ま
く
ら
に
ち
り
の
ゐ
ま
し
か
ば
た
ち
な
が
ら
に
ぞ
人
は
と
は
ま
し
（
七
六
）

か
へ
し
、
女

君
が
た
め
う
ち
は
ら
ひ
つ
る
し
き
た
へ
の
ま
く
ら
の
ち
り
に
け
が
れ
ぬ
る
か
な
（
七
七
）

そ
の
他
の
用
例
を
見
て
み
る
と
、
次
に
抜
粋
し
て
い
る
よ
う
に
、
月
と
共
に
詠
ま
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
た
。

連
夜
に
月
を
み
る
と
い
ふ
心
を
よ
み
侍
け
る

し
き
た
へ
の
ま
く
ら
の
ち
り
や
つ
も
る
ら
ん
月
の
さ
か
り
は
い
こ
そ
ね
ら
れ
ね

（
後
拾
遺
集
巻
第
十
五
・
雑
一
・
八
三
八
・
源
頼
家
朝
臣
）

（
閨
中
月
）

い
た
ま
よ
り
も
り
く
る
つ
き
は
こ
ひ
づ
ま
の
ま
く
ら
の
ち
り
の
か
ず
を
み
よ
と
か
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（
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
・
秋
月
廿
首
・
四
二
七
）

（
月
）

う
ち
は
ら
ふ
枕
の
ち
り
も
か
く
れ
な
く
あ
れ
た
る
宿
を
て
ら
す
月
影

（
『
太
皇
太
后
宮
大
進
清
輔
朝
臣
家
歌
合
』
・
十
九
番
左
・
三
七
・
大
輔
）

右
に
挙
げ
た
用
例
の
う
ち
、
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
や
『
太
皇
太
后
宮
大
進
清
輔
朝
臣
家
歌
合
』
の
例
は
「
こ
ひ
づ
ま
」
や
「
あ

れ
た
る
宿
」
と
い
っ
た
表
現
か
ら
、
恋
愛
成
就
以
後
の
歌
だ
と
推
察
で
き
る
。

同
時
代
や
近
時
代
の
用
例
に
絞
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

に
ご
り
行
く
こ
こ
ち
こ
そ
す
れ
ひ
と
り
ぬ
る
ま
く
ら
の
ち
り
に
つ
も
る
涙
は

（
『
月
詣
和
歌
集
』
巻
第
四
恋
上
・
三
九
五
・
三
河
内
侍
）

寄
枕

い
つ
か
わ
れ
あ
ひ
み
む
こ
と
を
こ
よ
ひ
と
て
ま
く
ら
の
ち
り
を
う
ち
は
ら
ふ
べ
き

（
『
言
葉
和
歌
集
』
巻
第
十
三
・
恋
下
・
一
九
八
・
覚
盛
法
師
）

（
右
大
臣
家
百
首
中
、
初
逢
恋
五
首
）

あ
は
れ
と
も
先
見
る
ば
か
り
今
夜
我
が
枕
の
塵
を
し
ば
し
は
ら
は
じ
（
『
林
葉
和
歌
集
』
巻
第
五
・
恋
歌
・
七
二
六
）

『
月
詣
和
歌
集
』
や
『
林
葉
和
歌
集
』
は
巻
や
題
か
ら
、
恋
愛
初
期
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
言
葉
和
歌
集
』
歌
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は
恋
下
の
歌
で
あ
る
が
、
同
歌
集
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
氏
が
、

（9）

ま
ず
恋
三
巻
で
あ
る
が
、
巻
十
一
恋
上
、
巻
十
二
恋
中
は
連
続
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
巻
十
一
巻
頭
は
「
初
恋
心
」

で
、
大
よ
そ
恋
の
時
間
的
推
移
に
基
づ
い
て
配
列
さ
れ
、
巻
十
二
の
終
り
の
部
分
は
さ
ま
ざ
ま
な
恋
の
様
相
の
歌
が
置
か
れ
、

題
詠
と
、
恋
の
い
き
さ
つ
を
示
す
詞
書
の
あ
る
歌
と
が
共
存
し
て
い
る
。
巻
十
三
は
寄
物
恋
で
、
「
寄
立
春
恋
」
以
下
、
「
寄
無

常
恋
」
ま
で
、
ほ
ぼ
四
季
・
雑
題
に
寄
す
る
恋
で
あ
る
。

と
、
そ
の
巻
構
成
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
言
葉
和
歌
集
』
巻
十
三
は
恋
下
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
巻
は
寄
物
型
題
の
歌
を

集
め
た
巻
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
松
野
陽
一
氏
も
『
言
葉
和
歌
集
』
の
恋
部
の
構
成
に
つ
い
て
「
恋
下
部
は
、
歌
の
内
容
こ
そ
恋

(10)

中
に
連
続
し
て
、
修
復
し
得
な
い
恋
の
結
末
の
状
況
を
六
十
八
首
全
体
と
し
て
並
べ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
脚
注
で
「
個

別
に
は
か
な
ら
ず
し
も
全
て
が
終
末
の
状
況
と
は
限
ら
な
い
」
と
補
足
し
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
『
言
葉
和
歌
集
』
歌
は
、
相
手

と
の
逢
瀬
を
期
待
す
る
気
持
ち
を
詠
ん
で
お
り
、
ま
さ
に
「
恋
の
終
末
と
は
限
ら
な
い
」
歌
だ
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
枕
の
塵
」
と
い
う
語
は
、
恋
愛
成
就
以
前
の
歌
に
も
以
後
の
歌
に
も
用
い
ら
れ
る
。

こ
こ
で
惟
明
歌
に
戻
る
と
、
「
枕
の
ち
り
は
は
ら
ひ
て
も
ね
ぬ
」
と
続
い
て
い
る
。

「
枕
の
塵
」
を
「
は
ら
」
ふ
と
い
う
詞
続
き
は
、
先
に
挙
げ
た
用
例
で
い
え
ば
『
太
皇
太
后
宮
大
進
清
輔
朝
臣
家
歌
合
』
歌
、
『
言

葉
和
歌
集
』
歌
と
『
林
葉
和
歌
集
』
歌
が
該
当
す
る
。『
太
皇
太
后
宮
大
進
清
輔
朝
臣
家
歌
合
』
歌
は
恋
愛
成
就
以
後
の
歌
で
あ
り
、

後
の
二
首
は
逢
瀬
を
期
待
し
て
枕
の
塵
を
払
う
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
他
の
例
と
し
て
特
に
注
目
し
た
い
の
が
『
道
助
法
親
王
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家
五
十
首
』
の
次
の
歌
で
あ
る
。

寄
枕
恋

何
と
又
ま
く
ら
の
ち
り
を
は
ら
ふ
ら
ん
な
ら
び
な
き
身
の
ね
や
の
秋
か
ぜ

（
『
道
助
法
親
王
家
五
十
首
』
・
九
四
八
・
右
大
将
公
経
）

右
の
歌
で
は
、
秋
風
は
ど
う
し
て
ま
た
枕
の
塵
を
払
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
疑
問
の
理
由
は
「
な
ら
び
な

き
身
」
―
―
共
寝
を
す
る
相
手
が
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
「
秋
か
ぜ
」
に
は
当
然
「
飽
き
」
が
掛
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
相
手
の
訪

れ
が
な
け
れ
ば
、
共
寝
の
枕
に
積
も
っ
た
塵
を
払
う
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

惟
明
親
王
の
⑥
歌
も
、
下
句
の
「
枕
の
ち
り
は
は
ら
ひ
て
も
ね
ぬ
」
は
、
「
た
と
え
枕
に
積
も
る
塵
は
払
お
う
と
も
、
あ
な
た
と

の
共
寝
は
叶
わ
ぬ
こ
と
よ
」
の
意
で
は
な
く
、
（
あ
な
た
の
訪
れ
が
な
い
の
で
）
枕
の
塵
を
払
っ
て
（
あ
な
た
と
）
寝
る
こ
と
も
な

い
、
の
意
で
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三

続
い
て
⑦
（
一
八
〇
番
歌
）
の
解
釈
を
試
み
た
い
。
こ
の
歌
の
和
歌
文
学
大
系
の
訳
注
を
次
に
引
用
す
る
。

(11)

私
の
涙
で
幅
広
の
十
編
の
菅
薦
は
す
っ
か
り
朽
ち
て
し
ま
っ
た
。
あ
な
た
が
訪
う
て
く
れ
る
と
い
う
名
の
こ
の
菅
薦
が
あ
る
な

ら
ば
、
あ
な
た
が
寝
る
七
編
の
分
を
空
け
て
待
つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
。
本
歌
「
陸
奥
の
十
編
の
菅
薦
七
編
に
は
君
を
寝
さ
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せ
て
三
編
に
我
寝
む
」（
俊
頼
髄
脳
他
）
。
○
十
編
の
菅
薦
―
菅
で
編
み
目
を
十
筋
に
編
ん
だ
筵
・
「
編
」
は
薦
な
ど
の
編
み
目
。

恋
人
の
来
訪
の
意
の
「
訪
ふ
」
を
掛
け
る
。
○
七
編
―
菅
薦
の
十
編
の
編
み
目
の
う
ち
の
七
編
分
。
▽
訪
れ
の
絶
え
た
男
を
待

つ
女
の
歌
。

こ
の
歌
に
つ
い
て
は
、
三
句
目
か
ら
四
句
目
に
跨
が
っ
て
い
る
「
朽
ち
果
て
て
あ
ら
ば
や
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
部
分
は
、
先
の
和
歌
文
学
大
系
の
現
代
語
訳
で
は
「
す
っ
か
り
朽
ち
て
し
ま
っ
た
。
あ
な
た
が
訪

う
て
く
れ
る
と
い
う
名
の
こ
の
菅
薦
が
あ
る
な
ら
ば
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

「
～
て
あ
ら
ば
や
」
と
い
う
例
は
、
惟
明
歌
以
前
に
は
見
出
せ
な
い
が
、
後
代
の
用
例
に
は
二
首
見
ら
れ
る
。
『
柳
風
和
歌
抄
』

歌
と
『
拾
藻
鈔
』
歌
で
あ
る
。

き
き
し
ら
で
あ
ら
ば
や
し
ば
し
こ
こ
ろ
か
ら
身
に
し
む
風
の
秋
に
ふ
く
こ
ゑ

（
『
柳
風
和
歌
抄
』
巻
第
三
秋
歌
・
六
五
・
侍
従
為
守
女
）

元
弘
の
こ
ろ
、
藤
原
行
房
朝
臣
、
隠
州
に
下
向
し
侍
り
し
こ
ろ
、
た
よ
り
に
つ
け
て
申
し
つ
か
は
し
侍
り
し

お
も
ひ
や
る
な
み
の
た
ち
ゐ
の
か
な
し
さ
は
よ
そ
に
も
袖
を
ほ
す
ひ
ま
ぞ
な
き

返
し

我
が
袖
は
な
み
の
た
ち
ゐ
に
く
ち
は
て
て
あ
ら
ば
や
い
ま
は
し
を
り
だ
に
せ
む

(12)

（
『
拾
藻
鈔
』
第
八
雑
歌
上
・
三
六
一
・
三
六
二
）

『
柳
風
和
歌
抄
』
歌
で
は
、
初
句
か
ら
二
句
目
に
か
け
て
「
～
て
あ
ら
ば
や
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
て
」
は
打
ち
消
し
の
接
続
助
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詞
「
で
」
、
二
句
目
の
「
ば
や
」
は
終
助
詞
と
な
っ
て
い
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
『
拾
藻
鈔
』
歌
の
方
で
、
こ
ち
ら
は
「
朽
ち
果
て
て
あ
ら
ば
や
」
と
い
う
言
葉
続
き
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

三
句
目
か
ら
四
句
目
に
ま
た
が
っ
て
置
か
れ
て
い
る
こ
と
も
、
惟
明
歌
と
合
致
し
て
い
る
。
『
拾
藻
鈔
』
は
、
鎌
倉
末
期
～
南
北
朝

の
歌
人
・
公
順
の
私
家
集
で
、
こ
の
歌
は
、
詞
書
か
ら
、
元
弘
二
年
に
後
醍
醐
天
皇
の
隠
岐
配
流
に
つ
き
従
う
行
房
と
の
贈
答
歌
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
恋
歌
で
は
な
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
惟
明
歌
を
踏
ま
え
て
詠
ま
れ
た
も
の
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
『
拾
藻
鈔
』
歌

で
は
、
上
句
の
意
か
ら
「
朽
ち
果
て
て
」
の
「
て
」
は
完
了
の
助
動
詞
、
「
あ
ら
ば
や
」
の
「
ば
や
」
は
接
続
助
詞
＋
係
助
詞
だ
と

判
断
で
き
る
。
『
拾
藻
鈔
』
の
こ
の
歌
も
、
惟
明
親
王
の
歌
も
事
実
上
の
三
句
切
れ
と
言
え
、
「
く
ち
は
て
て
あ
ら
ば
や
」
は
、
朽

ち
果
て
て
（
し
ま
っ
た
。
も
し
朽
ち
果
て
ず
に
）
あ
っ
た
な
ら
ば
、
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
惟
明
親
王
の
⑦
番
歌
は
、
「
涙
で
十
編
の
菅
薦
は
朽
ち
果
て
て
し
ま
っ
て
、
も
し
あ
っ
た
な
ら
ば
七
編
を
空
け
て
待
つ
こ

と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
（
朽
ち
果
て
て
し
ま
っ
た
の
で
空
け
て
待
つ
こ
と
は
で
き
な
い
）
」
と
、
三
句
目
は
言
い
さ
し
表
現
、
下
句

は
疑
問
で
解
釈
し
た
い
。

次
に
、
「
と
ふ
の
す
が
ご
も
」
と
い
う
表
現
を
検
討
す
る
。

こ
の
表
現
は
『
和
泉
式
部
続
集
』
が
初
出
と
な
る
。

と
き
ど
き
く
る
人
、
畳
あ
つ
う
敷
き
て
お
き
た
れ
と
い
ひ
た
る
に

た
ま
さ
か
に
と
ふ
の
す
が
ご
も
か
り
に
の
み
く
れ
ば
よ
ど
の
に
し
く
物
も
な
し
（
『
和
泉
式
部
続
集
』
・
二
七
五
）

右
の
歌
以
降
も
多
数
の
例
が
あ
り
、
以
下
抜
粋
し
て
挙
げ
て
い
る
。
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氷
満
池
水
八
条
に
て

水
と
り
の
つ
ら
ら
の
ま
く
ら
ひ
ま
も
な
し
む
べ
さ
へ
け
ら
し
と
ふ
の
す
が
ご
も
（
『
経
信
集
』
・
一
六
五
）

霜
は
ら
ふ
鴨
の
う
は
毛
や
い
か
な
ら
ん
と
ふ
の
す
が
ご
も
さ
ゆ
る
よ
な
よ
な
（
『
堀
河
百
首
』
・
冬
・
霜
・
九
二
八
・
河
内
）

玉
ざ
さ
に
あ
ら
れ
た
ば
し
る
冬
の
夜
は
い
と
ど
ぞ
さ
ゆ
る
十
ふ
の
す
が
ご
も
（
『
堀
河
百
首
』
・
冬
・
霰
・
九
二
九
・
公
実
）

冬
の
夜
は
と
ふ
の
す
が
ご
も
さ
え
さ
え
て
独
ふ
せ
や
ぞ
い
と
ど
さ
び
し
き
（
『
久
安
百
首
』
・
冬
・
五
四
・
公
能
）

（
冬
夜
）

ひ
と
り
ぬ
る
と
こ
に
こ
ほ
り
は
と
ぢ
ね
ど
も
さ
え
ま
さ
り
け
り
と
ふ
の
す
が
ご
も
（
『
教
長
集
』
・
冬
歌
・
六
二
五
）

田
家
冬
夜
の
心
を
よ
め
る

み
ち
し
ば
に
し
も
や
お
く
ら
ん
あ
づ
ま
や
の
と
ふ
の
す
が
ご
も
さ
え
ま
さ
る
な
り
（
『
成
仲
集
』
・
五
一
）

特
に
冬
歌
と
し
て
詠
ま
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
公
能
歌
や
教
長
歌
の
よ
う
に
独
り
寝
を
詠
み
込
ん
で
い
る
も

の
も
あ
る
。
ま
た
、
圧
倒
的
に
多
い
の
が
、
『
俊
頼
髄
脳
』
所
収
の

み
ち
の
く
の
と
ふ
の
す
が
ご
も
な
な
ふ
に
は
君
を
ね
さ
せ
て
み
ふ
に
我
ね
む
（
一
三
四
）

を
踏
ま
え
た
も
の
で
、

君
待
つ
と
と
ふ
の
す
が
ご
も
み
ふ
に
だ
に
寝
で
の
み
あ
か
す
夜
を
ぞ
重
ぬ
る
（
『
久
安
百
首
』
・
恋
・
二
七
五
・
教
長
）

（
雖
契
不
来
恋
）

同
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中
中
に
た
の
め
ざ
り
せ
ば
み
ち
の
く
の
と
ふ
の
す
が
ご
も
中
に
ね
な
ま
し
（
『
和
歌
一
字
抄
』
・
六
四
二
・
顕
輔
卿
）

よ
も
す
が
ら
ま
つ
こ
ひ

き
み
ま
つ
と
と
ふ
の
す
が
ご
も
み
ふ
に
だ
に
ま
だ
う
ち
ふ
さ
で
こ
よ
ひ
あ
か
し
つ
（
『
有
房
集
』
・
三
一
七
）

な
ど
は
、
そ
の
系
譜
に
連
な
る
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
歌
は
、
語
句
（
「
君
待
つ
と
」
）
や
題
（
「
雖
契
不
来
恋
」
・
「
よ
も

す
が
ら
ま
つ
こ
ひ
」
）
か
ら
、
い
ず
れ
も
待
恋
の
歌
で
あ
り
、
「
と
ふ
の
す
が
ご
も
」
と
い
う
表
現
が
、
『
俊
頼
髄
脳
』
歌
を
契
機
と

し
て
、
待
恋
の
句
と
し
て
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
同
時
代
の
傾
向
を
見
て
み
る
と
、
『
師
光
集
』
や
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
用
例
が
見
出
せ
る
。

さ
り
と
も
と
と
ふ
の
す
が
ご
も
あ
け
て
待
つ
七
ふ
に
ち
り
の
つ
も
り
ぬ
る
か
な
（
『
師
光
集
』
・
恋
・
六
六
）

左
ま
つ
ひ
と
も
と
ふ
の
す
が
ご
も
と
は
ば
こ
そ
な
な
ふ
を
あ
け
て
ぬ
と
も
し
ら
せ
め

左
歌
、
み
ち
の
く
の
と
ふ
の
す
が
ご
も
な
な
ふ
に
は
君
を
ね
さ
せ
て
み
ふ
に
わ
れ
ね
ん
、
と
申
す
歌
に
て
よ
ま
れ
た
る
が
、

上
句
に
と
ふ
と
よ
み
て
、
下
句
な
な
ふ
と
よ
め
る
、
や
ま
ひ
に
は
侍
ら
ず
や
、
と
ふ
の
す
が
ご
も
と
は
ば
と
そ
へ
ら
れ
た

る
は
、
こ
の
こ
も
な
ら
ず
と
も
、
そ
の
証
は
さ
だ
め
て
か
ん
が
へ
ら
れ
て
ぞ
よ
ま
れ
て
侍
ら
ん
（
以
下
略
）

（
『
千
五
百
番
歌
合
』
・
恋
二
・
千
二
百
五
十
四
番
・
二
五
〇
六
・
小
侍
従
）

左
い
く
か
へ
り
な
な
ふ
の
ち
り
を
は
ら
ふ
ら
ん
ま
つ
よ
か
さ
な
る
と
ふ
の
す
が
ご
も
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左
歌
は
、
さ
き
に
も
申
し
侍
り
つ
る
と
ふ
の
す
が
ご
も
の
歌
に
侍
り
、
上
に
な
な
ふ
の
ち
り
と
お
か
れ
て
、
末
に
と
ふ
の

す
が
ご
も
と
侍
れ
ば
、
右
歌
、
こ
と
の
ほ
か
の
き
ず
侍
ら
ず
は
、
左
歌
ま
け
侍
る
べ
き
に
、
右
歌
、
こ
と
の
ほ
か
に
た
ち

ま
さ
り
て
こ
そ
み
え
侍
れ
（
『
千
五
百
番
歌
合
』
・
恋
三
・
千
二
百
八
十
七
番
・
二
五
七
二
・
保
季
朝
臣
）

『
千
五
百
番
歌
合
』
の
一
二
五
四
番
の
歌
は
、
上
句
に
「
と
ふ
」
下
句
に
「
な
な
ふ
」
と
詠
ん
で
い
る
点
が
惟
明
親
王
の
歌
と
似

通
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
判
詞
を
見
て
み
る
と
、
「
上
句
に
と
ふ
と
よ
み
て
、
下
句
な
な
ふ
と
よ
め
る
」
こ
と
が
「
や
ま
ひ
」
で
は

な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
惟
明
歌
で
も
、
歌
の
病
を
回
避
し
よ
う
と
い
う
意
志
が
あ
っ
た
か
は
さ
て
お
き
、
少
な
く
と
も
『
俊
頼

髄
脳
』
歌
以
来
の
表
現
に
工
夫
を
凝
ら
そ
う
と
す
る
意
識
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
類
推
で
き
る
。

ま
た
、
『
師
光
集
』
歌
で
は
、
上
句
に
「
と
ふ
の
す
が
ご
も
」
、
下
句
に
「
ち
り
の
つ
も
り
ぬ
る
か
な
」
と
詠
ま
れ
、
『
千
五
百
番

歌
合
』
の
一
二
八
七
番
歌
で
も
、
上
句
に
「
ち
り
を
は
ら
ふ
」
、
下
句
に
「
と
ふ
の
す
が
ご
も
」
と
詠
ま
れ
て
お
り
、
正
治
前
後
頃

に
「
塵
を
払
う
」
と
「
と
ふ
の
す
が
ご
も
」
と
い
う
表
現
が
取
り
合
わ
さ
れ
て
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

そ
う
す
る
と
、
⑥
・
⑦
の
歌
は
一
首
ず
つ
独
立
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
つ
の
表
現
を
二
首
に
分
け
て
詠
み
込
ま
れ

て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

こ
こ
か
ら
は
⑧
（
一
八
一
番
歌
）
を
考
察
し
て
い
く
。
こ
の
歌
の
和
歌
文
学
大
系
の
訳
注
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(13)
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あ
な
た
と
私
は
、
衣
を
互
い
に
重
ね
合
わ
せ
て
、
い
つ
か
心
に
隔
て
な
く
夜
を
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
日

を
待
ち
わ
び
て
、
夜
の
衣
を
裏
返
し
に
着
る
こ
と
を
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
る
の
だ
け
ど
。
参
考
「
い
と
せ
め
て
恋
し

き
と
き
は
む
ば
た
ま
の
夜
の
衣
を
返
し
て
ぞ
着
る
」（
古
今
・
恋
二
・
小
野
小
町
）
。
○
う
ら
な
く
―
―
心
に
隔
て
の
な
い
さ
ま
。

衣
の
「
裏
」
を
響
か
せ
る
。

補
注
。

↓

補
注
○
下
句
―
夜
着
を
裏
返
し
に
着
て
寝
る
こ
と
。
恋
し
い
人
に
夢
で
会
う
こ
と
を
願
う
行
為
。
結
句
は
、
そ
の
よ
う
な
夜
が

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
表
す
。

和
歌
文
学
大
系
の
訳
注
で
は
、
不
逢
恋
の
状
態
な
の
か
、
逢
不
逢
恋
の
状
態
な
の
か
が
不
明
瞭
だ
が
、
続
く
一
八
二
番
歌
の
補
注

に
「
前
歌
か
ら
引
き
続
い
て
、
衣
を
重
ね
る
こ
と
を
素
材
に
取
る
。
前
歌
で
は
叶
い
得
な
か
っ
た
衣
を
重
ね
る
こ
と
＝
逢
瀬
は
当
該

歌
で
果
た
さ
れ
、
逢
瀬
の
後
に
な
お
恋
人
を
慕
い
思
う
内
容
と
な
る
」
と
あ
る
の
で
、
不
逢
恋
の
歌
と
解
釈
し
て
い
る
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。

確
か
に
「
い
つ
か
う
ら
な
く
あ
か
す
べ
き
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
ま
だ
逢
瀬
は
果
た
さ
れ
て
い
な
い
、
逢
瀬
を
果
た
し
た
い
と

い
う
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
、
「
夜
の
衣
を
返
し
返
し
て
」
の
典
拠
で
あ
る
小
町
の
「
い
と
せ
め
て
こ
ひ
し
き
時
は
む
ば
玉
の
よ
る

の
衣
を
返
し
て
ぞ
き
る
」
も
古
今
集
の
恋
二
の
歌
で
恋
愛
成
就
以
前
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
恋
部
の
基
本
的
な
展
開
に
則
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
部
立
の
後
半
に
不
逢
恋
の
歌
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
は
違
和

感
が
あ
る
。
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こ
こ
で
問
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
上
句
の
「
う
ら
な
く
あ
か
す
」
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
代
語
に
直
訳
す
れ
ば
和
歌
文
学
大
系
の
訳
通
り
「
心
に
隔
て
な
く
夜
を
明
か
す
」
状
態
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
初
逢
夜
の
状
態
な

の
か
、
す
で
に
初
め
て
の
逢
瀬
は
果
た
さ
れ
て
い
て
そ
の
上
で
心
置
き
な
く
夜
を
明
か
す
関
係
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

「
う
ら
な
く
あ
か
す
」
と
い
う
表
現
は
、
管
見
の
限
り
、
当
該
歌
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
下
句
の
「
よ
る
の
衣
を
返
」
す
と
い

う
表
現
が
、
恋
愛
成
就
以
後
の
関
係
で
も
詠
ま
れ
る
の
か
を
探
っ
た
。

（
恋
）

あ
は
ぬ
夜
は
返
す
と
い
ひ
し
衣
手
を
引
き
と
め
て
だ
に
恨
か
け
ば
や
（
『
殷
富
門
院
大
輔
集
』
・
六
七
）

（
春
恋
）

三
番

左
持

有
家

夢
に
だ
に
み
ぬ
よ
な
よ
な
を
恨
み
き
て
衣
は
る
さ
め
し
を
れ
て
ぞ
ふ
る

左
、
こ
ろ
も
春
雨
し
を
れ
て
ぞ
ふ
る
、
と
い
へ
る
詞
よ
せ
お
ほ
く
み
え
侍
り
、
右
ま
た
か
の
、
と
く
る
氷
の
ひ
ま
ご
と
に
、

と
い
へ
る
歌
の
心
を
恋
に
ひ
き
な
し
て
、
涙
う
ち
い
づ
る
袖
の
春
風
、
と
い
へ
る
、
左
は
よ
せ
お
ほ
く
、
右
は
え
ん
に
み

ゆ
、
よ
り
て
な
ぞ
ら
へ
て
持
と
す
べ
し
（
『
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
』
・
三
番
・
五
・
有
家
）

『
殷
富
門
院
大
輔
集
』
歌
は
、
相
手
が
「
あ
は
ぬ
夜
は
（
衣
を
）
返
す
」
と
「
い
」
っ
て
お
り
、
詠
歌
主
体
は
そ
の
せ
め
て
「
衣

手
を
引
き
と
め
て
」
で
も
恨
み
言
を
言
い
た
い
と
詠
ん
で
い
る
。
歌
意
か
ら
も
、
恋
愛
成
就
以
後
の
歌
で
あ
る
。
『
水
無
瀬
恋
十
五
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首
歌
合
』
歌
は
、
衣
を
返
す
と
こ
そ
詠
ま
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
上
句
の
「
夢
に
だ
に
み
ぬ
」
、
下
句
の
「
衣
」
と
い
う
詞
か
ら
、

衣
を
裏
返
し
て
寝
る
と
恋
し
い
相
手
を
夢
で
見
る
と
い
う
小
町
歌
か
ら
の
表
現
を
踏
ま
え
た
歌
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。「
夢

に
だ
に
み
ぬ
」
相
手
と
は
当
然
現
実
で
も
逢
瀬
が
途
絶
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
や
は
り
こ
ち
ら
も
恋
愛
成
就
以
後
の
歌
だ
と
見
な

せ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
逢
瀬
が
果
た
さ
れ
た
後
も
、
夜
の
衣
を
返
す
と
い
う
表
現
は
用
い
ら
れ
る
。
⑧
歌
は
、
初
め
て
の
逢
瀬
を
期
待
す

る
歌
と
い
う
よ
り
は
す
で
に
初
め
て
の
逢
瀬
は
果
た
さ
れ
て
い
て
そ
の
上
で
心
置
き
な
く
夜
を
明
か
す
関
係
を
願
う
歌
と
解
釈
し
た

い
。

お
わ
り
に

本
章
で
は
、
『
正
治
初
度
百
首
』
の
恋
部
の
歌
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
行
っ
た
。
恋
部
で
は
、
①
～
⑤
が
恋
愛
成
就
以
前
を
、
⑥

～
⑩
が
恋
愛
成
就
以
後
を
詠
ん
だ
歌
と
な
っ
て
お
り
、
時
間
的
推
移
に
配
列
す
る
と
い
う
恋
部
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
親
王
も
踏
襲

し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
細
か
く
分
け
る
と
、
不
逢
恋
を
詠
ん
だ
歌
群
（
①
～
⑤
）
・
待
恋
を
詠
ん
だ
歌
群
（
⑥
・
⑦
）
・

共
寝
を
主
題
と
し
た
歌
群
（
⑧
～
⑩
）
の
大
き
く
三
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
五
首
は
ひ
た
す
ら
に
逢
う
ま

で
の
苦
し
み
を
詠
い
、
中
盤
の
二
首
で
は
同
時
代
に
取
り
合
わ
さ
れ
て
い
た
表
現
を
配
列
と
い
う
観
点
か
ら
利
用
し
つ
つ
待
恋
を
詠

ん
だ
。
終
盤
の
三
首
で
は
、
共
寝
の
歌
を
並
べ
な
が
ら
逢
不
逢
恋
の
苦
し
み
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
の
が
次
の
表
②
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で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
歌
群
毎
に
歌
の
主
題
や
歌
材
に
統
一
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
後
鳥
羽
院
の
よ
う
に
十
首
全
体
で
恋
の
展
開
を
構
成
し

て
い
る
、
あ
る
い
は
男
女
ど
ち
ら
か
の
視
点
に
立
っ
て
統
一
さ
せ
る
と
い
う
手
法
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
惟
明
親
王
の
三
つ
の
歌
群
は
漫
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
⑤
か
ら
⑥
へ
は
「
逢
ふ
事
」
・
「
あ
は
ぬ
夜
」

と
〈
あ
ふ
〉
と
い
う
詞
で
結
び
つ
き
、
ま
た
「
枕
の
塵
」
が
同
時
代
に
は
不
逢
恋
の
歌
で
多
く
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
主
題
に

お
い
て
も
連
続
性
が
見
出
せ
る
。
そ
し
て
、
⑥
・
⑦
か
ら
⑧
以
降
へ
は
、
衣
や
床
に
関
連
す
る
表
現
に
よ
っ
て
結
び
付
け
ら
れ
て
い

る
。
惟
明
親
王
の
恋
部
の
特
徴
と
も
言
え
る
同
じ
言
葉
や
類
似
表
現
の
多
用
は
、
各
歌
群
を
連
結
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
言
葉
や
表
現
に
よ
り
歌
を
連
結
し
て
い
く
手
法
は
部
立
内
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
『
正
治
初
度
百
首
』

で
は
、
恋
の
次
に
羇
旅
の
歌
が
置
か
れ
て
い
る
。
惟
明
親
王
の
羇
旅
一
首
目
を
引
用
す
る
。

見
せ
ば
や
な
磯
の
松
風
お
と
さ
え
て
か
た
し
く
袖
も
こ
ほ
る
な
み
だ
を
（
一
八
四
）

傍
線
箇
所
「
か
た
し
く
袖
」
は
や
は
り
独
り
寝
を
表
わ
す
表
現
で
あ
り
、
恋
と
羇
旅
の
間
に
も
表
現
上
の
つ
な
が
り
見
出
せ
、
こ

の
よ
う
な
点
に
も
惟
明
親
王
の
配
列
の
工
夫
を
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
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⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
歌
順

183 182 181 180 179 178 177 176 175 174
歌
番
号

恋
の
成
就

主
題

あ
ふ
事

あ
は
ぬ
夜

逢
ふ
事

逢
ふ
事

あ
ふ
坂
山

と
ふ

衣
表
現

床
の
上

と
ふ
の
す

が
ご
も

枕
の
塵

床
表
現

「

あ
ふ

」
表
現

以前以後

【表②：恋一〇首の構成2】

不逢恋待恋共寝

き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ
・
重
ね
ぬ
袖

ひ
き
か
さ
ね
・
よ
る
の
衣

ひ
た
ち
帯
の

む
す
ぶ
か
ご
と



松
田
武
夫
『
古
今
集
の
構
造
に
関
す
る
研
究
』
（
風
間
書
房
、
一
九
六
五
年
初
版
・
一
九
八
〇
年
再
版
）

(1)
松
田
氏
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
恋
部
の
構
造
を
恋
愛
成
就
以
前
（
恋
一
・
恋
二
）

恋
愛
成
就
期
（
恋
三
）

恋
愛
成
就
以
後

↓

↓

（
恋
四
・
恋
五
）
の
三
つ
に
分
け
る
。

浅
田
徹
『
百
首
歌

祈
り
と
象
徴
』
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
七
月

（2）
「
「
正
治
二
年
初
度
百
首
」
考
―
後
鳥
羽
院
の
百
首
歌
に
つ
い
て
」
（
『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
八
一
号
、
一
九
七
五
年
一
〇
月
）

（3）

四
句
目
に
つ
い
て
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
翻
刻
本
文
で
は
「
な
ら
ぶ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
底
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

（4）

本
の
本
文
は
「
な
ゝ
ふ
」
で
あ
る
と
判
断
し
、
私
に
「
な
な
ふ
」
と
校
訂
し
て
い
る
。

な
お
、
田
仲
洋
己
氏
は
、
「
三
宮
惟
明
親
王
の
正
治
初
度
百
首
詠
に
つ
い
て
」
（
『
中
世
前
期
の
歌
書
と
歌
人
』
和
泉
書
院
、
二

〇
〇
八
年
一
二
月
：
初
出
『
岡
大
国
文
論
稿
』
三
四
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
の
中
で
、
「
涙
に
は
と
ふ
の
菅
菰
朽
ち
果
て
て
あ

ら
ば
や
な
ら
ふ
空
け
て
待
つ
べ
き
（
恋
・
一
八
〇
）
。
こ
の
歌
は
『
俊
頼
髄
脳
』
所
収
の
古
歌
「
陸
奥
の
と
ふ
の
菅
菰
七
ふ
に
は

君
を
寝
さ
せ
て
三
ふ
に
我
寝
む
」
を
踏
ま
え
た
作
で
あ
っ
て
、
第
四
句
は
「
あ
ら
ば
や
な
な
ふ
」
が
本
来
の
形
で
あ
る
か
と
思

わ
れ
る
。
」
と
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
翻
刻
本
文
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

「
あ
づ
ま
ぢ
の
み
ち
の
は
て
な
る
ひ
た
ち
お
び
の
か
ご
と
ば
か
り
も
あ
ひ
み
て
し
か
な
（
『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
五
・
三
三
六

（5）
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松
田
氏
は
注

掲
出
書
の
中
で
、
古
今
集
の
恋
部
の
構
成
に
つ
い
て

（6）

1

巻
第
十
三
恋
歌
三
全
巻
は
、
「
会
は
ず
し
て
帰
る
」
歌
群
に
始
ま
り
、
無
き
名
が
立
ち
、
そ
れ
に
も
め
げ
ず
通
ひ
、
遂
に

「
相
逢
ふ
夜
」
を
迎
へ
て
宿
望
を
達
成
す
る
。
し
か
し
、
翌
朝
は
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
思
ひ
に
泣
き
、
人
目
を
は
ば
か
つ
て
「
夢

か
う
つ
ゝ
か
」
の
境
地
に
さ
ま
よ
ひ
、
相
会
ひ
な
が
ら
も
、
浮
き
名
の
立
つ
こ
と
を
恐
れ
る
。
さ
う
し
た
人
知
れ
ぬ
恋
を
、

「
衣
に
寄
す
」
「
夢
路
に
通
ふ
」
「
人
目
つ
ゝ
み
」
「
人
に
知
ら
れ
ぬ
」
な
ど
の
歌
群
に
よ
り
詳
述
す
る
。
秘
め
た
夫
婦
関

係
の
持
続
に
も
限
度
が
あ
り
、
自
然
、
「
色
に
出
で
ぬ
べ
し
」
と
い
っ
た
気
持
に
転
移
す
る
。
さ
う
思
ふ
と
、
急
に
心
の

緊
張
が
解
け
、
浮
き
名
は
世
情
に
一
時
に
立
つ
て
し
ま
う
。
従
つ
て
、
「
会
は
ず
し
て
帰
る
」
以
下
「
浮
き
名
立
つ
」
ま

で
の
歌
群
の
排
列
に
よ
り
、
「
相
会
ふ
夜
」
を
恋
愛
成
就
の
頂
点
と
し
、
そ
の
前
後
の
様
相
を
詳
細
に
表
現
し
た
も
の
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

「
い
と
せ
め
て
こ
ひ
し
き
時
は
む
ば
玉
の
よ
る
の
衣
を
返
し
て
ぞ
き
る
」
（
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
二
・
恋
二
・
五
五
四
・
小

（7）

野
小
町
）

『
和
歌
文
学
大
系

正
治
二
年
院
初
度
百
首
』
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
。
惟
明
親
王
歌
の
訳
注
は
木
下
華
子
氏
に
よ
る
。

（8）

49

井
上
宗
雄
「
「
言
葉
集
」
雑
感
」
（
『
和
歌
史
研
究
会
会
報
』
一
〇
〇
号
、
一
九
九
二
年
一
二
月
）

（9）

前
掲
注

(10)

1
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〇
）
。
和
歌
文
学
大
系
の
注
で
は
本
歌
と
し
て
こ
の
歌
を
引
用
し
て
い
る
。
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前
掲
注

(11)

8

歌
意
か
ら
「
し
ほ
る
」
の
意
だ
と
解
釈
し
た
。

(12)

前
掲
注

(13)

8
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第
三
章

雑
部
の
構
成

本
節
で
は
、
『
正
治
初
度
百
首
』
の
雑
歌
一
五
首
（
羈
旅
五
首
・
山
家
五
首
・
鳥
五
首
・
祝
五
首
）
を
取
り
上
げ
考
察
を
行
い
、

そ
の
特
徴
や
傾
向
を
論
じ
る
。

第
一
節

羇
旅
部
の
構
成

ま
ず
、
羇
旅
歌
五
首
か
ら
取
り
上
げ
る
。

羇
旅
歌
全
般
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
安
田
德
子
氏
の
論
が
あ
る
。
安
田
氏
は
、
主
と
し
て
勅
撰
集
の
羇
旅
歌
を
取
り
上
げ
、
千

(1)

載
集
を
境
に
実
際
の
旅
体
験
に
基
づ
い
た
実
情
詠
か
ら
、
題
詠
中
心
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
百
首
歌
の
羇
旅
歌
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
『
久
安
百
首
』
の
羇
旅
歌
を
取
り
上
げ
た
野
本
留
美
氏
の
論
が
挙
げ
ら
れ

(2)

る
。

久
安
百
首
で
は
そ
れ
ま
で
四
季
や
恋
の
状
況
設
定
で
し
か
な
か
っ
た
「
旅
」
を
主
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

後
の
羇
旅
歌
や
撰
集
の
部
立
・
分
類
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
各
作
者
は
羇
旅
部
の
中
で
四
季
の
枠
組
み
を
用
い
た

り
、
場
所
の
設
定
を
変
え
、
地
名
表
現
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
構
成
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
特
に
移
動
や
時
間
の
推
移
な
ど

の
様
々
な
動
き
を
組
み
合
わ
せ
、
一
首
で
完
結
す
る
旅
を
五
首
連
続
さ
せ
る
こ
と
で
多
様
で
重
層
的
な
旅
の
様
相
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
た
。
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野
本
氏
は
『
久
安
百
首
』
歌
人
一
四
名
の
羇
旅
歌
を
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
て
お
り
、
各
作
者
が
「
羇
旅
部
の
中
で
四
季
の
枠
組
み
を

用
い
た
り
、
場
所
の
設
定
を
変
え
、
地
名
表
現
を
取
り
入
れ
る
」
な
ど
構
成
に
工
夫
が
見
え
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
移
動

や
時
間
の
推
移
な
ど
の
様
々
な
動
き
を
組
み
合
わ
せ
、
一
首
で
完
結
す
る
旅
を
五
首
連
続
さ
せ
る
こ
と
で
多
様
で
重
層
的
な
旅
の
様

相
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
」
と
、
詠
者
そ
れ
ぞ
れ
が
部
立
単
位
で
重
層
的
な
旅
の
情
景
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

『
久
安
百
首
』
は
、
『
正
治
初
度
百
首
』
か
ら
お
よ
そ
半
世
紀
前
、
崇
徳
院
の
命
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
部
立
百
首
で
あ
り
、
ち
ょ

う
ど
羇
旅
歌
が
題
詠
中
心
に
変
化
し
た
千
載
集
の
主
要
な
選
集
作
品
で
も
あ
る
。
こ
の
頃
に
羇
旅
歌
へ
の
意
識
の
変
化
が
あ
っ
た
こ

と
は
疑
い
が
な
く
、
ま
た
部
立
と
い
う
ま
と
ま
り
で
旅
の
情
景
を
詠
む
と
い
う
意
識
は
、
『
正
治
初
度
百
首
』
の
詠
者
に
も
少
な
か

ら
ず
引
き
継
が
れ
た
と
い
え
る
。
後
鳥
羽
院
の
『
正
治
初
度
百
首
』
を
考
察
し
た
八
嶋
正
治
氏
は
、
後
鳥
羽
院
の
羇
旅
歌
二
～
四
首

(3)

目
に
出
て
く
る
固
有
名
詞
（
岩
田
川
、
音
無
川
、
梛
の
葉
）
が
す
べ
て
熊
野
に
関
す
る
も
の
で
、
熊
野
御
幸
と
い
う
現
実
が
歌
に
覗

い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
院
の
『
正
治
初
度
百
首
』
を
論
じ
た
寺
島
恒
世
氏
は
八
嶋
氏
の
論
を
踏
ま
え
つ

（4）

つ
、

こ
の
三
首
に
は
、
熊
野
本
宮
へ
の
紀
行
記
的
な
構
成
意
図
が
窺
わ
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
俊
成
の
羇
旅
五
首
の
構
成
に
は
、

場
面
の
多
様
性
が
意
図
さ
れ
、
他
の
歌
人
の
も
の
に
も
、
こ
の
よ
う
な
統
一
的
な
構
成
は
見
ら
れ
な
い
が
、
院
の
場
合
に
は
、

生
涯
三
十
一
回
の
熊
野
御
幸
を
し
、
こ
の
時
点
で
既
に
二
回
参
詣
し
て
い
た
と
い
う
事
情
も
、
統
一
的
な
構
成
の
背
後
に
考
え

合
わ
せ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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と
述
べ
ら
れ
、
後
鳥
羽
院
の
羇
旅
歌
に
つ
い
て
「
熊
野
本
宮
へ
の
紀
行
記
的
な
構
成
意
図
が
窺
わ
れ
る
と
思
う
」
と
指
摘
す
る
一
方

で
『
正
治
初
度
百
首
』
の
他
の
羇
旅
歌
に
つ
い
て
「
俊
成
の
羇
旅
五
首
の
構
成
に
は
、
場
面
の
多
様
性
が
意
図
さ
れ
、
他
の
歌
人
の

も
の
に
も
、
こ
の
よ
う
な
統
一
的
な
構
成
は
見
ら
れ
な
い
」
と
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

寺
島
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
正
治
初
度
百
首
』
に
お
い
て
後
鳥
羽
院
や
俊
成
の
百
首
歌
ほ
ど
惟
明
親
王
の
羇
旅
歌
に
つ
い
て

統
一
的
な
構
成
意
識
は
見
出
せ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
検
討
の
余
地
は
十
分
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
構
成
に
は
目
立
っ
た
工
夫
が
な
く
と
も
、
詠
み
方
に
何
か
特
徴
や
傾
向
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
惟
明
親
王
の
羇
旅
五
首
を
概
観
し
、
そ
の
構
造
を
分
析
す
る
。
次
に
表
現
と
配
列
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
羇
旅
歌
の
詠
作
の

工
夫
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一

惟
明
親
王
の
羇
旅
五
首
を
以
下
に
掲
げ
る
。

①

見
せ
ば
や
な
磯
の
松
風
お
と
さ
え
て
か
た
し
く
袖
に
こ
ほ
る
な
み
だ
を
（
一
八
四
）（5）

②

い
は
ね
ふ
む
山
の
た
づ
き
も
夕
さ
れ
ば
し
ば
ず
り
衣
う
ち
し
め
り
つ
つ
（
一
八
五
）

③

な
み
だ
と
も
露
と
も
袖
を
わ
き
て
ま
し
か
か
る
旅
ね
の
た
ぐ
ひ
あ
り
や
と
（
一
八
六
）

④

み
ち
し
ば
や
あ
さ
お
く
露
を
う
ち
は
ら
ひ
ぬ
れ
ぬ
れ
き
た
る
旅
衣
か
な
（
一
八
七
）
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⑤

草
枕
む
す
び
そ
め
つ
る
ゆ
ふ
べ
よ
り
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
ゆ
く
末
の
露
（
一
八
八
）

五
首
全
体
を
見
渡
し
て
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
①
「
こ
ほ
る
涙
」
・
②
「
う
ち
し
め
り
つ
つ
」
・
③
「
な
み
だ
と
も
露
と
も

袖
を
わ
き
て
ま
し
」
・
④
「
ぬ
れ
ぬ
れ
き
た
る
」
・
⑤
「
ゆ
く
末
の
露
」
と
す
べ
て
の
歌
で
露
・
涙
の
表
現
を
含
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
四
季
部
・
恋
部
同
様
こ
こ
で
も
同
一
表
現
や
類
似
表
現
を
多
用
し
て
い
る
。

次
に
情
景
の
季
節
や
時
間
に
つ
い
て
目
を
向
け
て
見
る
と
、
五
首
と
も
に
直
接
的
に
表
現
し
て
い
る
語
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
①

「
松
風
」
「
こ
ほ
る
涙
」
は
冬
を
想
起
さ
せ
、
③
～
⑤
の
「
露
」
は
和
歌
で
は
言
わ
ず
も
が
な
秋
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
詞
で
あ
る
。

全
体
的
に
秋
か
ら
冬
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

情
景
の
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
旅
寝
を
詠
ん
だ
①
・
③
・
⑤
は
当
然
夜
や
そ
の
前
後
の
場
面
が
想
像
さ
れ
る
。
旅
寝
を
詠
ん
で
い

な
い
②
と
④
に
つ
い
て
は
、
②
「
夕
さ
れ
ば
」
と
④
「
あ
さ
お
く
露
」
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
夕
方
と
朝
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。

歌
の
題
材
や
内
容
は
、
旅
寝
が
三
首
（
①
「
か
た
し

く
袖
」
・
③
「
旅
ね
」
・
⑤
「
草
枕
」
）
、
旅
衣
が
二
首

（
②
「
し
ば
ず
り
衣
」
・
④
「
旅
衣
」
）
と
な
っ
て
い

る
。
表
①
に
、
『
正
治
初
度
百
首
』
羇
旅
歌
で
ど
の
程

度
旅
寝
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
。

全
員
が
一
首
以
上
旅
寝
を
詠
ん
で
お
り
、
平
均
す
る

と
一
人
二
～
三
首
詠
ん
で
お
り
、
惟
明
親
王
の
旅
寝
詠
が
際
だ
っ
て
多
い
印
象
は
な
い
。

詠者 旅寝 旅寝以外
後鳥羽院 1 4
惟明 3 2
式子 4 1
守覚 4 1
良経 4 1
通親 1 4
慈円 3 2
忠良 4 1
隆房 3 2
季経 2 3
経家 2 3
釈阿 2 3
隆信 2 3
定家 2 3
家隆 3 2
範光 1 4
寂蓮 2 3
生蓮 2 3
静空 3 2
讃岐 4 1
小侍従 1 4
丹後 3 2
信広 2 3

［表①羇旅五首における旅寝］
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そ
の
他
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
歌
枕
や
地
名
、
名
所
を
詠
ん
だ
歌
が
一
首
も
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

安
田
德
子
氏
は
題
詠
の
羇
旅
歌
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

(6)

題
詠
に
お
い
て
は
詠
歌
の
場
は
、
自
己
の
体
験
の
代
わ
り
に
し
ば
し
ば
古
物
語
や
故
事
あ
る
い
は
古
歌
の
世
界
を
利
用
し
た
。

題
に
よ
っ
て
歌
を
詠
出
し
よ
う
と
す
る
時
、
詠
者
に
は
題
に
示
さ
れ
た
語
、

や

の
例
で
言
え
ば
、
「
関
路
」
や
「
月
」
「
旅

8

9

宿
」
と
い
っ
た
語
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
拠
り
所
と
す
る
も
の
が
な
い
。
し
か
も
、
詠
歌
の
場
は
詠
者
と
断
絶
し
て
お
り
、
具
体
的

な
旅
の
行
程
を
持
た
な
い
の
で
、
独
自
の
旅
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
現
実
に
旅
し
な
い

詠
者
は
、
こ
の
拠
り
所
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
物
語
や
古
歌
の
世
界
を
旅
し
、
そ
れ
を
自
分
の
旅
歌
の
場
と
し
た
の
で
あ
る
。（
中

略
）
こ
う
し
た
題
詠
の
発
露
は
、
羈
旅
歌
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
「
須
磨
の
関
」
や
「
伊
勢
の
浜
」
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、

物
語
や
古
歌
に
詠
ま
れ
た
地
名
を
契
機
と
し
た
も
の
が
多
い
。

現
実
の
旅
を
詠
ま
な
く
な
っ
た
題
詠
の
羇
旅
歌
で
は
し
ば
し
ば
先
行
作
品
を
利
用
し
て
、
旅
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
、
多
く
歌

枕
や
名
所
を
用
い
る
こ
と
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
歌
に
取
り
込
ん
で
い
た
と
い
う
。

実
際
、
表
②
に
示
し
て
い
る
通
り
、
『
正
治
初
度
百
首
』
で
も
殆
ど
の
歌
人
が
歌
枕
や
名
所
な
ど
の
地
名
を
羇
旅
歌
で
詠
み
込
ん

で
い
る
。
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田
仲
洋
己
氏
は
、
惟
明
親
王
の
『
正
治
初

（7）

度
百
首
』
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
「
比
較
的

耳
慣
れ
な
い
名
所
・
歌
枕
を
詠
じ
た
歌
」
が

散
見
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
田
仲

氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
他
の
部
立
の
歌
を
見
る
と
、
惟
明
親
王
は
少
な
か
ら
ず
名
所
や
歌
枕
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
推
察

さ
れ
、
羇
旅
歌
で
そ
の
よ
う
な
歌
を
一
首
も
詠
ん
で
い
な
い
こ
と
に
は
少
な
か
ら
ず
違
和
感
を
覚
え
る
。

題
詠
の
羇
旅
歌
の
傾
向
や
惟
明
親
王
の
他
の
部
立
の
歌
を
踏
ま
え
る
と
、
惟
明
親
王
が
羇
旅
歌
で
歌
枕
な
ど
地
名
を
詠
み
込
ん
で

い
な
い
の
は
意
図
的
な
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
正
治
初
度
百
首
』
の
羇
旅
歌
の
中
で
、
惟
明
親
王
と
も
う
一
人
歌
枕
な
ど
の
地
名
を
詠
ん
で
い
な
い
詠
者
が
一
人

い
る
。
経
家
で
あ
る
（
表
②
参
照
）
。
そ
の
経
家
の
羇
旅
五
首
を
以
下
に
引
用
す
る
。

①

な
が
む
べ
き
都
の
か
た
の
な
が
め
さ
へ
あ
さ
ゐ
る
雲
の
へ
だ
て
つ
る
か
な
（
一
〇
八
四
）

②

草
枕
み
や
こ
を
夢
に
み
つ
る
よ
は
明
行
空
も
い
そ
が
れ
ぬ
か
な
（
一
〇
八
五
）

③

こ
の
ま
も
る
山
路
の
月
は
中
々
に
お
ぼ
ろ
な
る
さ
へ
心
す
み
け
り
（
一
〇
八
六
）

④

く
れ
ぬ
と
て
の
ら
の
を
が
や
を
か
り
し
け
ば
露
も
ね
ら
れ
で
あ
か
し
つ
る
か
な
（
一
〇
八
七
）

詠者
後鳥羽院 3
惟明 0
式子 4
守覚 2
良経 2
通親 2
慈円 3
忠良 2
隆房 4
季経 2
経家 0
釈阿 4
隆信 2
定家 4
家隆 2
範光 2
寂蓮 1
生蓮 2
静空 2
讃岐 2
小侍従 2
丹後 2
信広 2

［表②羈旅五首におけ
る歌枕・地名など］
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⑤

み
る
ま
ま
に
あ
ら
ず
な
り
行
く
山
路
に
も
空
は
都
に
か
は
ら
ざ
り
け
り
（
一
〇
八
八
）

経
家
の
羇
旅
五
首
は
①
「
な
が
む
べ
き
都
」
②
「
み
や
こ
を
夢
に
み
つ
る
」
⑤
「
空
は
都
に
か
は
ら
ざ
り
け
り
」
と
都
へ
の
望
郷

の
思
い
を
詠
ん
だ
歌
が
半
数
を
占
め
て
い
る
。
④
も
旅
の
仮
寝
で
寝
ら
れ
な
い
こ
と
が
詠
ま
れ
、
旅
の
辛
苦
が
推
察
さ
れ
る
。
一
見

す
る
と
他
の
四
首
と
は
趣
が
異
な
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
③
も
、
赤
羽
淑
氏
の
論
に
あ
る
よ
う
に
、
旅
の
歌
の
中
で
「
月
は
都
を
恋

(8)

し
く
思
わ
せ
る
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
役
割
を
踏
ま
え
れ
ば
、
少
な
か
ら
ず
望
郷
の
イ
メ
ー
ジ
を
響
か
せ
た
歌
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
全
体
と
し
て
、
経
家
の
羇
旅
五
首
は
都
を
偲
ぶ
と
い
う
点
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
歌
枕
な
ど
を
詠
ん
だ
歌
が
な
い
こ

と
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
の
惟
明
親
王
の
羇
旅
歌
は
先
述
し
た
通
り
、
ひ
た
す
ら
に
露
や
涙
に
濡
れ
た
険
し
い
道
中
や
旅
の
辛
苦
を
詠
ん
だ
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
構
成
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
③
で
あ
る
。
そ
こ
に
そ
れ
以
上
の
工
夫
は
見
出
せ
な
い
の
か
、
次
に
表
現
や
配
列
に

焦
点
を
当
て
て
分
析
し
て
い
く
。
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二

結
論
か
ら
述
べ
て
し
ま
え
ば
、
惟
明
親
王
は
羇
旅
五
首
の
中
で
、
新
奇
な
表
現
を
駆
使
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
羇
旅
歌
の
二
首
目
に
「
し
ば
ず
り
衣
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
語
は
「
高
陽
院
七
番
歌
合
」
の
正
家
歌
を
初
出
と
し
て
、

同
時
代
頃
ま
で
の
例
が
他
に
三
首
し
か
見
当
た
ら
な
い
。

［表③惟明親王の羇旅五首の構成］

⑤ ④ ③ ② ①
歌
順

188 187 186 185 184
歌
番
号

旅
寝

旅
衣

旅
寝

旅
衣

旅
寝

題
材

な
み
だ

涙

ゆ
く
末
の
露

あ
さ
お
く
露

露

ぬ
れ
ぬ
れ
き
た
る

う
ち
し
め
り
つ
つ

濡
れ
る
表
現

旅
衣

袖

し
ば
ず
り
衣

衣
表
現

草
枕

旅
ね

床
表
現

夕
べ

朝
（

夜

）

夕
（

夜

）

時

道 山 磯
場
所

か
た
し
く
袖

な
み
だ
と
も
露
と
も
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た
び
び
と
の
し
ば
ず
り
ご
ろ
も
う
ち
は
ら
ひ
は
ら
ひ
も
あ
へ
ず
け
さ
の
は
つ
ゆ
き

（
『
高
陽
院
七
番
歌
合
』
・
雪
・
四
番
・
右
・
五
〇
・
ま
さ
い
へ
）

東
路
の
し
ば
す
り
衣
な
れ
に
け
り
い
く
あ
さ
露
に
そ
ほ
ち
き
ぬ
ら
ん

（
『
月
詣
和
歌
集
』
巻
第
三
・
羇
旅
部
・
二
五
九
・
賀
茂
重
保
）

寄
衣
恋

露
わ
く
る
し
ば
す
り
ご
ろ
も
た
づ
ね
み
ん
う
ち
ぬ
る
ほ
ど
の
そ
で
は
ほ
す
ら
ん
（
『
雅
有
集
』
・
恋
・
七
一
五
）

鎌
倉
時
代
以
降
も
、
勅
撰
集
や
私
撰
集
に
は
正
家
歌
や
惟
明
歌
が
採
ら
れ
る
の
み
で
、
新
た
に
詠
ま
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
。
ま

た
、
『
夫
木
和
歌
抄
』
の
「
し
ば
ず
り
衣
」
題
に
採
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
惟
明
親
王
の
こ
の
歌
の
み
で
あ
る
。
当
時
か
ら
す
で
に

「
し
ば
ず
り
衣
」
の
歌
と
い
え
ば
惟
明
親
王
の
当
該
歌
が
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
程
度
に
は
珍
し
い
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら

れ
る
。

二
首
目
で
は
他
に
「
山
の
た
つ
き
」
と
い
う
語
句
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
表
現
も
他
に
は
例
が
な
い
。
と
は
い
え
、
類

似
の
表
現
と
し
て
古
今
集
の
題
し
ら
ず
の
歌
、

を
ち
こ
ち
の
た
づ
き
も
し
ら
ぬ
山
な
か
に
お
ぼ
つ
か
な
く
も
よ
ぶ
こ
ど
り
か
な
（
巻
第
一
・
春
歌
上
・
二
九
・
読
人
し
ら
ず
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。

惟
明
親
王
は
お
そ
ら
く
右
の
「
を
ち
こ
ち
の
」
歌
を
踏
ま
え
て
、
「
山
の
た
づ
き
」
と
い
う
表
現
を
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
、
そ
う

で
あ
れ
ば
「
し
ば
ず
り
衣
う
ち
し
め
り
つ
つ
」
と
あ
る
下
句
は
単
に
旅
の
衣
が
夕
露
に
濡
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
そ
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の
背
景
に
「
た
づ
き
も
し
ら
ぬ
」
山
の
中
を
あ
ち
こ
ち
歩
き
回
っ
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
、
歌
の
情
景
が
よ
り
重
層
的
に
な

る
。し

か
し
、
和
歌
文
学
大
系
の
訳
注
で
は
、

（9）

大
き
な
岩
を
踏
ん
で
登
っ
て
い
く
山
の
中
で
は
、
夕
方
に
な
る
と
、
柴
摺
り
衣
が
何
度
も
何
度
も
夕
露
に
濡
れ
て
し
め
っ
て
い

く
。
岩
根
―
大
き
な
岩
。
○
た
づ
き
―
推
測
さ
れ
る
状
態
・
様
子
。
○
柴
ず
り
衣
―
柴
に
触
れ
る
衣
の
意
で
、
山
野
を
行
く
と

き
に
着
る
衣
。

と
な
っ
て
お
り
、
「
し
ば
ず
り
衣
」
の
特
異
性
や
、
「
山
の
た
づ
き
」
表
現
の
源
泉
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
『
古
今
和
歌
集
』
歌
が
引

用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
行
の
解
釈
で
は
不
十
分
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
五
首
目
の
「
ゆ
く
末
の
露
」
に
も
着
目
し
た
い
。
こ
の
表
現
も
や
は
り
惟
明
歌
以
外
の
用
例
が
見
ら
れ
な
い
が
、
惟
明
親
王

は
も
う
一
首
、
こ
の
表
現
を
用
い
て
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
次
に
引
用
す
る
新
古
今
集
の
歌
で
あ
る
。

都
の
外
へ
ま
か
り
け
る
人
に
よ
み
て
贈
り
け
る

な
ご
り
思
ふ
袂
に
か
ね
て
知
ら
れ
け
り
別
る
る
旅
の
ゆ
く
末
の
露
（
巻
第
九
・
離
別
歌
・
八
九
二
・
惟
明
親
王
）

右
の
歌
は
羇
旅
歌
で
は
な
く
離
別
歌
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
詞
書
に
「
都
の
外
へ
ま
か
り
け
る
人
に
よ
み
て
贈
り
け
る
」
と
あ

り
、
歌
中
に
も
「
別
る
る
旅
」
と
あ
る
よ
う
に
、
旅
に
よ
る
離
別
の
際
に
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。

『
正
治
初
度
百
首
』
歌
が
、
旅
人
視
点
で
草
枕
の
縁
か
ら
露
を
導
き
出
し
て
い
る
の
に
対
し
、
新
古
今
集
歌
は
見
送
る
側
の
視
点
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で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
り
、
袂
の
涙
か
ら
露
を
導
き
出
し
て
い
る
。
同
じ
表
現
で
も
異
な
っ
た
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、

こ
の
語
に
対
す
る
親
王
の
強
い
こ
だ
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
五
首
と
い
う
多
く
は
な
い
歌
数
の
中
で
、
新
奇
な
表
現
を
積
極
的
に
用
い
て
い
る
惟
明
親
王
で
あ
る
が
、
一
方
で

詞
足
ら
ず
な
印
象
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
歌
も
混
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
三
首
目
の
五
句
目
に
置
か
れ
た
「
た
ぐ
ひ
あ
り
や

と
」
と
い
う
倒
置
表
現
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
和
歌
文
学
大
系
で
は
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

(10)

涙
の
た
め
と
も
露
の
た
め
と
も
、
こ
の
袖
の
濡
れ
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ほ
ど
に
袖
が
濡
れ
そ
ぼ
つ
よ

う
な
旅
寝
の
た
め
し
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
○
袖
を
分
て
ま
し
―
旅
の
つ
ら
さ
・
寂
し
さ
ゆ
え
の
涙
と
夕
露
で
袖
が
ぐ
っ
し
ょ
り

濡
れ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
ど
ち
ら
の
た
め
か
弁
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
様
子
。

こ
の
訳
注
で
は
歌
の
最
後
を
「
旅
寝
の
た
め
し
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」
と
し
て
お
り
、
文
末
の
「
と
」
は
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
「
た
ぐ
ひ
あ
り
や
と
」
の
例
で
あ
る
が
、
同
時
代
か
ら
後
代
に
か
け
て
惟
明
親
王
の
他
に
三
例
が
見
つ
か
る
。

い
そ
の
神
ふ
り
に
し
人
に
事
と
は
む
君
が
よ
は
ひ
の
た
ぐ
ひ
あ
り
や
と
（
『
拾
玉
集
』
第
一
・
百
首
和
歌
十
題
・
祝
・
六
一
）

松
島

ま
つ
し
ま
や
海
人
の
衣
に
く
ら
べ
み
ん
ほ
さ
で
く
た
せ
る
た
ぐ
ひ
有
り
や
と
（
『
通
勝
集
』
・
百
首
和
歌
・
恋
二
十
首
・
五
八
〇
）

い
ざ
さ
ら
ば
も
ろ
こ
し
ま
で
も
尋
ね
み
ん
か
か
る
う
き
み
の
た
ぐ
ひ
あ
り
や
と
（
『
挙
白
集
巻
第
十
』
・
う
な
ゐ
松
・
二
〇
一
五
）

三
首
と
も
三
句
切
れ
の
五
句
目
に
「
た
ぐ
ひ
あ
り
や
と
」
を
お
い
て
お
り
、
い
ず
れ
も
「
た
ぐ
ひ
あ
り
や
と
」
は
三
句
目
の
動
詞
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に
か
か
る
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
他
の
用
例
を
踏
ま
え
る
と
惟
明
親
王
の
歌
も
「
た
ぐ
ひ
あ
り
や
と
」
は
三
句
目

の
「
わ
き
て
ま
し
」
に
掛
か
っ
て
く
る
と
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
代
語
訳
す
れ
ば
「
こ
の
よ
う
な
旅
寝
の
類
い
が
あ
る
の
か

区
別
で
き
な
い
、
判
断
で
き
な
い
」
の
意
に
な
り
、
意
味
が
取
り
が
た
い
表
現
と
な
っ
て
し
ま
う
。

(11)

こ
の
よ
う
に
、
珍
し
い
表
現
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
や
や
詞
足
ら
ず
な
歌
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
正
治
頃
は

ま
だ
和
歌
初
学
期
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
惟
明
親
王
の
限
界
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。

三

他
方
で
、
新
奇
の
表
現
を
歌
に
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
は
配
列
に
ま
で
繋
げ
て
い
る
工
夫
も
見
出
せ
る
。
羇
旅
の
一
首
目
で
あ
る
。

①
は
四
句
目
に
「
か
た
し
く
袖
」
と
い
う
詞
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
以
下
に
抜
粋
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
表
現
は
も
っ
ぱ
ら
恋

歌
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。

（
あ
は
ぬ
恋
）

な
げ
き
つ
つ
か
た
し
く
袖
に
く
ら
ぶ
れ
ば
清
見
が
関
の
波
は
も
の
か
は
（
『
海
人
手
古
良
集
』
・
四
二
）

し
の
ぶ
る
な
か
を
、
ひ
と
の
し
り
に
け
れ
ば

い
か
に
せ
む
か
た
し
く
そ
で
は
つ
つ
め
ど
も
い
は
ぬ
さ
き
よ
り
も
る
る
し
ら
な
む
（
『
時
明
集
』
・
七
）

題
不
知
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神
な
月
よ
は
の
し
ぐ
れ
に
こ
と
よ
せ
て
か
た
し
く
そ
で
を
ほ
し
ぞ
わ
づ
ら
ふ
（
後
拾
遺
集
第
十
四
・
恋
四
・
八
一
六
・
相
模
）

恋
侘
び
て
か
た
し
く
袖
は
か
へ
せ
ど
も
い
つ
か
は
い
も
が
ゆ
め
に
み
え
ざ
る

（
『
源
宰
相
中
将
家
和
歌
合
』
十
五
番
・
夜
恋
・
二
九
・
隆
源
）

お
も
ひ
や
れ
す
ま
の
う
ら
み
て
ね
た
る
よ
の
か
た
し
く
そ
で
に
か
か
る
な
み
だ
を

（
金
葉
集
二
度
本
・
巻
第
七
恋
部
上
・
三
五
七
・
大
宰
大
弐
長
実
）

紅
に
か
た
し
く
袖
の
な
り
ぬ
れ
ば
な
み
だ
の
色
の
か
は
る
な
り
け
り
（
『
久
安
百
首
』
・
恋
二
十
首
・
六
七
二
・
親
隆
）

（
恋
廿
首
よ
み
し
に
）

な
み
だ
を
ば
か
た
し
く
そ
で
に
つ
つ
み
も
て
ま
く
ら
に
だ
に
も
し
ら
せ
ぬ
も
の
を
（
『
林
下
集
』
・
一
九
六
）

も
ち
ろ
ん
恋
歌
以
外
に
用
い
ら
れ
る
例
も
少
な
い
な
が
ら
あ
る
。
旅
の
歌
に
お
け
る
例
も
わ
ず
か
に
あ
り
以
下
に
引
用
し
て
い
る

が
、
『
六
百
番
歌
合
』
歌
は
旅
恋
題
で
詠
ま
れ
た
も
の
、
ま
た
他
の
二
例
も
「
か
た
し
く
袖
」
に
は
雪
や
露
、
月
が
宿
り
、
そ
こ
に

は
不
在
の
恋
人
の
存
在
が
想
起
さ
れ
、
恋
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
語
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

旅
宿
雪
と
い
ふ
題
の
心
を
よ
み
し
に

ま
つ
が
ね
に
を
ば
な
か
り
し
き
よ
も
す
が
ら
か
た
し
く
袖
に
雪
は
ふ
り
つ
つ
（
『
六
条
修
理
大
夫
集
』
・
三
七
）

（
月
前
旅
宿
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を
よ
め
る
）

た
び
衣
か
た
し
く
袖
も
露
お
き
て
月
さ
へ
や
ど
る
秋
の
夕
暮
（
『
月
詣
和
歌
集
』
・
羈
旅
部
・
二
六
九
・
平
康
頼
）

み
や
こ
に
て
な
れ
に
し
も
の
を
ひ
と
り
ね
は
か
た
し
く
袖
は
な
に
か
さ
び
し
き
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（
『
六
百
番
歌
合
』
・
旅
恋
・
廿
六
番
・
八
九
一
・
季
経
）

①
の
歌
中
に
あ
る
恋
歌
的
表
現
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
初
句
「
見
せ
ば
や
な
」
も
ま
た
主
と
し
て
恋
歌
で
用
い
ら
れ
て
き
た
表

現
で
あ
る
。
初
句
に
「
見
せ
ば
や
な
」
が
置
か
れ
た
例
を
以
下
に
抜
粋
す
る
。

み
せ
ば
や
な
し
ぐ
れ
ふ
る
や
の
さ
び
し
き
に
ひ
と
り
ぬ
る
夜
の
と
こ
の
け
し
き
を

（
『
関
白
内
大
臣
歌
合
保
安
二
年
』
・
恋
題
・
九
番
・
左
・
五
九
・
宗
国
）

山
里
に
ま
か
り
た
る
に
、
た
け
の
か
た
は
ら
に
花
を
か
し
う
さ
き
た
る
を
、
風
い
た
く
ふ
き
て
、
た
け
の
葉
も
は
な
も
ほ

ど
な
き
し
づ
の
や
に
ひ
ま
な
く
ち
り
か
か
り
た
る
を
み
る
ほ
ど
に
、
京
よ
り
な
に
ご
と
ぞ
申
し
た
り
し
に

見
せ
ば
や
な
さ
さ
の
い
ほ
り
に
は
る
か
ぜ
の
た
く
み
に
お
ろ
す
花
の
う
は
ぶ
き
（
『
二
条
太
皇
太
后
宮
大
弐
集
』
・
一
三
）

旅
宿
恋
の
心
を
よ
め
る

見
せ
ば
や
な
き
み
し
の
び
ね
の
草
ま
く
ら
た
ま
ぬ
き
か
く
る
た
び
の
気
色
を

（
金
葉
集
二
度
本
・
巻
第
七
・
恋
部
上
・
四
〇
五
・
摂
政
左
大
臣
）

ま
め
や
か
に
は
あ
ら
ず
、
た
だ
す
さ
み
に
ふ
み
や
り
う
た
よ
み
か
は
し
な
ど
せ
し
を
む
な
の
も
と
へ
、
法
し
に
な
り
て
の

ち
い
ひ
や
り
し

み
せ
ば
や
な
き
み
が
つ
ら
さ
に
た
へ
か
ね
て
あ
ら
ぬ
す
が
た
に
な
れ
る
わ
が
身
を
（
『
重
家
集
』
・
六
一
五
）

す
け
も
り
の
い
へ
の
う
た
あ
は
せ
に
、
こ
ひ
を

み
せ
ば
や
な
お
ふ
の
う
ら
な
し
お
ち
ぬ
れ
ば
く
ち
は
て
ぬ
べ
き
そ
で
の
け
し
き
を
（
『
有
房
集
』
・
三
五
四
）
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二
条
院
か
く
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
の
比
三
河
の
内
侍
が
も
と
よ
り

よ
と
と
も
に
む
か
し
を
こ
ふ
る
な
み
だ
の
み
つ
き
せ
ぬ
み
と
は
し
ら
ず
や
有
り
け
む

か
へ
し

み
せ
ば
や
な
む
か
し
こ
ふ
ら
む
な
み
だ
に
も
も
の
お
も
ふ
袖
の
ま
さ
る
た
も
と
を
（
『
師
光
集
』
・
一
〇
七
・
一
〇
八
）

山
路
恋
地
下
歌
合

み
せ
ば
や
な
は
や
ま
し
げ
山
あ
さ
た
ち
て
な
み
だ
も
露
も
か
か
る
た
も
と
を
（
『
親
盛
集
』
・
恋
部
・
七
九
）

み
せ
ば
や
な
み
か
き
が
は
ら
に
せ
り
つ
め
ば
や
が
て
な
み
だ
の
あ
ら
ふ
け
し
き
を

（
『
歌
合
文
治
二
年
』
・
恋
・
十
三
番
・
右
・
一
六
二
・
公
景
）

寄
源
氏
物
語
恋
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を
よ
め
る

み
せ
ば
や
な
つ
ゆ
の
ゆ
か
り
の
玉
か
づ
ら
心
に
か
け
て
し
の
ぶ
け
し
き
を

（
千
載
集
巻
第
十
四
・
恋
歌
四
・
八
七
一
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

（
歌
合
し
侍
り
け
る
時
、
恋
歌
と
て
よ
め
る
）

み
せ
ば
や
な
を
じ
ま
の
あ
ま
の
袖
だ
に
も
ぬ
れ
に
ぞ
ぬ
れ
し
色
は
か
は
ら
ず

（
千
載
集
巻
第
十
四
・
恋
歌
四
・
八
八
六
・
殷
富
門
院
大
輔
）

本
院
の
藤
さ
か
り
な
り
け
る
を
、
こ
こ
ろ
あ
ら
ん
人
に
み
せ
ば
や
と
女
房
申
し
あ
ひ
た
り
け
れ
ば
、
高
倉
三
位
の
御
許
へ

よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
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み
せ
ば
や
な
い
ろ
も
か
は
ら
ぬ
こ
の
も
と
の
き
み
ま
つ
が
え
に
か
か
る
ふ
ぢ
な
み

（
『
言
葉
和
歌
集
』
巻
第
十
四
・
雑
上
・
二
五
四
・
前
斎
院
帥
）

忍
恋

み
せ
ば
や
な
賤
の
し
の
屋
の
し
の
す
す
き
忍
び
侘
び
ぬ
る
床
の
気
色
を

（
『
俊
成
五
社
百
首
』
・
春
日
社
百
首
和
歌
・
恋
十
首
・
二
七
二
）

山
家
冬
情
あ
ま
た
侍
り
け
る
な
か
に

左
大
将

見
せ
ば
や
な
氷
れ
る
露
に
か
げ
と
め
て
庭
の
木
の
は
に
や
ど
る
月
影

（
『
玄
玉
和
歌
集
』
巻
第
三
・
天
地
歌
下
・
三
二
八
・
左
大
将
）

み
せ
ば
や
な
よ
ど
こ
に
つ
も
る
ち
り
を
の
み
あ
ら
ま
し
ご
と
に
は
ら
ふ
気
し
き
を

（
『
六
百
番
歌
合
』
・
恋
部
上
・
夜
恋
・
卅
番
・
右
・
八
四
〇
・
信
定
）

春
の
比
大
乗
院
よ
り
人
の
も
と
へ
つ
か
は
し
け
る

左
持

見
せ
ば
や
な
志
が
の
か
ら
さ
き
ふ
も
と
な
る
な
が
ら
の
山
の
春
の
け
し
き
を

（
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
・
八
王
子
十
五
番
・
三
番
・
左
・
九
八
）

正
治
頃
ま
で
の
用
例
を
一
五
首
ほ
ど
列
挙
し
て
い
る
が
、
こ
の
内
一
〇
首
近
く
が
恋
題
、
あ
る
い
は
恋
の
場
面
で
詠
ま
れ
た
歌
と

な
っ
て
い
る
。
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右
の
よ
う
な
例
の
他
に
も
、
和
歌
文
学
大
系
の
注
が
こ
の
歌
の
参
考
歌
と
し
て
金
葉
集
の
次
の
歌
を
指
摘
し
て
い
る
。

（12）

（
従
二
位
藤
原
親
子
家
草
子
合
に
恋
の
心
を
よ
め
る
）

お
も
ひ
や
れ
す
ま
の
う
ら
み
て
ね
た
る
よ
の
か
た
し
く
そ
で
に
か
か
る
な
み
だ
を

（
二
度
本
・
巻
第
七
・
恋
部
上
・
三
五
七
・
大
宰
大
弐
長
実
）

こ
の
歌
も
恋
歌
で
あ
り
、
そ
の
下
句
が
惟
明
親
王
の
歌
に
類
似
し
て
い
る
。
惟
明
親
王
は
長
実
の
「
か
た
し
く
そ
で
に
か
か
る
な

み
だ
を
」
を
「
か
た
し
く
袖
に
こ
ほ
る
な
み
だ
を
」
と
詠
み
替
え
て
い
る
。
こ
の
「
こ
ほ
る
涙
」
の
源
流
に
あ
る
の
は
、
古
今
集
の

二
条
后
の
歌
だ
と
思
わ
れ
る
。

二
条
の
き
さ
き
の
は
る
の
は
じ
め
の
御
う
た

雪
の
内
に
春
は
き
に
け
り
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ほ
れ
る
涙
今
や
と
く
ら
む
（
巻
第
一
・
春
歌
上
・
四
）

立
春
の
歌
と
し
て
詠
ま
れ
た
二
条
后
歌
の
こ
の
表
現
は
、
以
降
多
く
の
歌
人
に
詠
ま
れ
る
。
こ
の
「
こ
ほ
れ
る
涙
」
を
「
こ
ほ
る

涙
」
に
詠
み
替
え
た
例
と
し
て
は
、

十
二
月
つ
ご
も
り
に
、
あ
る
女
に

あ
ら
た
ま
の
は
る
た
つ
か
ぜ
に
あ
ら
ず
と
も
こ
ほ
る
な
み
だ
は
き
み
ぞ
と
く
べ
き
（
『
経
衡
集
』
・
一
五
六
）

（
鶯
）

う
ぐ
ひ
す
は
こ
ほ
る
な
み
だ
の
と
く
る
に
や
ゆ
き
ふ
る
す
に
て
は
る
を
し
る
ら
ん
（
『
経
正
集
』
・
春
・
三
）
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の
よ
う
な
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。
経
正
歌
は
伝
統
を
踏
ま
え
鶯
と
共
に
立
春
を
詠
む
。
経
衡
歌
は
立
春
に
か
こ
つ
け
て
「
こ
ほ
る
涙
」

を
用
い
て
い
る
が
、
鴬
は
詠
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
あ
る
女
へ
の
贈
歌
で
あ
り
、
恋
歌
の
性
格
が
非
常
に
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

正
治
以
降
の
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
つ
け
ら
れ
る
。

色
に
い
で
お
と
に
も
た
て
ず
柴
の
庵
時
雨
の
の
ち
ぞ
こ
ほ
る
涙
は

（
『
拾
遺
愚
草
』
員
外
・
詠
百
首
和
歌
前
大
僧
正
御
房
四
季
題
・
山
家
・
五
九
〇
）

（
冬
恋
の
歌
に
）

冬
の
夜
は
な
ほ
ひ
と
り
ね
も
つ
ら
か
り
き
袖
も
枕
も
こ
ほ
る
涙
に（

『
菊
葉
和
歌
集
』
巻
第
十
・
恋
二
・
一
二
三
六
・
読
人
不
知
）

冬
涙

お
も
へ
た
だ
ひ
と
り
ま
ろ
ね
の
夜
を
さ
む
み
枕
も
袖
も
こ
ほ
る
涙
を
（
『
沙
玉
集
』
・
二
六
五
）

同
時
代
歌
人
の
定
家
の
例
は
す
で
に
鶯
や
立
春
と
い
っ
た
従
来
の
要
素
か
ら
の
脱
却
が
図
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
時
代
が
下
っ
た

『
菊
葉
和
歌
集
』
や
『
沙
玉
集
』
で
は
、
冬
の
独
り
寝
で
詠
ま
れ
て
お
り
、
惟
明
親
王
歌
の
系
譜
に
連
な
る
詠
ま
れ
方
だ
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
「
こ
ほ
る
涙
」
と
独
り
寝
（
よ
り
限
定
す
れ
ば
「
か
た
し
く
袖
」
）
を
結
び
つ
け
た
詠
み
方
は
、
単
に
涙
と
袖
の
連

想
か
ら
だ
ろ
う
か
。

『
栄
花
物
語
』
所
収
の
、
延
子
が
夫
で
あ
る
小
一
条
院
へ
贈
っ
た
歌
に
「
か
た
し
く
袖
に
結
ぶ
氷
の
」
と
い
う
類
似
表
現
が
見
ら
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れ
る
。解

く
と
だ
に
見
え
ず
も
あ
る
か
な
冬
の
夜
の
か
た
し
く
袖
に
結
ぶ
氷
の

（
『
栄
花
物
語
』
・
巻
第
十
三
・
ゆ
ふ
し
で
・
一
四
四
・
女
御
〈
延
子
〉
）

ま
た
、
『
源
氏
物
語
』
朝
顔
巻
を
本
歌
取
し
た
次
の
よ
う
な
歌
が
、
同
時
代
に
広
く
詠
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

と
け
て
寝
ぬ
夢
路
も
霜
に
結
ぼ
ほ
れ
先
知
る
物
は
片
敷
き
の
袖

（
『
六
百
番
歌
合
』
・
秋
下
・
廿
一
番
・
左
・
四
六
一
・
藤
原
定
家
）

百
首
歌
奉
り
し
時

片
敷
の
袖
の
氷
も
む
す
ぼ
ほ
れ
解
け
て
寝
ぬ
夜
の
夢
ぞ
短
き
（
新
古
今
集
・
巻
第
六
・
冬
歌
・
六
三
五
・
藤
原
良
経
）

こ
れ
ら
の
歌
の
本
説
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
朝
顔
巻
で
源
氏
が
紫
の
上
と
同
衾
し
て
い
る
と
き
に
亡
き
藤
壺
の
夢
を
見
る
冬
の
夜

の
場
面
、
あ
る
い
は
そ
こ
で
詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ
る
。

夢
の
要
素
が
な
い
惟
明
親
王
の
歌
は
、
直
接
『
源
氏
物
語
』
に
依
拠
し
た
作
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
惟
明
親
王
が
「
か
た
し

く
袖
」
と
「
こ
ほ
る
涙
」
を
結
び
つ
け
た
発
想
源
と
し
て
、
定
家
や
良
経
の
歌
に
あ
る
「
片
敷
の
袖
」
に
霜
や
氷
が
結
ぶ
と
い
っ
た

表
現
、
あ
る
い
は
栄
花
物
語
の
延
子
の
歌
を
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
い
ず
れ
も
①
の
歌

の
恋
歌
と
し
て
の
側
面
を
強
め
て
い
る
と
言
え
る
。

な
ぜ
、
羇
旅
の
歌
の
冒
頭
に
、
ま
る
で
恋
歌
と
し
て
も
解
釈
が
で
き
る
旅
の
歌
を
置
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
配
列
の

工
夫
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
『
正
治
初
度
百
首
』
の
構
成
は
四
季
・
恋
・
羈
旅
・
山
家
・
鳥
・
祝
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、



安
田
德
子
「
旅
歌
の
変
遷
」
（
『
中
世
和
歌
研
究
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
八
年
）

(1)

野
本
留
美
「
久
安
百
首
の
羇
旅
歌
」
（
『
中
世
百
首
歌
の
生
成
』
若
草
書
房
、
二
〇
一
九
年
）

(2)

八
嶋
正
治
「
後
鳥
羽
院
に
つ
い
て
（
一
）
―
そ
の
百
首
観
―
」
（
『
文
芸
と
批
評
』
第
一
号
、
一
九
六
三
年
九
月
）

(3)

寺
島
恒
世
「
「
正
治
二
年
院
初
度
百
首
」
考
―
後
鳥
羽
院
の
百
首
歌
に
つ
い
て
―
」
（
『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
八
一
号
、
一
九
七

（4）

五
年
一
〇
月
）

底
本
「
袖
も
」
。
横
に
「
に
イ
」
と
傍
書
あ
り
。
傍
書
や
島
原
文
庫
蔵
本
「
も
」
に
よ
り
校
訂
。

（5）

安
田
德
子
「
旅
歌
の
変
遷
」
（
注

掲
出
論
文
）
一
六
頁
。
な
お
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
和
歌
は
、

が
中
納
言
師
俊
の

(6)

1

8

「
は
り
ま
ぢ
や
す
ま
の
せ
き
や
の
い
た
び
さ
し
月
も
れ
と
て
や
ま
ば
ら
な
る
ら
ん
」
（
千
載
集
）
、

が
藤
原
基
俊
の
「
あ
た
ら

9

夜
を
い
せ
の
は
ま
荻
を
り
し
き
て
い
も
恋
し
ら
に
み
つ
る
月
か
な
」
（
千
載
集
）
。

田
仲
洋
己
「
三
宮
惟
明
親
王
の
正
治
初
度
百
首
詠
に
つ
い
て
」
（
『
中
世
前
期
の
歌
書
と
歌
人
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
一
二

（7）
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惟
明
親
王
の
恋
部
末
の
歌
を
次
に
引
用
し
た
通
り
、
「
な
み
だ
ば
か
り
」
「
床
の
上
」
と
独
り
寝
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

あ
ふ
事
は
夢
に
な
り
に
し
床
の
上
に
な
み
だ
ば
か
り
ぞ
う
つ
つ
な
り
け
る
（
一
八
三
）

こ
の
恋
歌
の
余
韻
を
踏
ま
え
た
配
列
が
、
①
の
歌
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



赤
羽
淑
「
定
家
の
旅
の
歌
―
題
意
の
追
求
と
い
う
点
か
ら
―
」
（
『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

紀
要
』
第
一
号
、
一
九
六

(8)

七
年
四
月
）

題
詠
化
に
伴
っ
て
、
旅
の
用
語
や
そ
の
役
割
も
類
型
化
す
る
。
霞
は
都
と
の
境
を
か
く
す
も
の
、
雲
は
夜
に
山
辺
に
宿
る
も

の
、
浪
は
都
へ
反
る
も
の
で
あ
る
。
月
は
都
を
恋
し
く
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
旅
寝
の
わ
び
し
さ
は
霜
・
露
・
時
雨
な
ど

を
伴
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
ま
た
、
故
郷
は
都
と
同
義
語
で
あ
る
。

『
和
歌
文
学
大
系

正
治
二
年
院
初
度
百
首
』
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
六
年
）

（9）

前
掲
注

(10)

9

な
お
「
か
か
る
旅
寝
」
の
用
例
は
次
に
載
せ
る
通
り
で
、
惟
明
親
王
の
歌
の
解
釈
に
反
映
で
き
そ
う
な
用
例
は
な
い
。

(11)

お
ぼ
つ
か
な
わ
れ
に
も
あ
ら
ぬ
く
さ
ま
く
ら
ま
だ
こ
そ
し
ら
ね
か
か
る
た
び
ね
は

（
『
蜻
蛉
日
記
』
下
・
源
さ
い
相
か
ね
た
だ
と
か
き
こ
え
し
人
の
御
む
す
め
・
一
八
七
）

白
雲
の
か
か
る
た
び
ね
も
な
ら
は
ぬ
に
深
き
山
路
に
日
は
暮
れ
に
け
り（

『
堀
河
百
首
』
・
雑
廿
首
・
山
・
永
縁
・
一
三
七
二
）

た
び
の
や
ど
り
の
ゆ
き
の
う
ち
、
贈
人
許

く
さ
ま
く
ら
か
か
る
た
び
ね
の
ゆ
き
を
だ
に
と
は
ぬ
は
人
の
こ
こ
ろ
な
り
け
り
（
『
江
帥
集
』
・
冬
・
一
四
六
）

前
掲
注

（12）

9
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月
）
、
初
出
は
『
岡
大
国
文
論
稿
』
三
四
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
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第
二
節

山
家
部
の
構
成

続
い
て
山
家
五
首
の
検
討
に
移
る
。
惟
明
親
王
の
山
家
五
首
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①

秋
山
の
峯
の
梢
を
つ
た
ひ
き
て
や
ど
の
軒
ば
も
ま
し
ら
な
く
也
（
一
八
九
）

②

た
づ
ね
く
る
人
の
し
る
べ
に
な
る
ば
か
り
け
ぶ
り
は
た
ゝ
じ
み
山
べ
の
里
（
一
九
〇
）

③

我
や
ど
に
深
山
の
す
そ
を
か
こ
ひ
入
て
庭
に
ぞ
鹿
の
こ
ゑ
を
な
し
つ
る
（
一
九
一
）

④

す
ぎ
に
け
る
一
む
ら
雨
の
名
残
ゆ
ゑ
つ
ゆ
の
数
そ
ふ
ふ
か
草
の
さ
と
（
一
九
二
）（1）

⑤

あ
は
れ
な
り
人
は
と
ひ
こ
ぬ
柴
の
戸
に
た
え
ず
お
と
す
る
み
ね
の
松
風
（
一
九
三
）（2）

山
家
五
首
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
五
首
全
体
を
概
観
し
、
そ
の
構
成
を
分
析
し
た
上
で
、
歌
の
表
現
や
配
列
に
着
目
し
て
論
じ
て
い

く
。

一

山
家
の
歌
で
あ
る
の
で
、
ま
ず
家
の
表
現
を
見
て
い
き
た
い
。
①
「
や
ど
の
軒
ば
」
、
②
「
み
山
べ
の
里
」
、
③
「
我
や
ど
」「
庭
」
、

④
「
ふ
か
草
の
さ
と
」
、
⑤
「
柴
の
戸
」
と
五
首
と
も
に
異
な
っ
た
表
現
を
用
い
て
お
り
、
類
似
表
現
を
多
用
し
て
い
た
羇
旅
五
首

と
比
べ
る
と
対
照
的
で
あ
る
。

住
ま
い
そ
の
も
の
が
詠
ま
れ
て
い
る
①
・
③
・
⑤
は
そ
れ
ぞ
れ
「
ま
し
ら
な
く
也
」
、
③
「
鹿
の
こ
ゑ
を
な
し
つ
る
」
、
⑤
「
た
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え
ず
お
と
す
る
み
ね
の
松
風
」
と
聴
覚
的
な
歌
と
な
っ
て
い
る
。
⑤
で
は
人
の
訪
れ
が
な
い
こ
と
と
柴
の
戸
を
絶
え
ず
鳴
ら
す
松
風

が
対
比
さ
れ
て
い
る
が
、
①
や
③
で
も
直
接
的
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
家
を
訪
れ
る
猿
や
鹿
（
の
音
）
の
背
後
に
は
、

訪
れ
る
人
が
い
な
い
こ
と
を
読
み
取
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方
、
里
が
詠
ま
れ
て
い
る
②
と
④
は
、
煙
が
絶
え
な
い
情
景
、
村
雨
が
過
ぎ
一
層
露
に
濡
れ
た
深
草
の
里
の
情
景
と
視
覚
的
な

歌
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
首
に
つ
い
て
は
、
②
は
煙
が
絶
え
な
い
深
山
辺
の
里
で
あ
り
、
そ
の
煙
は
訪
れ
て
く
る
人
の
「
し
る
べ
」

に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
④
の
深
草
の
里
に
は
人
の
訪
れ
は
読
み
取
れ
ず
、
対
照
的
な
里
の
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

次
に
情
景
の
季
節
や
時
間
帯
を
見
て
み
る
と
、
五
首
と
も
に
時
間
帯
を
特
定
で
き
る
も
の
は
な
い
が
、
「
秋
山
」
と
詠
ま
れ
て
い

る
①
は
当
然
と
し
て
「
鹿
」
や
「
露
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
③
や
④
も
秋
を
思
わ
せ
る
。
対
し
て
「
松
風
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
⑤
は
冬

が
想
起
さ
れ
る
。
②
の
歌
は
、
一
見
す
る
と
季
節
の
特
定
も
で
き
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
は
和
歌
文
学
大
系
の
注

が
『
堀
河
百
首
』
の

大
原
や
を
の
の
す
み
が
ま
雪
ふ
れ
ど
た
え
ぬ
煙
ぞ
し
る
べ
な
り
け
る
（
『
堀
河
百
首
』
・
一
〇
七
九
・
藤
原
仲
実
）

を
参
考
と
し
て
挙
げ
、
田
中
洋
己
氏
が
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の

（3）

題
不
知

さ
び
し
さ
に
け
ぶ
り
を
だ
に
も
た
た
じ
と
て
し
ば
を
り
く
ぶ
る
ふ
ゆ
の
山
ざ
と

（
後
拾
遺
集
巻
第
六
・
冬
・
三
九
〇
・
和
泉
式
部
）
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を
典
拠
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
指
摘
さ
れ
て
い
る
歌
は
い
ず
れ
も
冬
の
歌
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
情
景
の
季
節
と
し

て
冬
を
想
起
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
五
首
の
季
節
は
秋
か
ら
冬
の
情
景
の
み
と
な
り
、
四
季
に
よ
る
統
一

意
識
が
親
王
に
は
な
か
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
羇
旅
部
と
同
様
で
あ
る
。

惟
明
親
王
の
山
家
五
首
の
構
成
を
ま
と
め
た
の
が
次
の
表
④
で
あ
る
。

［表④惟明親王の山家五首の構成］

⑤ ④ ③ ② ①
歌
順

193 192 191 190 189
歌
番
号

柴
の
戸

深
草
の
里

我
宿

庭

深
山
辺
の
里

宿
の
軒
端

家
表
現

（

冬
）

（

秋
）

（

秋
）

（

冬
）

秋
季
節

鹿 猿
動
物

松
風

一
村
雨

露

深
山
の
裾

梢
自
然

煙
人
工
物

松
風

一
村
雨

露
そ
ふ

鹿
の
音

尋
ね
来
る
人

猿

訪
れ
る
も
の

聴
覚

視
覚

聴
覚

視
覚

聴
覚
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二

山
家
五
首
の
中
で
、
ま
ず
注
意
を
払
い
た
い
表
現
は
、
四
首
目
の
「
ふ
か
草
の
さ
と
」
と
い
う
表
現
だ
。
深
草
は
山
城
国
の
歌
枕

で
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
和
歌
に
多
数
詠
ま
れ
て
き
た
地
名
で
あ
る
。
特
に
同
時
代
、
俊
成
が
『
伊
勢
物
語
』
一
二
三
段
を

本
説
取
り
し
た

夕
さ
れ
ば
野
べ
の
あ
き
か
ぜ
身
に
し
み
て
う
づ
ら
鳴
く
な
り
ふ
か
草
の
さ
と

（
千
載
集
巻
第
四
・
秋
歌
上
・
二
五
九
・
二
五
八
・
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
）

の
歌
は
俊
成
の
代
表
歌
で
あ
り
、
以
降
同
系
譜
の
歌
が
盛
ん
に
詠
ま
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
野
で
あ
り
、
山
家
の
歌
と

し
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
若
干
の
違
和
感
を
覚
え
る
。
も
ち
ろ
ん

建
保
四
年
内
裏
秋
十
首
の
歌
の
中
に

ふ
か
く
さ
や
た
け
の
は
山
の
ゆ
ふ
ぎ
り
に
人
こ
そ
見
え
ね
う
づ
ら
な
く
な
り

（
『
続
古
今
和
歌
集
』
巻
第
五
・
秋
下
・
四
八
九
・
従
二
位
家
隆
）

な
ど
竹
山
の
イ
メ
ー
ジ
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
よ
う
だ
し
、

後
深
草
院
か
く
れ
さ
せ
給
う
け
る
比
、
深
草
へ
御
幸
侍
り
け
る
に
霧
の
ふ
か
く
た
ち
て
侍
り
け
れ
ば

消
え
は
て
し
煙
の
末
の
面
影
も
立
ち
そ
ふ
霧
の
ふ
か
く
さ
の
山
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（
『
新
千
載
和
歌
集
』
巻
第
十
九
・
哀
傷
・
二
二
四
四
・
伏
見
院
御
製
）

の
よ
う
に
「
ふ
か
く
さ
の
山
」
を
詠
ん
だ
例
も
後
代
で
は
あ
る
が
見
つ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
山
家
題
で
深
草
や
深
草
の
里
が
詠
ま

れ
た
例
は
管
見
の
限
り
、
他
に
見
ら
れ
な
い
。
惟
明
親
王
が
山
家
題
で
深
草
の
里
を
詠
ん
だ
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
『
六

百
番
歌
合
』
で
藤
原
家
房
が
詠
ん
だ
次
の
歌
で
あ
る
。

あ
さ
と
あ
け
て
宮
こ
の
た
つ
み
な
が
む
れ
ば
ゆ
き
の
こ
ず
ゑ
や
ふ
か
く
さ
の
さ
と

（
六
百
番
歌
合
・
三
五
番
・
右
・
五
五
〇
・
中
宮
権
大
夫
）

注
目
し
た
い
の
は
こ
の
歌
の
判
詞
で
あ
る
。

左
右
共
不
悪
之
由
申
す

判
云
、
こ
の
冬
の
あ
し
た
題
、
冬
の
な
か
ば
す
ぎ
た
る
心
に
て
や
あ
る
べ
か
ら
ん
と
お
ぼ
え
侍
る
を
、
こ
の
左
歌
の
冬
の
は
じ

め
つ
か
た
の
歌
に
や
と
見
え
た
る
、
い
か
が
、
宮
こ
の
た
つ
み
は
、
彼
宇
治
山
の
喜
撰
は
、
み
や
こ
の
た
つ
み
し
か
ぞ
す
む
と

宇
治
山
に
て
よ
め
り
、
こ
れ
は
宮
こ
に
て
深
草
の
里
を
、
都
の
た
つ
み
な
が
む
れ
ば
と
い
へ
る
、
心
を
か
し
く
も
侍
る
に
や
、

雪
朝
の
こ
ず
ゑ
な
ど
も
宜
し
く
聞
ゆ
、
仍
右
勝
べ
き
に
や

傍
線
を
引
い
た
箇
所
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
喜
撰
法
師
の
有
名
な
一
首

（
題
し
ら
ず
）

わ
が
い
ほ
は
宮
こ
の
た
つ
み
し
か
ぞ
す
む
世
を
う
ぢ
山
と
人
は
い
ふ
な
り
（
古
今
集
巻
第
十
八
・
雑
歌
下
・
九
八
三
）

で
、
家
房
は
こ
の
歌
を
念
頭
に
、
宇
治
山
同
様
都
の
辰
巳
に
位
置
す
る
深
草
の
里
を
詠
ん
だ
。
宇
治
山
は
喜
撰
法
師
が
「
世
を
う
ぢ
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山
と
人
は
い
ふ
な
り
」
と
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
、
宇
治
と
憂
し
を
掛
け
る
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
し
、
『
源
氏
物
語
』
の
八
宮
を

は
じ
め
と
し
て
隠
棲
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
喜
撰
法
師
の
歌
を
元
に
「
宮
こ
の
た
つ
み
」
を
利
用
し
て
深
草
の
里

を
詠
ん
だ
『
六
百
番
歌
合
』
の
例
を
参
考
に
、
惟
明
親
王
が
山
家
題
で
深
草
の
里
を
詠
ん
だ
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
俊
成
の
歌
を
端
緒
に
『
伊
勢
物
語
』
を
本
説
取
り
し
た
深
草
の
里
の
歌
が
多
く
詠
ま
れ
て
い
た
同
時
代
で
、
あ
え
て
鶉
と

共
に
詠
む
こ
と
は
せ
ず
、
山
家
題
で
深
草
の
里
を
詠
ん
だ
こ
と
は
、
や
は
り
新
奇
な
表
現
を
試
み
た
い
と
い
う
惟
明
親
王
の
姿
勢
を

感
じ
さ
せ
る
。

三

五
首
全
体
は
前
節
で
概
観
し
た
通
り
だ
が
、
こ
こ
か
ら
は
動
物
を
詠
ん
だ
二
首
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
い
。
先
述
の
通
り
、
惟
明

親
王
は
①
「
ま
し
ら
」
・
③
「
鹿
」
の
二
首
で
動
物
を
詠
ん
で
い
る
。
親
王
は
他
の
部
立
で
は
同
一
の
語
句
や
類
似
表
現
を
多
用
し

て
い
る
が
、
山
家
歌
は
そ
の
傾
向
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
の
中
で
動
物
詠
の
歌
を
二
首
置
い
て
い
る
こ
と
に
、
何
ら
か
の
創
意
工

夫
を
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
『
正
治
初
度
百
首
』
の
山
家
歌
に
お
け
る
動
物
詠
を
表
⑤
に
ま
と
め
た
。
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表
に
示
し
た
通
り
、
詠
者
二
三
名
の
う
ち
山
家
部

で
動
物
を
一
首
以
上
詠
ん
で
い
る
の
は
、
一
二
人
と

約
半
数
で
あ
る
。
ま
た
詠
ま
れ
て
い
る
動
物
の
種
類

に
注
目
す
る
と
、
圧
倒
的
に
鹿
が
多
く
、
次
い
で
猿

が
詠
ま
れ
て
お
り
、
歌
材
の
選
択
と
い
う
点
か
ら
は

惟
明
親
王
の
動
物
詠
に
独
自
性
は
な
い
。
詠
み
方
で

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
猿
を
詠
ん
で
い
る
の
は
他
に
隆
房
、
静
空
、
小
侍
従
の
三
人
で
あ
る
。

わ
き
て
猶
峯
の
庵
の
か
な
し
き
は
ま
し
ら
な
く
よ
の
む
ら
雨
の
空
（
八
八
九
・
隆
房
）

し
ば
の
と
を
立
出
で
て
見
れ
ば
竹
岡
の
な
ら
の
葉
が
く
れ
ま
し
ら
鳴
な
り
（
一
八
九
三
・
静
空
）

（4）

嵐
吹
嶺
の
ま
し
ら
の
鳴
こ
ゑ
に
あ
は
れ
も
よ
ほ
す
た
ぎ
つ
音
哉
（
二
〇
九
一
・
小
侍
従
）（5）

隆
房
は
猿
が
鳴
く
村
雨
の
夜
を
、
静
空
は
竹
岡
に
生
い
茂
る
楢
の
葉
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
鳴
い
て
い
る
猿
を
、
小
侍
従
は
嵐
と

猿
の
鳴
き
声
、
激
流
の
音
を
取
り
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
情
景
は
三
者
三
様
だ
が
猿
の
鳴
き
声
を
詠
ん

で
い
る
点
は
共
通
し
て
お
り
、
そ
れ
は
惟
明
親
王
も
同
様
で
あ
る
。

猿
は
、
和
歌
に
よ
く
詠
ま
れ
る
動
物
で
あ
る
が
、
古
今
集
の
次
の
歌
を
始
め
と
し
て
、
専
ら
そ
の
鳴
き
声
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て

き
た
。 詠者 詠んだ数 種類

後鳥羽院 0
惟明 2 猿、鹿
式子 1 鹿
守覚 0
良経 0
通親 1 鹿
慈円 1 松虫
忠良 0
隆房 1 猿
季経 0
経家 0
釈阿 2 時鳥、鹿
隆信 0
定家 1 鹿
家隆 1 虫、鹿
範光 1 呼子鳥
寂蓮 0
生蓮 0
静空 2 鶯、猿
讃岐 0
小侍従 1 猿
丹後 0
信広 1 鹿

［表⑤山家五首における動物詠］
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法
皇
に
し
河
に
お
は
し
ま
し
た
り
け
る
日
、
さ
る
山
の
か
ひ
に
さ
け
ぶ
と
い
ふ
こ
と
を
題
に
て
よ
ま
せ
た
ま
う
け
る

わ
び
し
ら
に
ま
し
ら
な
な
き
そ
あ
し
ひ
き
の
山
の
か
ひ
あ
る
け
ふ
に
や
は
あ
ら
ぬ
（
巻
第
十
九
・
雑
体
・
一
〇
六
七
・
躬
恒
）

『
永
久
百
首
』
や
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
の
雑
部
に
は
猿
の
題
が
あ
る
が
、
次
に
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
や
は
り
哀
切
さ
を
感

じ
さ
せ
る
猿
の
鳴
き
声
を
主
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。

あ
さ
ま
だ
き
な
ら
の
か
れ
葉
を
そ
よ
そ
よ
と
外
山
を
い
で
て
ま
し
ら
鳴
く
な
り

（
『
永
久
百
首
』
・
雑
三
十
首
・
猴
・
六
九
五
・
顕
仲
）

ゆ
ふ
づ
く
ひ
さ
す
や
嵐
の
山
も
と
に
物
わ
び
し
ら
に
さ
る
さ
け
ぶ
な
り
（
『
永
久
百
首
』
・
雑
三
十
首
・
猴
・
六
九
六
・
仲
実
）

た
か
の
み
こ
い
と
も
あ
や
し
と
み
ま
し
け
り
猿
ま
ろ
を
し
も
引
き
た
て
じ
と
や

（
『
永
久
百
首
』
・
雑
三
十
首
・
猴
・
六
九
七
・
俊
頼
）

三
度
て
ふ
声
だ
に
き
け
ば
よ
そ
人
に
物
お
も
ひ
ま
さ
る
ね
を
ぞ
鳴
く
な
る（

『
永
久
百
首
』
・
雑
三
十
首
・
猴
・
六
九
八
・
忠
房
）

お
も
ふ
こ
と
お
ほ
え
の
山
に
世
の
中
を
い
か
に
せ
ま
し
と
三
声
な
く
な
り（

『
永
久
百
首
』
・
雑
三
十
首
・
猴
・
六
九
九
・
兼
昌
）

あ
し
び
き
の
山
べ
に
あ
そ
ぶ
木
の
葉
ざ
る
お
も
ふ
心
ぞ
あ
り
て
鳴
く
な
る（

『
永
久
百
首
』
・
雑
三
十
首
・
猴
・
七
〇
〇
・
常
陸
）

さ
ら
ぬ
だ
に
お
い
て
は
物
の
か
な
し
き
に
夕
の
ま
し
ら
声
な
き
か
せ
そ
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（
『
永
久
百
首
』
・
雑
三
十
首
・
猴
・
七
〇
一
・
大
進
）

こ
の
や
ま
に
こ
の
み
も
り
は
む
こ
の
は
ざ
る
こ
ず
ゑ
こ
づ
た
ふ
こ
ゑ
き
こ
ゆ
な
り

（
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
・
雑
・
梢
猿
・
六
六
七
）

こ
ず
ゑ
に
て
わ
び
し
ら
に
な
く
こ
ゑ
き
け
ば
も
の
の
あ
は
れ
の
ま
さ
る
な
り
け
り

（
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
・
雑
・
梢
猿
・
六
六
八
）

あ
き
は
て
て
あ
ら
し
に
た
へ
ぬ
こ
の
は
ざ
る
こ
ず
ゑ
を
つ
た
ふ
こ
ゑ
の
み
ぞ
す
る

（
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
・
雑
・
梢
猿
・
六
六
九
）

し
ひ
し
ば
や
こ
ず
ゑ
に
す
が
る
さ
る
く
さ
り
た
え
ぬ
山
べ
や
よ
を
わ
た
る
は
し（

『
為
忠
家
初
度
百
首
』
・
雑
・
梢
猿
・
六
七
〇
）

な
く
こ
ゑ
の
こ
ず
ゑ
に
の
み
も
き
こ
ゆ
れ
ば
は
や
た
か
と
り
と
い
ふ
に
ぞ
有
り
け
る

（
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
・
雑
・
梢
猿
・
六
七
一
）

む
れ
ゐ
つ
つ
ま
し
ら
な
く
な
り
こ
ゑ
ご
ゑ
に
は
や
ま
が
み
ね
の
か
へ
の
こ
ず
ゑ
に

（
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
・
雑
・
梢
猿
・
六
七
二
）

や
ま
び
こ
の
こ
た
ふ
ば
か
り
に
ま
し
ぞ
な
く
き
ぎ
の
こ
ず
ゑ
に
え
だ
う
つ
り
し
て

（
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
・
雑
・
梢
猿
・
六
七
三
）

『
正
治
初
度
百
首
』
で
も
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
猿
詠
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
中
で
、
惟
明
親
王
は
、
猿
が
「
峯
の
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梢
を
つ
た
ひ
き
て
」
と
詠
ん
で
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
発
想
は
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
の
「
梢
猿
」
題
の
歌
を
参
考
に
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
惟
明
親
王
は
「
秋
山
」
と
季
節
を
秋
に
限
定
し
て
い
る
。
秋
の
猿
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
た
。

（
月
）

秋
の
み
ね
月
お
ち
か
か
る
あ
か
月
に
松
風
さ
む
み
ま
し
ら
鳴
く
な
り
（
『
出
観
集
』
・
秋
・
三
八
〇
）

簫
舜
、
簫
を
つ
く
り
給
へ
り
、
其
形
参
差
と
し
て
鳳
の
は
ね
に
か
た
ど
れ
り
、
十
管
、
な
が
さ
二
尺
な
り
、
笙
事
故
［

］
捜
索
動
猿
吟

玄
猿
の
音
を
聞
き
て
、
悲
嘯
捜
索

秋
ふ
か
き
み
山
の
い
ほ
の
ふ
え
の
音
に
ま
し
ら
な
く
な
り
あ
か
月
の
空
（
『
百
詠
和
歌
』
第
十
一
・
二
一
五
）

（
略
秘
贈
答
和
歌
百
首
、
具
有
別
草
）

た
の
む
神
よ
い
ま
す
か
い
か
に
在
明
の
秋
の
木
ず
ゑ
に
ま
し
ら
な
く
な
り

（
『
拾
玉
集
』
第
三
・
略
秘
贈
答
和
歌
百
首
・
三
四
七
一
）

山
ふ
か
み
ね
ざ
め
さ
び
し
き
よ
る
の
雨
に
秋
の
お
も
ひ
を
ま
し
ら
鳴
く
な
り

（
『
白
河
殿
七
百
首
』
・
雑
百
五
十
首
・
山
家
猿
・
六
四
七
・
侍
従
三
位
）

（6）

い
ず
れ
も
猿
の
鳴
き
声
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
他
に
夜
の
情
景
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
惟
明
親
王
の
①
の
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歌
は
情
景
の
時
間
帯
ま
で
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
夜
に
限
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
真
新
し
さ
を
見
出
せ
る
。

さ
ら
に
、
①
は
下
句
「
や
ど
の
軒
ば
も
ま
し
ら
な
く
也
」
が
や
や
気
に
か
か
る
言
い
回
し
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
『
三
百
六

十
番
歌
合
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
ち
ら
で
は

秋
山
の
み
ね
の
こ
ず
ゑ
を
つ
た
ひ
き
て
や
ど
の
の
き
ば
に
ま
し
ら
な
く
な
り
（
七
〇
一
）

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
方
が
軒
端
に
猿
が
来
て
鳴
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
や
す
い
。
「
や
ど
の
軒
ば
も
」
で
は
、
秋
山
で
は
も
ち

ろ
ん
猿
が
鳴
い
て
い
る
が
宿
の
軒
端
に
も
猿
が
や
っ
て
来
て
鳴
い
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
に
解
釈
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
か
。
な
お
、

（7）

猿
と
軒
端
を
取
り
合
わ
せ
た
詠
み
方
は
、
管
見
の
限
り
惟
明
親
王
の
他
に
見
え
ず
、
親
王
独
自
の
組
み
合
わ
せ
だ
と
言
え
る
。

次
に
鹿
を
詠
ん
で
い
る
の
は
、
惟
明
親
王
の
他
に
式
子
内
親
王
、
通
親
、
釈
阿
、
定
家
、
家
隆
、
信
広
の
六
名
で
あ
る
。

（8）

山
の
は
ゝ
み
ね
の
木
葉
に
き
ほ
ひ
つ
ゝ
雲
よ
り
お
ろ
す
さ
お
鹿
の
声
（
二
九
一
・
式
子
内
親
王
）

あ
は
れ
な
り
都
の
ほ
か
の
す
ま
ひ
に
は
な
れ
ぬ
る
物
は
鹿
の
ね
ば
か
り
（
五
九
三
・
通
親
）

お
も
ふ
に
は
猶
ま
さ
り
け
り
お
く
山
の
松
の
あ
ら
し
に
鹿
の
な
く
秋
（
一
一
九
一
・
釈
阿
）

庭
の
お
も
は
鹿
の
ふ
し
ど
ゝ
あ
れ
は
て
て
ゝ
よ
は
ふ
り
に
け
り
竹
あ
め
る
か
き
（
一
三
九
三
・
定
家
）

時
し
あ
れ
ば
あ
さ
ぢ
が
虫
も
鹿
の
ね
も
か
は
ら
ぬ
宿
に
秋
風
ぞ
ふ
く
（
一
四
九
一
・
家
隆
）

秋
山
の
す
そ
の
ゝ
小
萩
籬
に
て
う
つ
さ
ぬ
鹿
の
ね
を
も
聞
く
か
な
（
二
二
八
七
・
信
広
）

定
家
以
外
は
い
ず
れ
も
鹿
の
声
を
詠
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
惟
明
親
王
も
同
様
で
あ
る
。
惟
明
親
王
は
、
山
裾
を
家
に
囲
い
入
れ
る
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こ
と
で
庭
に
鹿
の
音
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
し
た
。
庭
と
鹿
を
取
り
合
わ
せ
た
用
例
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

閑
居
霧
深

霧
分
け
て
と
ふ
人
は
な
し
し
か
の
ふ
む
庭
の
木
葉
の
音
ば
か
り
し
て
（
『
源
三
位
頼
政
集
』
・
二
四
〇
）

の
辺
な
ら
ば
し
が
ら
む
鹿
に
か
こ
た
ま
し
わ
れ
と
散
り
ぬ
る
庭
の
秋
萩
（
『
御
室
五
十
首
』
・
秋
十
二
首
・
二
四
・
守
覚
法
親
王
）

草
が
く
れ
庭
に
な
れ
く
る
鹿
の
ね
に
人
め
ま
れ
な
る
ほ
ど
を
し
る
か
な
（
『
正
治
初
度
百
首
』
・
秋
・
三
五
七
・
守
覚
法
親
王
）

閑
居

木
の
葉
分
け
て
庭
に
た
た
ず
む
鹿
の
み
ぞ
都
に
う
と
き
友
と
な
り
け
る
（
『
寂
蓮
法
師
集
』
・
三
七
五
）

近
時
代
か
ら
同
時
代
の
例
を
挙
げ
た
が
、
鹿
と
庭
を
取
り
合
わ
せ
る
場
合
、
必
ず
し
も
鹿
の
音
が
詠
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

と
は
い
え
閑
居
題
で
詠
ま
れ
た
り
、
秋
の
歌
で
も
守
覚
法
親
王
が
『
正
治
初
度
百
首
』
で
詠
ん
だ
歌
は
「
人
め
ま
れ
な
る
」
と
あ
っ

た
り
、
閑
居
や
そ
れ
に
類
す
る
題
で
用
い
ら
れ
て
き
た
組
み
合
わ
せ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
惟
明
親
王
の
②
の
歌
も
こ
の
よ
う
な
流
れ

の
中
で
詠
ま
れ
た
歌
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
山
家
の
中
で
動
物
を
詠
ん
だ
二
首
を
見
て
き
た
が
、
ま
し
ら
の
歌
に
は
情
景
に
従
来
に
は
な
い
詠
み
方
が
見
出
せ
た
が
、

鹿
の
方
は
さ
し
て
新
鮮
な
歌
と
も
言
え
ず
、
羇
旅
歌
同
様
五
首
の
中
に
意
欲
的
な
作
と
凡
作
と
が
同
居
し
て
い
る
と
言
え
る
。
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三
句
目
の
「
ゆ
へ
」
は
「
ゆ
ゑ
」
に
校
訂
。

（1）
四
句
目
の
「
を
と
」
は
「
お
と
」
に
校
訂
。

（2）
田
仲
洋
己
「
惟
明
親
王
詠
の
主
要
先
行
典
拠
表
現
受
容
一
覧
」
（
『
中
世
前
期
の
歌
書
と
歌
人
』
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
一
二

（3）
月
）

本
文
マ
マ
。
書
陵
部
本
を
底
本
と
す
る
『
新
編
国
歌
大
観
』
は
「
片
岡
」
に
校
訂
し
て
い
る
。
島
原
文
庫
蔵
本
や
阿
波
国
文
庫

（4）
旧
蔵
写
本
を
底
本
と
し
て
い
る
和
歌
文
学
大
系
で
は
「
か
た
岡
」
と
な
っ
て
い
る
。

四
句
目
「
も
よ
お
す
」
を
「
も
よ
ほ
す
」
に
校
訂
。

（5）
侍
従
三
位
は
源
行
家
。

（6）
和
歌
文
学
大
系
（
『
正
治
二
年
院
初
度
百
首
』
明
治
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
の
訳
注
で
は
、
こ
の
歌
を
「
秋
山
の
峰
の
梢
を
伝
っ

（7）
て
降
り
て
き
て
、
そ
し
て
、
こ
の
家
の
軒
先
で
も
猿
が
鳴
い
て
い
る
よ
う
だ
」
と
訳
し
て
い
る
。

式
子
内
親
王
歌
の
「
き
お
ひ
」
「
さ
ほ
鹿
」
は
「
き
ほ
ひ
」
「
さ
を
鹿
」
、
通
親
の
「
す
ま
ゐ
」
は
「
す
ま
ひ
」
に
そ
れ
ぞ
れ
校
訂

（8）
し
た
。
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第
三
節

鳥
部
の
構
成

『
正
治
初
度
百
首
』
の
雑
部
の
中
で
や
は
り
目
を
引
く
の
が
鳥
題
五
首
で
あ
ろ
う
。
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
の
「
鳥
」
項
目

（1）

に
は
、歌

題
と
し
て
の
「
鳥
」
は
、
早
く
『
千
里
集
』
に
「
鳥
思
残
花
枝
」
（
三
二
）
、
「
鳥
棲
紅
葉
樹
」
（
五
三
）
の
句
題
で
詠
ま
れ

た
歌
が
見
え
る
が
、
新
奇
な
素
材
へ
の
興
味
と
追
求
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
新
古
今
期
の
定
数
歌
に
お
け
る

鳥
題
で
あ
る
。
「
十
題
百
首
」
は
そ
の
さ
き
が
け
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
類
題
的
分
類
の
一
〇
題
の
う
ち
に
鳥
題
が
あ
り
、

藤
原
良
経
・
慈
円
・
藤
原
定
家
・
寂
蓮
の
四
人
が
各
一
〇
首
ず
つ
詠
ん
で
い
る
。
寂
蓮
の
、
て
り
ま
し
こ
・
ひ
た
き
鳥
・
ま
つ

む
し
り
・
つ
つ
鳥
な
ど
は
珍
し
い
。
続
く
『
正
治
初
度
百
首
』
で
は
鳥
題
五
首
が
設
定
さ
れ
、
後
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
四
季
の
歌

で
詠
ま
れ
る
雁
・
千
鳥
の
よ
う
な
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
歌
で
は
な
く
、
珍
し
い
歌
を
詠
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
「
白
山

の
松
の
木
陰
に
か
く
ろ
へ
て
や
す
ら
に
棲
め
る
雷
の
鳥
か
な
」
（
九
八
・
後
鳥
羽
院
）
の
雷
鳥
か
ら
、
「
何
と
か
や
風
に
退
く
鳥

の
名
よ
な
げ
き
て
年
を
わ
た
る
と
ぞ
聞
く
」
（
八
九
八
・
隆
房
）
の
隠
題
的
に
鷁
を
詠
ん
だ
も
の
ま
で
、
実
在
の
鳥
か
ら
想
像

上
の
鳥
ま
で
四
八
種
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
伝
統
的
な
和
歌
素
材
に
は
な
か
っ
た
も
の
が
大
胆
に
試
み
ら
れ
て
お
り
、
当
時

の
歌
壇
の
新
奇
な
素
材
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

と
あ
り
、
新
古
今
時
代
、
特
に
『
正
治
初
度
百
首
』
や
そ
の
前
後
の
催
し
で
積
極
的
に
鳥
題
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
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『
正
治
初
度
百
首
』
の
鳥
題
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
な
傾
向
を
す
で
に
山
崎
桂
子
氏
が
論
じ
て
い
る
。
氏
は
各
歌
人
の
詠
ん
で
い

（2）

る
鳥
の
種
類
を
整
理
し
た
上
で
、
珍
し
い
鳥
を
詠
ん
で
い
る
歌
人
を
特
に
取
り
上
げ
て
考
察
さ
れ
、
本
百
首
で
は
「
実
在
す
る
鳥
か

ら
想
像
上
の
鳥
ま
で
四
十
八
種
、
異
な
り
語
数
で
六
十
の
鳥
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
」
、
出
詠
者
た
ち
が
同
一
の
鳥
を
詠
む
例
も
散

見
さ
れ
る
も
の
の
「
大
部
分
は
一
歌
材
一
人
乃
至
二
人
」
で
、
「
同
一
の
鳥
で
も
詠
ま
れ
方
が
そ
れ
ぞ
れ
歌
人
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

い
る
場
合
が
多
い
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
歌
材
の
傾
向
か
ら
、
先
行
す
る
「
十
題
百
首
」
の
鳥
部
及
び
源
仲
正
歌
の

影
響
下
に
あ
る
こ
と
も
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
全
体
的
な
歌
材
傾
向
に
つ
い
て
は
す
で
に
把
握
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
、
歌
そ
の
も
の
の
考
察
に
つ
い
て
は
歌
人

に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
り
、
未
だ
不
十
分
で
あ
る
と
言
え
る
。
本
節
で
は
、
次
に
掲
げ
る
惟
明
親
王
の
鳥
題
五
首
を
順
に
検
討
し
て
い

く
。

秋
の
田
の
ほ
な
み
に
す
だ
く
む
ら
す
ず
め
な
る
こ
の
音
に
た
ち
さ
わ
ぐ
な
り
（
一
九
四
）

冬
枯
の
木
ず
ゑ
に
き
ゐ
る
て
り
ま
し
こ
紅
葉
に
か
へ
る
よ
そ
め
な
り
け
り
（
一
九
五
）

と
も
な
く
て
は
る
か
に
き
た
る
山
鳥
は
か
が
み
を
見
て
ぞ
な
き
は
じ
め
け
る
（
一
九
六
）

風
を
い
た
み
田
中
の
く
ろ
の
や
ぶ
が
く
れ
日
影
の
か
た
に
し
と
ど
な
く
な
り
（
一
九
七
）

底
本
マ
マ

こ
や
の
池
に
お
り
ゐ
る
鴨
の
一
つ
が
ひ
た
が
ぬ
ぐ
沓
の
す
が
た
な
る
ら
ん
（
一
九
八
）

惟
明
親
王
が
詠
ん
だ
鳥
は
、
順
に
「
む
ら
す
ず
め
」
・
「
て
り
ま
し
こ
」
・
「
山
鳥
」
・
「
し
と
ど
」
・
「
鴨
」
の
五
種
類
で
あ
る
。
こ
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の
う
ち
『
正
治
初
度
百
首
』
の
他
の
詠
者
も
詠
ん
で
い
る
鳥
は
、
「
む
ら
す
ず
め
」
・
「
山
鳥
」
・
「
鴨
」
の
三
種
類
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
山
崎
氏
の
「
同
一
の
鳥
で
も
詠
ま
れ
方
が
そ
れ
ぞ
れ
歌
人
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
鳥
を
惟
明
親
王
が
ど
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
の
か
を
詳
し
く
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

残
る
「
て
り
ま
し
こ
」
・
「
し
と
ど
」
に
関
し
て
は
、
『
正
治
初
度
百
首
』
で
詠
ん
で
い
る
の
は
惟
明
親
王
の
み
で
あ
る
。
こ
の
二

種
の
鳥
に
つ
い
て
は
、
本
百
首
の
九
年
前
に
催
さ
れ
た
「
十
題
百
首
」
で
藤
原
定
家
（
「
し
と
ど
」
）
、
寂
蓮
（
「
て
り
ま
し
こ
」
）
が

そ
れ
ぞ
れ
詠
ん
で
お
り
、
こ
の
百
首
か
ら
の
影
響
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
親
王
が
「
十
題
百
首
」
の
み
を
お
手
本
に
鳥
題

（3）

の
歌
を
詠
作
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
二
首
に
つ
い
て
も
や
は
り
再
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
以
下
、
一
首
ず
つ
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

一

惟
明
親
王
の
鳥
題
一
首
目
は
次
の
歌
で
あ
る
。

秋
の
田
の
ほ
な
み
に
す
だ
く
む
ら
す
ず
め
な
る
こ
の
音
に
た
ち
さ
わ
ぐ
な
り
（
一
九
四
）

『
正
治
初
度
百
首
』
で
他
に
雀
を
詠
ん
で
い
る
の
は
九
名
で
、
そ
の
内
の
七
名
が
「
む
ら
す
ず
め
」
を
詠
ん
で
い
る
。
以
下
に
そ

（4）

れ
ぞ
れ
の
歌
を
掲
げ
る
。

よ
を
か
さ
ね
籬
の
竹
に
ふ
し
な
れ
て
軒
ば
に
き
ゐ
る
む
ら
す
ず
め
か
な
（
七
九
八
・
忠
良
）
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な
る
こ
ひ
く
門
田
の
お
も
の
む
ら
す
ず
め
お
ど
ろ
く
ほ
ど
の
う
れ
し
さ
も
が
な
（
九
九
八
・
季
経
）

を
山
田
の
す
ご
が
な
る
こ
に
風
過
ぎ
て
ほ
な
み
に
さ
わ
ぐ
む
ら
す
ず
め
か
な
（
一
〇
九
四
・
経
家
）

夕
さ
れ
ば
籬
の
竹
の
む
ら
す
ず
め
こ
れ
を
も
友
に
た
の
む
な
り
け
り
（
一
七
九
八
・
生
蓮
）

く
れ
竹
に
ね
ぐ
ら
あ
ら
そ
ふ
村
す
ず
め
そ
れ
の
み
友
と
聞
く
ぞ
さ
び
し
き
（
一
九
九
七
・
讃
岐
）

我
が
宿
の
そ
の
の
呉
竹
霧
こ
め
て
ね
ぐ
ら
も
と
む
る
村
す
ず
め
か
な
（
二
一
九
四
・
丹
後
）

こ
の
七
首
の
中
で
、
惟
明
歌
同
様
に
田
の
鳴
子
と
雀
を
詠
ん
で
い
る
の
が
季
経
歌
と
経
家
歌
の
二
首
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
ど
ち

ら
も
そ
の
詞
続
き
や
歌
意
か
ら
『
六
百
番
歌
合
』
の
「
や
ま
だ
も
る
す
ご
が
な
る
こ
に
か
ぜ
ふ
れ
て
た
ゆ
む
ね
ぶ
り
を
お
ど
ろ
か
す

な
り
」
（
十
三
番
・
秋
田
・
左
・
藤
原
有
家
・
三
八
五
）
を
踏
ま
え
た
歌
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
惟
明
歌
は
、
二
人
の
歌
に
比

（5）

べ
れ
ば
、
素
子
が
直
接
詠
ま
れ
て
い
な
い
、
「
お
ど
ろ
く
」
詠
歌
主
体
が
い
な
い
、
と
い
う
点
で
『
六
百
番
歌
合
』
の
有
家
歌
か
ら

は
少
し
距
離
を
置
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
惟
明
歌
に
は
類
義
的
な
語
が
や
や
使
わ
れ
す
ぎ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
「
す
だ
く
」
は
多
く
の
も
の
が
集
ま
る
、
集
ま

っ
て
鳴
く
意
の
詞
で
あ
る
し
、
「
立
ち
騒
ぐ
」
も
大
き
な
声
で
騒
ぐ
意
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
む
ら
す
ず
め
」
と
い
う
語
自
体
が
群

れ
る
雀
た
ち
を
指
し
て
お
り
、
一
首
の
中
に
、
群
が
り
騒
ぐ
様
子
を
示
す
語
が
三
つ
も
入
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
い
さ
さ

か
重
複
し
す
ぎ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
詞
続
き
に
な
っ
て
い
る
要
因
の
一
つ
は
、
縁
語
を
駆
使
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
な
み
」
の
縁
で
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「
立
」
つ
が
用
い
ら
れ
、
「
音
」
も
縁
語
の
一
つ
に
数
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
正
治
以
前
の
「
む
ら
す
ず
め
」
の
用
例
に
次
の
歌
が
あ
る
。

む
れ
て
ゐ
る
田
中
の
や
ど
の
む
ら
雀
わ
が
ひ
く
ひ
た
に
さ
わ
ぐ
な
る
か
な
（
『
堀
河
百
首
』
・
雑
廿
首
・
一
五
一
三
・
師
時
）

右
の
歌
は
、
『
堀
河
百
首
』
の
師
時
の
歌
で
あ
る
。
上
句
で
田
に
群
れ
て
い
る
「
む
ら
雀
」
を
、
下
句
で
「
ひ
た
」
、
つ
ま
り
鳴

子
に
雀
が
騒
ぐ
様
子
を
詠
ん
で
お
り
、
惟
明
歌
と
構
成
が
完
全
に
一
致
す
る
。
惟
明
親
王
は
、
『
六
百
番
歌
合
』
の
有
家
歌
よ
り
は

（6）

む
し
ろ
師
時
の
こ
の
歌
を
念
頭
に
、
「
む
ら
す
ず
め
」
の
歌
を
詠
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

師
時
歌
で
は
、
「
わ
が
ひ
く
ひ
た
」
と
鳴
子
を
鳴
ら
し
て
い
る
の
は
詠
歌
主
体
自
身
で
あ
る
。
し
か
し
、
惟
明
歌
に
は
鳴
子
を
鳴

ら
す
素
子
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
惟
明
歌
に
は
鳴
子
を
鳴
ら
す
詠
歌
主
体
も
、
「
お
ど
ろ
く
」
詠
歌
主
体
も
、
ど
ち
ら
も
詠

ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
末
尾
の
「
な
り
」
か
ら
、
こ
の
歌
の
詠
歌
主
体
は
「
む
ら
雀
」
が
騒
ぐ
様
子
を
直
接
は
見
て
い
な

い
こ
と
だ
け
が
読
み
取
れ
る
。
先
行
歌
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
経
家
歌
等
に
は
読
み
込
ま
れ
て
い
た
人
の
姿
を
情
景
か
ら

除
き
、
秋
の
田
で
鳴
子
の
音
に
騒
ぐ
群
雀
の
情
景
の
み
を
詠
ん
だ
の
が
、
惟
明
親
王
の
「
む
ら
雀
」
の
歌
だ
と
言
え
る
。

二

冬
枯
の
木
ず
ゑ
に
き
ゐ
る
て
り
ま
し
こ
紅
葉
に
か
へ
る
よ
そ
め
な
り
け
り
（
一
九
五
）

二
首
目
は
「
て
り
ま
し
こ
」
を
詠
ん
だ
右
の
歌
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
て
り
ま
し
こ
」
と
は
ど
の
よ
う
な
鳥
だ
ろ
う
か
。
「
て
り
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ま
し
こ
」
を
詠
ん
だ
歌
は
、
寂
蓮
歌
（
「
十
題
百
首
」
）
・
惟
明
歌
（
当
該
歌
）
の
二
首
の
み
で
、
い
ず
れ
も
『
夫
木
和
歌
抄
』
に
採

ら
れ
て
い
る
。

増
子
鳥

昔
を
思
ふ
と
い
ふ
こ
と
を

源
仲
正

ま
し
こ
ゐ
る
ゐ
の
く
づ
ち
は
ら
う
ち
は
ら
ひ
み
き
は
か
た
て
し
昔
こ
ひ
し
も
（
一
二
八
九
五
）

十
題
百
首

寂
蓮
法
師

時
雨
こ
し
木
ず
ゑ
の
色
を
思
へ
と
や
え
だ
に
も
き
ゐ
る
て
り
ま
し
こ
か
な
（
一
二
八
九
六
）

正
治
二
年
百
首
御
歌

第
三
の
み
こ

冬
が
れ
の
を
か
べ
に
来
ゐ
る
て
り
ま
し
こ
紅
葉
に
か
へ
る
こ
ず
ゑ
な
り
け
り
（
一
二
八
九
七
）（7）

『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
廿
七
・
雑
部
九
・
動
物
部

『
夫
木
和
歌
抄
』
で
は
、
「
増
子
鳥
」
を
詠
ん
だ
群
の
中
に
寂
蓮
歌
も
惟
明
歌
も
あ
り
、
「
て
り
ま
し
こ
」
と
は
増
子
鳥
を
指
す

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

山
崎
氏
は
、
こ
の
「
て
り
ま
し
こ
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

（8）

「
て
り
ま
し
こ
」
は
増
子
鳥
の
一
種
で
、
照
り
紅
葉
と
言
う
如
く
そ
の
羽
が
赤
い
こ
と
か
ら
称
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

ま
ず
「
て
り
ま
し
こ
」
と
い
う
鳥
名
の
用
例
自
体
が
右
の
二
首
以
外
に
は
無
い
。
更
に
落
葉
し
た
冬
枯
れ
の
梢
に
羽
色
の
赤
い
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「
て
り
ま
し
こ
」
が
い
て
、
紅
葉
と
見
間
違
え
る
、
或
い
は
紅
葉
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
と
い
う
趣
向
に
は
両
者
明
ら
か
な
類
似

が
あ
り
、
鵐
の
歌
と
共
に
惟
明
親
王
が
本
百
首
鳥
歌
を
詠
む
際
「
十
題
百
首
」
を
座
右
に
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
付
言
し
て
お
く
べ
き
は
こ
の
「
十
題
百
首
」
寂
蓮
詠
に
先
行
す
る
増
子
鳥
詠
が
仲
正
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
中
略
）
仲
正
歌
の
「
ま
し
こ
」
は
「
ま
し
こ
ゐ
る
」
の
表
現
か
ら
考
え
て
猿
で
は
な
く
て
鳥
と
思
わ
れ
る
。
源
仲
正
は
新
奇

な
素
材
を
多
く
詠
ん
だ
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
、
今
日
歌
集
は
存
在
し
な
い
が
、
彼
の
作
品
が
新
古
今
期
の
歌
人
達
に
素
材
面
で

多
大
の
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

山
崎
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
寂
蓮
歌
も
惟
明
歌
も
「
て
り
ま
し
こ
」
を
紅
葉
に
見
立
て
て
い
る
趣
向
が
似
通
っ
て
お
り
、

歌
材
の
点
で
も
構
成
の
点
で
も
、
惟
明
親
王
は
お
そ
ら
く
先
行
す
る
寂
蓮
の
歌
を
参
考
に
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
増
子
鳥
と
い

う
素
材
の
珍
し
さ
と
、
そ
の
鳥
が
梢
に
止
ま
っ
て
い
る
様
子
を
紅
葉
に
「
よ
そ
め
」
す
る
と
い
う
見
立
て
の
機
知
が
こ
の
歌
の
面
白

さ
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
「
て
り
ま
し
こ
」
は
現
在
で
言
う
と
こ
ろ
の
オ
オ
マ
シ
コ
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
オ
オ
マ
シ
コ
は
、
「
冬
鳥
と

（9）

し
て
主
に
本
州
の
平
地
か
ら
山
地
の
林
、
低
木
林
、
草
地
、
農
耕
地
な
ど
に
生
息
」
し
、
「
ス
ズ
メ
よ
り
や
や
大
き
」
く
、
雄
の
成

（10）

鳥
は
「
全
身
深
紅
色
」
、
雌
は
「
全
身
淡
褐
色
で
、
紅
色
み
を
帯
び
る
」
鳥
で
、
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
「
て
り
ま
し
こ
」
と
季
節
や

形
態
が
合
致
す
る
。
こ
の
オ
オ
マ
シ
コ
は
、
「
毎
年
同
じ
場
所
に
小
群
で
渡
来
す
る
」
習
性
を
持
つ
よ
う
な
の
で
、
歌
の
情
景
と
し

（11）

て
は
、
木
全
体
が
オ
オ
マ
シ
コ
に
よ
っ
て
赤
く
見
え
た
と
い
う
よ
り
は
、
オ
オ
マ
シ
コ
の
小
群
が
と
ま
っ
て
い
る
、
ま
さ
に
梢
だ
け
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が
、
ま
る
で
紅
葉
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
紅
色
に
見
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
て
り
ま
し
こ
」
の
歌
同
様
、
見
立
て
に
よ
る
歌
が
鳥
題
の
五
首
目
、
鴨
を
詠
ん
だ
次
の
歌
で
あ
る
。

（12）

こ
や
の
池
に
お
り
ゐ
る
鴨
の
一
つ
が
ひ
た
が
ぬ
ぐ
沓
の
す
が
た
な
る
ら
ん
（
一
九
八
）

こ
の
歌
に
つ
い
て
、
和
歌
文
学
大
系
で
は
以
下
の
よ
う
に
訳
注
を
施
し
て
い
る
。

（13）

昆
陽
の
池
に
降
り
て
じ
っ
と
し
て
い
る
雌
雄
一
対
の
鴨
は
誰
が
脱
い
だ
沓
の
姿
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。
○
昆
陽
の
池
―
摂
津
国
。

「
沓
」
の
縁
で
「
来
や
」
が
響
く
。
○
一
つ
が
ひ
―
雌
雄
一
対
。
○
沓
の
姿
―
丸
く
な
っ
て
体
を
寄
せ
合
う
二
羽
の
鴨
の
姿
が
、

一
足
の
沓
の
よ
う
に
見
え
る
。

和
歌
文
学
大
系
の
現
代
語
訳
通
り
、
こ
の
歌
は
池
に
居
る
番
の
鴨
の
姿
を
沓
に
喩
え
て
い
る
。
鴨
と
沓
を
詠
ん
だ
用
例
は
管
見
の

限
り
他
に
見
当
た
ら
ず
、
親
王
独
自
の
斬
新
な
発
想
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
、
鴨
に
総
称
さ
れ
る
カ
ル
ガ
モ
や
マ
ガ
モ
、
ス
ズ
ガ

モ
等
カ
モ
目
カ
モ
科
の
鳥
た
ち
は
、
雌
雄
で
羽
色
が
異
な
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
姿
を
一
足
の
沓
に
見
立
て
る
こ
と
に
は
や
や
疑
問

が
残
る
。
あ
る
い
は
、
雌
雄
の
形
態
差
が
気
に
な
ら
な
い
ほ
ど
遠
景
を
捉
え
た
歌
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
こ
や
の
池
に

お
り
ゐ
る
」
と
い
う
上
句
か
ら
、
鴨
の
番
は
水
面
の
上
に
居
る
も
の
と
想
像
で
き
る
が
、
そ
う
す
る
と
池
の
上
に
沓
が
浮
か
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
る
情
景
に
な
っ
て
し
ま
い
、
や
は
り
違
和
感
を
覚
え
る
歌
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
歌
の
中
に
季
節
に
つ
い
て
の
直
接
的
な
言
及
は
な
い
が
、
鴨
を
詠
ん
で
い
る
た
め
冬
の
季
節
が
想
定
さ
れ
、

（
湖
上
水
鳥
）
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あ
さ
ご
ほ
り
と
け
や
し
ぬ
る
と
こ
や
の
池
の
蘆
ま
を
の
ぞ
く
か
も
の
む
ら
鳥
（
『
林
葉
和
歌
集
』
第
四
・
冬
歌
・
六
五
六
）

の
よ
う
に
、
薄
い
氷
が
張
っ
て
い
る
よ
う
な
冷
た
い
池
の
水
面
に
番
の
鴨
が
浮
か
ん
で
い
る
情
景
が
あ
り
あ
り
と
思
い
浮
か
び
、
そ

こ
に
は
冬
の
冷
え
冷
え
と
し
た
気
配
が
漂
っ
て
い
る
。

三

と
も
な
く
て
は
る
か
に
き
た
る
山
鳥
は
か
が
み
を
見
て
ぞ
な
き
は
じ
め
け
る
（
一
九
六
）

三
首
目
は
、
「
山
鳥
」
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
は
、
『
和
歌
文
学
大
系
』
の
補
注
に
「
俊
頼
髄
脳
等
に
載
る
、

（14）

友
と
離
れ
一
羽
に
な
っ
た
山
鳥
に
鏡
を
見
せ
る
と
、
鏡
に
映
る
自
分
の
姿
を
友
だ
と
思
っ
て
鳴
く
と
い
う
言
説
に
拠
る
」
と
あ
る
。

『
俊
頼
髄
脳
』
の
言
説
は
次
に
引
用
す
る
通
り
で
あ
る
。

（15）

山
鳥
の
を
ろ
の
は
つ
を
に
か
が
み
か
け
と
な
ふ
べ
み
こ
そ
な
に
よ
そ
り
け
め

こ
の
歌
の
、
鏡
の
事
、
た
し
か
に
見
え
た
る
事
な
し
。
昔
、
と
な
り
の
国
よ
り
、
山
鳥
を
た
て
ま
つ
り
て
、
な
く
声
た
へ
に
し

て
、
聞
く
も
の
う
れ
へ
を
忘
る
と
い
へ
り
。
み
か
ど
、
こ
れ
を
得
て
、
よ
ろ
こ
び
給
ふ
に
、
ま
た
く
鳴
く
事
な
し
。
女
御
の
、
あ

ま
た
お
は
し
け
る
に
、
こ
の
鳥
鳴
か
せ
た
ら
む
女
御
を
、
后
に
は
た
て
む
と
、
宣
旨
を
く
だ
さ
れ
た
り
け
れ
ば
、
思
ひ
は
か
り
お

は
し
け
る
女
御
の
、
友
を
は
な
れ
て
、
ひ
と
り
あ
れ
ば
鳴
か
ぬ
な
め
り
と
て
、
あ
き
ら
か
な
る
鏡
を
、
こ
の
つ
ら
に
た
て
た
り
け

れ
ば
、
鏡
を
見
て
、
よ
ろ
こ
べ
る
気
色
に
て
、
鳴
く
こ
と
を
得
た
り
。
尾
を
ひ
ろ
げ
て
、
鏡
の
面
に
あ
て
て
、
よ
ろ
こ
び
鳴
く
声
、
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ま
こ
と
に
し
げ
し
。
こ
れ
を
鳴
か
せ
給
へ
る
女
御
、
后
に
た
ち
て
、
か
た
は
ら
の
女
御
、
ね
た
み
そ
ね
み
給
ふ
事
限
り
な
し
と
い

へ
り
。
こ
れ
が
心
を
、
と
り
て
詠
め
る
と
ぞ
。

『
俊
頼
髄
脳
』
で
は
、
『
万
葉
集
』
の
「
山
鳥
の
を
ろ
の
は
つ
を
に
か
が
み
か
け
と
な
ふ
べ
み
こ
そ
な
に
よ
そ
り
け
め
」
歌
に
つ

い
て
の
説
明
と
し
て
、
説
話
を
載
せ
て
い
る
が
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
頭
注
が
「
た
だ
し
例
歌
は
、
古
代
民
間
の
神
事
で
あ

り
、
俊
頼
の
誤
認
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
万
葉
集
歌
の
説
明
と
し
て
こ
の
説
話
は
不
適
当
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、

傍
線
を
引
い
た
よ
う
に
、
友
と
離
れ
て
隣
国
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
、
鏡
を
見
る
と
喜
ん
で
鳴
き
は
じ
め
た
と
い
う
内
容
は
、
惟
明

歌
の
歌
に
合
致
し
て
い
る
。
さ
し
ず
め
惟
明
歌
は
、
万
葉
集
歌
は
ま
っ
た
く
念
頭
に
置
か
ず
、
説
話
の
み
を
素
材
と
し
て
詠
作
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（16）

と
こ
ろ
で
、
説
話
の
例
歌
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
万
葉
集
歌
は
、
他
の
歌
学
書
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
『
色
葉
和
難
集
』
で
は
、
「
を
ろ
の
は
つ
を
」
と
い
う
項
目
で
こ
の
歌
が
引
か
れ
、
「
顕
昭
云
」
と
し
て
、
二
説
を
掲
げ

（17）

る
。
「
一
に
は
山
鳥
の
か
ゞ
み
に
か
げ
の
う
つ
れ
る
を
み
て
ま
ふ
と
い
へ
り
」
、
「
一
に
は
誠
の
か
ゞ
み
に
は
あ
ら
ず
。
山
ど
り
は
め

を
と
こ
一
所
に
は
ね
ず
、
山
の
を
ゝ
へ
だ
て
ゝ
ぬ
る
に
、
あ
か
つ
き
を
ど
り
の
は
つ
を
に
め
ど
り
の
か
げ
の
う
つ
る
を
み
て
鳴
け
ば
、

そ
れ
を
は
つ
を
に
か
ゞ
み
か
く
と
い
ふ
な
り
と
云
ふ
」
と
あ
り
、
『
俊
頼
髄
脳
』
に
引
か
れ
て
い
る
隣
国
か
ら
一
羽
だ
け
連
れ
て
こ

ら
れ
た
山
鳥
の
説
話
は
引
か
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
歌
論
歌
学
集
成
第
五
巻
『
袖
中
抄
（
下
）
』
の
「
を
ろ
の
は
つ
を
に
か
ゞ
み
か
け
」
の
補
注
に
拠
れ
ば
、
俊
頼
髄
脳
の
説

（18）
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を
引
い
て
い
る
の
は
、
和
歌
色
葉
（
中
）
と
八
雲
御
抄
（
巻
四
）
で
あ
り
、
正
治
直
前
か
ら
以
後
に
か
け
て
『
俊
頼
髄
脳
』
の
説
が

歌
論
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
惟
明
親
王
が
こ
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
だ
の
も
、
そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ

た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

同
補
注
で
は
さ
ら
に
、
「
一
方
実
作
例
は
、
平
安
時
代
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
鎌
倉
期
以
後
の
も
の
が
多
い
」
と
し
、
『
六
百
番

歌
合
』
の
顕
昭
歌
を
始
め
何
首
か
和
歌
を
挙
げ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
友
と
別
れ
た
山
鳥
の
説
で
は
な
く
、
万
葉
集
の
「
山
鳥
の
を

ろ
の
は
つ
を
に
か
が
み
か
け
と
な
ふ
べ
み
こ
そ
な
に
よ
そ
り
け
め
」
に
直
接
拠
っ
た
も
の
や
『
色
葉
和
難
集
』
等
に
採
ら
れ
て
い
る

顕
昭
説
に
拠
っ
た
詠
作
だ
と
言
え
る
。

そ
れ
は
、
『
正
治
初
度
百
首
』
で
「
山
鳥
」
を
詠
ん
だ
他
の
例
も
同
様
で
あ
る
。
惟
明
親
王
の
他
に
隆
信
と
小
侍
従
が
「
鳥
題
」

で
山
鳥
を
詠
ん
で
い
る
。

行
す
ゑ
を
か
が
み
で
見
す
る
あ
し
引
の
山
鳥
の
を
の
な
が
き
世
ま
で
に
（
一
二
九
六
・
隆
信
）

よ
そ
な
が
ら
心
ぞ
見
ゆ
る
山
鳥
の
を
ろ
の
は
つ
を
の
鏡
な
ら
ね
ば
（
二
〇
九
五
・
小
侍
従
）

し
か
し
、
両
者
と
も
惟
明
親
王
の
歌
と
は
歌
意
を
異
に
し
て
お
り
、
万
葉
集
歌
や
そ
の
説
話
を
踏
ま
え
た
歌
の
系
譜
に
連
な
る
も

の
だ
と
い
え
る
。

そ
う
す
る
と
、
惟
明
親
王
の
歌
は
『
俊
頼
髄
脳
』
説
に
拠
っ
て
詠
ま
れ
た
貴
重
な
歌
で
あ
り
、
歌
学
書
等
を
参
照
し
な
が
ら
今
ま

で
詠
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
題
材
を
詠
ん
だ
意
欲
的
な
一
首
だ
と
言
え
る
。

（19）
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同
様
に
、
従
来
の
詠
ま
れ
方
と
は
一
線
を
画
す
る
歌
が
四
首
目
の
「
し
と
ど
」
の
歌
で
あ
る
。

風
を
い
た
み
田
中
の
く
ろ
の
や
ぶ
が
く
れ
日
影
の
か
た
に
し
と
ど
な
く
な
り
（
一
九
七
）

底
本
マ
マ

右
の
歌
は
、
「
「
し
と
ど
」
に
濡
れ
る
と
い
う
語
感
を
生
か
し
た
詠
ま
れ
方
が
多
い
が
、
当
該
歌
は
し
と
ど
の
鳴
き
声
を
詠
む
点

で
珍
し
い
」
と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
鵐
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
は
他
に
例
を
見
な
い
。

（20）

唐
澤
正
実
氏
は
、
「
『
八
雲
御
抄
』
に
言
う
「
し
と
ど
な
く
な
り
」
と
詠
ん
だ
歌
は
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
「
正
治
初
度
百

（21）

首
」
鳥
題
の
、
三
宮
惟
明
親
王
の
（
中
略
）
一
首
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
」
と
し
、
『
八
雲
御
抄
』
に
あ
る
「
し
と
ど
な
く
な
り
」

と
詠
ん
だ
歌
は
惟
明
親
王
の
歌
が
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
「
を
ろ
狂
た
る
言
な
り
」
「
し
と
ゞ
と
い
へ

ど
ぬ
れ
ぬ
な
ど
中
比
歌
人
詠
之
歟
」
と
い
っ
た
記
述
か
ら
、
「
惟
明
親
王
の
歌
に
関
連
し
て
、
「
し
と
ど
」
と
い
っ
て
も
「
濡
れ
て

い
な
い
」
な
ど
の
歌
は
、
（
上
品
で
は
な
い
）
中
品
程
度
の
歌
人
が
詠
む
こ
と
か
、
と
解
釈
で
き
よ
う
」
と
し
て
い
る
。
順
徳
院
の

価
値
観
で
は
、
鵐
が
濡
れ
て
い
な
い
惟
明
歌
の
評
価
は
あ
ま
り
高
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
鵐
が
濡
れ
て
い
な
い
意
を
詠
ん
だ
の
は
惟
明
親
王
が
始
め
で
は
な
い
。
山
崎
氏
は
「
鵐
は
『
古
事
記
』
の
歌
謡
に
そ
の

（22）

名
が
見
え
る
が
、
「
巫
鳥
と
い
へ
ど
濡
れ
ぬ
鳥
か
な
」
（
『
梁
塵
秘
抄
』
）
や
、
（
中
略
）
鳥
名
を
「
し
と
ど
に
濡
れ
る
」
の
意
に
か
け

た
詠
ま
れ
方
が
伝
統
的
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
、
定
家
や
家
隆
の
歌
に
そ
の
伝
統
に
拠
ら
な
い
歌
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
定
家
が
「
十
題
百
首
」
で
詠
ん
だ
鵐
の
歌
は
、

人
と
は
ぬ
冬
の
山
路
の
さ
び
し
さ
よ
垣
根
の
そ
ば
に
し
と
ど
お
り
ゐ
て
（
『
拾
遺
愚
草
』
・
七
五
九
）
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で
、
定
家
詠
以
前
に
は
家
隆
の
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
「
閑
居
百
首
」
の
詠

山
里
は
垣
根
の
し
と
ど
人
な
れ
て
雪
降
り
に
け
り
谷
の
細
道
（
『
壬
二
集
』
・
九
六
八
）

が
あ
り
、
そ
の
前
に
は
源
仲
正
の
一
首
、

雨
降
れ
ば
垣
根
の
し
と
ど
そ
ぼ
ぬ
れ
て
さ
へ
ず
り
く
ら
す
春
の
山
里
（
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
・
七
〇
）

が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
仲
正
詠
に
連
な
る
家
隆
・
定
家
・
惟
明
親
王
詠
に
は
し
と
ど
に
濡
れ
る
の
意
は

全
く
な
く
、
う
ら
淋

し
い
叙
景
歌
の
一
素
材
と
し
て
鵐
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
鳥
名
の
持
つ
俳
諧
性
と
は
関
わ
ら
な
い
次
元
で
新
し
く
鵐

が
詠
ま
れ
て
行
く
始
ま
り
が
仲
正
の
一
首
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
仲
正
歌
に
「
雨
」
が
取
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
点
は
『
金
葉
集
』

歌
や
為
忠
詠
の
伝
統
か
ら
脱
し
切
っ
て
い
な
い
か
の
感
が
あ
る
が
、
家
隆
・
定
家
が
「
垣
根
」
を
取
り
合
わ
せ
る
の
は
や
は
り

仲
正
歌
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

山
崎
氏
は
、
家
隆
や
定
家
、
惟
明
親
王
の
よ
う
に
、
新
し
く
鵐
が
詠
ま
れ
て
行
く
始
ま
り
と
し
て
仲
正
の
一
首
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
家
隆
と
定
家
が
詠
ん
で
い
る
垣
根
と
の
取
り
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
仲
正
歌
に
拠
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
惟
明
親
王
が

鳴
く
鵐
を
詠
ん
で
い
る
の
も
、
仲
正
歌
に
「
さ
へ
ず
り
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
仲
正
の
歌
で
は
、
山
里
の

垣
根
で
春
雨
に
「
そ
ぼ
ぬ
れ
」
る
鵐
が
、
囀
り
暮
ら
す
風
情
あ
る
情
景
を
詠
ん
で
い
る
。
対
し
て
惟
明
親
王
の
歌
で
は
、
強
い
風
が

吹
い
て
い
る
た
め
鵐
は
藪
の
中
の
さ
ら
に
日
陰
に
潜
み
、
そ
の
姿
は
見
え
ず
、
鳴
き
声
だ
け
が
聞
こ
え
て
い
る
情
景
で
あ
る
。
仲
正

歌
に
比
べ
、
「
う
ら
淋
し
い
叙
景
」
が
一
層
強
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
も
惟
明
歌
が
鵐
の
鳴
き
声
に
よ
り
焦
点
を
当
て
て
い
る
が
故
だ

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
。
項
目
執
筆
者
は
山
崎
桂
子
氏
。

（1）
山
崎
桂
子
「
鳥
の
歌
を
読
む
」
（
『
『
正
治
百
首
』
の
研
究
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）

（2）
山
崎
桂
子
「
鳥
の
歌
を
読
む
」
（
前
掲
注

）
。
他
に
和
歌
文
学
大
系
（
『
正
治
二
年
院
初
度
百
首
』
明
治
書
院
、
二
〇
一
六
年
）

（3）

2

補
注
に
も
指
摘
が
あ
る
。

山
崎
桂
子
氏
が
歌
材
を
整
理
さ
れ
た
表
（
前
掲
注

）
に
従
え
ば
、
「
す
ず
め
」
一
名
（
通
親
）
、
「
と
も
す
ず
め
」
一
名
（
静

（4）

2

空
）
、
「
む
ら
す
ず
め
」
七
名
（
惟
明
・
忠
良
・
季
経
・
経
家
・
生
蓮
・
讃
岐
・
丹
後
）
で
あ
る
。

和
歌
文
学
大
系(

前
掲
注

）
で
は
経
家
歌
の
参
考
と
し
て
有
家
の
こ
の
歌
を
載
せ
る
。

（5）

3

和
歌
文
学
大
系
（
前
掲
注

）
で
は
、
こ
の
歌
の
現
代
語
訳
と
し
て
「
秋
の
田
の
波
の
よ
う
に
揺
れ
る
稲
穂
に
集
ま
る
む
ら
雀

（6）

3

は
、
鳴
子
の
音
に
驚
い
て
騒
ぎ
立
て
て
い
る
よ
う
だ
」
と
し
て
お
り
、
鳴
子
を
鳴
ら
し
て
い
る
主
体
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
参
考
に
は
『
拾
玉
集
』
の
「
な
る
こ
ひ
く
し
づ
が
か
ど
た
の
村
す
ず
め
あ
ぜ
つ
た
ひ
し
て
た
ち
さ
わ
ぐ
め

り
」
（
二
九
三
）
を
挙
げ
て
い
る
の
み
で
、
『
堀
河
百
首
』
の
師
時
歌
は
載
せ
て
い
な
い
。

『
正
治
初
度
百
首
』
と
『
夫
木
和
歌
抄
』
で
は
、
惟
明
親
王
の
歌
に
異
同
（
二
句
目
「
木
ず
ゑ
」
・
「
を
か
べ
」
、
五
句
目
「
よ
そ

（7）
め
」
・
「
こ
ず
ゑ
」
）
が
見
ら
れ
る
。
『
正
治
初
度
百
首
』
の
五
句
目
は
「
紅
葉
に
か
へ
る
よ
そ
め
」
と
や
や
言
葉
足
ら
ず
な
印
象
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前
掲
注

（8）

2

他
に
ベ
ニ
マ
シ
コ
や
ア
カ
マ
シ
コ
も
そ
の
形
態
か
ら
候
補
に
挙
げ
ら
れ
る
。
但
し
ア
カ
マ
シ
コ
は
日
本
で
は
海
側
の
小
島
で
見

（9）
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
ら
し
く
本
州
で
観
測
す
る
こ
と
は
珍
し
い
か
。

真
木
広
造
・
大
西
敏
一
・
五
百
澤
日
丸
著
『
決
定
版

日
本
の
野
鳥

』
（
平
凡
社
、
二
〇
一
四
年
）

（10）

650

水
谷
高
英
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
叶
内
拓
哉
解
説
『
フ
ィ
ー
ル
ド
図
鑑

日
本
の
野
鳥
』
（
文
一
総
合
出
版
、
二
〇
一
七
年
）

（11）
『
正
治
初
度
百
首
』
で
は
、
他
に
守
覚
法
親
王
が
鴨
を
詠
ん
で
い
る
。

（12）

た
の
し
み
や
た
か
ら
の
池
に
ふ
か
か
ら
ん
玉
も
に
あ
そ
ぶ
鴨
の
む
ら
ど
り
（
三
九
五
）

な
お
、
書
陵
部
本
及
び
そ
れ
を
底
本
と
し
て
い
る
『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
五
句
目
が
「
か
り
の
む
ら
ど
り
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

本
百
首
の
鳥
題
で
は
雁
・
千
鳥
を
停
止
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
島
原
図
書
館
蔵
本
で
は
「
鴨
の
村
鳥
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
私
に
「
鴨
」
に
校
訂
し
て
い
る
。
な
お
、
山
崎
氏
は
『
正
治
初
度
百
首
』
の
鳥
題
で
誰
が
ど
ん
な
鳥
を
詠
ん
で
い
る
か
を

整
理
さ
れ
て
い
る
が
（
前
掲
注

）
、
守
覚
法
親
王
の
こ
の
歌
は
や
は
り
鴨
を
詠
ん
だ
歌
だ
と
し
て
い
る
。

2

前
掲
注

（13）

3
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を
受
け
る
が
、
島
原
図
書
館
蔵
本
（
『
松
平
文
庫
影
印
叢
書
』
第
十
四
巻
・
定
数
歌
編
、
新
典
社
、
一
九
九
七
年
）
も
「
梢
」

（
二
句
目
）
・
「
よ
そ
め
」
（
五
句
目
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
歌
意
か
ら
考
え
る
と
、
二
句
目
は
『
夫
木
和
歌
抄
』
の
「
を
か

べ
」
よ
り
も
『
正
治
初
度
百
首
』
の
「
木
ず
ゑ
」
の
方
が
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
言
葉
の
重
複
を
嫌
い
、
五
句
目

を
「
よ
そ
め
」
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。
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前
掲
注

（14）

3

『
俊
頼
髄
脳
』
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

歌
論
集
』
（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
）
に
拠
る
。

（15）
『
枕
草
子
』
の
「
鳥
は
」
の
章
段
（
第
三
九
段
）
で
も
山
鳥
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（16）

山
鳥
、
友
を
恋
ひ
て
、
鏡
を
見
す
れ
ば
、
な
ぐ
さ
む
ら
む
、
心
わ
か
う
い
と
あ
は
れ
な
り
。
谷
へ
だ
て
る
ほ
ど
な
ど
、
心
苦

し
。

『
俊
頼
髄
脳
』
と
同
じ
典
拠
に
よ
る
か
は
不
明
だ
が
、
山
鳥
が
友
を
恋
う
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。
惟
明
親
王
は

『
俊
頼
髄
脳
』
の
他
に
「
枕
草
子
」
も
念
頭
に
置
い
て
い
た
か
。
な
お
、
『
枕
草
子
』
は
松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳
『
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集

枕
草
子
』
（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）
に
拠
っ
た
。

『
色
葉
和
難
集
』
の
引
用
は
、
久
曽
神
昇
編
『
日
本
歌
学
大
系

別
巻
二
』
（
風
間
書
房
、
一
九
五
八
年
）
に
拠
っ
た
。

（17）
川
村
晃
生
校
注
『
歌
論
歌
学
集
成

第
五
巻

袖
中
抄
（
下
）
』
（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）

（18）
と
は
い
え
歌
自
体
は
説
話
を
そ
の
ま
ま
詠
ん
だ
に
過
ぎ
ず
、
本
説
取
り
と
し
て
は
稚
拙
だ
と
言
え
る
。

（19）
和
歌
文
学
大
系
（
前
掲
注

）
補
注
。

（20）

3

唐
澤
正
実
「
『
八
雲
御
抄
』
枝
葉
部
「
鳥
部
」
管
見
」
（
小
町
谷
照
彦
・
三
角
洋
一
編
『
歌
こ
と
ば
の
歴
史
』
笠
間
書
院
、
一
九

（21）
九
八
年
五
月
）

前
掲
注

（22）

2
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第
四
節

祝
部
の
構
成

一

最
後
に
祝
五
首
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。
祝
の
歌
五
首
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

君
が
へ
む
や
ほ
よ
ろ
づ
代
の
行
末
を
あ
さ
日
の
影
や
さ
し
て
し
る
べ
き
（
一
九
九
）

②

い
く
千
世
と
か
ぞ
へ
も
や
ら
ぬ
君
が
代
の
た
ぐ
ひ
に
み
ゆ
る
あ
ま
つ
ほ
し
か
な
（
二
〇
〇
）

③

万
代
と
山
は
よ
ば
ひ
て
た
に
川
の
水
は
千
と
せ
の
色
ぞ
見
え
け
る
（
二
〇
一
）

④

な
が
む
れ
ば
あ
ま
つ
み
そ
ら
に
月
は
れ
て
か
ね
て
も
み
ゆ
る
万
代
の
か
げ
（
二
〇
二
）

⑤

千
世
ふ
べ
き
は
こ
や
の
山
の
と
こ
松
を
た
の
む
心
ぞ
色
も
か
は
ら
ぬ
（
二
〇
三
）

こ
の
五
首
の
歌
材
の
中
で
、
目
を
引
く
の
は
や
は
り
祝
部
の
二
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
星
の
歌
で
あ
る
。
和
歌
文
学
大
系
の
注
で

（1）

は
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
は
「
幾
千
年
と
数
え
き
る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
わ
が
君
の
御
代
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
天
に
あ
る
星
々

よ
」
と
現
代
語
訳
を
付
し
、
補
注
で
「
数
え
き
れ
ぬ
ほ
ど
多
く
存
在
す
る
天
の
星
々
に
後
鳥
羽
院
の
治
世
の
長
さ
を
喩
え
、
そ
の
長

久
の
繁
栄
を
言
祝
ぐ
」
と
述
べ
て
い
る
。

『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
の
「
星
」
の
項
に
「
同
じ
夜
空
に
輝
く
月
が
さ
ま
ざ
ま
詠
ま
れ
た
の
に
比
し
て
、
星
の
数
は
い
か
に

（2）

も
少
な
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
和
歌
に
星
が
詠
ま
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
珍
し
い
歌
材
を
用
い
て
歌
を
詠

み
、
応
制
百
首
の
祝
題
の
一
首
に
入
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
工
夫
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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本
節
で
は
、
惟
明
親
王
の
祝
歌
五
首
の
構
成
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
賀
歌
で
ど
の
よ
う
に
星
が
詠
ま
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
し

な
が
ら
、
⑤
歌
の
再
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

惟
明
親
王
の
祝
歌
は
、
歌
材
に
着
目
す
る
と
天
空
の
事
象
を
詠
ん
だ
①
・
②
・
④
、
山
を
詠
ん
だ
③
・
⑤
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

天
空
の
事
象
を
題
材
に
採
っ
た
前
者
は
、
す
べ
て
が
祝
歌
で
あ
る
と
同
時
に
実
景
歌
と
し
て
の
美
し
さ
も
兼
ね
た
歌
で
あ
る
と
い

え
る
。
具
体
的
に
は
、
①
は
朝
日
が
差
し
込
む
情
景
、
②
は
満
天
の
星
々
、
④
は
晴
れ
晴
れ
と
し
た
月
の
夜
を
詠
み
、
い
ず
れ
も
そ

れ
ら
の
情
景
に
「
万
代
」
や
「
千
世
」
を
重
ね
合
わ
せ
て
後
鳥
羽
院
の
治
世
の
長
久
を
願
い
、
祝
意
を
込
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

後
者
の
山
を
詠
ん
だ
二
首
は
、
い
ず
れ
も
実
景
と
し
て
の
山
を
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
漢
武
帝
の
嵩
山
の
故
事
を
下
敷
き
と
し

た
③
の
歌
、
「
藐
姑
射
の
山
」
と
い
う
空
想
上
の
山
を
詠
ん
だ
⑤
は
、
実
景
歌
と
は
呼
べ
な
い
。
し
か
し
、
③
は
上
句
と
下
句
で
山

（3）

と
谷
が
対
比
さ
れ
、
か
つ
「
た
に
川
の
水
は
千
と
せ
の
色
ぞ
見
え
け
る
」
と
澄
ん
だ
水
の
様
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
⑤
は
「
は
こ
や

の
山
の
と
こ
松
」
と
常
緑
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
二
首
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
情
景
が
眼
前
に
浮
か
ん
で
き
そ
う
で
あ
り
、
そ
の
点

に
お
い
て
は
視
覚
的
な
歌
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

歌
の
典
拠
や
発
想
源
と
い
う
観
点
か
ら
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

①
の
よ
う
に
朝
日
が
差
し
込
む
様
を
賀
歌
と
し
て
詠
む
例
は
、
以
下
に
挙
げ
る
歌
を
は
じ
め
、
正
治
以
前
に
も
少
な
く
な
い
。

悠
紀
方
朝
日
郷
を
よ
め
る

藤
原
敦
光
朝
臣
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く
も
り
な
き
と
よ
の
あ
か
り
に
あ
ふ
み
な
る
あ
さ
ひ
の
さ
と
は
ひ
か
り
さ
し
そ
ふ
（
金
葉
集
二
度
本
巻
第
五
・
賀
部
・
三
一
六
）

（
宇
治
前
太
政
大
臣
家
歌
合
に
祝
の
心
を
よ
め
る
）

大
蔵
卿
匡
房

き
み
が
代
は
か
ぎ
り
も
あ
ら
じ
み
か
さ
や
ま
み
ね
に
あ
さ
ひ
の
さ
さ
む
か
ぎ
り
は
（
金
葉
集
二
度
本
巻
第
五
・
賀
部
・
三
二
五
）

④
の
歌
も
、
和
歌
文
学
大
系
が
注
で
、
下
句
「
か
ね
て
も
み
ゆ
る
万
代
の
か
げ
」
に
つ
い
て
古
今
集
の
「
近
江
の
や
か
が
み
の
山

を
た
て
た
れ
ば
か
ね
て
ぞ
見
ゆ
る
君
が
ち
と
せ
は
」
（
巻
第
二
十
・
神
あ
そ
び
の
う
た
・
一
〇
八
六
）
の
歌
を
引
く
。
⑤
の
「
は
こ

や
の
山
の
と
こ
松
」
も
、

摂
政
右
大
臣
に
侍
り
け
る
時
、
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に
、
祝
歌
五
首
が
う
ち
に
、
よ
み
侍
り
け
る皇

太
后
宮
大
夫
俊
成

も
も
ち
た
び
う
ら
し
ま
の
子
は
か
へ
る
と
も
は
こ
や
の
山
は
と
き
は
な
る
べ
し
（
千
載
集
巻
第
十
・
賀
歌
・
六
二
六
）

な
ど
の
近
時
代
の
歌
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

（4）

さ
ら
に
、
田
仲
洋
己
氏
は
「
惟
明
の
正
治
初
度
百
首
詠
中
に
は
、
漢
籍
や
王
朝
物
語
世
界
へ
の
志
向
を
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
」

（5）

と
指
摘
し
、
③
の
歌
を
漢
籍
へ
の
志
向
例
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
③
の
歌
に
つ
い
て
、

初
二
句
は
『
史
記
』
孝
武
本
紀
に
見
え
る
漢
の
武
帝
の
所
謂
嵩
山
の
故
事
を
詠
ず
る
が
、
こ
の
故
事
を
踏
ま
え
た
先
行
歌
も
「
声

高
く
三
笠
の
山
ぞ
呼
ば
ふ
な
る
天
の
下
こ
そ
楽
し
か
る
ら
し
」
（
拾
遺
集
・
賀
・
二
七
四
・
仲
算
法
師
）
を
筆
頭
に
決
し
て
稀

で
は
な
く
、
大
嘗
会
和
歌
に
し
ば
し
ば
詠
ぜ
ら
れ
る
等
、
賀
歌
の
定
石
と
で
も
言
う
べ
き
詠
法
で
あ
っ
た
。
惟
明
の
如
上
の
三
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首
に
取
り
込
ま
れ
た
漢
故
事
は
い
ず
れ
も
人
口
に
膾
炙
し
た
馴
染
み
深
い
も
の
で
あ
り
、
漢
籍
・
漢
詩
文
に
直
接
依
拠
し
て
の

詠
作
と
は
別
次
元
の
受
容
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
和
歌
表
現
に
対
す
る
作
者
の
意
欲
的
な
姿
勢
を
看
て

取
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
②
の
歌
以
外
は
、
祝
の
歌
と
し
て
決
し
て
奇
を
て
ら
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
伝
統
的
に
詠
ま
れ
て
き
た
歌
材
や
近

時
代
・
同
時
代
に
好
ま
れ
た
語
句
を
使
用
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
②
の
歌
だ
け
が
、
星
と
い
う
、
祝
歌
ど
こ
ろ
か
和

歌
に
詠
ま
れ
る
こ
と
も
珍
し
い
歌
材
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

二

そ
も
そ
も
和
歌
に
お
い
て
星
は
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
き
た
の
か
。
院
政
期
頃
ま
で
の
星
の
詠
歌
状
況
を
概
観
す
る
。

三
上
桂
子
氏
は
、
「
元
来
、
農
耕
民
族
で
あ
る
我
が
上
代
人
は
、
星
に
対
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
無
関
心
で
あ
り
、
（
中
略
）
天
上

（6）

の
石
と
解
し
て
さ
ほ
ど
重
要
視
し
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
（
中
略
）
大
空
に
明
滅
す
る
神
話
的
な
星
光
を
、
邪
霊
な
る
も
の
と
し

て
忌
み
嫌
っ
た
か
ら
、
日
に
対
す
る
如
き
畏
敬
の
念
も
少
く
、
又
、
月
に
対
す
る
如
き
神
話
の
情
も
持
ち
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、

星
は
、
古
典
文
学
に
於
け
る
積
極
的
な
主
体
と
は
な
り
得
ず
、
殊
に
限
ら
れ
た
文
字
内
で
、
或
る
一
つ
の
情
、
又
は
景
を
詠
み
込
ま

ね
ば
な
ら
な
い
和
歌
の
世
界
で
の
扱
わ
れ
方
は
、
万
葉
集
の
昔
よ
り
伝
統
的
に
限
ら
れ
て
い
た
」
こ
と
、
数
少
な
い
星
の
歌
は
七
夕
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の
伝
説
や
占
星
と
の
関
連
性
に
於
い
て
把
え
ら
れ
た
観
念
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
、
菊
や
蛍
、
照
射
等
他
の
景
物
に
仮
託
さ
れ
て
、

修
辞
と
し
て
把
え
ら
れ
た
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
「
星
が
、
美
な
る
も
の
と
し
て
和
歌

の
詠
に
上
が
る
の
は
、
情
趣
的
、
主
情
的
気
分
を
重
ん
じ
る
新
古
今
的
歌
風
が
歌
壇
を
風
靡
す
る
に
至
っ
た
後
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、

新
古
今
集
の
延
長
上
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
鎌
倉
末
期
編
纂
の
玉
葉
集
、
及
び
そ
れ
よ
り
数
十
年
後
の
風
雅
集
に
於
て
で
あ
る
」
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
勅
撰
集
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
高
橋
弘
美
氏
は
、
八
代
集
中
の
星
歌
を
取
り
上
げ
、
広
義
の
星
の
歌

（7）

（
七
夕
歌
）
と
狭
義
の
星
の
歌
（
七
夕
以
外
の
歌
）
に
分
け
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

七
夕
の
星
に
つ
い
て
は
、
そ
の
数
か
ら
見
て
決
し
て
嫌
わ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。
七
夕
の
舶
来
の
伝
説
・
行
事
と
し
て
人

々
は
珍
し
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
恋
す
る
者
の
忌
詞
と
な
っ
て
い
た
た
め
に
か
え
っ
て
若
く
多
感
な
心
の
奥
底
に
沈
み
、
会
ふ

・
恋
ふ
・
思
ふ
、
が
詠
む
中
心
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
以
外
で
も
七
月
七
日
と
い
う
日
付
、
天
の
川
と
い
う
言
葉
、
人
と
の
別
れ

と
色
々
な
悲
し
み
、
と
事
あ
る
毎
に
七
夕
伝
説
と
結
び
つ
け
て
、
人
々
は
詠
み
継
い
で
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
忌
む
も
の
で
あ
り
、
美
の
対
象
で
な
く
人
々
の
関
心
の
外
に
あ
っ
た
た
め
に
、
星
は
七
夕
歌
に
較
べ
て
、
桁
違
い
に

少
な
い
。
だ
が
そ
の
た
め
に
、
ま
た
歌
の
世
界
に
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
狭
義
の
星
は
一
旦
歌
に
詠
み
込
ま
れ
る
と
、

恋
・
追
慕
の
情
・
見
立
て
の
歌
に
よ
る
遊
び
・
漢
詩
用
法
の
歌
な
ど
、
様
々
な

心

を
心
を
い
く
つ
か
の
形
に
な
っ
て
現
わ
れ

（
マ
マ
）

る
の
で
あ
る
。
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狭
義
の
星
歌
に
は
、
前
述
の
通
り
、
漢
詩
的
用
法
を
用
い
る
な
ど
漢
詩
の
影
響
の
強
い
歌
が
数
首
あ
り
、
広
義
の
星
歌
の
七

夕
歌
も
中
国
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
星
歌
は
中
国
文
化
の
影
響
力
の
強
さ
を
計
る
文
化
の
一
つ
と
も
言
え
よ
う
。

高
橋
氏
は
、
八
代
集
の
星
の
歌
の
ほ
と
ん
ど
が
七
夕
歌
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
星
歌
に
漢
詩
の
影
響
が
読
み
取
れ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
お
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
七
夕
以
外
で
星
を
詠
む
こ
と
が
極
め
て
稀
な
中
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
が
建
礼
門
院
右
京
大
夫
の
星
空
讃
美
の
歌

で
あ
る
。

十
二
月
つ
い
た
ち
こ
ろ
な
り
し
や
ら
ん
、
夜
に
入
り
て
あ
め
と
も
雪
と
も
な
く
う
ち
ち
り
て
、
む
ら
雲
さ
わ
が
し
く
ひ
と

へ
に
く
も
り
は
て
ぬ
も
の
か
ら
、
む
ら
む
ら
ほ
し
う
ち
き
え
し
た
り
、
ひ
き
か
づ
き
ふ
し
た
る
き
ぬ
を
、
ふ
け
ぬ
る
ほ
ど
、

う
し
二
ば
か
り
に
や
と
お
も
ふ
ほ
ど
に
、
ひ
き
の
け
て
そ
ら
を
み
あ
げ
た
れ
ば
、
こ
と
に
は
れ
て
あ
さ
ぎ
色
な
る
に
、
ひ

か
り
こ
と
ご
と
し
き
ほ
し
の
お
ほ
き
な
る
、
む
ら
な
く
い
で
た
る
、
な
の
め
な
ら
ず
お
も
し
ろ
く
て
、
は
な
の
か
み
に
は

く
を
う
ち
ち
ら
し
た
る
に
よ
う
に
た
り
、
こ
よ
ひ
は
じ
め
て
み
そ
め
た
る
心
ち
す
、
さ
き
ざ
き
も
ほ
し
月
夜
み
な
れ
た
る

こ
と
な
れ
ど
、
こ
れ
は
を
り
か
ら
に
や
、
こ
と
な
る
心
ち
す
る
に
つ
け
て
も
、
た
だ
物
の
み
お
ぼ
ゆ

月
を
こ
そ
な
が
め
な
れ
し
か
ほ
し
の
夜
の
ふ
か
き
あ
は
れ
を
こ
よ
ひ
し
り
ぬ
る
（
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
・
二
五
二
）

星
の
夜
に
「
あ
は
れ
」
を
見
出
し
た
右
京
大
夫
の
こ
の
歌
は
後
の
京
極
派
に
影
響
を
与
え
、
京
極
派
の
歌
人
が
多
く
星
の
歌
を
詠

む
の
で
あ
る
。
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三

八
代
集
の
星
の
歌
の
ほ
と
ん
ど
は
七
夕
歌
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
傾
向
は
八
代
集
に
限
ら
な
い
。
二
十
一
代
集
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
で
星
の
歌
を
検
索
す
る
と
五
九
六
件
の
歌
が
該
当
す
る
が
、
そ
の
中
で
七
夕
歌
以
外
の
歌
は
一
二
〇
首
ほ
ど
し
か
な
い
。
さ
ら

（8）

に
賀
歌
に
限
定
す
る
と
三
首
し
か
な
い
。

年
星
お
こ
な
ふ
と
て
、
女
檀
越
の
も
と
よ
り
ず
ず
を
か
り
て
侍
り
け
れ
ば
、
く
は
へ
て
つ
か
は
し
け
る

ゆ
い
せ
い
法
師

も
も
と
せ
に
や
そ
と
せ
そ
へ
て
い
の
り
く
る
玉
の
し
る
し
を
君
み
ざ
ら
め
や
（
後
撰
集
巻
第
二
十
・
賀
歌
哀
傷
・
一
三
七
六
）

崇
徳
院
の
御
時
法
金
剛
院
に
行
幸
あ
り
て
、
菊
契
千
秋
と
い
ふ
こ
と
を
講
ぜ
ら
れ
侍
り
け
る
に

待
賢
門
院
堀
河

く
も
の
う
へ
の
ほ
し
か
と
み
ゆ
る
き
く
な
れ
ば
そ
ら
に
ぞ
ち
よ
の
秋
は
し
ら
る
る

（
『
続
古
今
和
歌
集
』
巻
第
二
十
・
賀
歌
・
一
八
八
〇
）

寄
星
祝
と
い
ふ
こ
と
を

法
印
栄
算

天
つ
空
星
の
く
ら
ゐ
を
か
ぞ
へ
て
ぞ
行
末
と
ほ
き
御
代
は
し
ら
る
る
（
『
玉
葉
和
歌
集
』
巻
第
七
・
賀
歌
・
一
〇
八
七
）

ま
ず
『
後
撰
和
歌
集
』
の
歌
は
、
詞
書
に
「
年
星
」
と
あ
り
、
実
際
の
星
の
こ
と
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
八
代
集
に
は
、
祝
歌
で

星
を
詠
ん
だ
例
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
、
『
続
古
今
和
歌
集
』
の
歌
は
菊
の
花
を
星
に
喩
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
三
上
氏
や
高
橋
氏
が
指
摘
し
て
い
る
見
立
て

の
歌
だ
と
言
え
る
。
菊
の
花
を
星
に
喩
え
て
詠
む
手
法
は
、
藤
原
敏
行
の
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寛
平
御
時
、
き
く
の
花
を
よ
ま
せ
給
ふ
け
る

久
方
の
雲
の
う
へ
に
て
見
る
菊
は
天
つ
星
と
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け
る

こ
の
う
た
は
、
ま
だ
殿
上
ゆ
る
さ
れ
ざ
り
け
る
時
に
め
し
あ
げ
ら
れ
て
つ
か
う
ま
つ
る
と
な
ん

（
古
今
集
巻
第
五
・
秋
歌
下
・
二
六
九
）

以
降
、
よ
く
詠
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
菊
の
花
を
星
に
見
立
て
る
例
は
『
源
氏
物
語
』
に
も
あ
る
。
藤
裏
葉
巻
で
朱
雀
院
と
冷

（9）

泉
帝
が
、
「
神
無
月
廿
日
あ
ま
り
の
ほ
ど
に
」
六
条
院
へ
行
幸
し
、
源
氏
と
太
政
大
臣
が
昔
、
青
海
波
を
舞
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す

場
面
で
あ
る
。

主
の
院
、
菊
を
折
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
青
海
波
の
を
り
を
思
し
出
づ
。

色
ま
さ
る
ま
が
き
の
菊
も
を
り
を
り
に
袖
う
ち
か
け
し
秋
を
恋
ふ
ら
し

大
臣
、
そ
の
を
り
は
同
じ
舞
に
立
ち
並
び
き
こ
え
た
ま
ひ
し
を
、
我
も
人
に
は
す
ぐ
れ
た
ま
へ
る
身
な
が
ら
、
な
ほ
こ
の
際
は

こ
よ
な
か
り
け
る
ほ
ど
思
し
知
ら
る
。
時
雨
、
を
り
知
り
顔
な
り
。

「
む
ら
さ
き
の
雲
に
ま
が
へ
る
菊
の
花
に
ご
り
な
き
世
の
星
か
と
ぞ
見
る

時
こ
そ
あ
り
け
れ
」
と
聞
こ
え
た
ま
ふ
。
（
三
・
四
六
一
頁
）

こ
の
場
面
も
、
星
は
実
景
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
菊
の
花
を
星
に
喩
え
て
、
さ
ら
に
そ
の
「
星
」
は
「
に
ご
り

な
き
世
」
の
「
星
」
で
あ
り
、
光
源
氏
の
讃
美
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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最
後
の
『
玉
葉
和
歌
集
』
の
歌
は
、
詞
書
に
「
寄
星
祝
と
い
ふ
こ
と
を
」
と
あ
り
、
祝
意
を
星
に
込
め
た
歌
で
あ
る
こ
と
が
は
っ

き
り
と
わ
か
る
。
人
臣
を
「
星
の
く
ら
ゐ
」
に
な
ぞ
ら
え
、
そ
の
数
を
数
え
る
こ
と
で
「
御
代
」
の
恒
久
性
を
詠
ん
で
い
る
も
の
で

あ
り
、
星
座
の
数
を
数
え
て
い
る
点
は
惟
明
歌
に
類
似
す
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
が
「
星
の
く
ら
ゐ
」
と
い
う
表
現
は
、
新
古
今

以
降
の
星
の
賀
歌
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
勅
撰
集
に
お
い
て
賀
歌
と
星
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
八
代
集
時
代
に
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
後
の
時
代
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
詠
ま
れ
方
も
限
定
的
な
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
れ
で
は
、
歌
題
と
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
の
『
永
久
百
首
』
で
は
雑
題
の
一
つ
と
し
て
星
が
あ
る
。

雪
と
の
み
か
し
ら
は
な
り
て
い
た
だ
き
し
星
を
よ
そ
め
に
み
る
ぞ
か
な
し
き
（
四
九
九
・
顕
仲
）

日
く
る
れ
ば
星
を
い
た
だ
く
か
み
に
し
も
は
ら
ひ
も
あ
へ
ず
お
け
る
霜
か
な
（
五
〇
〇
・
仲
実
）

時
つ
鳥
な
か
ず
雲
ゐ
に
と
ど
ろ
き
て
星
の
は
や
し
に
う
づ
も
れ
ぬ
ら
ん
（
五
〇
一
・
俊
頼
）

夕
づ
つ
の
な
ど
て
ま
だ
き
に
入
り
ぬ
ら
ん
ね
よ
て
ふ
か
ね
の
音
も
せ
な
く
に
（
五
〇
二
・
忠
房
）

ひ
こ
ぼ
し
の
心
も
空
に
は
つ
秋
の
七
日
の
夜
を
や
こ
ひ
し
か
る
ら
ん
（
五
〇
三
・
兼
昌
）

我
ひ
と
り
か
ま
く
ら
山
を
こ
え
ゆ
け
ば
ほ
し
月
夜
こ
そ
う
れ
し
か
り
け
れ
（
五
〇
四
・
常
陸
）

あ
ま
つ
空
夕
の
星
の
よ
そ
に
て
も
恋
し
き
人
を
み
る
よ
し
も
が
な
（
五
〇
五
・
大
進
）

し
か
し
祝
意
性
を
帯
び
た
歌
は
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
正
治
以
降
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
の
、
『
新
撰
和
歌
六
帖
』
第
一
帖
に
も
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星
題
が
見
ら
れ
る
。

ほ
し

君
が
世
は
な
な
つ
の
ほ
し
を
た
め
し
に
て
う
つ
ら
ぬ
ほ
ど
を
そ
ら
に
し
る
か
な
（
三
四
一
）

く
る
る
ま
に
出
で
そ
ふ
星
の
か
ず
し
ら
ず
い
や
ま
し
に
の
み
な
る
お
も
ひ
か
な
（
三
四
二
）

い
つ
も
見
る
そ
ら
の
み
ど
り
は
と
き
は
に
て
ほ
し
の
は
や
し
の
か
げ
ぞ
か
は
ら
ぬ
（
三
四
三
）

人
を
わ
く
こ
こ
ろ
と
は
見
し
お
ほ
ぞ
ら
の
ほ
し
の
き
ら
め
き
こ
と
よ
け
れ
ど
も
（
三
四
三
）

こ
の
夜
こ
そ
は
や
あ
け
ぬ
ら
め
あ
か
ほ
し
の
山
の
は
た
か
く
ひ
か
り
さ
え
た
り
（
三
四
四
）

三
四
一
や
三
四
三
の
歌
は
、
「
君
が
世
」
や
「
と
き
は
」
と
い
う
語
句
か
ら
祝
意
性
が
読
み
取
れ
る
。
前
後
し
て
し
ま
う
が
、
ま

ず
三
四
三
の
「
ほ
し
の
は
や
し
」
と
い
う
表
現
は
、

そ
ら
の
う
み
に
雲
の
な
み
た
つ
月
の
舟
ほ
し
の
は
や
し
に
こ
ぎ
か
へ
る
み
ゆ

（
『
万
葉
集
』
巻
七
・
一
〇
六
八
／
『
人
丸
集
』
・
二
二
六
他
）

と
い
う
人
麻
呂
歌
を
端
緒
と
し
て
、
か
な
り
好
ま
れ
た
言
い
回
し
の
よ
う
で
あ
る
。

（10）

対
し
て
、
三
四
一
の
「
な
な
つ
の
ほ
し
」
は
北
斗
七
星
の
こ
と
で
あ
り
、
「
う
つ
ら
ぬ
」
北
斗
七
星
に
安
定
し
た
治
世
が
重
ね
合

わ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
詠
み
方
は
、
後
述
の
定
家
や
家
隆
の
歌
と
類
似
す
る
発
想
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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四

勅
撰
集
で
は
祝
歌
で
星
を
詠
む
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
歌
題
と
し
て
は
時
代
が
下
る
も
の
の
『
新
撰

和
歌
六
帖
』
に
星
題
が
あ
り
、
祝
賀
性
を
帯
び
た
歌
も
少
な
い
な
が
ら
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
新
古
今
時
代
に
な
る
と
、
賀
歌
で
星
を
詠
む
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
坂
田
光
代
氏
は
、
中
世
初
期
・
鎌
倉

（11）

時
代
の
星
の
詠
ま
れ
方
の
傾
向
の
一
つ
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
思
想
が
影
響
し
あ
い
、
日
本
に
伝
来
し
た
星
へ
の
信
仰
で
あ
る
が
、
星
が
地
上
の
運
命
を
司
り
、
個
人
の
み
な
ら

ず
、
天
下
や
国
家
、
君
主
の
運
命
・
吉
凶
を
表
す
と
い
う
信
仰
に
よ
る
の
か
、
天
皇
の
治
世
と
星
が
併
せ
て
詠
ま
れ
る
よ
う
に

な
る
。
星
の
光
の
静
か
で
穏
や
か
な
様
子
で
よ
く
治
ま
る
御
代
を
祝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
詠
っ
て
お
り
、
そ
の
穏
や
か
な
光
が

天
下
太
平
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
「
星
の
宿
り
」
「
星
の
位
」
は
、
星
座
の
意
味
の
他
に
公
卿
を
さ
す
こ

と
は
先
述
し
た
が
、
宮
中
に
列
し
、
天
皇
を
補
佐
す
る
地
位
を
星
座
に
た
と
え
る
の
は
、
お
そ
ら
く
は
中
国
の
北
辰
信
仰
な
ど

が
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

坂
田
氏
が
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
定
家
と
家
隆
の
歌
を
次
に
引
用
す
る
。

（
天
部
十
首
）

す
べ
ら
ぎ
の
あ
ま
ね
き
御
代
を
空
に
見
て
星
の
や
ど
り
の
影
も
う
ご
か
ず

（
『
拾
遺
愚
草
』
・
（
詠
百
首
和
歌
）
・
七
〇
三
・
藤
原
定
家
）



- 163 -

か
げ
な
び
く
ほ
し
の
く
ら
ゐ
も
の
ど
か
に
て
そ
ら
に
ぞ
し
る
き
御
代
の
け
し
き
は

（
『
千
五
百
番
歌
合
』
・
千
九
十
五
番

右
・
二
一
八
九
・
藤
原
家
隆
）

坂
田
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
定
家
の
歌
も
家
隆
の
歌
も
、
「
御
代
」
「
君
が
代
」
を
空
に
、
人
臣
を
「
星
の
や
ど
り
」
や

「
ほ
し
の
く
ら
ゐ
」
に
喩
え
て
、
星
座
が
動
か
な
い
様
子
や
長
閑
な
空
の
様
子
を
泰
平
の
治
世
に
見
立
て
、
祝
意
を
込
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
詠
法
は
、
先
に
挙
げ
た
『
玉
葉
和
歌
集
』
の
歌
や
『
新
撰
和
歌
六
帖
』
三
四
一
の
歌
に
も
通
ず
る
も
の
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
類
似
歌
は
『
正
治
初
度
百
首
』
に
も
あ
る
。

（
祝
）

あ
ま
の
は
ら
の
ど
か
に
す
め
る
君
が
代
は
ほ
し
の
や
ど
り
も
た
が
は
ざ
り
け
り
（
六
〇
〇
・
源
通
親
）

通
親
の
こ
の
歌
は
、
『
正
治
初
度
百
首
』
の
祝
題
の
中
で
、
惟
明
親
王
以
外
で
唯
一
「
星
」
を
詠
ん
で
い
る
歌
で
あ
る
。
通
親
の

歌
も
や
は
り
「
君
が
代
」
を
「
の
ど
か
に
す
」
ん
で
い
る
「
あ
ま
の
は
ら
」
に
喩
え
、
人
臣
を
「
ほ
し
の
や
ど
り
」
で
表
し
て
お
り
、

同
時
代
の
傾
向
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
一
首
だ
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
例
に
対
し
て
、
惟
明
親
王
の
歌
は
、
星
の
宿
り
や
七
つ
星
な
ど
の
慣
用
表
現
を
用
い
て
い
な
い
点
、
「
君
が
代
」
を

「
あ
ま
つ
ほ
し
」
そ
の
も
の
に
喩
え
、
数
え
き
れ
ぬ
星
に
治
世
の
永
久
性
を
重
ね
て
い
る
点
で
、
同
時
代
の
星
の
祝
歌
と
は
趣
を
異

に
し
て
い
る
と
い
え
る
。



- 164 -

五

こ
こ
ま
で
、
星
を
題
材
に
祝
歌
が
詠
ま
れ
る
と
き
は
、
星
座
が
定
ま
っ
て
い
る
様
子
に
治
世
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
傾
向
が
読
み

取
れ
た
が
、
惟
明
親
王
の
当
該
歌
の
よ
う
に
星
の
数
に
着
目
し
た
例
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
「
星
歌
は
中
国
文
化
の
影
響
力
の
強
さ
を
計
る
文
化
の
一
つ
と
も
言
え
よ
う
」
と
い
う
高
橋
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
漢
詩

（12）

文
中
に
星
の
数
に
言
及
し
て
い
る
表
現
を
探
っ
て
み
た
。
平
安
後
期
成
立
の
漢
詩
集
で
あ
る
『
本
朝
無
題
詩
』
の
藤
原
敦
基
の
詩
に

次
の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
。

藤
原
敦
基

大
廈
新
成
壮
麗
開
（
大
廈
新
た
に
成
り

壮
麗
開
き
）

便
知
聖
化
暗
相
催
（
便
ち
知
ん
ぬ

聖
化
の
暗
に
相
催
す
る
と
こ
ろ
な
る
を
）

雲
衢
連
牖
衆
星
拱
（
雲
衢
牖
に
連
な
り
て

衆
星
拱
ひ
）

鳥
路
当
簷
賀
燕
来
（
鳥
路
簷
に
当
た
り
て

賀
燕
来
た
る
）

徳
于
高
添
輪
奐
美
（
徳
于
高
く
添
へ
た
り

輪
奐
の
美
）

皇
其
遥
得
棟
梁
材
（
皇
其
遥
く
得
た
り

棟
梁
の
材
）

翠
華
臨
幸
薫
風
洽
（
翠
華
臨
幸
し

薫
風
洽
く
）

娯
楽
猶
勝
春
上
台
（
娯
楽

猶
春
台
に
上
る
に
勝
へ
た
り
）
（
『
本
朝
無
題
詩
』
巻
第
一
・
宴
賀
付
賀
勧
学
院
新
成

）
（13）
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「
衆
星
拱
」
に
つ
い
て
、
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』
で
は
「
多
く
の
星
が
と
り
ま
く
。
拱
は
こ
ま
ぬ
く
。
敬
意
を
表
す
る
た
め
に

両
手
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
。
（
中
略
）
北
極
星
を
廻
る
夜
空
の
衆
星
に
、
一
宮
殿
を
と
り
ま
く
諸
宮
の
様
子
を
譬
喩
し
、
ひ
い
て

は
臣
下
が
君
主
に
従
い
居
並
ぶ
譬
喩
と
も
な
る
」
と
注
を
付
け
て
お
り
、
用
例
と
し
て
『
論
語
』
等
を
引
い
て
い
る
。

子
曰
、
爲
政
以
徳
、
譬
如
北
辰
居
其
所
、
而
衆
星
共
之
。

（
子
曰
く
、
政
を
爲
す
に
徳
を
以
て
す
る
は
、
譬
へ
ば
北
辰
の
其
の
所
に
居
て
、
衆
星
の
之
に
共
す
る
が
如
し
）

（
『
論
語
』
為
政
第
二
）

（14）

『
論
語
』
で
は
、
政
を
徳
で
以
て
行
う
こ
と
を
、
北
極
星
を
中
心
に
自
然
と
星
が
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
喩
え
、
徳
に
由
れ
ば
自

然
と
人
が
帰
す
こ
と
を
述
べ
る
。

朝
堂
承
東
、
嗢
調
延
北
、
（
朝
堂
東
を
承
け
、
嗢
調
北
に
延
び
、
）

西
有
玉
臺
、
聯
以
昆
徳
。
（
西
に
玉
臺
有
り
、
聯
ぬ
る
に
昆
徳
を
以
て
す
）

嵯
峨
□
（
山
に
疌
）
嶫
、
罔
識
所
則
。
（
嵯
峨
□
（
山
に
疌
）
嶫
と
し
て
、
則
る
所
を
識
る
罔
し
）

若
夫
長
年
神
僊
、
宜
室
玉
堂
、
（
若
し
夫
れ
長
年
神
僊
、
宜
室
玉
堂
、
）

麒
麟
朱
鳥
、
龍
興
含
章
、
（
麒
麟
朱
鳥
、
龍
興
含
章
、
）

譬
衆
星
之
環
極
、
叛
赫
戲
以
輝
煌
。
（
衆
星
の
極
を
環
り
、
叛
赫
戲
と
し
て
以
て
輝
煌
す
る
に
譬
ふ
）
（
「
西
京
賦
」
）

（15）

「
西
京
賦
」
は
、
西
京
（
長
安
）
二
百
余
年
の
豪
華
さ
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
右
に
引
用
し
た
箇
所
で
は
、
宮
殿
の
様
子
を
述
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べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
未
央
殿
を
中
心
に
各
建
物
が
並
ん
で
い
る
様
を
、
北
極
星
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
星
に
喩
え
て
い
る
。

漢
詩
文
で
も
、
や
は
り
君
主
は
北
極
星
と
い
う
不
動
の
も
の
に
喩
え
ら
れ
、
そ
の
周
囲
に
星
々
で
あ
る
臣
下
が
集
う
こ
と
が
表
現

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
空
に
輝
く
無
数
の
星
は
、
君
主
で
は
な
く
、
臣
下
を
指
す
と
考
え
た
方
が
適
当
な
の
で
あ
る
。

惟
明
親
王
の
②
の
歌
は
、
数
え
き
れ
ぬ
ほ
ど
の
満
天
の
星
々
に
後
鳥
羽
院
の
御
世
の
永
久
性
を
詠
ん
で
お
り
、
第
一
義
と
し
て
は
、

あ
く
ま
で
も
時
間
性
を
捉
え
た
歌
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
代
に
詠
ま
れ
た
「
星
の
く
ら
い
」
や
「
星
の
宿
り
」
と
い
う
表
現
、
漢

詩
文
の
「
衆
星
」
な
ど
を
踏
ま
え
て
考
え
て
み
る
と
、「
か
ぞ
へ
も
や
ら
ぬ
」
ほ
ど
の
「
あ
ま
つ
ほ
し
」
と
い
う
満
天
の
情
景
に
は
、

後
鳥
羽
院
を
中
心
と
し
て
多
く
の
人
臣
が
集
ま
り
栄
え
る
様
と
い
う
、
言
わ
ば
空
間
性
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

本
章
で
は
、
『
正
治
初
度
百
首
』
の
雑
歌
二
〇
首
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
部
立
毎
に
考
察
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
羇
旅
五
首
を
取
り
上
げ
た
。
羇
旅
部
で
は
題
材
に
偏
り
が
見
ら
れ
、
涙
や
露
、
衣
な
ど
同
一
表
現
や
類
似
表
現
を
多
用

し
て
お
り
、
四
季
や
恋
に
も
見
ら
れ
た
傾
向
が
こ
こ
で
も
顕
著
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
古
物
語
や
故
事
あ
る
い
は
古
歌
の
イ
メ
ー
ジ
を

借
り
た
歌
や
歌
枕
・
名
所
を
詠
ん
だ
歌
と
い
っ
た
一
般
的
な
題
詠
の
羇
旅
歌
の
傾
向
か
ら
は
外
れ
た
も
の
が
並
び
、
ひ
た
す
ら
に
旅

の
辛
苦
を
詠
ん
だ
構
成
は
、
同
一
の
主
題
で
統
一
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
が
で
き
る
一
方
で
、
五
首
の
情
景
に
関
し
て
変
化



- 167 -

に
乏
し
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
行
歌
に
は
な
い
表
現
や
、
先
行
歌
を
踏
ま
え
た
新
し
い
表
現
を
取
り
入
れ

る
、
そ
の
よ
う
な
表
現
の
工
夫
を
配
列
に
も
結
び
つ
け
、
直
前
の
恋
部
と
の
連
結
を
図
っ
て
い
る
と
言
う
評
価
で
き
る
点
も
見
出
せ

た
。
羇
旅
五
首
に
関
し
て
は
、
三
首
目
な
ど
こ
な
れ
て
い
な
い
表
現
も
散
見
さ
れ
た
が
、
全
体
的
に
は
新
奇
の
表
現
の
取
り
入
れ
に

成
功
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
山
家
五
首
は
、
羇
旅
部
と
は
異
な
り
、
同
一
あ
る
い
は
類
似
の
語
句
や
表
現
の
多
用
は
見
ら
れ
ず
、
歌
材
の
偏
り
が
見
ら
れ

ず
、
配
列
の
特
徴
と
し
て
は
、
聴
覚
表
現
の
歌
と
視
覚
表
現
の
歌
を
交
互
に
置
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ま
で

の
他
の
部
立
と
は
構
成
が
異
な
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
一
見
す
る
と
平
凡
の
よ
う
に
思
え
る
作
で
あ
っ
て
も
、
深
草
の
里
や

猿
で
真
新
し
い
詠
み
方
を
探
求
す
る
姿
勢
は
、
秋
歌
や
羇
旅
歌
か
ら
も
読
み
取
れ
た
も
の
で
あ
る
。

鳥
題
五
首
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
鳥
の
題
自
体
が
珍
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
惟
明
親
王
に
は
そ
の
珍
し
い
題
の
中
で

さ
ら
に
新
し
い
歌
を
詠
も
う
と
す
る
意
欲
が
感
じ
ら
れ
た
。
見
立
て
を
用
い
た
歌
で
は
、
「
て
り
ま
し
こ
」
と
い
う
新
し
い
歌
材
を

詠
ん
だ
り
、
番
の
鴨
を
沓
に
見
立
て
る
と
い
う
斬
新
な
発
想
で
詠
ん
だ
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
鳥
や
鵐
と
い
う
あ
り
ふ
れ
た
歌
材

も
、
そ
れ
ぞ
れ
従
来
の
詠
ま
れ
方
と
は
一
線
を
画
す
る
詠
み
方
を
し
て
お
り
、
こ
こ
に
も
親
王
の
鳥
題
に
お
け
る
意
欲
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
部
立
と
し
て
見
て
み
る
と
、
全
体
的
に
晩
秋
か
ら
冬
の
イ
メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ
る
。「
む
ら
す
ず
め
」
の
歌
は
秋
、

「
て
り
ま
し
こ
」
の
歌
は
冬
、
「
山
鳥
」
・
「
し
と
ど
」
の
歌
は
季
節
の
言
及
は
な
い
が
、
友
を
恋
し
が
る
歌
意
か
ら
は
哀
切
が
漂
っ

て
い
る
し
、
「
か
ぜ
を
い
た
み
」
と
い
う
初
句
か
ら
は
や
は
り
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
強
い
風
を
想
像
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
「
鴨
」

は
そ
れ
自
体
が
冬
を
想
起
さ
せ
る
。
「
し
と
ど
」
の
歌
に
つ
い
て
、
山
崎
氏
は
「
う
ら
淋
し
い
叙
景
歌
」
と
い
う
表
現
を
さ
れ
て
い
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た
が
、
こ
の
う
ら
淋
し
さ
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
五
首
全
体
が
ま
と
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
聴
覚
表
現
の
歌
（
一

首
目
・
四
首
目
）
、
視
覚
表
現
の
歌
（
二
首
目
・
五
首
目
）
と
三
首
目
を
境
に
同
様
の
配
列
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

三
首
目
は
、
「
山
鳥
」
の
歌
で
あ
り
、
こ
の
歌
は
鳥
が
鏡
を
見
て
鳴
く
と
い
う
視
覚
・
聴
覚
両
方
に
拠
っ
た
歌
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
歌
が
中
央
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
意
図
的
な
も
の
を
思
わ
せ
る
。
聴
覚
表
現
や
視
覚
表
現
を
配
列
に
絡
ま
せ
る
手
法
は
先
の

山
家
部
に
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
惟
明
親
王
の
鳥
部
は
、
こ
の
よ
う
に
全
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
配
列
で
統
一
を
図
り
つ
つ
、
個

々
の
歌
で
は
歌
材
や
詠
法
に
新
し
さ
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
え
る
。

最
後
に
祝
五
首
で
は
、
ま
ず
五
首
い
ず
れ
も
視
覚
的
な
歌
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
②
の
歌
以
外
は
先
行
歌
の
表
現
や
歌
材
を

踏
ま
え
た
歌
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
た
。
そ
の
上
で
②
で
は
祝
の
歌
で
星
を
詠
ん
だ
珍
し
い
趣
向
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に

同
時
代
の
一
般
的
な
星
の
賀
歌
は
、
星
の
宿
り
や
星
の
位
と
い
っ
た
慣
用
表
現
を
用
い
な
が
ら
、
星
座
の
定
ま
っ
て
い
る
様
子
に
治

世
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
が
、
当
該
歌
は
そ
の
よ
う
な
慣
用
表
現
を
全
く
用
い
ず
、
さ
ら
に
祝
意
を
表
す
手
段
と
し
て
星
座
で
は
な

く
星
の
数
を
利
用
し
て
い
る
点
で
一
線
を
画
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、
星
の
数
を
詠
ん
で
い
る
と
い
う
点
か

（16）

ら
漢
詩
文
に
そ
の
発
想
源
を
求
め
、
「
衆
星
」
の
影
響
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
、
漢
詩
に
見
ら
れ
る

「
衆
星
」
を
踏
ま
え
る
と
、
惟
明
親
王
歌
は
単
に
後
鳥
羽
院
の
治
世
の
永
久
性
の
み
を
星
の
数
に
仮
託
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
後

鳥
羽
院
を
中
心
と
し
て
人
臣
が
集
ま
る
様
を
も
詠
み
込
ん
だ
一
首
だ
と
解
釈
で
き
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
②
の
歌
は
、
星
空
の
美

し
さ
を
以
て
祝
意
を
詠
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
そ
の
独
自
性
と
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
坂
田
光
代
氏
は
、
鎌
倉
時

（17）
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代
の
星
歌
の
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
星
が
叙
景
歌
の
中
で
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
叙
景
歌
の
中
に
星
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
平
安

時
代
に
お
い
て
、
月
と
共
に
詠
ま
れ
て
も
、
影
の
薄
か
っ
た
星
で
あ
る
が
、
冬
の
景
色
の
中
に
そ
の
冴
え
わ
た
る
光
が
詠
ま
れ

る
な
ど
、
明
ら
か
に
注
目
を
浴
び
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
露
と
共
に
詠
ま
れ
る
な
ど
、
新
た
な
美
が
見
出
さ
れ
て
も

い
る
。

惟
明
親
王
の
祝
題
五
首
は
す
べ
て
視
覚
的
な
歌
と
し
て
読
め
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
言
及
し
た
通
り
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
惟
明
親
王
は
叙
景
歌
と
し
て
星
を
詠
む
と
い
う
鎌
倉
時
代
の
傾
向
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
加
え
て
、
星
の
林
や

星
の
宿
り
と
い
う
よ
う
な
慣
用
表
現
を
全
く
使
わ
ず
、
「
君
が
代
」
の
永
久
性
を
数
え
き
れ
ぬ
星
に
喩
え
る
と
い
う
新
し
い
発
想
で

祝
歌
を
詠
ん
だ
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
雑
部
は
、
構
成
や
配
列
と
い
う
点
で
は
四
季
部
や
恋
部
の
よ
う
な
傾
向
は
な
い
も
の
の
、
歌
材
や
詠
み

方
と
い
う
点
で
は
従
来
の
詠
み
方
や
同
時
代
の
傾
向
と
は
趣
を
異
に
す
る
歌
が
少
な
く
な
く
、
新
し
い
表
現
を
模
索
し
よ
う
と
す
る

親
王
の
和
歌
へ
の
関
心
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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『
和
歌
文
学
大
系

正
治
二
年
院
初
度
百
首
』
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
。
惟
明
親
王
歌
の
訳
注
は
木
下
華
子
氏
に
よ
る
。

（1）

49

久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）
、
項
目
執
筆
者
は
渡
邊
裕
美
子
氏
。

（2）

和
歌
文
学
大
系
で
は
、
こ
の
歌
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
に
補
注
を
付
し
て
い
る
。

（3）

漢
書
・
白
氏
六
帖
等
に
見
え
る
、
漢
の
武
帝
が
太
室
山
に
行
幸
し
た
際
、
万
歳
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
と
い
う
故
事
と
、

白
氏
六
帖
等
に
見
え
る
、
黄
河
が
千
年
に
一
度
澄
み
、
そ
の
時
聖
人
が
出
現
す
る
と
い
う
故
事
を
ふ
ま
え
る
。
後
鳥
羽
院

を
千
年
に
一
度
の
聖
人
と
称
え
る
意
を
込
め
る
。
当
該
歌
が
典
拠
と
す
る
故
事
は
、
「
水
遇
一
清
沙
月
影

山
称
万
歳
嶺

嵐
声
」
（
本
朝
無
題
詩
・
藤
原
知
房
）
、
「
山
の
嵐
万
世
よ
ば
ふ
声
を
つ
た
へ
、
池
の
水
も
千
歳
の
影
を
澄
ま
し
て
」
（
今
鏡

・
す
べ
ら
ぎ
の
上
・
初
春
）
な
ど
と
、
広
く
受
容
さ
れ
た
。
同
時
代
で
は
、
「
君
が
世
の
十
度
澄
む
べ
き
水
の
色
を
汲
み

て
知
り
け
る
山
の
声
か
な
」
（
千
五
百
番
歌
合
・
藤
原
有
家
）
な
ど
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

な
お
、
類
似
表
現
の
典
拠
の
一
つ
と
さ
れ
る
『
白
氏
六
帖
』
に
は
、
巻
第
二
「
河
四
十
」
に
、

見
一
清
於
千
年
〈
運
命
論

曰
黄
河
淸
聖
人
出
拾
遺
／
記
曰
河
千
年
一
淸
聖
王
之
大
瑞
〉

巻
第
十
一
「
銘
功
第
三
」
に
、

山
呼
萬
歳
〈
漢
武
時
禅
嵩
山
有
呼
萬
歳
之
／
聲
三
万
以
三
百
戸
封
爲
祠
戸
〉

と
あ
る
。
『
白
氏
六
帖
』
の
本
文
は
『
白
氏
六
帖
事
類
集
（
一
）
』
（
古
典
研
究
会
叢
書

漢
籍
之
部

第
四
十
巻
、
汲
古
書
院
、



田
仲
氏
は
「
惟
明
親
王
詠
の
主
要
先
行
典
拠
表
現
受
容
一
覧
」
（
『
中
世
前
期
の
歌
書
と
歌
人
』
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
一

（4）

二
月
）
の
中
で
、
惟
明
親
王
の
⑤
歌
の
「
本
歌
も
し
く
は
惟
明
が
そ
の
発
想
や
表
現
を
受
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
先
行
歌
」
と

し
て
、
千
載
集
所
収
の
式
子
内
親
王
歌
「
動
き
な
く
な
ほ
万
代
を
た
の
む
べ
き
は
こ
や
の
山
の
峰
の
松
陰
」
（
賀
・
六
二
五
）

を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
の
「
藐
姑
射
の
山
」
項
目
に
は
、
「
鎌
倉
初
期
の
新
古
今
歌
壇
に
お
い
て
は
、
後
鳥
羽
院

の
仙
洞
御
所
を
指
し
て
詠
む
こ
と
が
一
つ
の
流
行
に
な
っ
た
。
『
正
治
初
度
百
首
』
な
ど
こ
の
時
期
の
応
制
百
首
の
祝
部
で
は
、

年
齢
・
流
派
を
問
わ
ず
、
出
詠
歌
人
の
ほ
と
ん
ど
が
「
万
代
・
君
が
代
」
と
い
っ
た
語
と
と
も
に
藐
姑
射
の
山
を
詠
ん
で
院
の

治
世
を
寿
い
で
い
る
」
と
あ
る
（
項
目
執
筆
者
は
長
澤
さ
ち
子
氏
）
。

田
仲
洋
己
「
三
宮
惟
明
親
王
の
正
治
初
度
百
首
詠
に
つ
い
て
」
（
前
掲
『
中
世
前
期
の
歌
書
と
歌
人
』
、
初
出
は
『
岡
大
国
文
論

（5）

稿
』
三
四
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
。
な
お
、
注

に
引
い
た
よ
う
に
和
歌
文
学
大
系
も
補
注
で
触
れ
て
い
る
。

3

三
上
桂
子
「
和
歌
に
現
わ
れ
た
星
」
（
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
二
一
号
、
一
九
六
八
年
一
二
月
）

（6）

高
橋
弘
美
「
八
代
集
に
お
け
る
星
歌
小
考
」
（
『
大
阪
青
山
短
大
国
文
』
第
二
号
、
一
九
八
六
年
二
月
）

（7）

国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
十
一
代
集
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
拠
る
。

（8）
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二
〇
〇
八
年
三
月
）
、
『
同
（
二
）
』
（
同
四
十
一
巻
・
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）
に
拠
り
、
小
書
部
分
は
〈

〉
で
、
改

行
は
／
で
示
し
て
い
る
。



『
源
氏
物
語
』
の
引
用
は
、
阿
部
秋
生
他
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

源
氏
物
語
③
』
（
小
学
館
、
一
九
九
六

（9）

年
）
に
拠
る
。
引
用
に
は
括
弧
し
て
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
巻
数
と
頁
数
を
付
し
た
。

『
万
葉
集
』
巻
第
七
・
雑
歌
（
一
〇
七
二
）
や
拾
遺
集
巻
第
八
・
雑
上
に
も
入
首
。
伊
藤
博
氏
に
よ
っ
て
「
星
の
林
」
も
「
月

（10）

の
舟
」
も
漢
文
的
表
現
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
『
萬
葉
集
釋
注
四
』
一
九
九
六
年
八
月
、
集
英
社
）

坂
田
光
代
「
建
礼
門
院
右
京
大
夫
と
星
の
歌
」
（
『
玉
藻
』
四
〇
巻
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
）

（11）

前
掲
注

（12）

7

本
間
洋
一
注
釈
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
一
』
（
新
典
社
、
一
九
九
二
年
三
月
）
。
書
き
下
し
文
も
同
書
に
拠
る
。

（13）

吉
田
賢
抗
著
『
新
釈
漢
文
大
系

第

巻

論
語
』
（
明
治
書
院
、
一
九
七
六
年
二
月
）
。
書
き
下
し
文
も
同
書
に
拠
る
。

（14）

1

中
島
千
明
著
『
新
釈
漢
文
大
系

第

巻

文
選
（
賦
篇
）
上
』
（
明
治
書
院
、
一
九
七
七
年
一
月
）
。
書
き
下
し
文
も
同
書
に

（15）

79

拠
る
。

星
の
数
に
焦
点
を
当
て
た
詠
み
方
は
、
先
に
も
引
い
た
『
新
撰
和
歌
六
帖
』
の
星
題
の
一
首
、
「
く
る
る
ま
に
出
で
そ
ふ
星
の

（16）

か
ず
し
ら
ず
い
や
ま
し
に
の
み
な
る
お
も
ひ
か
な
（
三
四
二
）
」
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
星
の
数
を
数
え
る
こ
と
で
祝
意
を
表

す
例
と
し
て
は
、
先
掲
の
『
玉
葉
和
歌
集
』
の
「
天
つ
空
星
の
く
ら
ゐ
を
か
ぞ
へ
て
ぞ
行
末
と
ほ
き
御
代
は
し
ら
る
る
」
が
あ
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）
。
「
星
」
「
ほ
し
」
で
検
索
。
ま
た
、
新
古
今
集
ま

で
に
限
定
す
る
と
七
夕
歌
以
外
は
三
五
首
し
か
な
い
の
で
、
星
の
美
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
新
古
今
以
後
、
玉
葉
集
や

風
雅
集
の
頃
と
い
う
三
上
氏
の
指
摘
と
も
概
ね
合
致
す
る
。



前
掲
注

（17）

11
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り
、
次
の
『
白
河
殿
七
百
首
』
に
も
似
た
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

寄
星
祝

あ
き
ら
け
き
星
の
は
や
し
も
か
ぞ
へ
つ
つ
君
が
よ
は
ひ
の
有
か
ず
に
せ
ん

（
『
白
河
殿
七
百
首
』
・
雑
百
五
十
首
・
六
九
四
・
皇
后
宮
大
夫
）

『
白
川
殿
七
百
首
』
は
（
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
七
月
七
日
に
禅
林
寺
殿
（
白
川
殿
）
で
行
わ
れ
た
当
座
の
探
索
歌
会
。
詠

者
の
皇
后
宮
大
夫
は
花
山
院
師
継
。

こ
れ
ら
の
歌
は
、
惟
明
親
王
の
星
歌
を
踏
ま
え
た
も
の
と
見
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
は
い
え
、
『
玉
葉
和
歌

集
』
の
歌
も
『
白
河
殿
七
百
首
』
の
歌
も
「
星
の
く
ら
ゐ
」
や
「
星
の
は
や
し
」
と
い
う
定
型
句
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い
。

そ
の
点
で
も
惟
明
歌
の
新
鮮
さ
が
際
立
つ
の
で
あ
る
。

な
お
中
川
博
夫
氏
は
、
『
玉
葉
和
歌
集
』
の
歌
に
つ
い
て
、
「
天
つ
空
―
―
天
空
の
意
に
、
そ
れ
に
喩
え
ら
れ
る
皇
居
・
宮
中

の
意
を
重
ね
る
」
、
「
星
の
位
―
―
星
座
の
意
に
、
そ
れ
に
喩
え
ら
れ
る
群
臣
の
列
座
の
意
を
重
ね
る
」
と
注
を
付
し
、
「
天
空

の
星
座
、
そ
れ
に
同
じ
宮
殿
の
群
臣
の
列
座
を
数
え
る
こ
と
で
、
そ
の
数
の
多
さ
程
に
行
く
末
が
遥
か
に
遠
い
我
が
君
の
御
代

は
、
自
然
と
わ
か
る
の
だ
」
と
現
代
語
訳
し
て
い
る
。
「
天
空
の
星
座
、
そ
れ
に
同
じ
宮
殿
の
群
臣
の
列
座
を
数
え
る
」
と
い

う
解
釈
は
、
「
衆
星
」
の
意
に
か
な
り
近
い
と
思
わ
れ
る
（
『
和
歌
文
学
大
系

玉
葉
和
歌
集
（
上
）
』
明
治
書
院
、
二
〇
一

39

六
年
一
月
）
。



第
Ⅱ
部

『
千
五
百
番
歌
合
』
―
詠
作
の
方
法
―
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第
四
章

先
行
歌
摂
取
の
様
相

は
じ
め
に

『
千
五
百
番
歌
合
』
は
、
後
鳥
羽
院
が
正
治
百
首
の
初
度
、
後
度
に
続
い
て
下
命
し
た
第
三
度
百
首
を
歌
合
に
結
番
し
た
も
の
で
、

三
〇
名
の
歌
人
が
百
首
歌
を
各
詠
進
し
た
。
構
成
は
、
春
二
〇
首
・
夏
一
五
首
・
秋
二
〇
首
・
冬
一
五
首
・
祝
五
首
・
恋
一
五
首
・

雑
一
〇
首
で
、
そ
れ
ぞ
れ
春
（
一
～
四
）･

夏
（
一
～
三
）
・
秋
（
一
～
四
）
・
冬
（
一
～
三
）
・
祝
・
（
一
～
三
）
・
雑
（
一
・
二
）

に
分
け
、
各
七
五
番
を
単
位
と
し
て
二
〇
巻
一
五
〇
〇
番
に
結
番
し
、
歌
合
史
上
最
大
規
模
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

惟
明
親
王
に
と
っ
て
は
、
『
正
治
初
度
百
首
』
（
一
二
〇
〇
年
）
に
続
い
て
二
度
目
の
公
的
な
百
首
歌
へ
の
参
加
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
惟
明
親
王
の
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
百
首
歌
を
取
り
上
げ
具
体
的
に
論
じ
た
も
の
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。

唯
一
惟
明
親
王
の
『
千
五
百
番
歌
合
』
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
も
の
が
、
田
仲
氏
が
「
『
古
来
風
体
抄
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」

（1）

の
末
尾
に
付
し
た
「
惟
明
親
王
詠
の
主
要
先
行
典
拠
表
現
受
容
一
覧
」
で
、
こ
れ
は
『
正
治
初
度
百
首
』
・
『
千
五
百
番
歌
合
』
の

両
百
首
か
ら
「
惟
明
詠
の
本
歌
も
し
く
は
惟
明
が
そ
の
発
想
や
表
現
を
受
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
先
行
歌
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
二

つ
の
百
首
歌
か
ら
計
五
四
首
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
惟
明
親
王
が
先
行
歌
の
取
り
入
れ
に
積
極
的
だ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
親
王

が
ど
の
よ
う
に
先
行
歌
を
摂
取
し
て
詠
作
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
彼
の
和
歌
を
論
じ
る
上
で
欠
か
せ
な
い
こ
と

だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

田
仲
氏
の
一
覧
に
従
え
ば
『
千
五
百
番
歌
合
』
詠
に
つ
い
て
は
、
三
五
首
の
指
摘
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
田
仲
氏
は
歌
の
指
摘
を
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す
る
だ
け
に
留
ま
っ
て
お
り
、
か
つ
典
拠
作
品
の
指
摘
が
「
便
宜
上
、
主
に
先
行
勅
撰
集
・
万
葉
集
所
収
歌
に
限
っ
て
掲
出
」
と
す

る
な
ど
、
不
十
分
な
印
象
も
拭
え
ず
、
そ
の
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
詳
細
な
考
察
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
章
で
は
、
田
仲
氏
の
指
摘
す
る
『
千
五
百
番
歌
合
』
歌
三
五
首
を
対
象
と
し
、
親
王
が
『
千
五
百
番
歌
合
』
で
ど
の
よ

う
に
先
行
歌
を
摂
取
し
て
い
た
の
か
を
探
り
、
惟
明
親
王
の
先
行
歌
摂
取
の
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
嚆
矢
と
し
た
い
。

具
体
的
な
考
察
に
入
る
前
に
、
ま
ず
三
五
首
全
体
を
簡
単
に
概
観
し
て
お
く
。
ま
ず
、
部
立
別
の
内
訳
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
①

で
あ
る
。
ど
の
部
立
も
お
お
よ
そ
二
～
四
割
程
度
の
歌
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
数
の
上
か
ら
は
部
立
に
よ
る
偏
り
は
見
出
せ
な
い
。

唯
一
祝
部
が
全
五
首
の
う
ち
三
首
と
多
い
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
先
行
歌
を
受
容
し
た
歌
だ
と
判

断
し
が
た
い
も
の
が
複
数
あ
り
、
検
討
が
必
要
な
も
の
だ
と
い
え
る
。

次
に
典
拠
作
品
別
に
ま
と
め
た
も
の
が
表
②
で
あ
る
。
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
『
古
今
和
歌
集
』
が
際
立
っ
て
多
く
、
次

い
で
『
拾
遺
和
歌
集
』
、
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
『
金
葉
和
歌
集
』
と
続
く
。

田
仲
氏
は
「
三
宮
惟
明
親
王
歌
の
正
治
初
度
百
首
詠
に
つ
い
て
」
で
、
惟
明
親
王
の
正
治
百

（2）

首
に
つ
い
て
大
き
く
四
つ
の
傾
向
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
内
の
一
つ
が
「
漢
籍
や
王
朝
物

語
世
界
へ
の
志
向
」
で
あ
っ
た
が
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
三
五
首
に
限
っ
て
言
え
ば
、
物
語

取
り
の
歌
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
も
う
一
つ
の
「
同
時
代
・
近
時
代
の
歌
人
た
ち
の
表
現
を
取
り
入
れ
る
」
と
い
う
点
は
、

【表①】
春 8
夏 3
秋 8
冬 5
祝 3
恋 6
雑 2
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金
葉
集
や
千
載
集
を
典
拠
と
す
る
も
の
も
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
「
同
時
代
・
近
時
代
の
歌
人
た
ち
の
表
現
を
取
り
入
れ
る
」
と
い
う
特
徴
が
一
つ
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

渡
邉
裕
美
子
氏
は
、
俊
成
卿
女
の
「
千
五
百
番
歌
合
」
を
取
り
上
げ
、
同
時
代
歌
人
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か

（3）

を
考
察
し
、
「

．
発
想
、

．
詞
・
続
き
、

．
表
現
方
法
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
」
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
俊

1

2

3

成
卿
女
は
詞
や
発
想
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
擬
人
法
や
古
歌
摂
取
と
い
っ

た
表
現
方
法
に
至
る
ま
で
、
多
く
同
時
代
歌
人
の
先
行
歌
か
ら
学
ん
で
取
り
入

れ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
こ
れ
は
俊
成
卿
女
が
初
め

て
晴
の
場
で
発
表
し
た
百
首
歌
で
あ
っ
て
、
当
時
の
代
表
的
歌
人
を
網
羅
す
る

こ
の
歌
合
に
お
い
て
、
俊
成
卿
女
は
そ
れ
以
前
に
公
認
さ
れ
て
い
な
い
数
少
な

い
「
新
人
」
の
ひ
と
り
」
で
も
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

惟
明
親
王
も
正
治
～
建
仁
頃
は
ま
だ
二
十
歳
前
後
の
青
年
で
、
正
治
二
年
の
初
度
百
首
が
は
じ
め
て
の
公
の
場
へ
の
出
詠
だ
っ
た
。

同
時
期
に
催
さ
れ
た
『
千
五
百
番
歌
合
』
で
も
新
人
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
俊
成
に
養
育
さ
れ
歌
壇
で
活
躍
し
た

俊
成
卿
女
と
、
あ
く
ま
で
親
王
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
公
の
場
で
歌
を
詠
ま
な
く
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
惟
明
親
王
と
で
は
、
境
遇
が
全

く
異
な
る
が
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
に
新
人
歌
人
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
は
共
通
し
て
お
り
、
そ
の
詠
作
方
法
に
も
似
た
よ
う
な
傾

向
を
見
出
せ
る
可
能
性
は
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
惟
明
親
王
は
『
千
五
百
番
歌
合
』
詠
作
の
際
に
も
同
時
代
歌
人

【表②】
万葉集 2
古今集 18
後撰集 3
拾遺集 5
後拾遺集 4
詞花集 3
金葉集 4
千載集 1
日本書紀 1
源氏物語 1
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の
先
行
歌
を
通
し
て
、
古
歌
を
摂
取
し
詠
作
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
本
稿
で
は
、
こ
の
観
点
か
ら
田
仲
氏

が
指
摘
す
る
三
五
首
に
つ
い
て
、
改
め
て
検
討
し
て
い
く
。
な
お
、
次
頁
に
田
仲
氏
の
指
摘
す
る
惟
明
親
王
の
歌
三
五
首
を
一
覧
に

し
て
掲
げ
た
。
頭
に
振
っ
た
通
番
は
便
宜
上
私
に
振
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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【考察対象歌一覧】

通番 部立 番

1 春 一 いつしかと 雲井にはるや たちぬらん ゆきげをこめて かすむ空かな

2 三十 けふもなほ ゆきふるまつに おとづれて こゑうちそふる はるのはつかぜ

3 五十八 つのくにの なにはのはるを 見わたせば かすみをよする おきつしら浪

4 百七十 たづねつる 花にかはらぬ いろながら をられぬものは みねのしら雲

5 百八十四 よし野山 みねのさくらの さきしより はなによがれぬ たびねをぞする

6 二百廿六 かくしつつ いまひとしほや まさるらむ はるさめそそく 浦の浜松

7 二百五十五 さく花に こころをとめて かりがねの かへりわづらふ あけぼののこゑ

8 二百八十三 水むすぶ きしのやまぶき さきしより そこさへにほふ ゐでの玉河

9 夏 三百五十三 うの花の かきねつづきの ほととぎす 月かげわくる 夜半のしのびね

10 四百八十 まつかげの いは井の水の ゆふぐれを たづねぬ人や 秋をまつらん

11 五百廿二 けふのみと 夏をながむる あさぢはら すゑこす風の かたへすずしき

12 秋 五百三十六 きのふより をぎのした葉に かよひきて けさあらはるる 秋のはつかぜ

13 五百五十 あきたちて いくかもあらぬに あはれさを いつならひけん ゆふぐれの空

14 五百七十八 七夕の あかぬわかれの なみだゆゑ もみぢのはしや 色まさるらん

15 六百六 ちりぬれば かげもとまらず なりにけり 野ざはの水の はぎが花ずり

16 六百二十 ゆく人も とまらぬ野辺の 花すすき まねきかねてや つゆこぼるらん

17 六百七十六 はつかりは こしぢの雪を わけすぎて みやこの霧に いまぞなくなる

18 七百七十五 ゆきかよふ 人だにあらば とひてまし 山ぢのきくの ちよの気色を

19 八百十七 うちわびて ながむるそらの うき雲に こよひばかりの 秋風ぞふく

20 冬 八百八十七 まれにこし 都の人はかれはてて くさのとざしに あられふるなり

21 九百一 とふ人の ふみわけてける にはのゆきの あとをぞうづむ よはの月かげ

22 千 あらしふく やそうぢ川の なみのうへに この葉いざよふ せぜのあじろぎ

23 千廿八 はるちかき こほりのしたの さざなみは うちいでんことや 思ひたつらん

24 千四十二 けふまでは まだゆきふかき みよし野の 山のあなたに 春やきぬらん

25 祝 千五十六 さざれ石の いはほとならん ゆくすゑを ちたび見るべき 君とこそきけ

26 千七十 いくたびか 君が御代には めぐりあはん 月日の光 ちぢの春秋

27 千百十二 くもりなき あまてる神の みづがきに 君がちとせの かげうつるなり

28 恋 千百五十五 かくなんと いかでか人に もらすべき おもひしのぶの 山のした水

29 千百八十三 いまこんと ちぎりしほども としふりて のきはしのぶに 庭はあさぢに

30 千百九十七 たのまじと おもふものから くれごとに こころにかかる くものふるまひ

31 千二百廿五 ものおもふ こころのうちに やどりきぬ ふじのたかねも むろのやしまも

32 千二百六十七 こころこそ ひとかたならず まよひぬれ つりするあまの うけならねども

33 千三百三十七 いまこんの ちぎりはたえて なかなかに たのめぬ月ぞ よがれがちなる

34 雑 千三百九十四 なみのおと 風のひびきも なれながら いくよになりぬ まつがうらしま

35 千四百廿二 ふりにける みわのひばらに こととはん いくよの人か かざしをりけん
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第
一
節

古
歌
摂
取
の
様
相

本
節
で
は
、
直
接
古
歌
を
摂
取
し
て
い
る
と
見
な
せ
る
一
四
首
を
取
り
上
げ
る
。
以
下
、
先
に
惟
明
歌
を
そ
の
次
に
一
字
下
げ
で

指
摘
さ
れ
て
い
る
典
拠
歌
を
載
せ
る
。

つ
の
く
に
の
な
に
は
の
は
る
を
見
わ
た
せ
ば
か
す
み
を
よ
す
る
お
き
つ
し
ら
浪
（
春
・
五
十
八
番
・
一
一
六
）

3

（4）

正
月
ば
か
り
に
つ
の
く
に
に
は
べ
り
け
る
こ
ろ
人
の
も
と
に
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

こ
こ
ろ
あ
ら
む
人
に
み
せ
ば
や
つ
の
く
に
の
な
に
は
わ
た
り
の
は
る
の
け
し
き
を

（
後
拾
遺
集
巻
第
一
・
春
上
・
四
三
・
能
因
法
師
）

住
の
江
の
松
を
秋
風
吹
く
か
ら
に
こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る
お
き
つ
白
浪
（
古
今
集
巻
第
七
・
賀
歌
・
三
六
〇
）

う
の
花
の
か
き
ね
つ
づ
き
の
ほ
と
と
ぎ
す
月
か
げ
わ
く
る
夜
半
の
し
の
び
ね
（
夏
・
三
五
三
番
・
七
〇
五
）

9

卯
花
の
さ
け
る
か
き
ね
の
月
き
よ
み
い
ね
ず
き
け
と
や
な
く
ほ
と
と
ぎ
す
（
後
撰
集
巻
第
四
・
一
四
八
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

ま
つ
か
げ
の
い
は
井
の
水
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
を
た
づ
ね
ぬ
人
や
秋
を
ま
つ
ら
ん
（
夏
・
四
八
〇
番
・
九
五
九
）

10

河
原
院
の
い
づ
み
の
も
と
に
す
ず
み
侍
り
て

松
影
の
い
は
ゐ
の
水
を
む
す
び
あ
げ
て
夏
な
き
と
し
と
思
ひ
け
る
か
な
（
拾
遺
集
巻
第
二
・
夏
・
一
三
一
・
恵
慶
法
師
）

け
ふ
の
み
と
夏
を
な
が
む
る
あ
さ
ぢ
は
ら
す
ゑ
こ
す
風
の
か
た
へ
す
ず
し
き
（
夏
・
五
二
二
番
・
一
〇
四
三
）

11

み
な
月
の
つ
ご
も
り
の
日
よ
め
る
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夏
と
秋
と
行
き
か
ふ
そ
ら
の
か
よ
ひ
ぢ
は
か
た
へ
す
ず
し
き
風
や
ふ
く
ら
む
（
古
今
集
巻
第
三
・
夏
歌
・
一
六
八
・
み
つ
ね
）

ふ
り
に
け
る
み
わ
の
ひ
ば
ら
に
こ
と
と
は
ん
い
く
よ
の
人
か
か
ざ
し
を
り
け
ん
（
雑
・
一
四
二
二
番
・
二
八
四
五
）

35

詠
葉

い
に
し
へ
に
有
り
け
む
人
も
わ
が
ご
と
や
み
わ
の
ひ
ば
ら
に
か
ざ
し
折
り
け
ん

（
拾
遺
集
巻
第
八
・
雑
上
・
四
九
一
・
人
ま
ろ
／
万
葉
集
巻
七
）

右
に
挙
げ
た
五
首
は
い
ず
れ
も
元
歌
と
似
通
っ
た
詞
続
き
や
情
景
の
歌
と
な
っ
て
い
る
。

の
上
句
は
後
拾
遺
集
歌
の
下
句
と
類

3

似
し
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、

で
も
、
後
撰
集
歌
は
卯
の
花
が
咲
く
垣
根
を
月
が
照
ら
す
情
景
と
、
そ
こ
に
鳴
く
時
鳥
が
詠
ま
れ
、

9

惟
明
歌
で
も
「
う
の
花
の
か
き
ね
つ
づ
き
」
「
時
鳥
」
「
月
か
げ
」
「
し
の
び
ね
」
と
似
た
よ
う
な
詞
が
並
び
、
似
た
よ
う
な
情
景
が

詠
ま
れ
る
。

で
は
上
句
が
ほ
ぼ
一
致
し
、

は
、
晩
夏
の
歌
で
あ
る
こ
と
、
下
句
が
「
か
た
へ
す
ず
し
き
風
」
「
風
の
か
た
へ
す

10

11

ず
し
き
」
と
似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

の
歌
も
拾
遺
集
歌
と
表
現
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

35

ゆ
き
か
よ
ふ
人
だ
に
あ
ら
ば
と
ひ
て
ま
し
山
ぢ
の
き
く
の
ち
よ
の
気
色
を
（
秋
・
七
七
五
番
・
一
五
四
九
）

18

仙
宮
に
菊
を
わ
け
て
人
の
い
た
れ
る
か
た
を
よ
め
る

ぬ
れ
て
ほ
す
山
ぢ
の
菊
の
つ
ゆ
の
ま
に
い
つ
か
ち
と
せ
を
我
は
へ
に
け
む

（
古
今
集
巻
第
五
・
秋
歌
下
・
二
七
三
・
素
性
法
師
）

も
の
お
も
ふ
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
や
ど
り
き
ぬ
ふ
じ
の
た
か
ね
も
む
ろ
の
や
し
ま
も
（
恋
・
一
二
二
五
番
・
二
四
四
九
）

31

題
不
知
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い
か
で
か
は
お
も
ひ
あ
り
と
も
し
ら
す
べ
き
む
ろ
の
や
し
ま
の
け
ぶ
り
な
ら
で
は

（
詞
花
集
巻
第
七
・
恋
上
・
一
八
八
・
藤
原
実
方
朝
臣
）

題
不
知

む
ね
は
ふ
じ
そ
で
は
き
よ
み
が
せ
き
な
れ
や
け
ぶ
り
も
な
み
も
た
た
ぬ
ひ
ぞ
な
き

（
詞
花
集
巻
第
七
・
恋
上
・
二
一
三
・
平
祐
挙
）

こ
こ
ろ
こ
そ
ひ
と
か
た
な
ら
ず
ま
よ
ひ
ぬ
れ
つ
り
す
る
あ
ま
の
う
け
な
ら
ね
ど
も
（
恋
・
一
二
六
七
番
・
二
五
三
三
）

32

伊
勢
の
海
に
つ
り
す
る
あ
ま
の
う
け
な
れ
や
心
ひ
と
つ
を
定
め
か
ね
つ
る

（
古
今
集
巻
第
十
一
・
恋
歌
一
・
五
〇
九
・
読
人
し
ら
ず
）

右
の
三
首
は
い
ず
れ
も
判
詞
に
元
歌
の
指
摘
が
あ
る
。

は
「
山
ぢ
の
き
く
ゆ
き
か
よ
ふ
人
な
き
よ
し
は
仙
家
の
心
に
や
侍
ら

18

ん
、
」
と
も
あ
る
よ
う
に
、
古
今
集
歌
を
踏
ま
え
て
「
ち
よ
の
気
色
を
」
と
詠
む
。

で
は
、
詞
花
集
歌
が
二
首
指
摘
さ
れ
て
い
る

31

が
、
こ
れ
ら
の
歌
を
直
接
摂
取
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
恋
歌
の
中
で
多
く
詠
ま
れ
て
き
た
恋
に
焦
が
れ
る
象
徴
と
し
て
の
富
士
、
室

の
八
島
を
踏
ま
え
て
詠
ん
だ
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
判
詞
に
は
「
右
歌
は
、
思
ひ
に
か
か
る
心
に
、
ふ
じ
の
ね
、
む

ろ
の
や
し
ま
を
と
も
に
や
ど
さ
れ
た
る
、
め
づ
ら
し
く
、
た
く
ま
し
き
風
情
な
り
、
う
た
が
ひ
な
き
勝
に
定
め
ら
れ
侍
る
べ
し
」
と

あ
り
、
判
詞
通
り
「
ふ
じ
の
ね
、
む
ろ
の
や
し
ま
」
を
共
に
詠
ん
で
い
る
例
は
他
に
な
く
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
斬
新
さ
が
「
た
く

ま
し
き
風
情
な
り
」
と
称
さ
れ
「
う
た
が
ひ
な
き
勝
に
定
め
ら
れ
侍
る
べ
し
」
と
評
価
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

は
、
判
詞
に
「
右

32

歌
は
、
い
せ
の
う
み
に
つ
り
す
る
あ
ま
の
う
け
な
れ
や
こ
こ
ろ
ひ
と
つ
を
さ
だ
め
か
ね
つ
る
、
と
侍
る
歌
に
あ
ま
り
に
た
が
は
ず
や
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侍
ら
ん
、
も
と
す
ゑ
の
詞
の
と
り
ち
が
へ
ら
れ
て
侍
る
ば
か
り
に
こ
そ
（
後
略
）
」
と
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
今
集
歌

の
上
句
と
下
句
を
ほ
ぼ
入
れ
替
え
た
だ
け
の
稚
拙
な
も
の
だ
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
歌
を
直
接
摂
取
し
て
い
る
も
の
は
表
現
や
詞
続
き
、
構
造
が
ほ
ぼ
似
通
っ
て
い
る
、
い
っ
て
し
ま
え
ば
平
凡
な

歌
も
多
々
見
受
け
ら
れ
た
。
田
仲
氏
は
惟
明
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
詠
の
特
徴
の
一
つ
に
先
行
歌
の
発
想
や
詞
続
き
を
無
造
作

に
取
り
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
歌
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
で
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
に
あ
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
単
純
に
古
歌
の
表
現
を
取
り
入
れ
た
歌
ば
か
り
で
は
な
く
、
富
士
と
室
の
八
島
を
一
首
の
内

に
詠
み
込
ん
だ

の
よ
う
に
、
工
夫
の
跡
が
窺
え
る
例
も
あ
る
。

31

た
づ
ね
つ
る
花
に
か
は
ら
ぬ
い
ろ
な
が
ら
を
ら
れ
ぬ
も
の
は
み
ね
の
し
ら
雲
（
春
・
一
七
〇
番
・
三
四
〇
）

4

水
の
ほ
と
り
に
梅
花
さ
け
り
け
る
を
よ
め
る

春
ご
と
に
な
が
る
る
河
を
花
と
見
て
を
ら
れ
ぬ
水
に
袖
や
ぬ
れ
な
む
（
古
今
集
巻
第
一
・
春
上
・
四
三
・
伊
勢
）

あ
ら
し
ふ
く
や
そ
う
ぢ
川
の
な
み
の
う
へ
に
こ
の
葉
い
ざ
よ
ふ
せ
ぜ
の
あ
じ
ろ
ぎ
（
冬
・
一
〇
〇
〇
番
・
一
九
九
九
）

22

柿
本
朝
臣
人
麿
従
近
江
国
上
来
時
至
宇
治
河
辺
作
歌
一
首

も
の
の
ふ
の
や
そ
う
ぢ
か
は
の
あ
じ
ろ
き
に
い
さ
よ
ふ
な
み
の
ゆ
く
へ
し
ら
ず
も
（
万
葉
集
巻
第
三
・
雑
歌
・
二
六
四
）

は
つ
か
り
は
こ
し
ぢ
の
雪
を
わ
け
す
ぎ
て
み
や
こ
の
霧
に
い
ま
ぞ
な
く
な
る
（
秋
・
六
七
六
番
・
一
三
五
一
）

17

春
霞
か
す
み
て
い
に
し
か
り
が
ね
は
今
ぞ
な
く
な
る
秋
ぎ
り
の
う
へ
に

（
古
今
集
巻
第
四
・
秋
歌
上
・
二
一
〇
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
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と
ふ
人
の
ふ
み
わ
け
て
け
る
に
は
の
ゆ
き
の
あ
と
を
ぞ
う
づ
む
よ
は
の
月
か
げ
（
冬
・
九
〇
一
番
・
一
八
〇
一
）

21

わ
が
や
ど
は
雪
ふ
り
し
き
て
み
ち
も
な
し
ふ
み
わ
け
て
と
ふ
人
し
な
け
れ
ば

（
古
今
集
巻
第
六
・
冬
歌
・
三
二
二
・
読
人
し
ら
ず
）

は
る
ち
か
き
こ
ほ
り
の
し
た
の
さ
ざ
な
み
は
う
ち
い
で
ん
こ
と
や
思
ひ
た
つ
ら
ん
（
冬
・
一
〇
二
八
番
・
二
〇
五
五
）

23

寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
う
た
あ
は
せ
の
う
た

谷
風
に
と
く
る
こ
ほ
り
の
ひ
ま
ご
と
に
う
ち
い
づ
る
浪
や
春
の
は
つ
花
（
古
今
集
巻
第
一
・
春
歌
上
・
一
二
・
源
ま
さ
ず
み
）

の
典
拠
の
古
今
集
歌
で
は
「
を
ら
れ
ぬ
水
」
が
水
面
に
映
っ
た
花
を
指
し
て
い
る
の
対
し
、
惟
明
歌
で
は
「
を
ら
れ
ぬ
も
の
」

4
と
詞
を
少
し
変
え
、
さ
ら
に
指
し
て
い
る
も
の
も
花
と
同
じ
色
の
白
雲
に
な
っ
て
い
る
。
同
様
の
例
が

で
、
元
の
万
葉
集
歌
と
ほ

22

ぼ
同
じ
よ
う
な
詞
続
き
に
な
っ
て
い
る
が
、
万
葉
集
歌
で
は
「
い
さ
よ
ふ
な
み
」
と
波
が
た
ゆ
た
っ
て
い
る
様
子
を
詠
ん
で
い
る
の

に
対
し
、
惟
明
歌
で
は
「
こ
の
葉
い
ざ
よ
ふ
」
と
川
の
上
に
散
っ
た
木
の
葉
が
た
ゆ
た
っ
て
い
る
情
景
に
詠
み
替
え
ら
れ
て
い
る
。

は
、
典
拠
の
古
今
集
歌
で
は
春
霞
（
帰
雁
）
と
秋
霧
（
初
雁
）
の
対
比
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
惟
明
歌
で
は
初
雁
を
歌

17い
、
越
路
の
雪
と
都
の
霧
を
対
比
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
「
み
や
こ
の
霧
」
は
こ
れ
以
前
に
例
を
見
な
い
表
現
で
あ
り
、
惟
明
親
王
独

自
の
表
現
だ
と
い
え
る
。
次
の

で
は
、
元
の
古
今
集
歌
が
「
ふ
み
わ
け
て
と
ふ
人
し
な
け
れ
ば
」
と
そ
も
そ
も
訪
れ
る
人
が
い
な

（5）

21

く
て
「
み
ち
も
な
」
か
っ
た
情
景
が
、
惟
明
歌
で
は
「
と
ふ
人
の
ふ
み
わ
け
て
け
る
」
と
過
去
表
現
を
用
い
、
「
ゆ
き
の
あ
と
を
ぞ

う
づ
む
」
と
、
訪
う
人
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
情
景
へ
と
詠
み
替
え
ら
れ
て
い
る
。

で
は
元
の
古
今
集
歌
が
春
の
歌
と
し
て
雪
解

23
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け
を
詠
ん
だ
叙
景
歌
で
あ
る
の
に
対
し
、
惟
明
歌
は
冬
歌
と
し
て
歳
暮
を
詠
み
、
氷
の
下
の
波
を
擬
人
化
し
て
詠
ん
で
い
る
。

以
上
の
五
首
の
よ
う
に
、
典
拠
と
し
た
歌
の
表
現
や
情
景
、
主
題
を
変
え
る
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
歌
も
複
数
見
出
せ
た
。

ま
た
、
次
の
一
首
は
、
田
仲
氏
の
指
摘
す
る
歌
だ
け
で
は
な
く
、
別
の
古
歌
も
参
考
に
し
て
詠
作
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

か
く
し
つ
つ
い
ま
ひ
と
し
ほ
や
ま
さ
る
ら
む
は
る
さ
め
そ
そ
く
浦
の
浜
松
（
春
・
二
二
六
番
・
四
五
二
）

6

寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
に
よ
め
る

と
き
は
な
る
松
の
み
ど
り
も
春
く
れ
ば
今
ひ
と
し
ほ
の
色
ま
さ
り
け
り

（
古
今
集
巻
第
一
・
春
歌
上
・
二
四
・
源
む
ね
ゆ
き
の
朝
臣
）

傍
線
を
引
い
た
箇
所
が
古
今
集
宗
于
歌
に
類
似
し
て
い
る
の
は
疑
い
な
い
。
一
方
で
、
波
線
部
は
次
の
古
今
集
貫
之
歌
に
類
似
表

現
が
見
ら
れ
る
。

歌
た
て
ま
つ
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
時
に
よ
み
て
た
て
ま
つ
れ
る

わ
が
せ
こ
が
衣
は
る
さ
め
ふ
る
ご
と
に
の
べ
の
み
ど
り
ぞ
い
ろ
ま
さ
り
け
る
（
古
今
集
巻
第
一
・
春
歌
上
・
二
五
・
つ
ら
ゆ
き
）

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
宗
于
歌
と
右
の
貫
之
歌
は
古
今
集
で
は
隣
り
合
っ
た
配
列
と
な
っ
て
い
る
。

の
歌
は
、
惟
明
親
王
が

6

二
首
の
古
今
集
歌
か
ら
表
現
を
摂
取
し
て
作
歌
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節

近
時
代
・
同
時
代
歌
摂
取
の
様
相
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本
節
で
は
近
時
代
や
同
時
代
歌
人
の
歌
を
踏
ま
え
た
上
で
詠
作
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
歌
を
考
察
し
て
い
く
。
一
九
首
が
こ
こ
に

該
当
す
る
と
見
な
し
た
が
、
さ
ら
に
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

一

ま
ず
は
、
古
歌
の
表
現
と
同
時
代
の
表
現
を
一
首
に
取
り
入
れ
て
い
る
と
思
し
き
例
で
あ
る
。

け
ふ
も
な
ほ
ゆ
き
ふ
る
ま
つ
に
お
と
づ
れ
て
こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る
は
る
の
は
つ
か
ぜ(

春
・
三
十
番
・
六
〇)

2

（
内
侍
の
か
み
の
右
大
将
ふ
ぢ
は
ら
の
朝
臣
の
四
十
賀
し
け
る
時
に
、
四
季
の
ゑ
か
け
る
う
し
ろ
の
屏
風
に
か
き
た
り
け

る
う
た
）

秋

住
の
江
の
松
を
秋
風
吹
く
か
ら
に
こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る
お
き
つ
白
浪
（
古
今
集
巻
第
七
・
賀
歌
・
三
六
〇
）

松
に
風
や
波
が
「
こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る
」
と
い
う
構
造
は
、
古
今
集
歌
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
「
春
の
初
風
」
が
松
に
訪
れ
る
と
い

う
構
造
は
、

た
け
く
ま
の
松
に
や
お
と
を
た
て
そ
め
て
今
朝
は
都
の
春
の
初
風
（
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
・
春
・
五
番
・
一
〇
・
雅
経
）

に
類
似
す
る
。
「
春
の
初
風
」
が
結
句
に
置
か
れ
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。

ま
れ
に
こ
し
都
の
人
は
か
れ
は
て
て
く
さ
の
と
ざ
し
に
あ
ら
れ
ふ
る
な
り
（
冬
・
八
八
七
番
・
一
七
七
三
）

20
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女
の
も
と
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
、
か
ど
を
さ
し
て
あ
け
ざ
り
け
れ
ば
ま
か
り
か
へ
り
て
、
あ
し
た
に
つ
か
は
し
け
る

秋
の
夜
の
草
の
と
ざ
し
の
わ
び
し
き
は
あ
く
れ
ど
あ
け
ぬ
物
に
ぞ
有
り
け
る

（
後
撰
集
巻
第
十
三
・
恋
五
・
八
九
九
・
兼
輔
朝
臣
）

立
ち
と
ま
り
霧
の
ま
が
き
の
過
ぎ
う
く
は
草
の
と
ざ
し
に
さ
は
り
し
も
せ
じ（

『
源
氏
物
語
』
若
紫
巻
・
六
七
・
忍
び
所
の
女
）

「
草
の
と
ざ
し
」
と
い
う
語
句
は
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
後
撰
集
歌
や
『
源
氏
物
語
』
の
歌
以
来
よ
く
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。

惟
明
歌
の
（
山
里
に
）
～
「
あ
ら
れ
ふ
る
」
と
い
う
構
造
は
『
和
泉
式
部
続
集
』
や
『
玄
玉
和
歌
集
』
の
歌
に
見
ら
れ
る
。

（
冬
の
は
じ
め
）

み
や
ま
べ
に
雪
や
降
る
ら
ん
外
山
な
る
し
ば
の
い
ほ
り
に
あ
ら
れ
ふ
る
な
り
（
『
和
泉
式
部
続
集
』
・
五
二
一
）

（
山
家
の
心
を
）

山
里
は
と
は
ぬ
人
を
ぞ
う
ら
み
つ
る
く
ず
の
か
れ
葉
に
霰
ふ
る
な
り

（
『
玄
玉
和
歌
集
』
巻
第
三
・
天
地
歌
下
・
三
四
六
・
三
位
中
将
公
衡
）

特
に
『
玄
玉
和
歌
集
』
歌
の
方
は
、
訪
う
人
が
い
な
い
、
「
枯
れ
」
と
「
離
れ
」
の
掛
詞
な
ど
、
使
わ
れ
て
い
る
表
現
も
類
似
し

て
い
る
。

か
く
こ
ふ
と
い
か
で
か
人
に
も
ら
す
べ
き
お
も
ひ
し
の
ぶ
の
山
の
し
た
水
（
恋
・
一
一
五
五
番
・
二
三
〇
九)

28

（6）
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葦
引
の
山
し
た
水
の
こ
が
く
れ
て
た
ぎ
つ
心
を
せ
き
ぞ
か
ね
つ
る
（
古
今
集
巻
第
十
一
・
恋
歌
一
・
四
九
一
・
読
人
し
ら
ず
）

「
山
し
た
水
」
も
古
今
集
歌
以
来
忍
恋
で
よ
く
詠
ま
れ
た
表
現
だ
。
「
山
の
し
た
水
」
と
「
も
ら
す
」
を
組
み
合
わ
せ
た
例
と
し

て
は
『
久
安
百
首
』
の
歌
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

岩
間
行
く
山
の
下
水
せ
き
わ
び
て
も
ら
す
心
の
ほ
ど
を
し
ら
な
ん

（
久
安
百
首
・
恋
二
十
首
・
一
一
六
三
・
上
西
門
院
兵
衛
／
千
載
集
巻
第
十
一
・
恋
歌
一
）

以
上
の
三
首
は
、
古
歌
以
来
の
語
句
と
近
い
時
代
の
他
の
歌
に
見
ら
れ
る
表
現
を
一
首
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
語
句
や
表
現
レ
ベ
ル
で
の
摂
取
に
留
ま
っ
て
い
る
。

二

次
に
、
近
時
代
や
同
時
代
の
歌
の
表
現
を
踏
ま
え
て
詠
作
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
で
あ
る
。

い
つ
し
か
と
雲
井
に
は
る
や
た
ち
ぬ
ら
ん
ゆ
き
げ
を
こ
め
て
か
す
む
空
か
な
（
春
・
一
番
・
二
）

1

（
堀
河
院
の
御
時
百
首
歌
め
し
け
る
に
立
春
の
心
を
よ
み
侍
り
け
る
）

い
つ
し
か
と
あ
け
ゆ
く
そ
ら
の
か
す
め
る
は
あ
ま
の
と
よ
り
や
春
は
た
つ
ら
ん

（
金
葉
集
二
度
本
巻
第
一
・
春
部
・
三
・
藤
原
顕
仲
朝
臣
）

の
歌
は
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
金
葉
集
歌
を
直
接
踏
ま
え
た
と
い
う
よ
り
は
、
次
に
掲
げ
る
正
治
百
首
の
二
首
か
ら
詞
を
取
り
入

1
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れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
つ
し
か
と
大
う
ち
山
の
か
す
め
る
は
雲
ゐ
に
春
や
た
ち
は
じ
む
ら
ん
（
『
正
治
初
度
百
首
』
・
春
・
五
〇
四
・
通
親
）

晴
れ
や
ら
ぬ
心
の
そ
ら
の
あ
さ
霞
雪
げ
を
こ
め
て
は
る
め
き
に
け
り
（
『
正
治
後
度
百
首
』
・
春
・
霞
・
六
〇
二
・
鴨
長
明
）

通
親
歌
の
下
句
は
当
該
歌
の
二
句
目
・
三
句
目
と
完
全
に
一
致
し
、
長
明
歌
の
二
句
目
以
降
は
当
該
歌
の
下
句
に
ほ
ぼ
一
致
し
、

ま
さ
に
同
時
代
歌
人
の
詠
を
切
り
貼
り
し
て
作
っ
た
よ
う
な
歌
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
こ
の
歌
の
判
詞
で
「
右
歌
も
な
だ
ら
か

に
は
侍
る
を
、
雲
井
と
そ
ら
と
は
お
な
じ
こ
と
に
や
侍
ら
ん
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
重
複
表
現
に
な
っ
て
し
ま
い
安
易
か

つ
稚
拙
な
印
象
は
拭
え
な
い
。

水
む
す
ぶ
き
し
の
や
ま
ぶ
き
さ
き
し
よ
り
そ
こ
さ
へ
に
ほ
ふ
ゐ
で
の
玉
河
（
春
・
二
八
三
番
・
五
六
五
）

8

水
辺
款
冬
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を
よ
め
る

よ
し
野
川
き
し
の
や
ま
ぶ
き
さ
き
ぬ
れ
ば
そ
こ
に
ぞ
ふ
か
き
色
は
み
え
け
る

（
千
載
集
巻
二
・
春
歌
下
・
一
一
四
・
藤
原
範
綱
）

は
千
載
集
歌
と
非
常
に
似
通
っ
た
詞
続
き
に
な
っ
て
い
る
が
、
水
底
に
映
っ
た
山
吹
の
花
を
詠
む
趣
向
は

8

よ
し
の
河
の
ほ
と
り
に
山
ぶ
き
の
さ
け
り
け
る
を
よ
め
る

吉
野
河
岸
の
山
吹
ふ
く
か
ぜ
に
そ
こ
の
影
さ
へ
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
（
古
今
集
巻
第
二
・
春
歌
下
・
一
二
四
・
つ
ら
ゆ
き
）

の
よ
う
に
、
古
今
集
の
頃
か
ら
す
で
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
趣
向
を
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
千
載
集
歌
や
他
に
も
『
御
室
五
十
首
』
の

影
う
つ
す
ゐ
で
の
玉
河
そ
こ
す
み
て
八
重
に
や
へ
そ
ふ
山
吹
の
は
な
（
詠
五
十
首
和
歌
・
二
六
一
・
釈
阿
）
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な
ど
の
同
時
代
歌
を
参
考
に
し
て
詠
ん
だ
歌
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
そ
こ
さ
へ
に
ほ
ふ
」
と
い
う
表
現
は
多
く
藤
波
と
共
に

詠
ま
れ
て
お
り
、
山
吹
の
花
に
用
い
た
点
に
は
惟
明
親
王
の
趣
向
が
垣
間
見
え
る
。

七
夕
の
あ
か
ぬ
わ
か
れ
の
な
み
だ
ゆ
ゑ
も
み
ぢ
の
は
し
や
色
ま
さ
る
ら
ん
（
秋
・
五
七
八
番
・
一
一
五
五
）

14

七
夕
の
後
朝
の
心
を
よ
め
る

た
な
ば
た
の
あ
か
ぬ
わ
か
れ
の
な
み
だ
に
や
は
な
の
か
つ
ら
も
つ
ゆ
け
か
る
ら
ん

（
金
葉
集
二
度
本
巻
第
三
・
秋
部
・
一
六
五
・
皇
后
宮
権
大
夫
師
時
）

の
上
句
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
金
葉
集
歌
に
一
致
す
る
が
、
下
句
の
紅
葉
の
橋
を
染
め
る
と
い
う
発
想
は
『
正
治
初
度
百
首
』
の

14
寂
蓮
歌
な
ど
か
ら
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

七
夕
言
志

た
な
ば
た
は
わ
た
り
も
や
ら
じ
あ
ま
の
河
紅
葉
の
橋
の
ふ
ま
ば
を
し
さ
に
（
『
清
輔
集
』
・
秋
・
一
〇
三
）

七
夕
の
物
お
も
ふ
袖
や
あ
ま
の
川
紅
葉
の
橋
を
時
雨
そ
め
け
ん
（
『
正
治
初
度
百
首
』
・
秋
・
一
六
四
〇
・
寂
蓮
）

寂
蓮
の
歌
が
時
雨
で
染
ま
る
と
詠
む
の
に
対
し
、
惟
明
歌
は
別
れ
の
涙
で
色
ま
さ
る
と
詠
ん
で
い
る
点
に
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

う
ち
わ
び
て
な
が
む
る
そ
ら
の
う
き
雲
に
こ
よ
ひ
ば
か
り
の
秋
風
ぞ
ふ
く
（
秋
・
八
一
七
番
・
一
六
三
三
）

19

郁
芳
門
院
の
ね
あ
は
せ
に
恋
の
心
を
よ
め
る

恋
ひ
わ
び
て
な
が
む
る
そ
ら
の
う
き
雲
や
わ
が
し
た
も
え
の
け
ぶ
り
な
る
ら
ん

（
金
葉
集
二
度
本
・
巻
第
八
・
恋
部
下
・
四
三
五
・
周
防
内
侍
）
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も
金
葉
集
歌
と
上
句
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
「
な
が
む
る
そ
ら
の
う
き
雲
」
と
い
う
表
現
は
他
に
も

19
冬
来
ぬ
と
な
が
む
る
空
の
浮
雲
の
行
へ
は
や
が
て
し
ぐ
れ
な
り
け
り
（
『
御
室
五
十
首
』
・
冬
七
首
・
四
八
一
・
寂
蓮
）

な
ど
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
下
句
も
『
玄
玉
和
歌
集
』
に

九
月
尽
の
日
も
の
に
ま
か
れ
り
け
る
に
、
旅
の
と
ま
り
も
哀
に
覚
え
て
侍
り
け
れ
ば

草
枕
こ
よ
ひ
ば
か
り
の
秋
風
に
こ
と
わ
り
な
り
や
露
の
こ
ぼ
る
る

（
『
玄
玉
和
歌
集
』
巻
第
五
・
時
節
歌
下
・
四
三
三
・
民
部
卿
成
範
卿
）

と
い
う
歌
が
あ
り
、
当
該
歌
は
複
数
の
同
時
代
歌
か
ら
表
現
を
取
り
入
れ
て
詠
ん
だ
歌
だ
と
言
え
る
。

次
の
歌
は
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
歌
で
は
な
く
別
の
歌
を
踏
ま
え
て
詠
ん
だ
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
し
野
山
み
ね
の
さ
く
ら
の
さ
き
し
よ
り
は
な
に
よ
が
れ
ぬ
た
び
ね
を
ぞ
す
る
（
春
・
一
八
四
番
・
三
六
八
）

5

花
薫
風
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

よ
し
の
や
ま
み
ね
の
さ
く
ら
や
さ
き
ぬ
ら
ん
ふ
も
と
の
さ
と
に
に
ほ
ふ
は
る
か
ぜ

（
金
葉
集
二
度
本
巻
第
一
・
春
部
・
二
九
・
藤
原
忠
通
）

修
行
し
あ
り
か
せ
給
け
る
に
、
桜
花
の
さ
き
た
り
け
る
し
た
に
や
す
ま
せ
給
て
よ
ま
せ
給
け
る

こ
の
も
と
を
す
み
か
と
す
れ
ば
お
の
づ
か
ら
は
な
み
る
人
と
な
り
ぬ
べ
き
か
な

（
詞
花
集
巻
第
九
・
雑
上
・
二
七
六
・
花
山
院
御
製
）

は
『
金
葉
和
歌
集
』
、
『
詞
花
和
歌
集
』
の
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
金
葉
集
歌
は
上
句
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
旅

5
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寝
や
夜
離
れ
と
い
っ
た
歌
意
を
考
え
れ
ば
む
し
ろ

さ
く
ら
ば
な
さ
か
り
に
な
れ
ば
芳
野
山
ふ
も
と
の
さ
と
に
旅
ね
を
ぞ
す
る

（
『
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌
合
』
・
右
・
右
京
大
夫
殿
下
女
房
・
八
）

は
な
の
し
た
の
た
び
の
と
ま
り

ふ
る
さ
と
の
い
も
や
さ
く
ら
を
ね
た
む
ら
ん
は
な
ゆ
ゑ
わ
れ
に
よ
が
れ
し
ぬ
と
て
（
『
有
房
集
』
・
三
一
）

の
二
首
が
類
歌
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
『
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌
合
』
歌
は
、
発
想
や
詞
続
き
が
か
な
り
類
似
し
て
お
り
、
ま

た
結
句
に
「
た
び
ね
を
ぞ
す
る
」
と
い
う
表
現
を
置
い
て
い
る
の
が
共
通
す
る
。

さ
く
花
に
こ
こ
ろ
を
と
め
て
か
り
が
ね
の
か
へ
り
わ
づ
ら
ふ
あ
け
ぼ
の
の
こ
ゑ
（
春
・
二
五
五
番
・
五
〇
九
）

7

帰
雁
を
よ
め
る

は
る
が
す
み
た
つ
を
見
す
て
て
ゆ
く
か
り
は
花
な
き
さ
と
に
す
み
や
な
ら
へ
る
（
古
今
集
巻
第
一
・
春
歌
上
・
三
一
・
伊
勢
）

古
今
集
歌
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
歌
意
や
構
造
か
ら
は
次
の

い
ま
は
と
て
た
の
む
の
か
り
も
う
ち
わ
び
ぬ
お
ぼ
ろ
月
夜
の
あ
け
ぼ
の
の
空
（
『
六
百
番
歌
合
』
・
三
十
番
・
一
二
〇
・
寂
蓮
）

を
踏
ま
え
て
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
六
首
は
、
古
歌
を
摂
取
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
近
時
代
や
同
時
代
に
詠
ま
れ
た
表
現
を
用
い
て
詠
ん
だ
と
解
釈
す
る
の
が

適
当
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
先
行
歌
の
表
現
を
切
り
貼
り
し
た
だ
け
の
も
の
も
あ
っ
た
が
、
詞
や
表
現
の
新
し
い
組
み
合
わ

せ
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
、
惟
明
親
王
の
創
意
工
夫
の
よ
う
な
も
の
も
感
じ
取
れ
る
。
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き
の
ふ
よ
り
を
ぎ
の
し
た
葉
に
か
よ
ひ
き
て
け
さ
あ
ら
は
る
る
秋
の
は
つ
か
ぜ
（
秋
・
五
三
六
番
・
一
〇
七
一
）

12

延
喜
御
時
御
屏
風
に

荻
の
葉
の
そ
よ
ぐ
お
と
こ
そ
秋
風
の
人
に
し
ら
る
る
始
な
り
け
れ
（
拾
遺
集
巻
第
三
・
秋
・
一
三
九
・
つ
ら
ゆ
き
）

で
詠
ま
れ
て
い
る
荻
の
葉
に
秋
の
初
風
が
吹
く
と
い
う
歌
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
拾
遺
集
歌
以
来
和
歌
史
の
中
で
多
く
詠
ま
れ
て

12
お
り
、
そ
れ
は
新
古
今
時
代
も
同
様
で
あ
る
。

か
ぜ
は
秋
を
つ
ぐ
る
つ
か
ひ

ふ
き
す
ぐ
る
か
ぜ
の
お
と
だ
に
か
は
ら
ず
は
け
ふ
も
夏
の
の
を
ぎ
の
う
は
ば
を
（
『
寂
蓮
結
題
百
首
』
・
秋
・
三
六
）

夜
の
ほ
ど
に
か
た
へ
涼
し
き
風
吹
き
て
秋
に
成
行
く
荻
の
音
か
な
（
『
正
治
初
度
百
首
』
・
秋
・
二
〇
三
九
・
小
侍
従
）

し
か
し
、
右
に
挙
げ
た
二
首
の
よ
う
に
、
そ
の
多
く
が
風
の
音
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
対
し
て
、
惟
明
歌
は
直
接
的
に
は
風
の

音
に
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
「
か
よ
ひ
き
て
」
の
表
現
な
ど
か
ら
は
む
し
ろ
『
正
治
後
度
百
首
』
の

ね
ざ
め
よ
り
秋
の
あ
は
れ
は
か
よ
ひ
け
り
荻
の
う
は
葉
を
風
に
ま
か
せ
て

（
『
正
治
後
度
百
首
』
・
秋
・
く
さ
の
は
な
・
八
二
四
・
宮
内
卿
）

を
踏
ま
え
て
作
歌
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

さ
ざ
れ
石
の
い
は
ほ
と
な
ら
ん
ゆ
く
す
ゑ
を
ち
た
び
見
る
べ
き
君
と
こ
そ
き
け
（
祝
・
一
〇
五
六
番
・
二
一
一
一
）

25

わ
が
君
は
千
世
に
や
ち
よ
に
さ
ざ
れ
い
し
の
い
は
ほ
と
な
り
て
こ
け
の
む
す
ま
で

（
古
今
集
巻
第
七
・
賀
歌
・
三
四
三
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
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古
今
集
歌
以
来
の
祝
歌
の
常
套
の
よ
う
な
表
現
で
あ
る
が
、

さ
ざ
れ
石
の
い
は
ほ
と
な
ら
ん
ゆ
く
末
を
は
こ
や
の
山
ぞ
か
ね
て
み
せ
け
る
（
『
正
治
初
度
百
首
』
・
祝
・
四
〇
〇
・
経
家
）

と
、
『
正
治
初
度
百
首
』
の
祝
歌
に
上
句
が
ま
っ
た
く
同
じ
歌
が
あ
り
、
歌
そ
の
も
の
は
平
凡
な
一
作
と
い
え
る
。

（7）

く
も
り
な
き
あ
ま
て
る
神
の
み
づ
が
き
に
君
が
ち
と
せ
の
か
げ
う
つ
る
な
り
（
祝
・
一
一
一
二
番
・
二
二
二
三
）

27

大
弐
資
通
む
つ
ま
じ
き
さ
ま
に
な
む
い
ふ
と
き
き
て
つ
か
は
し
け
る

ま
こ
と
に
や
そ
ら
に
な
き
な
の
ふ
り
ぬ
ら
ん
あ
ま
て
る
か
み
の
く
も
り
な
き
よ
に

（
後
拾
遺
集
巻
第
十
六
・
雑
二
・
九
三
〇
・
相
摸
）

上
句
が
後
拾
遺
集
歌
の
下
句
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
類
似
表
現
と
し
て
後
鳥
羽
院
が
詠
ん
だ

心
を
ば
天
て
る
神
に
か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
光
く
も
り
な
き
世
に
（
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
・
右
・
四
〇
二
・
女
房
（
後
鳥
羽
院
）
）

が
あ
る
。
正
治
百
首
や
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
主
催
で
あ
る
後
鳥
羽
院
の
歌
を
踏
ま
え
て
言
祝
ぎ
の
意
を
詠
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ

る
か
。
し
か
し
惟
明
歌
の
下
句
は
二
首
に
は
な
い
表
現
で
あ
り
、
先
行
歌
と
の
差
別
化
を
図
っ
た
か
。
。

い
ま
こ
ん
と
ち
ぎ
り
し
ほ
ど
も
と
し
ふ
り
て
の
き
は
し
の
ぶ
に
庭
は
あ
さ
ぢ
に
（
恋
・
一
一
八
三
番
・
二
三
六
五
）

29

今
こ
む
と
い
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
あ
り
あ
け
の
月
を
ま
ち
い
で
つ
る
か
な

（
古
今
集
巻
第
十
四
・
恋
歌
四
・
六
九
一
・
そ
せ
い
ほ
う
し
）

古
今
集
歌
と
も
似
通
っ
て
い
る
が
、
上
句
は
『
堀
河
百
首
』
の
次
の
歌
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
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今
こ
ん
と
契
り
し
ほ
ど
の
夕
暮
は
を
ぎ
の
は
風
ぞ
人
だ
の
め
な
る
（
堀
河
百
首
・
秋
廿
首
・
六
八
二
・
顕
仲
）

同
様
下
句
が
や
や
気
に
か
か
る
言
い
回
し
に
な
っ
て
い
る
が
、
他
に
類
似
表
現
の
歌
は
見
当
ら
な
い
。
当
該
歌
の
判
詞
で
も

27
「
右
、
心
は
は
べ
る
が
、
末
句
ぞ
み
み
に
た
ち
て
き
こ
え
侍
れ
ど
も
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
も
珍
し
い
表
現
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

た
の
ま
じ
と
お
も
ふ
も
の
か
ら
く
れ
ご
と
に
こ
こ
ろ
に
か
か
る
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
（
恋
・
一
一
九
七
番
・
二
三
九
三
）

30

思
ふ
て
ふ
こ
と
の
は
の
み
や
秋
を
へ
て
下

そ
と
ほ
り
ひ
め
の
ひ
と
り
ゐ
て
み
か
ど
を
こ
ひ
た
て
ま
つ
り
て

わ
が
せ
こ
が
く
べ
き
よ
ひ
な
り
さ
さ
が
に
の
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
し
る
し
も

（
古
今
集
墨
滅
歌
（
巻
第
十
四
）
・
一
一
一
〇
／
日
本
書
紀
）

題
し
ら
ず

た
の
め
つ
つ
こ
ぬ
夜
あ
ま
た
に
成
り
ぬ
れ
ば
ま
た
じ
と
思
ふ
ぞ
ま
つ
に
ま
さ
れ
る

（
拾
遺
集
巻
第
十
三
・
恋
三
・
八
四
八
・
人
麿
）

「
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
」
も
恋
人
が
来
る
予
兆
と
し
て
多
く
詠
ま
れ
た
表
現
で
あ
る
。
『
六
百
番
歌
合
』
に

け
ふ
は
わ
れ
ま
た
じ
と
お
も
ふ
こ
こ
ろ
さ
へ
ま
だ
か
き
た
え
ず
く
も
の
ふ
る
ま
ひ

（
『
六
百
番
歌
合
』
・
恋
部
上
・
廿
二
番
・
右
・
八
二
四
・
寂
蓮
）

と
、
「
～
じ
と
お
も
ふ
」
・
「
こ
こ
ろ
～
」
な
ど
語
句
・
歌
意
が
惟
明
歌
に
類
似
し
た
歌
を
見
出
せ
る
。
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い
ま
こ
ん
の
ち
ぎ
り
は
た
え
て
な
か
な
か
に
た
の
め
ぬ
月
ぞ
よ
が
れ
が
ち
な
る
（
恋
・
一
三
三
七
番
・
二
六
七
三
）

33

今
こ
む
と
い
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
あ
り
あ
け
の
月
を
ま
ち
い
で
つ
る
か
な

（
古
今
集
巻
第
十
四
・
恋
歌
四
・
六
九
一
・
そ
せ
い
ほ
う
し
）

右
の
歌
も
、
判
詞
で
、
「
右
歌
は
、
い
ま
こ
ん
と
い
ひ
し
ば
か
り
の
歌
の
心
は
あ
ま
た
に
な
り
侍
り
ぬ
れ
ば
、
と
か
く
申
す
べ
き

に
も
侍
ら
ず
、
ち
ぎ
る
と
た
の
む
と
は
お
な
じ
心
と
申
し
な
ら
は
し
て
侍
り
、
さ
き
に
は
、
た
の
む
、
た
の
み
と
み
つ
に
か
さ
な
り

て
侍
り
つ
れ
ば
、
た
だ
き
き
に
く
し
と
ば
か
り
申
し
侍
り
ぬ
」
と
あ
り
、

の
歌
同
様
重
複
表
現
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
今
こ
む

1

と
～
」
や
「
い
ま
こ
ん
の
～
」
と
い
う
表
現
は
同
時
代
に
よ
く
詠
ま
れ
た
表
現
で
、
惟
明
親
王
も

で
同
じ
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い

29

る
。
「
あ
り
あ
け
の
月
」
か
ら
詠
み
替
え
ら
れ
て
い
る
「
た
の
め
ぬ
月
」
も
例
え
ば
、

く
れ
に
は
か
な
ら
ず
と
た
の
め
た
り
け
る
人
の
は
つ
か
の
月
の
い
づ
る
ま
で
見
え
ざ
り
け
れ
ば
よ
め
る

契
り
お
き
し
人
も
こ
ず
ゑ
の
こ
の
ま
よ
り
た
の
め
ぬ
月
の
か
げ
ぞ
も
り
く
る

（
金
葉
集
二
度
本
巻
第
八
・
恋
部
下
・
四
七
〇
・
摂
政
家
堀
河
）

あ
ぢ
き
な
く
た
の
め
ぬ
月
の
影
も
う
し
い
ひ
し
ば
か
り
の
有
明
の
空
（
『
正
治
初
度
百
首
』
・
恋
・
七
七
九
・
経
家
）

の
よ
う
な
例
を
同
時
代
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
当
該
歌
は
同
時
代
に
流
行
し
た
表
現
を
使
っ
て
詠
ん
だ
歌
だ
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
古
歌
以
来
よ
く
詠
ま
れ
て
き
た
表
現
を
用
い
て
、
惟
明
親
王
も
詠
作
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
時
代
や
近
時
代
の

歌
に
類
似
の
表
現
や
同
様
の
構
造
を
持
つ
も
の
が
多
数
見
ら
れ
た
。
惟
明
親
王
が
和
歌
の
学
び
に
お
い
て
、
古
歌
だ
け
で
な
く
い
わ

ば
当
時
の
新
し
い
歌
も
積
極
的
に
学
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
方
法
は
ま
だ
洗
練
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
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先
行
歌
の
句
を
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん
だ
り
、
判
詞
に
重
複
表
現
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
歌
が
複
数
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
頃
の
惟

明
親
王
が
ま
だ
新
人
で
あ
り
、
歌
人
と
し
て
未
熟
な
段
階
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
一
方
で

や

の
よ
う
に
、
耳
に
立
つ

27

29

よ
う
な
珍
し
い
表
現
を
取
り
混
ぜ
た
一
首
も
見
出
せ
る
。

三
最
後
に
同
時
代
の
歌
を
踏
ま
え
て
、
言
わ
ば
本
歌
取
り
の
よ
う
に
詠
作
し
て
い
る
例
を
取
り
上
げ
る
。

あ
き
た
ち
て
い
く
か
も
あ
ら
ぬ
に
あ
は
れ
さ
を
い
つ
な
ら
ひ
け
ん
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
空
（
秋
・
五
五
〇
番
・
一
〇
九
九
）

13

題
し
ら
ず

秋
立
ち
て
い
く
日
も
あ
ら
ね
ど
こ
の
ね
ぬ
る
あ
さ
け
の
風
は
た
も
と
す
ず
し
も
（
拾
遺
集
巻
第
三
・
秋
・
一
四
一
・
安
貴
王
）

の
歌
は
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
拾
遺
集
歌
と
上
句
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
し
か
し
当
該
歌
が
立
秋
の
歌
と
し
て
秋
の
夕
暮
れ
に
「
あ

13
は
れ
」
を
詠
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
拾
遺
集
歌
は
立
秋
に
よ
る
涼
し
さ
を
詠
む
。
当
該
歌
の
発
想
に
近
い
も
の
と
し
て
は
『
六
百
番

歌
合
』
の

あ
は
れ
な
る
み
ち
の
た
ぐ
ひ
と
お
も
ひ
こ
し
秋
も
い
ま
は
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
そ
ら
（
暮
秋
・
三
十
番
・
右
・
・
四
八
〇
・
信
定
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
右
の
『
六
百
番
歌
合
』
歌
は
暮
秋
の
歌
で
あ
る
が
、
秋
の
今
際
の
夕
暮
れ
の
空
が
「
あ
は
れ
な
る
み
ち
の
た
ぐ
ひ
」

と
考
え
て
い
る
こ
の
歌
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
惟
明
歌
の
秋
が
立
っ
て
幾
日
も
経
た
な
い
の
に
「
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
空
」
が
「
あ
は
れ
さ
を
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い
つ
な
ら
ひ
け
ん
」
と
い
う
表
現
を
解
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ち
り
ぬ
れ
ば
か
げ
も
と
ま
ら
ず
な
り
に
け
り
野
ざ
は
の
水
の
は
ぎ
が
花
ず
り
（
秋
・
六
〇
六
番
・
一
二
一
一
）

15

く
さ
む
ら
の
つ
ゆ
を
よ
み
は
べ
り
け
る

け
さ
き
つ
る
の
ば
ら
の
つ
ゆ
に
わ
れ
ぬ
れ
ぬ
う
つ
り
や
し
ぬ
る
は
ぎ
が
花
ず
り

（
後
拾
遺
集
第
四
・
秋
上
・
三
〇
四
・
藤
原
範
永
朝
臣
）

「
は
ぎ
が
花
ず
り
」
と
い
う
表
現
は
同
時
代
に
多
数
用
例
が
見
つ
け
ら
れ
る
が
、
惟
明
歌
が
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
『
正

治
後
度
百
首
』
の

そ
こ
き
よ
き
野
ざ
は
に
秋
の
色
み
え
て
わ
け
ぬ
水
さ
へ
萩
が
花
ず
り
（
『
正
治
後
度
百
首
』
・
秋
・
八
二
七
・
宮
内
卿
）

で
あ
る
。
当
該
歌
も
宮
内
卿
の
こ
の
歌
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
、
解
釈
が
で
き
な
い
。

ゆ
く
人
も
と
ま
ら
ぬ
野
辺
の
花
す
す
き
ま
ね
き
か
ね
て
や
つ
ゆ
こ
ぼ
る
ら
ん
（
秋
・
六
二
〇
番
・
一
二
三
九
）

16

寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
の
う
た

秋
の
野
の
草
の
た
も
と
か
花
す
す
き
ほ
に
い
で
て
ま
ね
く
袖
と
見
ゆ
ら
む

（
古
今
集
巻
第
四
・
秋
歌
上
・
二
四
三
・
あ
り
は
ら
の
む
ね
や
な
）

花
薄
が
秋
風
に
靡
く
様
を
人
を
招
く
様
子
に
見
立
て
た
歌
は
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
古
今
集
歌
以
来
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
し
か
し

惟
明
歌
は
、
こ
の
見
立
て
を
詠
ん
だ
歌
と
い
う
よ
り
は
、
『
正
治
後
度
百
首
』
の

行
く
秋
を
ま
ね
き
か
ね
て
や
花
す
す
き
は
て
は
し
ど
ろ
に
を
れ
ふ
し
ぬ
ら
ん
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（
『
正
治
後
度
百
首
』
・
あ
き
・
く
さ
の
は
な
・
九
二
八
・
越
前
）

と
全
体
と
し
て
よ
く
似
た
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
歌
を
踏
ま
え
る
と
上
句
の
「
ゆ
く
人
も
と
ま
ら
ぬ
」
は
、
単
に
野
辺
の
花
薄

に
立
ち
止
ま
ら
な
い
人
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
行
く
秋
」
を
留
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
秋
を
惜
し
ん
だ
歌
だ
と
解
釈
で

き
る
。け

ふ
ま
で
は
ま
だ
ゆ
き
ふ
か
き
み
よ
し
野
の
山
の
あ
な
た
に
春
や
き
ぬ
ら
ん
（
冬
・
一
〇
四
二
番
・
二
〇
八
三
）

24

み
よ
し
の
の
山
の
あ
な
た
に
や
ど
も
が
な
世
の
う
き
時
の
か
く
れ
が
に
せ
む

（
古
今
集
巻
第
十
八
・
雑
歌
下
・
九
五
〇
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

「
み
よ
し
野
の
山
の
あ
な
た
に
」
と
い
う
表
現
こ
そ
あ
る
が
、
古
今
集
歌
は
厭
世
の
歌
で
惟
明
歌
と
は
異
な
る
。
上
句
の
詞
続
き

や
歌
意
を
踏
ま
え
る
と
、
次
に
挙
げ
る
『
隆
信
集
』
や
『
別
雷
社
歌
合
』
の
歌
、

五
条
三
位
入
道
十
首
歌
合
に
よ
ま
せ
ら
れ
し
に
、
立
春
の
心
を

き
の
ふ
ま
で
ゆ
き
ふ
り
つ
み
し
み
よ
し
の
の
や
ま
も
か
す
み
に
き
え
に
け
る
か
な
（
『
隆
信
集
』
・
春
廿
首
・
一
）

昨
日
ま
で
雪
降
り
つ
み
し
み
よ
し
の
の
春
知
り
が
ほ
に
今
朝
は
か
す
め
る（

『
別
雷
社
歌
合
』
・
霞
・
八
番
・
左
・
一
五
・
実
守
）

を
踏
ま
え
て
詠
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
山
の
あ
な
た
に
」
来
た
春
は
霞
だ
と
解
釈
で
き
る
。

以
上
の
四
首
は
、
い
ず
れ
も
同
時
代
歌
が
惟
明
歌
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
語
句
や
表
現
レ
ベ
ル
の
摂
取
に
留
ま
っ
て

い
た
前
二
つ
に
分
類
し
た
歌
と
は
明
ら
か
に
摂
取
の
位
相
が
異
な
っ
て
い
る
。
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お
わ
り
に

本
章
で
は
、
惟
明
親
王
の
『
千
五
百
番
歌
合
』
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
指
摘
の
あ
る
三
五
首
を
対
象
に
親
王
が
ど
の
よ
う
に
先

行
歌
を
摂
取
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
。

古
歌
を
摂
取
し
て
い
る
場
合
と
近
時
代
・
同
時
代
歌
を
摂
取
し
て
い
る
場
合
に
大
別
し
、
後
者
は
さ
ら
に
三
つ
に
分
類
し
た
。

古
歌
を
直
接
摂
取
し
て
い
る
場
合
、
元
の
歌
の
詞
続
き
や
内
容
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
て
い
る
例
が
多
数
見
ら
れ
た
一

方
で
、
元
の
歌
の
表
現
や
内
容
を
詠
み
替
え
て
い
る
例
も
散
見
さ
れ
た
。
そ
の
レ
ベ
ル
は
詞
や
表
現
か
ら
主
題
に
至
る
ま
で
多
岐
に

渡
り
、
惟
明
親
王
が
新
古
今
時
代
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
本
歌
取
り
と
い
う
手
法
に
対
し
て
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
た
、
あ
る
意

味
で
は
積
極
的
だ
っ
た
と
の
見
方
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
同
時
代
や
近
時
代
の
歌
を
踏
ま
え
て
詠
作
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
多
く
は
、
語
句
や
表
現
の
レ
ベ
ル
に
留
ま
る
も
の
だ

っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
同
時
代
の
先
行
歌
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
解
釈
が
難
し
い
歌
も
あ
り
、
あ
た
か
も
同
時
代
歌
を
本
歌
取
り
し
て

い
る
か
の
よ
う
な
も
の
も
数
首
見
ら
れ
た
。
実
態
に
即
し
て
い
な
い
と
は
い
え
、
定
家
の
本
歌
取
り
の
規
定
に
従
え
ば
「
近
代
」
の

歌
は
本
歌
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
が
、
惟
明
親
王
の
意
識
と
し
て
同
時
代
の
歌
が
単
に
詠
作
の
お
手
本
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
素
材
に
な
り
得
る
先
行
の
作
品
だ
っ
た
の
か
、
今
回
対
象
と
し
な
か
っ
た
歌
も
含
め
て
よ
り
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
典
拠
歌
の
詞
や
表
現
を
無
造
作
に
取
り
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
や
、
近
時
代
や
同
時
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代
歌
人
の
歌
の
表
現
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
田
仲
氏
が
正
治
初
度
百
首
詠
の
特
徴
と
し
て
指
摘
し
て
い
た
「
先
行
歌

の
発
想
や
詞
続
き
を
無
造
作
に
取
り
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
歌
」
「
同
時
代
・
近
時
代
の
歌
人
た
ち
の
表
現
を
取
り
入
れ
る
」
に
重
な

る
も
の
で
あ
る
。
二
つ
の
百
首
歌
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
詠
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
傾
向
が
似
通
っ
て
し
ま
う
の
は
あ
る
意

味
で
当
然
だ
と
い
え
る
。
む
し
ろ
残
り
二
つ
の
傾
向
、
「
万
葉
語
や
難
義
の
類
（
院
政
期
歌
学
書
で
考
察
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
語

彙
・
万
葉
語
・
比
較
的
耳
慣
れ
な
い
名
所
歌
枕
を
詠
じ
た
歌
）
に
対
し
て
の
一
定
の
関
心
」
「
漢
籍
や
王
朝
物
語
世
界
（
『
伊
勢
物

語
』
・
『
源
氏
物
語
』
）
へ
の
志
向
」
に
つ
い
て
、
今
回
の
考
察
で
は
現
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
ま
だ
検
討

の
余
地
が
あ
る
と
い
え
る
。

な
お
今
回
対
象
と
し
た
三
五
首
の
内
、
先
行
歌
摂
取
の
歌
だ
と
言
え
る
の
か
判
別
し
が
た
い
も
の
が
二
首
あ
っ
た
。

い
く
た
び
か
君
が
御
代
に
は
め
ぐ
り
あ
は
ん
月
日
の
光
ち
ぢ
の
春
秋
（
祝
・
一
〇
七
〇
番
・
二
一
三
九
）

26

後
一
条
院
う
ま
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
七
夜
に
人
人
ま
ゐ
り
あ
ひ
て
、
さ
か
月
い
だ
せ
と
は
べ
り
け
れ
ば

め
づ
ら
し
き
ひ
か
り
さ
し
そ
ふ
さ
か
月
は
も
ち
な
が
ら
こ
そ
ち
よ
も
め
ぐ
ら
め

（
後
拾
遺
集
巻
第
七
・
賀
・
四
三
三
・
紫
式
部
）

に
つ
い
て
、
田
仲
氏
は
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
紫
式
部
の
歌
を
典
拠
作
品
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
賀
歌
と
し
て
月
を
詠
ん
で
い

26
る
点
は
共
通
し
、
「
ち
ぢ
の
春
秋
」
「
ち
よ
も
め
ぐ
ら
め
」
と
類
似
と
み
て
よ
い
よ
う
な
表
現
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
紫
式
部
歌
に

あ
る
「
さ
か
月
」
と
「
杯
」
の
掛
詞
が
当
該
歌
に
は
な
く
、
語
句
や
表
現
を
わ
か
り
や
す
い
形
で
取
り
入
れ
て
い
た
他
の
惟
明
親
王

の
古
歌
摂
取
の
歌
と
は
異
な
る
こ
と
、
ま
た
紫
式
部
歌
を
踏
ま
え
ず
と
も
惟
明
歌
を
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
今
回
こ
の
歌



田
仲
洋
己
『
中
世
前
期
の
歌
書
と
歌
人
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
所
収

（1）
注

掲
載
書
に
所
収
。
氏
が
指
摘
す
る
惟
明
親
王
の
正
治
初
度
百
首
詠
の
特
徴
は
次
の
四
点
。

（2）

1①
先
行
歌
の
発
想
や
詞
続
き
を
無
造
作
に
取
り
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
歌
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は
古
歌
摂
取
の
歌
と
は
見
な
さ
な
か
っ
た
。

な
み
の
お
と
風
の
ひ
び
き
も
な
れ
な
が
ら
い
く
よ
に
な
り
ぬ
ま
つ
が
う
ら
し
ま
（
雑
・
一
三
九
四
番
・
二
七
八
九
）

34

（8）

西
院
の
后
、
御
ぐ
し
お
ろ
さ
せ
給
ひ
て
お
こ
な
は
せ
給
ひ
け
る
時
、
か
の
院
の
な
か
じ
ま
の
松
を
け
づ
り
て
か
き
つ
け

侍
り
け
る

お
と
に
き
く
松
が
う
ら
し
ま
け
ふ
ぞ
見
る
む
べ
も
心
あ
る
あ
ま
は
す
み
け
り

（
後
撰
集
巻
第
十
五
・
雑
一
・
一
〇
九
三
・
素
性
法
師
）

は
後
撰
集
歌
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
「
ま
つ
が
う
ら
し
ま
」
を
詠
ん
で
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
が
、
松
ヶ
浦
島
を
詠

34
ん
だ
歌
は
他
に
も
多
数
あ
り
、
そ
の
他
の
表
現
や
歌
意
に
一
致
す
る
も
の
は
な
く
、

同
様
今
回
は
古
典
摂
取
の
歌
と
見
な
さ
な
か

26

っ
た
。



渡
邉
裕
美
子
「
俊
成
卿
女
に
み
ら
れ
る
同
時
代
歌
人
の
影
響
―
『
千
五
百
番
歌
合
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
新
古
今
時
代
の
表
現

（3）

方
法
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
初
出
：
『
和
歌
文
学
研
究
』(

第
五
九
号
、
一
九
八
九
年
一
一
月)

、
『
国
文
学
研
究
』
（
第

九
九
号
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
）

同
時
代
の
類
似
し
た
歌
と
し
て
慈
円
の
次
の
歌
が
あ
る
。

（4）

難
波
が
た
か
す
み
の
ど
け
き
明
ぼ
の
に
春
風
よ
す
る
沖
つ
し
ら
な
み

（
拾
玉
集
第
四
・
短
冊
・
（
水
郷
春
望
）
・
四
〇
六
二
）

ま
た
後
拾
遺
集
歌
を
、
惟
明
親
王
は
好
ん
で
摂
取
し
て
い
た
の
か
『
正
治
初
度
百
首
』
で
も
似
た
よ
う
な
詞
で
歌
を
詠
ん
で
い

る
。

は
る
よ
り
も
心
あ
る
か
な
津
の
く
に
の
難
波
わ
た
り
の
冬
の
あ
け
ぼ
の
（
冬
・
一
六
一
・
惟
明
親
王
）

後
代
の
「
三
十
番
歌
合
」
に
は
こ
の
歌
を
踏
ま
え
た
歌
が
あ
る
が
「
み
や
こ
の
霧
」
と
い
う
詞
続
き
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

（5）

越
路
よ
り
雲
の
い
く
へ
を
分
過
ぎ
て
都
は
く
れ
ぬ
天
つ
雁
が
ね

左
の
御
歌
、
千
五
百
番
の
歌
合
に
、
初
雁
は
越
路
の
雪
を
わ
け
過
ぎ
て
み
や
こ
の
霧
に
今
ぞ
鳴
く
な
る
、
と
三
宮
の
よ
み
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②
万
葉
語
や
難
義
の
類
（
院
政
期
歌
学
書
で
考
察
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
語
彙
・
万
葉
語
・
比
較
的
耳
慣
れ
な
い
名
所
歌
枕
を

詠
じ
た
歌
）
に
対
し
て
の
一
定
の
関
心

③
漢
籍
や
王
朝
物
語
世
界
（
『
伊
勢
物
語
』
・
『
源
氏
物
語
』
）
へ
の
志
向

④
同
時
代
・
近
時
代
の
歌
人
た
ち
の
表
現
を
取
り
入
れ
る



「
か
く
こ
ふ
」
：
「
か
く
な
ん
」
か
ら
校
訂

（6）
『
和
歌
文
学
大
系

正
治
二
年
院
初
度
百
首
』
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
の
四
〇
〇
番
歌
の
補
注
で
は
、
「
類
想
歌
」
と
し

（7）

て
惟
明
親
王
の
当
該
歌
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

三
句
目
「
な
れ
な
が
ら
」
は
底
本
「
さ
し
な
が
ら
」
か
ら
校
訂

（8）
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給
ひ
し
面
影
あ
り
（
後
略
）
」
（
三
十
番
歌
合
・
十
二
番
・
二
三
・
女
房
伏
見
院
）
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第
五
章

惟
明
親
王
歌
へ
の
評
―
判
詞
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

は
じ
め
に

『
千
五
百
番
歌
合
』
の
判
者
は
一
〇
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
忠
良
（
春
一
・
二
）
、
釈
阿
（
春
三
・
四
）
、
通
親
（
夏
一
・
二
）
、
良
経

（
夏
三
・
秋
一
）
、
後
鳥
羽
院
（
秋
二
・
三
）
、
定
家
（
秋
四
・
冬
一
）
、
季
経
（
冬
二
・
三
）
、
師
光
（
祝
・
恋
一
）
、
顕
昭
（
恋
二

・
三
）
、
慈
円
（
雑
一
・
二
）
と
、
各
人
二
巻
ず
つ
を
担
当
し
た
。
こ
の
う
ち
、
判
進
前
に
没
し
た
通
親
は
無
判
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
巻
は
そ
れ
ぞ
れ
判
者
も
、
そ
の
判
じ
方
も
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
良
経
は
七
言
絶
句
の
判
詩
、
後
鳥
羽
院
は
折
句
に

よ
る
判
歌
、
慈
円
は
判
歌
と
い
う
判
詞
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
百
首
歌
全
体
を
通
し
て
惟
明
親
王
の
歌
に
ど
の
よ
う
な

評
価
が
為
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
こ
で
、
本
章
で
は
通
常
の
判
詞
が
付
さ
れ
て
い
る
春
歌
（
春
一
～
四
）
と
恋
歌
（
恋
一
～
三
）
を
対
象
に
、
勝
負
付
け
で
勝
判

定
を
受
け
て
い
る
和
歌
十
三
首
の
う
ち
、
第
一
節
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
九
首
を
取
り
上
げ
、
親
王
の
歌
の
ど
の
よ
う
な
点
に
工
夫

が
見
出
さ
れ
、
同
時
代
に
ど
の
よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。

第
一
節

春
歌
へ
の
評

本
節
で
は
、
春
歌
で
勝
判
定
を
受
け
て
い
る
五
首
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。
対
象
の
五
首
と
そ
の
判
詞
は
以
下
に
掲
げ
る
。
な
お

（1）

便
宜
上
各
歌
に

～

の
記
号
を
付
し
て
い
る
。

A

E
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う
ゑ
お
き
し
わ
か
き
の
む
め
の
は
つ
花
に
に
ほ
ひ
そ
め
ぬ
る
ね
や
の
う
ち
か
な
（
二
五
六
）

A

左
歌
、
を
し
に
は
か
に
い
で
き
た
る
や
う
に
侍
る
に
や
、
右
す
こ
し
は
ま
さ
る
べ
く
や

む
め
が
え
の
花
の
ね
ぐ
ら
は
あ
れ
は
て
て
さ
く
ら
に
う
つ
る
鶯
の
こ
ゑ
（
二
八
四
）

B

左
も
下
句
な
ど
は
あ
や
し
く
も
は
べ
ら
ね
ど
、
右
の
桜
に
う
つ
る
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
ま
さ
り
て
侍
ら
ん

と
き
し
あ
れ
ば
あ
め
に
あ
ら
そ
ふ
さ
く
ら
花
つ
ひ
に
さ
き
ぬ
る
み
よ
し
の
の
山
（
三
一
二
）

C

左
歌
、
上
句
の
お
も
ひ
た
つ
ほ
ど
ぞ
す
こ
し
よ
そ
ほ
ひ
て
き
こ
え
侍
れ
ど
、
心
に
に
ほ
ふ
は
優
に
侍
る
に
や
右
歌
、
さ

く
ら
の
さ
き
や
う
す
こ
し
か
た
き
こ
と
な
る
や
う
に
侍
れ
ど
、
赤
人
が
歌
に
も
、
は
る
の
あ
め
に
あ
ら
そ
ひ
か
ね
な
ど

よ
み
て
侍
れ
ば
、
右
歌
ま
さ
り
侍
り
な
む

い
と
せ
め
て
し
た
ふ
こ
こ
ろ
や
か
り
が
ね
の
か
へ
る
雲
井
の
つ
ら
に
そ
ふ
ら
む
（
五
三
七
）

D

左
歌
、
可
も
な
く
不
可
も
な
く
侍
る
に
や
右
歌
、
い
と
せ
め
て
と
い
へ
る
は
じ
め
の
五
文
字
や
、
し
ひ
て
か
な
ひ
て
し

も
き
こ
え
侍
ら
ね
ど
、
末
句
宜
し
く
侍
る
べ
し
、
ま
さ
る
と
申
す
べ
く
や

な
が
め
お
く
る
こ
こ
ろ
を
や
が
て
さ
そ
ひ
つ
つ
雲
の
ふ
る
す
に
帰
る
う
ぐ
ひ
す
（
五
九
三
）

E

左
歌
、
ゆ
き
て
又
と
い
ひ
、
ほ
か
に
見
す
ら
む
な
ど
い
へ
る
詞
く
だ
け
て
、
い
と
ゆ
き
て
も
侍
ら
ぬ
に
や
、
右
歌
、
雲

の
ふ
る
す
に
か
へ
る
鶯
、
よ
く
き
こ
え
侍
り
、
ま
さ
り
侍
る
べ
し

以
下
各
判
詞
を
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

に
つ
い
て
は
具
体
的
な
記
述
は
な
く
、
「
右
す
こ
し
は
ま
さ
る
べ
く
や
」
と
あ
る
。

A
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初
句
の
「
う
ゑ
お
き
し
」
は
松
や
菊
、
朝
顔
、
桜
な
ど
植
物
全
般
に
用
い
ら
れ
る
語
句
で
あ
る
が
、
梅
と
共
に
使
わ
れ
て
い
る
例

は
惟
明
歌
以
前
に
は
あ
ま
り
な
い
。
『
大
和
物
語
』
や
『
新
撰
朗
詠
集
』
、
『
大
鏡
』
な
ど
に
採
ら
れ
て
い
る

お
そ
く
と
く
つ
ひ
に
さ
き
け
る
む
め
の
は
な
た
が
う
ゑ
お
き
し
た
ね
に
か
あ
る
ら
ん

（
『
大
和
物
語
』
・
第
百
二
十
段
・
一
九
〇
・
太
政
大
臣
）

の
歌
を
除
け
ば
、
他
に
は
次
の
二
例
し
か
な
い
。

中
納
言
に
な
り
た
り
け
る
を
、
皇
后
宮
よ
り
よ
ろ
こ
び
お
ほ
せ
ら
れ
た
り
け
れ
ば
、
堀
川
院
の
御
事
お
も
ひ
い
で
て

う
ゑ
お
き
し
に
ほ
ひ
と
お
も
へ
ば
む
め
の
は
な
い
と
ど
む
か
し
の
は
る
ぞ
こ
ひ
し
き
（
『
雅
兼
集
』
・
八
二
）

鶯

う
ゑ
お
き
し
も
と
の
こ
こ
ろ
は
こ
れ
な
れ
や
の
き
ば
の
む
め
に
き
な
く
う
ぐ
ひ
す
（
『
経
正
集
』
・
春
・
二
）

梅
の
香
を
詠
ん
で
い
る
と
い
う
点
で
は
『
雅
兼
集
』
の
歌
が
近
い
だ
ろ
う
が
、

が
若
木
の
梅
の
初
花
を
詠
ん
で
い
る
の
に
対
し
、

A

『
雅
兼
集
』
歌
で
は
詞
書
き
に
「
堀
川
院
の
御
事
お
も
ひ
い
で
て
」
と
あ
り
、
歌
中
に
も
「
む
か
し
の
は
る
ぞ
こ
ひ
し
き
」
と
詠
ま

れ
懐
旧
の
念
が
多
分
に
含
ま
れ
た
歌
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
詠
み
ぶ
り
は
大
い
に
異
な
る
。

若
木
の
梅
と
い
う
こ
と
で
は
、
ま
ず
思
い
出
す
の
は
『
拾
遺
抄
』
を
は
じ
め
以
降
の
勅
撰
集
や
歌
学
書
に
採
ら
れ
て
い
る
中
納
言

安
部
広
庭
の題

不
知

い
に
し
年
ね
こ
じ
て
う
ゑ
し
我
が
や
ど
の
わ
か
ぎ
の
梅
は
は
な
さ
き
に
け
り
（
『
拾
遺
抄
』
巻
第
一
・
春
・
八
）
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で
、
こ
の
他
に
は
千
載
集
の

鳥
羽
院
く
ら
ゐ
お
り
さ
せ
給
う
て
の
こ
ろ
、
庭
花
年
久
と
い
へ
る
心
を
こ
れ
か
れ
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
に
、
よ
み
侍
り
け

る

ほ
り
う
ゑ
し
わ
か
ぎ
の
む
め
に
さ
く
花
は
年
も
か
ぎ
ら
ぬ
に
ほ
ひ
な
り
け
り
（
巻
第
十
・
賀
歌
・
六
一
二
・
大
納
言
忠
教
）

な
ど
が
先
行
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
忠
教
歌
の
方
は
上
句
の
詞
続
き
が
当
該
歌
と
似
通
っ
て
い
る
。

ま
た
、
梅
の
香
が
閨
の
中
に
ま
で
匂
い
く
る
と
い
う
歌
は
、
『
重
家
集
』
に
次
の
歌
が
あ
る
。

宇
治
僧
正
御
も
と
よ
り
、
ち
ご
ど
も
僧
た
ち
歌
合
す
と
て
、
す
で
に
こ
と
か
け
に
た
り
と
て
、
ひ
の
い
る
ほ
ど
に
人
の
こ

ひ
し
か
ば
、
つ
か
ひ
を
た
て
な
が
ら

梅
花
薫
窓
中

む
め
の
は
な
ね
や
の
中
ま
で
に
ほ
ひ
き
て
い
も
が
こ
ろ
も
の
か
に
ま
が
ひ
ぬ
る
（
四
一
七
）

の
歌
は
こ
れ
ら
の
歌
を
参
考
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
四
句
目
の
「
に
ほ
ひ
そ
め
ぬ
る
」
と
い
う
表
現
は
、
惟

A
明
歌
以
前
に
は
康
保
三
年
の
「
内
裏
前
栽
合
」
の
右
近
の
命
婦
の
歌
、

こ
こ
の
へ
に
に
ほ
ひ
そ
め
ぬ
る
を
み
な
へ
し
行
さ
き
ま
で
も
み
ゆ
る
つ
き
か
な
（
二
九
）

し
か
な
い
。
右
の
歌
は
女
郎
花
に
対
し
て
使
わ
れ
、
「
行
さ
き
ま
で
も
み
ゆ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
視
覚
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て

い
る
と
考
え
る
。
対
し
て
親
王
の
当
該
歌
で
は
、「
ね
や
の
う
ち
」
ま
で
「
に
ほ
ひ
そ
め
ぬ
る
」
な
の
で
当
然
梅
の
香
に
つ
い
て
「
に

ほ
ひ
そ
め
ぬ
る
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
親
王
の
趣
向
が
見
出
せ
る
。
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次
に

で
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
下
句
の
「
さ
く
ら
に
う
つ
る
鶯
の
こ
ゑ
」
の
部
分
で
あ
る
。

B

「
さ
く
ら
に
う
つ
る
」
と
い
う
詞
続
き
自
体
は
、
『
有
房
集
』
の
次
の
歌
に
見
出
せ
る
。

（
は
な
の
さ
か
り
に
山
ざ
と
な
る
を
ん
な
の
も
と
へ
）

い
か
に
か
く
や
ま
の
さ
く
ら
に
う
つ
る
ら
ん
み
や
こ
の
は
な
の
な
を
も
を
し
ま
で
（
四
五
）

し
か
し
、
「
や
ま
の
さ
く
ら
に
う
つ
る
ら
ん
」
と
詠
ん
で
い
る
た
め
、

の
歌
と
は
使
わ
れ
方
が
全
く
異
な
る
。
そ
の
他
の
先
行

B

例
と
し
て
は
、
建
久
六
～
七
年
頃
の
良
経
の
「
治
承
題
百
首
」
の
花
題
に

（2）

か
す
む
よ
り
み
や
ま
に
き
ゆ
る
ま
つ
の
ゆ
き
の
さ
く
ら
に
う
つ
る
春
の
あ
け
ぼ
の
（
『
秋
篠
月
清
集
』
・
四
一
〇
）

と
い
う
歌
が
あ
る
。
た
だ
し
歌
意
と
し
て
は
こ
ち
ら
も
全
く
異
な
り
、
あ
る
い
は
有
房
歌
や
良
経
歌
か
ら
詞
続
き
の
み
を
取
り
入
れ

（3）

た
か
。

な
お
上
句
の
「
花
の
ね
ぐ
ら
は
あ
れ
は
て
て
」
に
類
似
し
た
表
現
と
し
て
は
『
六
百
番
歌
合
』
の
寂
蓮
の
歌
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

う
ぐ
ひ
す
の
は
な
の
ね
ぐ
ら
は
あ
れ
に
け
り
ふ
る
す
に
い
ま
や
お
も
ひ
た
つ
ら
ん
（
一
七
六
）

の
歌
は
、
同
時
代
の
和
歌
表
現
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
「
さ
く
ら
に
う
つ
る
鶯
の
こ
ゑ
」
と
新
し
い
表
現
を
生
み
出
し
た
点
が
評

B
価
さ
れ
た
歌
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

続
い
て

で
は
、
桜
の
咲
い
て
い
る
様
が
「
す
こ
し
か
た
き
こ
と
な
る
や
う
に
侍
れ
ど
」
と
し
な
が
ら
も
赤
人
の
歌
を
引
い
て
評

C

価
し
て
い
る
。
こ
こ
で
引
か
れ
て
い
る
赤
人
の
歌
は
『
万
葉
集
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
次
の
歌
だ
ろ
う
。
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は
な
を
え
い
ず

は
る
さ
め
に
あ
ら
そ
ひ
か
ね
て
わ
が
や
ど
の
さ
く
ら
の
は
な
は
さ
き
そ
め
に
け
り
（
『
赤
人
集
』
・
一
六
〇
）

ま
た
、

の
歌
は
『
歌
枕
名
寄
』
の
巻
第
七
（
吉
野
篇
）
に
も
採
ら
れ
て
お
り
、
後
世
に
お
い
て
も
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
こ

C

と
を
窺
わ
せ
る
。

で
は
、
「
し
ひ
て
か
な
ひ
て
し
も
き
こ
え
侍
ら
ね
」
と
評
さ
れ
て
い
る
初
句
の
「
い
と
せ
め
て
」
は
専
ら
恋
歌
に
使
わ
れ
て
き

D
た
表
現
で
あ
り
、
春
題
と
し
て
帰
雁
に
思
い
を
寄
せ
た
こ
の
歌
と
は
や
や
そ
ぐ
わ
な
い
印
象
を
受
け
る
。
一
方
で
「
末
句
宜
し
く
侍

る
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
最
も
評
価
さ
れ
て
い
る
「
つ
ら
に
そ
ふ
ら
む
」
と
い
う
表
現
は
、
管
見
の
限
り
他
に
例
を
見
な
い
。
こ

の
新
奇
の
表
現
が
評
価
さ
れ
た
か
。

も
や
は
り
下
句
の
「
雲
の
ふ
る
す
に
帰
る
う
ぐ
ひ
す
」
が
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

E「
雲
の
ふ
る
す
」
と
い
う
詞
続
き
そ
の
も
の
は
他
に
な
い
も
の
の
、
こ
の
表
現
は
や
は
り
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
以
下
の
漢
詩
を
踏

ま
え
た
も
の
だ
ろ
う
。

帰
谿
歌
鶯

更
逗
留
於
孤
雲
之
路

辞
林
舞
蝶

還
翩
翻
於
一
月
之
花
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
春
・
六
〇
・
源
順
「
閏
三
月
」
）

新
路
如
今
穿
宿
雪

旧
巣
為
後
属
春
雲
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
春
・
七
〇
・
菅
（
菅
原
道
真
）
）

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
雲
と
古
巣
、
鴬
を
詠
み
込
ん
だ
例
と
し
て
は

雲
の
う
へ
を
な
ら
は
ざ
り
け
る
う
ぐ
ひ
す
は
も
と
の
ふ
る
す
を
こ
ひ
ぬ
ひ
ぞ
な
き
（
『
定
頼
集
』
・
一
四
六
）
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我
が
そ
の
を
宿
と
は
し
め
よ
う
ぐ
ひ
す
の
ふ
る
す
は
春
の
雲
に
つ
け
て
き

（
『
久
安
百
首
』
春
二
十
首
・
八
〇
四
・
丹
後
守
顕
広
）

な
ど
、
多
数
あ
る
。

の
歌
も
こ
れ
ら
の
歌
を
踏
ま
え
つ
つ
「
雲
の
ふ
る
す
」
と
新
し
い
表
現
を
用
い
た
点
が
評
価
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

E以
上
五
首
を
見
て
き
た
が
、
春
の
歌
で
は
特
に
下
句
が
評
価
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

の
歌
は
赤
人
の
歌
に
拠
っ
た
歌
で
あ
っ

C

た
が
、

は
先
行
歌
の
表
現
に
拠
り
な
が
ら
、「
に
ほ
ふ
」
の
使
い
方
を
視
覚
か
ら
嗅
覚
に
転
じ
、

の
歌
も
「
さ
く
ら
に
う
つ
る
」

A

B

も
の
を
「
鶯
の
声
」
と
し
、
先
行
歌
に
見
え
る
表
現
な
が
ら
新
し
い
表
現
を
生
み
出
し
て
い
る
。

・

の
歌
も
、
先
行
歌
や
漢
詩

D

E

を
踏
ま
え
つ
つ
も
他
の
歌
に
は
見
え
な
い
新
し
い
表
現
を
創
出
し
て
お
り
、
そ
の
点
が
判
詞
で
も
評
価
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。第

二
節

恋
歌
へ
の
評

本
節
で
は
、
恋
歌
で
勝
判
定
を
受
け
て
い
る
四
首
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。
対
象
の
四
首
と
そ
の
判
詞
は
以
下
に
掲
げ
る
。
な
お

（4）

便
宜
上
各
歌
に

～

の
記
号
を
付
し
て
い
る
。

F

I

も
の
お
も
ひ
に
な
ら
は
ぬ
そ
で
の
し
ら
露
は
し
の
ば
ん
と
し
も
お
ぼ
え
ざ
り
け
り
（
二
三
三
七
）

F

左
歌
、
さ
て
も
侍
り
ぬ
べ
き
、
恋
し
き
う
へ
の
と
い
へ
る
、
う
へ
の
字
や
さ
さ
へ
た
る
や
う
に
覚
え
侍
る
。
右
歌
、
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さ
る
こ
と
と
覚
え
侍
る
に
、
し
ら
露
ぞ
た
よ
り
な
き
や
う
に
き
こ
ゆ
れ
ど
、
す
べ
て
歌
が
ら
を
か
し
く
侍
り
、
仍
為

勝

よ
と
と
も
に
う
き
人
よ
り
も
つ
れ
な
き
は
お
も
ひ
に
き
え
ぬ
い
の
ち
な
り
け
り
（
二
四
二
一
）

G

左
歌
は
、
山
た
か
み
し
た
行
く
水
の
し
た
に
の
み
な
が
れ
て
こ
ひ
ん
こ
ひ
は
し
ぬ
と
も
、
と
侍
る
歌
の
詞
を
と
ら
れ

た
り
と
は
み
ゆ
れ
ど
、
さ
て
や
は
人
を
山
河
の
水
と
侍
る
、
あ
さ
き
さ
ま
な
る
べ
く
や
右
歌
は
、
は
じ
め
を
は
り
あ

ひ
か
な
ひ
、
心
詞
た
し
か
に
よ
み
す
ゑ
ら
れ
て
は
べ
る
め
れ
ば
、
う
た
が
ひ
な
き
勝
に
侍
る
め
り

お
も
ひ
わ
び
う
ち
ぬ
る
よ
ひ
の
か
た
け
れ
ば
ゆ
め
も
よ
が
る
る
と
こ
の
う
へ
か
な
（
二
五
六
一
）

H

左
歌
は
、
君
が
あ
た
り
見
つ
つ
を
を
ら
ん
い
こ
ま
や
ま
雲
な
か
く
し
そ
あ
め
は
ふ
る
と
も
、
と
い
へ
る
歌
を
お
も
は

れ
て
侍
れ
ど
、
下
句
の
、
雲
な
か
く
し
そ
あ
め
は
ふ
る
と
も
と
侍
る
は
、
た
だ
あ
り
に
み
え
侍
る
に
、
ゆ
く
へ
に
ま

よ
ふ
雨
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
は
、
よ
し
あ
る
さ
ま
に
て
歌
め
き
な
が
ら
も
、
右
歌
は
さ
き
に
い
だ
し
申
し
つ
る
、
う
ち
ぬ
る

な
か
に
ゆ
き
か
よ
ふ
ゆ
め
の
た
だ
ぢ
と
申
す
歌
の
ふ
る
ま
ひ
に
こ
そ
、
ゆ
め
も
よ
が
る
る
と
こ
の
う
へ
な
ど
、
宜
し

く
き
こ
え
侍
れ
ば
、
勝
と
可
申
侍
歟

さ
め
ぬ
れ
ば
あ
か
ぬ
わ
か
れ
の
心
ち
し
て
わ
り
な
き
も
の
は
う
た
た
ね
の
夢
（
二
六
一
七
）

I

（
前
略
）
右
歌
は
心
詞
あ
ひ
そ
な
へ
て
侍
れ
ば
勝
侍
る
べ
し

（5）

各
判
詞
を
見
て
い
く
と
、

は
三
句
目
の
「
し
ら
露
」
に
対
し
て
「
た
よ
り
な
き
や
う
に
き
こ
ゆ
れ
ど
」
と
述
べ
て
い
る
も
の
の

F
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「
す
べ
て
歌
が
ら
を
か
し
く
侍
り
」
と
全
体
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
し
ら
露
」
に
か
か
っ
て
い
る
「
な
ら
は
ぬ
そ
で
」
で
用
例
を
引
い
て
み
る
と
、
当
該
歌
以
前
の
例
は
そ
う
多
く
は
な
い
。
恋
歌

の
例
を
見
て
み
る
と
、
以
下
の
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。

恋
し
さ
も
な
ら
は
ぬ
袖
に
あ
ら
け
な
く
け
ふ
や
涙
を
か
け
し
ら
せ
つ
れ
（
『
三
井
寺
山
家
歌
合
』
・
七
九
・
中
将
丸
）

し
ら
ざ
り
し
恋
に
涙
を
か
け
そ
め
て
な
ら
は
ぬ
袖
を
し
ぼ
り
そ
へ
ぬ
る
（
『
和
歌
所
影
供
歌
合
』
・
一
五
三
・
忠
良
）

だ
が
、
注
目
す
べ
き
は
良
経
の
「
治
承
題
百
首
」
の
初
恋
題
の
歌
に
も
「
な
ら
は
ぬ
そ
で
」
を
詠
ん
だ
歌
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

あ
し
び
き
の
や
ま
の
し
づ
く
の
か
け
て
だ
に
な
ら
は
ぬ
そ
で
を
た
ち
ぬ
ら
し
つ
る
（
『
秋
篠
月
清
集
』
・
四
五
一
）

特
に
前
二
首
は
直
接
「
涙
」
を
詠
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
良
経
の
歌
は
「
し
づ
く
」
を
詠
む
こ
と
で
涙
を
表
現
し
て
お
り
、
「
し

ら
露
」
で
涙
を
表
現
し
て
い
る

と
涙
を
直
接
表
現
し
な
い
点
で
通
じ
る
。
た
だ
し
「
あ
し
び
き
の
や
ま
」
か
ら
「
し
づ
く
」
を
導

F

き
出
し
て
い
る
良
経
歌
と
異
な
り
、

に
は
植
物
が
詠
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
「
お
く
」
の
表
現
も
な
く
、
三
句
目
で
「
し
ら
露
」
が

F

出
て
く
る
必
然
性
が
弱
い
。
そ
の
点
で
「
た
よ
り
な
き
や
う
に
き
こ
」
え
る
と
評
し
て
い
る
判
詞
は
尤
も
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
の

の
歌
も
「
右
歌
は
、
は
じ
め
を
は
り
あ
ひ
か
な
ひ
、
心
詞
た
し
か
に
よ
み
す
ゑ
ら
れ
て
は
べ
る
め
れ
ば
、
う
た
が
ひ
な
き

G

勝
に
侍
る
め
り
」
と
全
体
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
、
勝
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
歌
の
詞
続
き
か
ら
連
想
さ
れ
る
の
は
、
後
撰
集
に
見
え
る
平
定
文
の
次
の
歌
だ
ろ
う
。

題
し
ら
ず

我
の
み
や
も
え
て
き
え
な
ん
よ
と
と
も
に
思
ひ
も
な
ら
ぬ
ふ
じ
の
ね
の
ご
と
（
後
撰
集
巻
第
十
・
恋
二
・
六
四
七
・
平
定
文
）
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こ
の
歌
は
『
平
中
物
語
』
に
も
見
え
る
。

ま
た
、
こ
の
男
、
人
と
も
の
い
ふ
に
、
返
り
こ
と
は
す
る
も
の
か
ら
、
あ
は
で
ほ
ど
経
け
れ
ば
、
男
、

わ
れ
の
み
や
燃
え
て
か
へ
ら
む
よ
と
と
も
に
思
ひ
も
な
ら
ぬ
富
士
の
嶺
の
ご
と

女
、
返
し
、

富
士
の
嶺
の
な
ら
ぬ
思
ひ
も
燃
え
ば
燃
え
神
だ
に
消
た
ぬ
む
な
し
煙
を

ま
た
、
男
、
返
し
、

神
よ
り
も
君
は
消
た
な
む
た
れ
に
よ
り
な
ま
な
ま
し
身
の
燃
ゆ
る
思
ひ
ぞ

ま
た
、
女
、
返
し
、

か
れ
ぬ
身
を
燃
ゆ
と
聞
く
と
も
い
か
が
せ
む
消
ち
こ
そ
し
ら
ね
み
づ
な
ら
ぬ
身
は

か
う
歌
も
よ
み
、
を
か
し
か
り
け
れ
ど
、
「
ま
め
や
か
に
、
に
げ
な
し
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
い
ひ
や
み
に
け
り
。

（
『
平
中
物
語
』
・
第
十
一
段
）（6）

元
の
定
文
歌
が
、
自
分
だ
け
が
「
思
ひ
」
の
火
で
燃
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
と
詠
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
当
該
歌
で
は
「
思
ひ
」

の
火
で
も
消
え
な
い
自
分
の
命
に
対
し
て
「
う
き
人
よ
り
も
つ
れ
な
き
」
と
詠
む
。
そ
こ
に
は
例
え
ば
『
平
中
物
語
』
の
同
段
に
あ

る
別
の
歌
の
「
な
ま
な
ま
し
身
の
燃
ゆ
る
思
ひ
ぞ
」
と
い
う
、
身
を
焼
く
ほ
ど
の
激
し
い
思
い
が
読
み
取
れ
る
。

次
の

の
歌
の
判
詞
で
引
か
れ
て
い
る
、
「
う
ち
ぬ
る
な
か
に
ゆ
き
か
よ
ふ
ゆ
め
の
た
だ
ぢ
」
は
古
今
集
や
『
古
今
和
歌
六
帖
』

H
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に
採
ら
れ
て
い
る
藤
原
敏
行
の
次
の
歌
だ
ろ
う
。

寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
の
う
た

恋
ひ
わ
び
て
打
ち
ぬ
る
中
に
行
き
か
よ
ふ
夢
の
た
だ
ぢ
は
う
つ
つ
な
ら
な
む
（
古
今
集
巻
第
十
二
・
恋
歌
二
・
五
五
八
）

当
該
歌
は
、
元
歌
の
「
恋
ひ
わ
び
て
」
を
「
お
も
ひ
わ
び
」
と
詠
み
変
え
、
う
た
た
寝
を
す
る
宵
が
「
か
た
」
い
為
に
元
歌
の
「
行

き
か
よ
ふ
夢
の
た
だ
ぢ
」
さ
え
も
な
く
な
り
、
「
ゆ
め
も
よ
が
る
る
と
こ
の
う
へ
」
だ
と
詠
む
。
「
ゆ
め
も
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、

当
該
歌
で
は
当
然
現
実
も
夜
離
れ
の
状
況
な
の
だ
ろ
う
。
こ
の
歌
は
惟
明
親
王
の
恋
歌
と
し
て
は
十
一
首
目
に
当
た
る
の
で
、
配
列

上
も
恋
の
終
わ
り
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
解
釈
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

恋
二
（
成
就
前
の
恋
の
段
階
）
で
詠
ま
れ
て
い
た
元
歌
を
、
夜
離
れ
の
歌
（
恋
の
終
わ
り
に
至
る
段
階
）
と
し
て
詠
み
変
え
た
本

歌
取
り
の
歌
と
し
て
こ
の
歌
は
解
釈
が
で
き
る
。

の
歌
は
、
判
詞
が
短
く
「
右
歌
は
心
詞
あ
ひ
そ
な
へ
て
侍
れ
ば
勝
侍
る
べ
し
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
短
い
な
が
ら
全
体
と
し

I
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
う
か
が
え
る
。

初
句
の
「
さ
め
ぬ
れ
ば
」
の
用
例
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

寝
覚
恋

あ
ふ
と
み
る
ゆ
め
も
む
な
し
く
さ
め
ぬ
れ
ば
つ
ら
き
う
つ
つ
に
又
な
り
に
け
り
（
『
行
宗
集
』
・
二
九
一
）

我
が
恋
を
寝
て
は
夢
に
見
覚
め
ぬ
れ
ば
面
影
に
た
つ
あ
は
ぬ
ま
ぞ
な
き

（
『
久
安
百
首
』
・
四
七
〇
・
恋
二
十
首
・
前
備
後
守
季
通
朝
臣
）
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寄
源
氏
恋

あ
ふ
と
み
る
夢
さ
め
ぬ
れ
ば
つ
ら
き
か
な
た
び
ね
の
と
こ
に
か
よ
ふ
ま
つ
か
ぜ
（
『
忠
度
集
』
・
七
六
）

旅
宿
恋

あ
ふ
と
み
る
ゆ
め
も
ほ
ど
な
く
さ
め
ぬ
れ
ば
う
ら
み
を
む
す
ぶ
く
さ
ま
く
ら
か
な
（
『
経
正
集
』
・
八
二
）

い
ず
れ
も
恋
人
と
逢
え
な
い
辛
い
現
実
が
あ
り
、
そ
の
現
実
に
対
し
逢
う
夢
を
見
、
そ
の
夢
か
ら
覚
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
惜
し

ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。
当
該
歌
も
歌
の
配
列
上
、
す
で
に
恋
は
終
わ
り
を
迎
え
て
い
る
と
思
わ
れ
（
十
三
首
目
）
、
現
実
で
は
最

早
逢
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
「
あ
か
ぬ
わ
か
れ
」
な
ど
到
底
叶
わ
ず
、
し
か
し
夢
の
中
で
は
逢
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
夢
か
ら
覚

め
る
と
き
は
ま
る
で
「
あ
か
ぬ
わ
か
れ
」
の
よ
う
な
「
心
ち
」
が
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

ま
た
恋
歌
で
「
わ
り
な
き
も
の
」
と
い
え
ば
、
古
今
集
の
次
の
歌
が
思
い
浮
か
ぶ
。

心
を
ぞ
わ
り
な
き
物
と
思
ひ
ぬ
る
見
る
も
の
か
ら
や
こ
ひ
し
か
る
べ
き
（
巻
第
十
四
・
恋
歌
四
・
六
八
五
・
ふ
か
や
ぶ
）

右
の
歌
は
、
実
際
に
逢
っ
て
い
る
の
に
相
手
を
恋
し
く
思
う
心
を
「
わ
り
な
き
物
」
と
す
る
。
ま
た
、
「
う
た
た
ね
の
夢
」
の
用

例
と
し
て
は
金
葉
集
（
二
度
本
）
に
次
の
歌
が
あ
る
。

百
首
歌
中
に
夢
の
心
を
よ
め
る

う
た
た
ね
の
ゆ
め
な
か
り
せ
ば
わ
か
れ
に
し
む
か
し
の
人
を
ま
た
も
み
ま
し
や

（
金
葉
集
二
度
本
巻
第
九
・
雑
部
上
・
五
五
三
・
修
理
大
夫
顕
季
）

右
の
歌
な
ど
も
踏
ま
え
つ
つ
、
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
恋
の
相
手
の
夢
を
見
る
も
の
と
し
て
、
当
該
歌
は
「
う
た
た
ね
」
を
選
ん
だ
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と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
恋
歌
四
首
を
見
て
き
た
。

や

は
本
歌
取
り
の
歌
と
し
て
、
元
歌
の
恋
の
状
態
を
巧
み
に
詠
み
変
え
、

や

の
歌
は

G

H

F

I

先
行
歌
の
詞
や
表
現
を
踏
ま
え
つ
つ
、
一
首
全
体
と
し
て
調
和
が
取
れ
て
い
る
。
詞
や
表
現
の
斬
新
さ
を
評
価
さ
れ
て
い
た
春
歌
と

比
べ
る
と
、
恋
歌
で
は
歌
全
体
の
完
成
度
が
高
い
も
の
が
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
章
で
は
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
春
歌
と
恋
歌
か
ら
、
勝
が
付
け
ら
れ
た
歌
九
首
を
対
象
に
考
察
を
行
っ
た
。

考
察
の
結
果
、
春
歌
で
は
先
行
歌
の
表
現
に
拠
り
つ
つ
も
、
他
に
例
を
見
な
い
新
し
い
詞
や
表
現
を
用
い
た
歌
に
勝
が
付
け
ら
れ

る
傾
向
に
あ
っ
た
。
一
方
、
恋
歌
で
は
逆
に
一
首
と
し
て
の
完
成
度
が
高
い
も
の
や
本
歌
取
り
の
歌
に
勝
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。

両
者
は
判
者
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
者
の
好
み
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
特
に
春
歌
に
お
け
る

新
し
い
詞
や
表
現
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
は
正
治
百
首
で
も
様
々
な
折
に
見
出
せ
た
も
の
で
、
そ
の
よ
う
な
歌
に
勝
の
判

定
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
惟
明
親
王
の
詠
作
に
お
け
る
創
意
工
夫
が
同
時
代
に
お
い
て
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
こ

と
の
証
左
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
今
回
考
察
し
た
九
首
の
中
に
、
良
経
の
「
治
承
題
百
首
」
か
ら
詞
続
き
を
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
歌
が

二
首
あ
っ
た
。
こ
れ
は
正
治
百
首
に
つ
い
て
も
田
仲
洋
己
氏
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
今
後
惟
明
親
王
の
歌
に
関
し
て
、
良

（7）



春
歌
で
は
他
に
以
下
の
二
首
も
勝
判
定
を
受
け
て
い
る
が
前
章
で
取
り
上
げ
て
い
る
た
め
、
本
章
で
は
考
察
対
象
か
ら
外
し
た
。

（1）

よ
し
野
山
み
ね
の
さ
く
ら
の
さ
き
し
よ
り
は
な
に
よ
が
れ
ぬ
た
び
ね
を
ぞ
す
る
（
三
六
八
）

さ
く
花
に
こ
こ
ろ
を
と
め
て
か
り
が
ね
の
か
へ
り
わ
づ
ら
ふ
あ
け
ぼ
の
の
こ
ゑ
（
五
〇
九
）

久
保
田
淳
『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
三
月
）
、
片
山
亨
『
校
本
秋
篠
月
清
集
と
そ
の
研
究
』

（2）

（
笠
間
書
院
、
一
九
七
六
年
六
月
）

田
仲
洋
己
氏
は
、
「
三
宮
惟
明
親
王
歌
の
正
治
初
度
百
首
詠
に
つ
い
て
」
（
『
中
世
前
期
の
歌
書
と
歌
人
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇

（3）

八
年
）
で
惟
明
親
王
の
正
治
初
度
百
首
詠
の
夏
の
一
首
、

な
が
む
れ
ば
庭
の
さ
ゆ
り
に
水
越
え
て
五
月
雨
深
き
宿
の
夕
暮
（
一
三
〇
）

に
つ
い
て
、
「
類
似
し
た
景
を
詠
ず
る
近
い
時
期
の
先
行
歌
」
と
し
て
良
経
の
「
治
承
題
百
首
」
の
次
の
一
首
を
挙
げ
る
。

五
月
雨
の
ふ
り
に
し
里
は
道
絶
え
て
庭
の
さ
ゆ
り
も
波
の
下
草
（
『
秋
篠
月
清
集
』
・
四
二
一
）

恋
歌
で
は
他
に
以
下
の
二
首
も
勝
判
定
を
受
け
て
い
る
が
、
前
節
で
考
察
を
し
て
い
る
た
め
、
本
節
で
は
考
察
対
象
か
ら
外
し

（4）

た
。
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経
の
「
治
承
題
百
首
」
と
の
関
係
も
注
意
深
く
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。



の
歌
は
左
歌
に
対
す
る
評
が
長
い
た
め
省
略
し
た
。
他
の
例
も
左
歌
に
対
す
る
評
は
省
略
し
て
い
る
。

（5）

I『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

竹
取
物
語

伊
勢
物
語

大
和
物
語

平
中
物
語
』
（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
。
『
平
中
物

（6）

語
』
の
校
訂
・
訳
は
清
水
好
子
氏
。

前
掲
注

（7）

3
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い
ま
こ
ん
と
ち
ぎ
り
し
ほ
ど
も
と
し
ふ
り
て
の
き
は
し
の
ぶ
に
庭
は
あ
さ
ぢ
に
（
二
三
六
五
）

も
の
お
も
ふ
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
や
ど
り
き
ぬ
ふ
じ
の
た
か
ね
も
む
ろ
の
や
し
ま
も
（
二
四
四
九
）
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終

章

歌
人
惟
明
親
王
の
再
評
価
と
今
後
の
展
望

本
研
究
で
は
、
惟
明
親
王
の
二
つ
の
百
首
歌
に
焦
点
を
当
て
て
、
惟
明
親
王
が
ど
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う

に
百
首
歌
を
構
成
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
て
き
た
。

第
一
部
で
は
『
正
治
初
度
百
首
』
の
百
首
歌
に
つ
い
て
、
各
部
立
毎
に
そ
の
構
成
を
論
じ
た
。

全
体
を
通
し
て
言
え
る
の
は
、
惟
明
親
王
は
歌
材
や
語
句
、
情
景
に
よ
っ
て
隣
り
合
う
歌
同
士
を
結
び
つ
け
る
手
法
を
多
用
し
て

お
り
、
こ
の
構
成
は
四
季
歌
及
び
恋
歌
す
べ
て
に
見
ら
れ
、
一
定
の
配
列
意
識
を
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
一
章
で
は
四
季
部
の
歌
に
つ
い
て
論
じ
た
。

第
一
節
で
は
春
の
歌
二
十
首
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
の
部
立
で
注
目
す
べ
き
は
、
桜
の
香
を
詠
ん
だ
歌
を
連
続
し
て
置
く
と
い
う

配
列
だ
っ
た
。
桜
の
香
を
詠
む
と
い
う
こ
と
自
体
が
あ
ま
り
例
を
見
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
新
古
今
時
代
に
は
少
な
い
な
が
ら
も

用
例
が
見
出
せ
た
。
そ
の
中
で
も
惟
明
親
王
は
、
風
に
薫
る
桜
の
香
を
詠
む
と
い
う
『
金
葉
和
歌
集
』
や
『
千
載
和
歌
集
』
と
い
う

少
し
前
の
時
代
の
趣
向
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
衣
へ
の
移
り
香
を
詠
む
同
時
代
の
趣
向
と
は
差
別
化
を
図
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

第
二
節
で
は
秋
の
歌
二
十
首
を
考
察
し
た
が
、
こ
の
二
十
首
中
に
も
や
は
り
構
成
上
違
和
感
を
覚
え
る
歌
が
い
く
つ
か
あ
り
、
本

節
で
は
特
に
一
五
四
番
の
歌
を
取
り
上
げ
考
察
し
た
。
こ
の
歌
は
、
『
林
葉
集
』
の
歌
と
ほ
ぼ
同
一
の
歌
と
な
っ
て
お
り
、
一
見
す

る
と
先
行
歌
を
無
造
作
に
取
り
込
ん
だ
か
の
よ
う
に
思
え
る
一
首
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
に
は
「
お
き
ゐ
の
里
」
と
い
う
珍
し
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い
歌
枕
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
枕
の
用
例
を
探
っ
て
い
く
と
、
限
定
的
な
期
間
で
は
あ
る
も
の
の
仁
和
寺
御
室
周
辺
で
詠

ま
れ
て
い
る
こ
と
、
月
と
強
く
結
び
つ
い
た
歌
枕
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
五
四
番
歌
は
、

「
お
き
ゐ
の
里
」
と
い
う
詞
か
ら
月
へ
の
連
想
を
働
か
せ
、
一
首
の
情
景
に
月
の
光
を
添
え
る
と
共
に
、
直
前
の
月
歌
群
と
の
連
接

が
図
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
百
首
歌
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
み
る
と
、
一
見
凡
庸
な
よ
う
に
思

わ
れ
る
歌
に
込
め
ら
れ
た
、
詠
者
の
工
夫
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

第
三
節
で
は
夏
と
冬
の
歌
そ
れ
ぞ
れ
十
五
首
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
た
。

夏
部
で
は
配
列
上
目
を
引
く
部
立
冒
頭
に
置
か
れ
た
首
夏
の
歌
二
首
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
一
二
四
番
歌
は
、
「
花
の
袂
」

と
い
う
表
現
に
着
目
す
る
と
、
春
部
と
の
繋
が
り
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
歌
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
表
現
か
ら
『
堀
河
百
首
』
や
『
重

之
百
首
』
の
歌
へ
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
惟
明
親
王
の
百
首
歌
へ
の
意
識
が
現
れ
た
歌
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
続

く
一
二
五
番
歌
は
、
前
に
置
か
れ
た
一
二
四
番
歌
の
「
い
と
ふ
」
と
い
う
強
い
表
現
を
補
う
形
で
、
祝
性
の
強
い
も
の
が
置
か
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

冬
部
の
構
成
に
も
配
列
上
違
和
感
を
覚
え
る
歌
が
数
首
散
見
さ
れ
、
そ
の
内
の
一
七
二
番
歌
を
特
に
取
り
上
げ
て
考
察
し
た
。
考

察
の
結
果
、
こ
の
歌
は
網
代
と
氷
魚
を
取
り
合
わ
せ
て
詠
ん
だ
一
見
あ
り
ふ
れ
た
歌
で
あ
る
が
、
「
と
ま
ら
ぬ
ひ
を
」
と
い
う
詞
続

き
に
す
る
こ
と
で
、
詞
の
上
で
歳
暮
の
意
を
響
か
せ
た
歌
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
可
能
に
す
る
要
素
の
一

つ
と
し
て
、
こ
の
歌
が
冬
部
の
一
九
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
惟
明
親
王
は
春
か
ら
秋
ま
で
部
立
末
に
は
二
首
、
各
季
節
の
暮

れ
を
詠
ん
だ
歌
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
夏
の
一
首
目
の
歌
も
春
部
末
の
歌
を
意
識
し
て
置
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
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こ
と
か
ら
、
惟
明
親
王
の
構
成
意
識
と
い
う
も
の
は
、
部
立
内
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
部
立
間
の
繋
が
り
に
意
を
用
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
二
章
で
は
恋
歌
十
首
の
考
察
を
行
っ
た
。
惟
明
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
恋
部
は
、
一
～
五
首
目
が
恋
愛
成
就
以
前
を
、
六

～
十
首
目
が
恋
愛
成
就
以
後
を
詠
ん
だ
歌
と
な
っ
て
お
り
、
時
間
的
推
移
に
配
列
す
る
と
い
う
恋
部
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
親
王
も

踏
襲
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
細
か
く
分
け
る
と
、
不
逢
恋
を
詠
ん
だ
歌
群
（
一
～
五
首
目
）
、
待
恋
を
詠
ん
だ
歌
群
（
六

・
七
首
目
）
、
共
寝
を
主
題
と
し
た
歌
群
（
八
～
十
首
目
）
と
、
大
き
く
三
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
五
首

は
ひ
た
す
ら
に
逢
う
ま
で
の
苦
し
み
を
詠
い
、
中
盤
の
二
首
で
は
同
時
代
に
取
り
合
わ
さ
れ
て
い
た
表
現
を
配
列
と
い
う
観
点
か
ら

利
用
し
つ
つ
待
恋
を
詠
ん
だ
。
終
盤
の
三
首
で
は
、
共
寝
の
歌
を
並
べ
な
が
ら
逢
不
逢
恋
の
苦
し
み
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

歌
群
毎
に
歌
の
主
題
や
歌
材
に
統
一
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
例
え
ば
後
鳥
羽
院
の
『
正
治
初
度
百
首
』
の
よ
う
に
十
首
全
体
で
恋
の

展
開
を
構
成
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
男
女
ど
ち
ら
か
の
視
点
に
立
っ
て
統
一
さ
せ
る
と
い
う
手
法
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
惟
明

親
王
の
三
つ
の
歌
群
は
漫
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
不
逢
恋
」
か
ら
「
待
恋
」
へ
は
「
逢
ふ
事
」
・
「
あ
は
ぬ
夜
」

と
〈
あ
ふ
〉
と
い
う
言
葉
で
結
び
付
き
、
ま
た
、
「
枕
の
塵
」
が
同
時
代
に
は
不
逢
恋
の
歌
で
も
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

歌
の
主
題
に
お
い
て
も
連
続
性
が
見
出
せ
る
。
そ
し
て
、
「
待
恋
」
か
ら
「
共
寝
」
へ
は
、
衣
や
床
に
関
連
す
る
表
現
に
よ
っ
て
結

び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
四
季
部
か
ら
引
き
続
き
、
惟
明
親
王
の
百
首
歌
の
特
徴
と
も
言
え
る
同
じ
言
葉
や
類
似
表
現
の
多
用
は
、
恋

部
で
は
各
歌
群
を
連
結
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
言
葉
や
表
現
に
よ
り
歌
を
連
結
し
て
い
く
手
法
は
春
・
夏
部
同
様
に
部
立
内
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
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次
の
羇
旅
歌
の
冒
頭
一
首
目
に
も
表
現
上
の
つ
な
が
り
が
見
出
せ
る
歌
が
置
か
れ
て
い
る
。

第
三
章
で
は
雑
歌
二
十
首
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
羇
旅
・
山
家
・
鳥
・
祝
の
題
毎
に
考
察
し
た
。

第
一
節
で
は
羇
旅
五
首
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
五
首
で
は
涙
や
露
、
衣
な
ど
類
似
表
現
を
多
用
し
て
お
り
、
四
季
や
恋
に
も
見
ら

れ
た
同
一
の
歌
材
を
用
い
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
古
物
語
や
故
事
あ
る
い
は
古
歌
の
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
た
歌
や
歌
枕
・

名
所
を
詠
ん
だ
歌
と
い
っ
た
題
詠
の
羇
旅
歌
の
傾
向
か
ら
は
外
れ
た
も
の
で
、
ひ
た
す
ら
に
旅
の
辛
苦
を
詠
ん
だ
構
成
は
、
同
一
の

主
題
で
統
一
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
が
で
き
る
一
方
で
、
五
首
の
情
景
に
関
し
て
変
化
に
乏
し
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
先
行
歌
に
は
な
い
表
現
や
、
先
行
歌
を
踏
ま
え
た
新
し
い
表
現
を
取
り
入
れ
る
、
そ
の
よ
う
な
表
現
の
工
夫
を
配

列
に
も
結
び
つ
け
、
直
前
の
恋
部
と
の
連
結
を
図
っ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
点
も
見
出
せ
、
羇
旅
の
五
首
に
関
し
て
は
、
三
首
目
な

ど
に
こ
な
れ
て
い
な
い
表
現
も
一
部
見
ら
れ
た
が
、
全
体
的
に
は
新
奇
の
表
現
の
取
り
入
れ
に
成
功
し
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

第
二
節
で
取
り
上
げ
た
山
家
五
首
は
、
こ
れ
ま
で
の
部
立
と
は
異
な
り
、
同
一
あ
る
い
は
類
似
の
語
句
や
表
現
の
多
用
は
見
ら
れ

ず
、
歌
材
の
偏
り
が
な
い
と
い
う
点
で
は
祝
題
五
首
に
通
じ
る
。
し
か
し
、
一
見
凡
作
に
見
え
る
中
に
も
深
草
の
里
や
猿
で
真
新
し

い
詠
み
方
を
探
求
す
る
姿
勢
は
、
羇
旅
や
鳥
の
歌
か
ら
も
読
み
取
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
聴
覚
表
現
の
歌
と
視
覚
表
現
の
歌
を
交

互
に
置
く
配
列
は
鳥
題
の
配
列
に
も
通
ず
る
。

第
三
節
で
取
り
上
げ
た
鳥
題
五
首
に
つ
い
て
は
、
鳥
の
題
自
体
が
『
正
治
初
度
百
首
』
独
自
の
珍
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
惟
明
親

王
は
そ
の
珍
し
い
題
の
中
で
さ
ら
に
新
し
い
歌
を
詠
も
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
見
立
て
を
用
い
た
歌
で
は
、
「
て
り

ま
し
こ
」
と
い
う
新
し
い
歌
材
を
詠
ん
だ
り
、
番
の
鴨
を
沓
に
見
立
て
る
と
い
う
斬
新
な
発
想
で
詠
ん
だ
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
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鳥
や
鵐
と
い
う
あ
り
ふ
れ
た
歌
材
も
、
そ
れ
ぞ
れ
従
来
の
詠
ま
れ
方
と
は
一
線
を
画
す
る
詠
み
方
を
し
て
お
り
、
こ
の
辺
り
に
親
王

の
鳥
題
歌
詠
作
に
お
け
る
意
欲
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

鳥
題
歌
を
部
立
と
し
て
見
る
と
、
全
体
的
に
晩
秋
か
ら
冬
の
イ
メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ
る
。
「
む
ら
す
ず
め
」
の
歌
は
秋
、
「
て
り

ま
し
こ
」
の
歌
は
冬
、
「
山
鳥
」
・
「
し
と
ど
」
の
歌
に
は
季
節
の
言
及
は
な
い
が
、
友
を
恋
し
が
る
歌
意
か
ら
は
哀
切
が
漂
っ
て
い

る
し
、
「
か
ぜ
を
い
た
み
」
と
い
う
初
句
か
ら
は
や
は
り
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
強
い
風
を
想
像
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
「
鴨
」
は
そ

れ
自
体
が
冬
を
想
起
さ
せ
る
。「
し
と
ど
」
の
歌
に
つ
い
て
、
山
崎
氏
は
「
う
ら
淋
し
い
叙
景
歌
」
と
い
う
表
現
を
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
う
ら
淋
し
さ
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
五
首
全
体
が
ま
と
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
聴
覚
表
現
の
歌
（
一
首
目
・
四
首
目
）
、
視
覚
表
現
の
歌
（
二
首
目
・
五
首
目
）
と
三
首
目
を
境
に
同
様
の
配
列
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
三
首
目
は
、
「
山
鳥
」
の
歌
で
あ
り
、
こ
の
歌
は
鳥
が
鏡
を
見
て
鳴
く
と
い
う
視
覚
・
聴
覚
両
方
に

拠
っ
た
歌
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
歌
が
中
央
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
意
図
的
な
も
の
を
思
わ
せ
る
。

惟
明
親
王
の
鳥
題
歌
は
、
こ
の
よ
う
に
全
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
配
列
で
統
一
を
図
り
つ
つ
、
個
々
の
歌
で
は
歌
材
や
詠
法
に
新
し

さ
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
え
る
。

最
後
に
第
四
節
で
は
祝
題
五
首
を
分
析
し
た
。
ま
ず
五
首
の
構
成
を
分
析
し
、
全
体
的
に
視
覚
的
な
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
二
〇
〇
番
の
歌
以
外
は
先
行
歌
の
表
現
や
歌
材
を
踏
ま
え
た
歌
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
特
に
考
察
を
行
っ

た
。二

〇
〇
番
歌
は
、
星
に
よ
り
祝
意
性
を
持
た
せ
て
い
る
が
和
歌
史
に
お
い
て
星
を
詠
む
歌
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
。
院
政
期
頃
ま
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で
の
星
の
詠
ま
れ
方
を
概
観
し
つ
つ
、
同
時
代
の
一
般
的
な
星
の
賀
歌
は
、
星
の
宿
り
や
星
の
位
と
い
っ
た
慣
用
表
現
を
用
い
な
が

ら
、
星
座
の
定
ま
っ
て
い
る
様
子
に
治
世
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
が
、
惟
明
親
王
の
歌
は
そ
の
よ
う
な
慣
用
表
現
を
全
く
用
い
ず
、

さ
ら
に
祝
意
を
表
す
手
段
と
し
て
星
座
で
は
な
く
星
の
数
を
利
用
し
て
い
る
点
で
一
線
を
画
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ

ら
に
、
星
の
数
を
詠
ん
で
い
る
と
い
う
点
に
着
目
し
て
、
漢
詩
文
に
そ
の
発
想
源
を
求
め
、
「
衆
星
」
の
影
響
が
読
み
取
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
、
漢
詩
に
見
ら
れ
る
「
衆
星
」
を
踏
ま
え
る
と
、
惟
明
親
王
歌
は
単
に
後
鳥
羽
院
の
治
世
の
永
久

性
の
み
を
星
の
数
に
仮
託
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
後
鳥
羽
院
を
中
心
と
し
て
人
臣
が
集
ま
る
様
を
も
詠
み
込
ん
だ
一
首
だ
と
解
釈

で
き
る
こ
と
を
述
べ
た
。

惟
明
親
王
は
、
星
と
い
う
和
歌
に
詠
ま
れ
る
こ
と
の
稀
な
歌
材
を
、
わ
ざ
わ
ざ
祝
の
歌
の
一
首
に
組
み
込
ん
だ
。
同
時
代
の
星
の

歌
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
叙
景
歌
の
中
に
星
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
平
安
時
代
に
お
い
て
、

月
と
共
に
詠
ま
れ
て
も
影
の
薄
か
っ
た
星
で
あ
る
が
、
冬
の
景
色
の
中
に
そ
の
冴
え
わ
た
る
光
が
詠
ま
れ
る
な
ど
、
明
ら
か
に
星
に

注
目
す
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
露
と
共
に
詠
ま
れ
る
な
ど
、
新
た
な
美
が
見
出
さ
れ
て
も
い
る
。
惟
明
親
王
の
祝
題
五
首

が
す
べ
て
視
覚
的
な
歌
と
し
て
読
め
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
言
及
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
つ
ま
り
、
惟
明
親
王
は
叙

景
歌
と
し
て
星
を
詠
む
と
い
う
鎌
倉
時
代
の
潮
流
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
加
え
て
、
「
星
の
林
」
や
「
星
の
宿
り
」
と
い

う
よ
う
な
慣
用
表
現
を
全
く
使
わ
ず
、
「
君
が
代
」
の
永
久
性
を
数
え
き
れ
ぬ
星
に
喩
え
る
と
い
う
新
し
い
発
想
で
祝
歌
を
詠
ん
だ

と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
星
の
数
に
焦
点
を
当
て
た
詠
み
方
は
、
『
新
撰
和
歌
六
帖
』
の
星
題
の
一
首
、
「
く
る

る
ま
に
出
で
そ
ふ
星
の
か
ず
し
ら
ず
い
や
ま
し
に
の
み
な
る
お
も
ひ
か
な
（
三
四
二
）
」
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
星
の
数
を
数
え
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る
こ
と
で
祝
意
を
表
す
例
と
し
て
は
、
先
掲
の
『
玉
葉
和
歌
集
』
の
「
天
つ
空
星
の
く
ら
ゐ
を
か
ぞ
へ
て
ぞ
行
末
と
ほ
き
御
代
は
し

ら
る
る
」
や
『
白
河
殿
七
百
首
』
の
「
あ
き
ら
け
き
星
の
は
や
し
も
か
ぞ
へ
つ
つ
君
が
よ
は
ひ
の
有
か
ず
に
せ
ん
」
の
歌
が
挙
げ
ら

れ
、
こ
の
よ
う
な
後
代
の
歌
は
、
惟
明
親
王
の
星
歌
を
踏
ま
え
た
も
の
と
見
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
『
玉
葉
和
歌
集
』
の

歌
も
『
白
河
殿
七
百
首
』
の
歌
も
「
星
の
く
ら
ゐ
」
や
「
星
の
は
や
し
」
と
い
う
定
型
句
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い
。
そ
の
点
で
も

惟
明
歌
の
新
鮮
さ
が
際
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
惟
明
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
雑
部
は
、
構
成
や
配
列
と
い
う
点
で
は
季
節
や
恋
部
の
よ
う
に
際
だ

っ
て
共
通
す
る
傾
向
は
な
い
も
の
の
、
歌
材
や
詠
み
方
と
い
う
点
で
は
従
来
の
詠
み
方
や
同
時
代
の
傾
向
と
は
趣
を
異
に
す
る
歌
が

少
な
く
な
く
、
新
し
い
表
現
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
親
王
の
和
歌
詠
作
へ
の
意
欲
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
歌
が
配
列
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
の
結
果
か
ら
、
惟
明
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
に
お
い
て
は
、
部
立
全
体
を
見
渡
し
た
、
有
機
的
な
構
成
が
取
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

季
節
の
歌
や
恋
歌
、
あ
る
い
は
雑
歌
の
中
で
も
羇
旅
の
歌
で
は
、
歌
材
や
主
題
に
偏
り
が
見
ら
れ
、
変
化
に
乏
し
い
歌
が
並
ん
で

い
る
と
の
見
方
が
で
き
る
一
方
で
、
類
似
の
語
句
や
表
現
に
よ
る
歌
同
士
の
連
接
が
図
ら
れ
て
お
り
、
部
立
全
体
に
統
一
感
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
統
一
感
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
部
立
中
に
配
列
上
の
違
和
感
を
覚
え
さ
せ
る
歌
を
数

首
置
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
違
和
感
の
あ
る
歌
を
掘
り
下
げ
て
い
く
と
、
そ
こ
に
親
王
の
加
え
た
趣
向
を
読
み
取
れ
る
歌
で
あ
る
こ

と
が
判
明
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
先
行
歌
を
無
造
作
に
取
り
込
ん
だ
よ
う
に
見
え
る
平
凡
な
歌
も
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
が
、
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そ
れ
ら
の
中
に
は
、
全
体
を
通
し
て
他
に
は
例
を
見
な
い
新
奇
な
表
現
を
詠
み
込
ん
だ
歌
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
表
現
は
後
代
に

も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

第
二
部
で
は
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
百
首
歌
を
対
象
に
、
惟
明
親
王
が
ど
の
よ
う
に
歌
を
詠
作
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
歌
が

同
時
代
に
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
を
論
じ
た
。

第
四
章
で
は
、
田
仲
洋
己
氏
が
指
摘
さ
れ
た
三
五
首
を
対
象
に
、
親
王
が
ど
の
よ
う
に
先
行
歌
を
摂
取
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
、

古
歌
を
摂
取
し
て
い
る
場
合
と
同
時
代
・
近
時
代
歌
を
摂
取
し
て
い
る
場
合
に
大
別
、
後
者
は
さ
ら
に
三
つ
に
分
類
し
た
。

第
一
節
で
は
古
歌
を
直
接
摂
取
し
て
い
る
歌
を
考
察
し
、
こ
れ
ら
の
歌
で
は
元
の
歌
の
詞
続
き
や
内
容
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
取

り
入
れ
て
い
る
例
が
多
数
見
ら
れ
る
一
方
で
、
元
歌
の
表
現
や
内
容
を
詠
み
替
え
て
い
る
例
も
わ
ず
か
な
が
ら
見
出
せ
た
。
そ
の
レ

ベ
ル
は
詞
や
表
現
か
ら
主
題
に
至
る
ま
で
多
岐
に
渡
り
、
惟
明
親
王
が
新
古
今
時
代
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
本
歌
取
り
と
い
う
手
法

に
対
し
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
て
、
あ
る
意
味
で
は
積
極
的
だ
っ
た
と
の
見
方
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
二
節
・
第
三
節
で
は
同
時
代
や
近
時
代
の
歌
を
踏
ま
え
て
詠
作
し
た
と
思
わ
れ
る
歌
を
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
語
句

や
表
現
の
レ
ベ
ル
の
利
用
に
留
ま
る
も
の
だ
っ
た
が
、
第
三
節
で
取
り
上
げ
た
数
首
は
同
時
代
の
先
行
歌
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
、
解

釈
が
難
し
い
歌
で
あ
り
、
惟
明
親
王
が
ど
う
や
ら
同
時
代
の
歌
も
言
わ
ば
本
歌
取
り
の
本
歌
の
よ
う
な
扱
い
を
し
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。
実
態
に
即
し
て
い
な
い
と
は
い
え
、
定
家
の
本
歌
取
り
の
規
定
に
従
え
ば
「
近
代
」
の
歌
は
本
歌
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
。
今
回
の
考
察
結
果
か
ら
は
、
惟
明
親
王
の
意
識
と
し
て
、
同
時
代
の
歌
人
の
歌
も
単
な
る
詞
や
表
現
の
お
手
本
以
上
の
も
の
が
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あ
っ
た
と
い
う
見
方
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
元
歌
の
詞
や
表
現
を
安
易
に
取
り
入
れ
て
い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
同
時
代
・
近
時
代
歌
人
の
歌
の

表
現
を
構
わ
ず
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
点
は
、
田
仲
氏
が
正
治
初
度
百
首
詠
の
特
徴
と
し
て
指
摘
し
て
い
た
「
先
行
歌
の
発
想
や

詞
続
き
を
無
造
作
に
取
り
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
歌
」
「
同
時
代
・
近
時
代
の
歌
人
た
ち
の
表
現
を
取
り
入
れ
る
」
に
合
致
す
る
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
は
第
一
部
で
の
考
察
結
果
と
も
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
二
つ
の
百
首
歌
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
詠
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

た
め
、
そ
の
傾
向
が
似
通
っ
て
し
ま
う
の
は
あ
る
意
味
で
当
然
だ
と
い
え
る
。

第
五
章
で
は
、
判
詞
に
着
目
し
、
春
と
恋
の
歌
で
勝
判
定
を
受
け
て
い
る
九
首
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
点
を
評
価
さ
れ
て
い
る

の
か
を
論
じ
た
。
考
察
の
結
果
、
春
歌
で
は
先
行
歌
を
踏
ま
え
つ
つ
他
に
例
を
見
な
い
詞
や
表
現
を
用
い
た
歌
に
勝
が
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
恋
歌
で
は
逆
に
一
首
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
も
の
や
本
歌
取
り
の
歌
に
勝
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
『
正
治
初
度
百
首
』
に
お
い
て
惟
明
親
王
が
垣
間
見
せ
て
い
た
、
新
奇
な
表
現
へ
の
関
心
や
開
拓
心
が
、
当

時
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
考
察
対
象
と
し
た
九
首
の
う
ち
、
良
経
の
「
治
承
題
百
首
」
か
ら
詞
続
き
を
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
歌

が
二
首
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
『
正
治
初
度
百
首
』
詠
に
つ
い
て
も
田
仲
洋
己
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
今
後
、
惟
明

(1)

親
王
の
歌
を
さ
ら
に
考
察
し
て
い
く
上
で
、
良
経
の
「
治
承
題
百
首
」
か
ら
の
影
響
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

目
崎
德
衛
氏
は
惟
明
親
王
に
つ
い
て
、
「
格
別
の
経
歴
も
伝
わ
ら
な
い
地
味
な
生
涯
を
送
っ
た
が
、
歌
道
を
事
と
し
た
」
と
評
さ
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れ
て
い
る
。
後
鳥
羽
院
の
史
伝
を
語
る
文
脈
上
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
評
価
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ

(2)

な
い
が
、
文
学
の
み
な
ら
ず
史
学
分
野
に
お
い
て
も
惟
明
親
王
は
日
陰
の
存
在
で
あ
っ
た
。
目
崎
氏
は
、
「
歌
道
を
事
に
し
た
」
親

王
の
「
作
品
の
う
ち
特
に
興
味
深
い
も
の
」
と
し
て
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
採
ら
れ
て
い
る
式
子
内
親
王
と
の
贈
答
歌
二
首
を
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
贈
答
歌
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

家
の
や
へ
ざ
く
ら
を
を
ら
せ
て
、
惟
明
親
王
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

や
へ
に
ほ
ふ
軒
ば
の
桜
う
つ
ろ
ひ
ぬ
風
よ
り
さ
き
に
問
ふ
人
も
が
な

（
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
二
・
春
歌
下
・
一
三
七
・
式
子
内
親
王
）

返
し

つ
ら
き
か
な
う
つ
ろ
ふ
ま
で
に
八
重
桜
と
へ
と
も
い
は
で
す
ぐ
る
心
は

（
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
二
・
春
歌
下
・
一
三
八
・
惟
明
親
王
）

な
が
月
の
有
明
の
こ
ろ
、
山
ざ
と
よ
り
式
子
内
親
王
に
お
く
れ
り
け
る

お
も
ひ
や
れ
な
に
を
忍
ぶ
と
な
け
れ
ど
も
都
お
ぼ
ゆ
る
有
明
の
月

（
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
六
・
雑
歌
上
・
一
五
四
四
・
惟
明
親
王
）

返
し

有
明
の
お
な
じ
な
が
め
は
君
も
と
へ
都
の
外
も
秋
の
山
ざ
と

（
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
六
・
雑
歌
上
・
一
五
四
五
・
式
子
内
親
王
）
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右
の
贈
答
歌
に
つ
い
て
目
崎
氏
は
、
竹
西
寛
子
氏
の
論
を
引
き
な
が
ら
、「
ほ
の
か
な
恋
歌
に
も
紛
う
響
き
」
が
と
も
な
う
の
は
、

(3)

「
不
遇
な
甥
を
あ
わ
れ
む
伯
母
と
孤
独
な
伯
母
を
慕
い
寄
る
甥
と
の
、
心
の
交
わ
り
の
深
層
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ

て
い
る
。
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
採
ら
れ
た
右
の
二
首
は
、
式
子
内
親
王
と
の
贈
答
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
惟
明
親
王
の
和
歌
の
中

で
は
比
較
的
知
ら
れ
た
歌
だ
と
言
え
る
が
、
歌
そ
の
も
の
よ
り
も
、
式
子
内
親
王
と
の
関
係
性
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
捉
え
ら
れ
、

式
子
内
親
王
伝
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
き
て
、
惟
明
親
王
の
歌
人
性
に
目
を
向
け
さ
せ
る
歌
に
は
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

(4)

ま
た
、
五
味
文
彦
氏
は
、
『
後
鳥
羽
上
皇

新
古
今
集
は
な
に
を
語
る
か
』
の
「
正
治
初
度
百
首
」
の
項
目
で
惟
明
親
王
に
も
触

(5)

れ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
百
首
歌
は
従
来
に
な
い
こ
と
が
多
い
。
先
例
で
あ
る
『
堀
河
百
首
』
や
『
久
安
百
首
』
で
は
歌
人
は
す
べ
て
歌
詠
み
の

廷
臣
や
女
房
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
は
そ
れ
に
入
道
三
位
俊
成
、
入
道
生
蓮
（
師
光
）
、
寂
蓮
な
ど
の
出
家
者
や
僧
の
慈
円

が
入
り
、
三
人
の
宮
を
も
入
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
惟
明
親
王
は
今
後
、
位
に
つ
く
可
能
性
も
あ
る
存
在
で
あ
る
。
文
治
五
年

（
一
一
八
九
）
十
一
月
十
九
日
に
親
王
宣
下
が
下
っ
て
惟
明
と
命
名
さ
れ
て
い
た
。
歌
は
上
皇
よ
り
も
早
く
か
ら
学
び
、
『
新

古
今
集
』
に
は
式
子
内
親
王
と
の
贈
答
歌
が
二
つ
載
っ
て
い
る
。
（
中
略
）
お
そ
ら
く
伯
母
の
式
子
内
親
王
の
援
助
の
下
で
歌

も
指
導
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
兄
を
百
首
歌
の
歌
人
に
指
名
し
た
と
こ
ろ
に
、
上
皇
の
和
歌
文
化
に
か
け
る
意
気
込

み
が
う
か
が
え
る
。
自
ら
の
文
化
世
界
に
統
合
し
よ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

五
味
氏
の
こ
の
指
摘
に
は
、
有
力
な
後
見
の
な
か
っ
た
惟
明
親
王
が
実
際
ど
れ
ほ
ど
帝
位
を
望
め
た
の
か
、
な
ど
疑
問
の
残
る
余

地
は
あ
る
が
、
後
鳥
羽
院
が
こ
の
異
母
兄
に
対
し
て
何
ら
か
の
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。



田
仲
洋
己
「
三
宮
惟
明
親
王
歌
の
正
治
初
度
百
首
詠
に
つ
い
て
」
（
『
中
世
前
期
の
歌
書
と
歌
人
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）

(1)
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序
章
で
も
触
れ
た
が
、
惟
明
親
王
が
親
王
宣
下
を
受
け
た
の
が
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
で
あ
り
、
そ
の
後
、
建
久
六
年
（
一
一

九
五
）
に
は
後
鳥
羽
院
の
生
母
で
あ
る
七
条
院
殖
子
の
猶
子
と
な
っ
て
元
服
し
、
三
品
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
事
柄
は
す
べ

て
後
鳥
羽
天
皇
の
治
世
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
せ
よ
後
鳥
羽
天
皇
に
と
っ
て
す
ぐ
上
の
異
母
兄
が
無

視
で
き
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
そ
の
理
由
を
推
測
す
る
な
ら
ば
、
五
味
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
兄
を
「
自

ら
の
文
化
世
界
に
統
合
し
よ
う
と
い
う
狙
い
」
が
あ
っ
た
と
い
う
政
治
的
判
断
か
ら
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
高
倉
院
の
皇
子

の
中
で
和
歌
を
志
し
た
の
は
結
局
の
と
こ
ろ
三
宮
と
四
宮
の
二
人
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
、
同
じ
く
和
歌
を
道
と
し
た
異
母
兄
に
対
す

る
何
ら
か
の
共
感
を
覚
え
て
い
た
と
の
見
方
も
可
能
で
あ
る
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
研
究
で
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
惟
明
親
王
の
歌
人
と
し
て
の
側
面
を
取
り
上

げ
、
詳
し
く
論
じ
て
き
た
。
若
年
期
に
詠
ま
れ
た
二
つ
の
百
首
歌
で
あ
る
が
故
に
、
平
凡
な
作
も
少
な
く
は
な
い
が
、
そ
の
中
に
従

来
に
は
な
か
っ
た
表
現
や
詞
を
生
み
出
そ
う
と
し
た
意
欲
的
な
歌
も
ま
た
少
な
か
ら
ず
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
に
は
、
和
歌

に
秀
で
た
弟
帝
に
要
請
さ
れ
た
か
ら
と
い
う
以
上
の
、
親
王
の
和
歌
に
対
す
る
真
摯
さ
が
透
け
て
み
え
て
く
る
の
で
あ
る
。



目
崎
徳
衛
『
史
伝

後
鳥
羽
院
（
新
装
版
）
』
（
二
〇
〇
一
年
第
一
版
、
二
〇
二
〇
年
一
月
新
装
版
第
一
刷
、
吉
川
弘
文
館
）

(2)

竹
西
寛
子
『
式
子
内
親
王

永
福
門
院
』
（
一
九
九
三
年
十
一
月
、
講
談
社
文
芸
文
庫
）

(3)

例
え
ば
、
こ
れ
ら
の
歌
は
『
式
子
内
親
王
集
』
に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
奥
野
陽
子
『
式
子
内
親
王
集
全
釈
』
（
風
間
書
房
、

(4)

二
〇
〇
一
年
）
で
は
「
と
も
に
寂
し
い
境
遇
に
あ
る
、
年
の
離
れ
た
叔
母
と
甥
の
交
情
が
う
か
が
え
る
」
と
評
す
る
。

二
〇
一
二
年
五
月
、
角
川
学
芸
出
版

(5)
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惟
明
親
王
の
正
治
初
度
百
首
詠
の
夏
の
一
首
、

な
が
む
れ
ば
庭
の
さ
ゆ
り
に
水
越
え
て
五
月
雨
深
き
宿
の
夕
暮
（
一
三
〇
）

に
つ
い
て
、
「
類
似
し
た
景
を
詠
ず
る
近
い
時
期
の
先
行
歌
」
と
し
て
良
経
の
「
治
承
題
百
首
」
の
次
の
一
首
を
挙
げ
る
。

五
月
雨
の
ふ
り
に
し
里
は
道
絶
え
て
庭
の
さ
ゆ
り
も
波
の
下
草
（
『
秋
篠
月
清
集
』
・
四
二
一
）
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参
考
文
献

主
な
参
考
文
献
を
以
下
に
掲
げ
る
。

〔
本
文
と
注
釈
〕

『
新
編
国
歌
大
観CD

-RO
M

版V
ER.2

』

久
保
田
淳
他
『
正
治
二
年
院
初
度
百
首
』
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
六
年
）

『
松
平
文
庫
影
印
叢
書
』
第
十
四
巻
・
定
数
歌
編
（
新
典
社
、
一
九
九
七
年
）

小
島
憲
之
、
新
井
栄
蔵
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

古
今
和
歌
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）

片
桐
洋
一
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

後
撰
和
歌
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）

小
町
谷
照
彦
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

拾
遺
和
歌
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）

久
保
田
淳
、
平
田
喜
信
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

後
拾
遺
和
歌
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）

川
村
晃
生
、
柏
木
由
夫
、
工
藤
重
矩
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

金
葉
和
歌
集

詞
花
和
歌
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）

片
野
達
郎
、
松
野
陽
一
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

千
載
和
歌
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）

田
中
裕
、
赤
瀬
信
吾
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

新
古
今
和
歌
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）

伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注
四
』
（
一
九
九
六
年
八
月
、
集
英
社
）
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菅
野
禮
行
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
文
学
全
集

和
漢
朗
詠
集
』
（
小
学
館
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
）

工
藤
重
矩
校
注
『
和
泉
古
典
叢
書

後
撰
和
歌
集
』
（
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
年
）

松
原
一
義
・
鹿
野
し
の
ぶ
・
丸
山
陽
子
『
和
歌
文
学
大
系

新
後
拾
遺
和
歌
集
』
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
七
年
）

中
川
博
夫
『
和
歌
文
学
大
系

玉
葉
和
歌
集
（
上
）
』
（
明
治
書
院
、
二
〇
一
六
年
一
月
）

39

橋
本
不
美
男
、
有
吉
保
、
藤
平
春
男
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

歌
論
集
』
（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
）

清
水
好
子
他
『
日
本
古
典
文
学
全
集

竹
取
物
語

伊
勢
物
語

大
和
物
語

平
中
物
語
』
（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）

松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

枕
草
子
』
（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）

阿
部
秋
生
他
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

源
氏
物
語
③
』
（
小
学
館
、
一
九
九
六
年
）

梶
原
正
昭
、
山
下
宏
明
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

平
家
物
語
下
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）

久
曽
神
昇
編
『
日
本
歌
学
大
系
別
巻
二
』
（
風
間
書
房
、
一
九
五
八
年
）

川
村
晃
生
校
注
『
歌
論
歌
学
集
成
第
五
巻

袖
中
抄
（
下
）
』
（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）

本
間
洋
一
注
釈
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
一
』
（
新
典
社
、
一
九
九
二
年
三
月
）

吉
田
賢
抗
著
『
新
釈
漢
文
大
系
第

巻

論
語
』
（
明
治
書
院
、
一
九
七
六
年
二
月
）

1

中
島
千
明
著
『
新
釈
漢
文
大
系
第

巻

文
選
（
賦
篇
）
上
』
（
明
治
書
院
、
一
九
七
七
年
一
月
）

79

『
白
氏
六
帖
事
類
集
（
一
）
』
（
古
典
研
究
会
叢
書

漢
籍
之
部

第
四
十
巻
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
、
『
同
（
二
）
』
（
同

四
十
一
巻
・
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）
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奥
野
陽
子
『
式
子
内
親
王
集
全
釈
』
（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）

国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
十
一
代
集
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（h
t
t
p
:
/
/
b
a
s
e
1
.
n
i
j
l
.
a
c
.
j
p
/
i
n
f
o
l
i
b
/
m
e
t
a
_
p
u
b
/
G
0
0
0
1
5
0
1
2
1
d
a
i

）

久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
、
二
〇
一
四
年
）

黒
板
勝
美
『
新
訂
増
補

国
史
大
系
二
六
巻

交
替
式

弘
仁
式

延
喜
式
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）

〔
研
究
書
〕

山
崎
桂
子
『
正
治
百
首
の
研
究
』(

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）

田
仲
洋
己
『
中
世
前
期
の
歌
書
と
歌
人
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）

有
吉
保
『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究

基
盤
と
構
成
』
（
三
省
堂
、
一
九
六
八
年
）

久
保
田
淳
『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
三
月
）

片
山
亨
『
校
本
秋
篠
月
清
集
と
そ
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
七
六
年
六
月
）

松
田
武
夫
『
古
今
集
の
構
造
に
関
す
る
研
究
』
（
風
間
書
房
、
一
九
六
五
年
初
版
・
一
九
八
〇
年
再
版
）

久
保
田
淳
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
（
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
六
月
）

竹
西
寛
子
『
式
子
内
親
王

永
福
門
院
』
（
一
九
九
三
年
十
一
月
、
講
談
社
文
芸
文
庫
）
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安
田
德
子
『
中
世
和
歌
研
究
』
（
和
泉
書
院
、
一
九
九
八
年
）

浅
田
徹
『
百
首
歌

祈
り
と
象
徴
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
七
月
）

野
本
留
美
『
中
世
百
首
歌
の
生
成
』
（
若
草
書
房
、
二
〇
一
九
年
）

渡
邊
裕
美
子
『
新
古
今
時
代
の
表
現
方
法
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）

五
味
文
彦
氏
『
後
鳥
羽
上
皇

新
古
今
集
は
な
に
を
語
る
か
』
（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
二
年
）

目
崎
徳
衛
『
史
伝

後
鳥
羽
院
（
新
装
版
）
』
（
二
〇
〇
一
年
第
一
版
、
二
〇
二
〇
年
一
月
新
装
版
第
一
刷
、
吉
川
弘
文
館
）

真
木
広
造
・
大
西
敏
一
・
五
百
澤
日
丸
著
『
決
定
版

日
本
の
野
鳥

』
（
平
凡
社
、
二
〇
一
四
年
）

650

水
谷
高
英
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
叶
内
拓
哉
解
説
『
フ
ィ
ー
ル
ド
図
鑑

日
本
の
野
鳥
』
（
文
一
総
合
出
版
、
二
〇
一
七
年
）

〔
研
究
論
文
〕

山
崎
桂
子
「
憂
し
と
い
ひ
て
も
あ
ま
る
涙
を
―
惟
明
親
王
逸
文
歌
考
証
―
」
（
『
広
島
女
子
大
国
文
』
一
〇
号
、
一
九
九
三
年
九
月
）

山
崎
桂
子
「
惟
明
親
王
歌
逸
文
考
証
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
六
八
号
、
一
九
九
四
年
五
月
）

山
崎
桂
子
「
三
宮
惟
明
親
王
伝
―
誕
生
か
ら
寿
永
二
年
ま
で
―
」
（
『
国
語
国
文
』
六
四
号
、
一
九
九
五
年
五
月
）

八
嶋
正
治
「
後
鳥
羽
院
に
つ
い
て
（
一
）
―
そ
の
百
首
観
―
」
（
『
文
芸
と
批
評
』
第
一
号
、
一
九
六
三
年
九
月
）

赤
羽
淑
「
定
家
の
旅
の
歌
―
題
意
の
追
求
と
い
う
点
か
ら
―
」
（
『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

紀
要
』
第
一
号
、
一
九
六
七
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年
四
月
）

三
上
桂
子
「
和
歌
に
現
わ
れ
た
星
」
（
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
二
一
号
、
一
九
六
八
年
一
二
月
）

寺
島
恒
世
「
「
正
治
二
年
院
初
度
百
首
」
考
―
後
鳥
羽
院
の
百
首
歌
に
つ
い
て
―
」
（
『
国
文
学

言
語
と
文
芸
』
八
一
号
、
一
九
七

五
年
一
〇
月
）

高
橋
弘
美
「
八
代
集
に
お
け
る
星
歌
小
考
」
（
『
大
阪
青
山
短
大
国
文
』
第
二
号
、
一
九
八
六
年
二
月
）

井
上
宗
雄
「
「
言
葉
集
」
雑
感
」
（
『
和
歌
史
研
究
会
会
報
』
第
一
〇
〇
号
、
一
九
九
二
年
一
二
月
）

唐
澤
正
実
「
『
八
雲
御
抄
』
枝
葉
部
「
鳥
部
」
管
見
」
（
小
町
谷
照
彦
・
三
角
洋
一
編
『
歌
こ
と
ば
の
歴
史
』

笠
間
書
院
、
一
九

九
八
年
五
月
）

内
藤
愛
子
「
堀
河
百
首
題
「
網
代
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』
四
五
巻
、
二
〇
〇
二
年
一
月
）

坂
田
光
代
「
建
礼
門
院
右
京
大
夫
と
星
の
歌
」
（
『
玉
藻
』
四
〇
巻
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
）

田
島
智
子
「
平
安
中
期
の
屏
風
絵
と
屏
風
歌
の
関
係
―
網
代
を
例
と
し
て
―
」
（
『
詩
林
』
五
七
号
、
二
〇
一
五
年
四
月
）
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初
出
一
覧

章
節
順
に
既
発
表
の
論
文
を
記
す
。
な
お
、
適
宜
加
筆
修
正
を
加
え
て
い
る
。

第
一
章

第
一
節

「
惟
明
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
春
歌
に
つ
い
て
―
構
成
と
表
現
に
着
目
し
て
―
」

（
『
国
文
学
攷
』
第
二
五
一
号
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
）

第
三
節

「
惟
明
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
夏
・
冬
歌
に
つ
い
て
―
更
衣
と
網
代
の
歌
を
中
心
と
し
て
―
」

（
『
表
現
技
術
研
究
』
第
一
三
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

第
二
章

「
惟
明
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
恋
十
首
に
つ
い
て
―
配
列
の
視
点
か
ら
―
」

（
『
表
現
技
術
研
究
』
第
十
五
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）

第
三
章

「
惟
明
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
雑
歌
考
―
語
句
・
表
現
に
着
目
し
て
―
」

（
『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
四
二
集
、
二
〇
二
〇
年
十
月
）

「
惟
明
親
王
の
『
正
治
初
度
百
首
』
祝
部
五
首
に
つ
い
て
―
星
の
祝
歌
を
中
心
と
し
て
―
」

（
『
表
現
技
術
研
究
』
第
一
四
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

第
四
章

「
惟
明
親
王
の
先
行
歌
摂
取
の
方
法
―
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
歌
を
中
心
と
し
て
―
」

（
『
表
現
技
術
研
究
』
第
一
六
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
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あ
と
が
き

卒
業
論
文
、
修
士
論
文
の
研
究
テ
ー
マ
だ
っ
た
式
子
内
親
王
か
ら
離
れ
（
と
は
言
っ
て
も
そ
の
甥
で
あ
る
わ
け
だ
が
）
、
博
士
論

文
で
惟
明
親
王
を
取
り
上
げ
る
と
決
め
て
か
ら
早
五
年
、
ど
う
に
か
一
つ
の
形
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
間
に
、
広
島
大

学
の
大
学
院
は
改
組
さ
れ
、
文
学
研
究
科
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

本
論
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
終
始
丁
寧
な
ご
指
導
を
賜
っ
た
妹
尾
好
信
先
生
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
広
島
大
学

文
学
研
究
科
の
博
士
課
程
前
期
に
入
学
し
て
以
来
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
ご
指
導
い
た
だ
き
、
こ
う
し
て
ど
う
に
か
最
後
ま
で
論
文
を

書
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
究
発
表
会
等
で
多
く
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
、
久
保
田
啓
一
先
生
、
文
学
に
関
す
る
様
々
な
こ
と
を
ご
指
導
い
た
だ
い
た
溝
渕
園

子
先
生
、
学
会
発
表
の
折
や
研
究
会
等
の
機
会
に
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
山
崎
桂
子
先
生
の
諸
先
生
方
に
も
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
古
典
研
究
会
や
そ
の
他
の
研
究
会
で
原
豊
二
先
生
や
浅
田
徹
先
生
、
木
下
華
子
先
生
な
ど
、
新
古
今
時
代
の
和
歌
研
究
の

第
一
線
で
ご
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
先
生
方
に
ご
助
言
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
惟
明
親
王
の
和
歌
を
研
究
し
て
い
く
上
で
様
々
な
学

び
を
得
ま
し
た
。

な
に
よ
り
大
学
院
に
通
う
こ
と
を
支
援
し
て
く
れ
た
両
親
な
く
し
て
本
論
文
は
書
き
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
支
援
、
ご
協
力
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様
に
厚
く
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


